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独立行政法人日本学術振興会（JSPS）では、大学等における国際化の推進と、国際交流業

務の充実に資するため、国立大学等の事務系職員を対象として、国際交流に関する幅広い見

識と高度な実務能力を有する職員の養成を図る「国際学術交流研修」を実施している。 

 

本研修の受講者（以下「国際協力員」という。）は、JSPS 本部において１年間の国際学術

交流の業務に関する実務研修を行った後、7 ヶ国 8 ヶ所の海外研究連絡センターのいずれか

において１年間の海外実務研修を行うこととなっている。特に、海外実務研修においては、

派遣先の海外研究連絡センターにおける業務に携わるとともに、センター長と相談の上、当

該国における大学や学術の状況に関して、自ら課題を設定し、その課題に沿って調査、事例

研究等を行うこととしており、本報告書は、その成果報告を取りまとめたものである。 

 

各国際協力員の国際学術交流研修の集大成としての本報告書が、各国の学術動向等を理解

する上での参考になれば幸いである。 

 

 令和２年３月 

 

独立行政法人日本学術振興会 

理事長 里見 進 
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米国における返済不要な奨学金制度 

-日本との比較から-

ワシントン研究連絡センター

國井 秀樹 



1. はじめに

文部科学省が平成 30 年 12 月 28 日に公表した「高等教育の無償化の制度の具体化に向けた方針

の概要」1には、「低所得者世帯の者であっても、社会で自立し、活躍することができる人材を育

成する大学等に修学することができるよう、その経済的負担を軽減することにより、我が国にお

ける急速な少子化の進展への対処に寄与するため、真に支援が必要な低所得者の者に対して、①

授業料及び入学金の減免と②給付型奨学金の支給に合わせて措置する。」と表記されている。日本

学生支援機構が平成 30 年 3 月に公表した「平成 28 年度学生生活調査」2では大学生の約 50％が奨

学金を借りており、平成 24 年に文部科学省から発表された「（独）日本学生支援機構奨学金貸与

事業の概要」3によると、無利子奨学金貸与人員の割合は約 29％（無利子奨学金貸与人員 38 万 3

千人/総貸人員 133 万 9 千人）であったが、平成 31 年度には、約 42％（無利子奨学金貸与人員 56

万 4 千人/総貸人員 132 万 9 千人）4と、ここ 10 年近くで約 10％程度無利子奨学金貸与人員が拡大

したことが分かる。しかし、米国の大学生の大半が何かしらの無償奨学金を受けていることに比

べ、日本では、まだ 58％の学生が利子付きの奨学金を借りていることが分かる。日本の奨学金は、

奨学金と謳いながらも未だローンの意味合いが強いことが分かる。 

一方、高等教育政策研究所（Institute for Higher Education Policy :IHEP）が発表した”Limited 
Means, Limited Options: College Remains Unaffordable for Many Americans”5によると、米国

の学生が週 10 時間労働し、家族が所得の 10％を 10 年間貯金した場合でも、学生がローンを利用

しない場合、大半の大学は入学が難しいとのことである。また連邦学資ローンを最大限に利用し

た場合であっても、少なくとも全体の 70％の大学は、中流階級の学生にとっては、入学が厳しい

ものであると報告している。2020 年の大統領選に出馬予定のサンダース上院議員は、「約 4.5 千

万人分の計 1.6 兆円以上に及ぶローン型奨学金を無償にするとういう内容の法案」6を議会に提出

する予定である。米国でも高額な授業料負担の対策は、国民の関心が非常に高いことが分かる。 

本報告書では、米国における返済不要な奨学金制度の事例を紹介し、日本に比べ学費が高いと

される授業料の負担をどのように軽減させているのかを紹介する。また、企業などからの寄付金

なども紹介し、今後日本の奨学金制度は、低所得家庭のみならず、優秀な人をどのように支援す

るべきなのかについてまとめた。 

1 https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/detail/__icsFiles/afieldfile/2018/12/28/1412286_001.pdf
（2020 年 2 月 18 日にアクセス） 
2 https://www.jasso.go.jp/about/statistics/gakusei_chosa/__icsFiles/afieldfile/2018/06/01/data16_all.pdf 
（2020 年 1 月 31 日にアクセス） 
3 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/052/052_01/siryou/__icsFiles/afieldfile/2012/07/17/1323448_01.pdf
（2020 年 2 月 18 日にアクセス） 
4 https://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2018/12/21/1412042_01.pdf
(2020 年 2 月 18 日にアクセス) 
5 http://www.ihep.org/limited-means-limited-options （2019 年 8 月 3 日にアクセス）
6 https://www.forbes.com/sites/zackfriedman/2019/06/24/student-loans-bernie-sanders/#92eb36d3fc29
（2019 年 8 月 4日にアクセス） 



図 2 各州立大学の授業料の違い8（脚注 8をもとに作成） 

図 3 The World University Rankings 20199上位校の授業料10

（脚注 9及び脚注 10 を元に作成）

8 https://www.valuepenguin.com/student-loans/average-cost-of-college#nogo (2019 年 8 月 28 日)
9

https://www.timeshighereducation.com/world-university-rankings/2019/world-ranking#!/page/0/length/25/sort_by/rank/s
ort_order/asc/cols/stats （2020 年 2 月 18 日にアクセス） 

10 https://www.collegesimply.com/colleges/california/california-institute-of-technology/price/ （2020 年 2 月 18 日にアクセス） 
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2. 高額な授業料

返済不要な奨学金を調査するにあたり、まずは授業料から整理したい。 

米国の授業料は高額なことで知られているが、州立大学と私立大学に大きく分類される。 

特に州立大学では州民と州民以外で、2 倍以上授業料違う等、日本の国立大学の授業料におい

て、学生の出身地で全く区別しないことに比べると制度も大きく異なる。 

この章では、州立大学と日本の国立大学、日本と米国の私立大学を比較したい。 

図 1 授業料平均額（2017 年度）7 $1＝106.18 円（2019 年 8 月 28 日）で計算 

図 1 のとおり、日本の国公立大学と州立大学の平均を比較すると、日本は授業料が州立大学の

およそ 1/2 であり、また Pennsylvania State University Park、University Of Virginia の 1/3

以下であることが分かる。 

州立大学では、主に州民の税金を使って大学を運営する以上、州民に最大限還元されるべきと

いう観点から、州民の授業料が、州外民（他の州から来た学生）と比べ格段に優遇されている。

また、州立大学によって授業料は異なっており、図 2 のように Pennsylvania State University 
Parkを除く全ての大学が州民と州外民との学費の差が2倍以上に設定されているが、州外民でも、

1 年以上在籍していると州民と同じ授業料を払う資格を得られることを断っておきたい。

Pennsylvania State University Park では、州民の授業料が他の大学に比べて高額であるが、州

外民の学費は、6校の中でも 2番目に安いなど、各大学の戦略が推測できる。 

7 https://trends.collegeboard.org/college-pricing/figures-tables/average-published-undergraduate-charges-sector-2018-19
(2019 年 8 月 28 日にアクセス) 

日本の授業料平均「平成 29 年度入学者に係る学生納付金等調査結果」及び文部科学省が定めた標準額（53 万 5,800 円） 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2015/06/05/1235474_012.pdf 
（2019 年 8 月 28 日にアクセス） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shinkou/07021403/1412031.htm（2019 年 8 月 28 日にアクセス）
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図 4 家庭環境別ペルグラント取得額（脚注 14 を元に作成） 

図 4のように扶養家族がなく仕事がある場合は、過半数以上の学生が$9,000 以下の支給額を受

け取ることに対し、扶養家族があったり、失業中の家庭だったりと家庭環境が悪化するごとに、

支給額が増加していることが分かる。 

支給額の差はあるが、2017 年度から 2018 年度にかけて約 30％の学生がペルグラントを利用して

いた15。 

また、仮に州内出身の学生が$6,195 受給した場合は、米国の 4年生州立大学の授業料等の費用

の 60％カバーできるが、残りの 40％は他の奨学金で賄う必要がある16。 

州外からの学生が$6,195 受給した場合は、24％の費用しかカバーできないため、残りの 76％の費

用を自分で負担するか、他の奨学金で補う必要がある17。 

15 https://research.collegeboard.org/pdf/trends-student-aid-2018-full-report.pdf（2020 年 2 月 18 日にアクセス） 
16 図 1 をもとに値を算出。
17 図 1 をもとに値を算出。 
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The World University Rankings 2019 にランクインしている上位6校の授業料は図3の通りで

ある。各大学とも The World University Rankings 2019 の 10 位以内にランクインしている世界

的有名私立大学であるが、図 3 のとおり一番安い授業料でも$46,340 と日本の私立大学の平均額

（＄8,477）と比べて約 6倍高額であるということが分かる。 

高額な学費の背景には、学生を惹きつける為の学部の新設や、キャンパスリノベーション、学

生へのサービス充実のほか、教員の人件費、政府や州から大学への補助金の減額等があげられる。

また、後述するペルグラント制度が、皮肉にも大学の授業料を増加させている。政府が、大学へ

の補助金額を過度に減らした結果、大学の授業料の高騰を加速させた。 

政府からの補助金が減ってしまうと、授業料が上がることは容易に想像できるが、Purdue 
University（公立大学）では、州内学生にも授業料値上げをした結果、州内出身学生が 4,300 名

減少し、反対に州外民及び外国出身の学生が 5,300 名増加したという例もある11。 

3. 奨学金の種類

では、高額な学費をどのように支払っているのだろうか。 

米国の大学の奨学金は、大きく二つに分類される。一つ目は、Need-based financial aid で、

もう一つは Merit-based financial aid である。

3-1. Need-based financial aid

最も有名なのが、ペルグラント12制度とワーク・スタディ制度13である。連邦政府が、学生が事

前に FAFSA（The Free Application for Federal Student Aid）に登録した情報をもとに、希望学

生の家庭の財政能力などから学費支払い能力等を計算し、その後大学の出席回数等から算出され

た奨学金（給付金）を支給する制度である。応募資格は、18 歳から 25 歳までの一度も学位を取

得したことがない者で、成績優秀な者であること、学生本人のアルバイト等の収入額、親の所得

の合計でも低所得者に分類される者、薬物履歴等が無い者等いくつかの制限がある。ペルグラン

トの 2016 年度から 2017 年度の最大支援金は、$5,815 であったが、2017 年度から 2018 年度にか

けての最大支援金は$5,920 と支援金が増額された。 

2019 年度から 2020 年度にかけては、最大＄6,195 支給されることになっている。 

なお、受給者平均は 2012 年度から約$3,900 で推移している14。 

11 https://www.theatlantic.com/education/archive/2018/09/why-is-college-so-expensive-in-america/569884/ 
（2019 年 9 月 28 日にアクセス） 
12 https://bigfuture.collegeboard.org/pay-for-college/grants-and-scholarships/what-is-a-pell-grant （2019年 8月 5日にアクセス） 
13 https://studentaid.ed.gov/sa/types/work-study（2019 年 9 月 23 日にアクセス）
14 https://research.collegeboard.org/pdf/trends-student-aid-2018-full-report.pdf（2020 年 2月 18 日にアクセス）
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3-2. Merit-based financial aid

こちらには、主に大学や奨学金団体からの奨学金が含まれる。 

大学等が、本人の学力や、今までの競技成績や、今後の才能を評価し奨学金を支給する制度であ

る。登録方法は FAFSA または The CSS Profile で、奨学金団体に応じて、別のサイトに登録す

る必要がある。FAFSA が登録料や提出料が無料ということに比べ、The CSS Profile は登録料に

$25、提出先ごとに$16 かかる。また、高校在学時の GPA や SAT のスコアを記入する必要がある。

SAT とは Scholastic Assessment Test の略であり Critical Reading（読解）、Writing（文法＋エ

ッセイ）、Math（数学）の 3教科、それぞれが 200 点から 800 点で合計 2,400 点満点（最低が 600

点）である。また GPA とは、教科ごとに A、B、C、D、F の 5 段階があり A は 4 ポイント、B は

3 ポイント、C は 2 ポイント、D は 1 ポイント、F は 0 ポイントと、それぞれの成績に数値ポイ

ントが与えられ、このポイントと単位数との兼ね合いから GPA (Grade Point Average) という、

学業成績の平均値が算出される。オール A の学生であれば GPA は 4.0、オール F であれば 0.0 

となる。 

奨学金団体からの奨学金では、College Board20 が広く知られている。奨学金を探すページから

自分に合った項目を選択できる。選択項目は学業、スポーツのメジャーな項目の他、写真、ウェ

ブデザイン等幅広い分野のことについてエッセイ等を書くことにより、＄10～＄5,000 の奨学金

を得ることができる。サイトに掲載されている奨学金は約 2,200 件、計 600 億円にものぼる。 

また、企業型奨学金では、世界最大のスーパーマーケットチェーンである Walmart のように画

期的な取り組みをしている企業もある。Walmart は、140 万いるアルバイト社員、正社員に対し

て、University of Florida, Brandman University, Bellevue University の 3校で経営もしくは流

通に関する学位取得を従業員が希望すれば、授業料及び、教材等の費用を負担するという取り組

みをしている。希望者は、一日＄1を Walmart に支払うことを条件にオンライン講座で学位を取

得することができる21。 

20 https://trends.collegeboard.org/college-pricing/figures-tables/average-published-undergraduate-charges-sector-2018-19
(2020 年 1 月 31 日にアクセス)
21

https://www.washingtonpost.com/news/business/wp/2018/05/30/walmart-to-offer-employees-a-college-education-for-1-a-day
/?noredirect=on （2019 年 12 月 23 日にアクセス） 

ここから日本の制度についても説明しておきたい。 

2020 年 4 月から日本で開始される高等教育の修学支援新制度（図 518）では、事前に JASSO（独

立行政法人日本学生支援機構）に登録した後、家庭年収入ごとに支給金が決まっている。 

図 5 高等教育の修学支援新制度 給付金図（脚注 1から引用） 

前述した通り、米国のペルグラント制度では、日本の修学支援制度とは異なり、学生の家庭環

境に加え、事前登録内容が審査において非常に重要である。2020 年 4 月から日本で開始される高

等教育の修学支援新制度では、要件を満たしている学生はほぼ一律で支給を受けられるという点

も、米国の制度と異なっている点である。 

日本の高等教育の修学支援新制度の給付金申請では、支給対象者家庭の収入確認の目的が非常

に大きく、米国のペルグラント制度とは、別物であるということが分かる。 

ワーク・スタディ制度では、FAFSA（The Free Application for Federal Student Aid）に登録

した学生が、州が定める最低賃金以上の時給での大学内アルバイトに加え、教育省を除く政府組

織、非営利組織でアルバイトをしながら授業料を捻出する制度である。日本では聞き馴染みがな

いが、2013 年度から 2014 年度にかけては 672,000 人がこの制度を利用し、一人当たり＄1,669 の

教育費を捻出した19。また、ワーク・スタディで稼いだ収入は、今後の政府系奨学金の支給額には、

反映されることがなく、日本の高等教育の修学支援新制度では、他の奨学金等を受給した場合に

は減額されるので、この点についても全く異なるということが分かる。 

18 http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/index.htm （2019 年 8 月 26 日にアクセス）
19 https://www.edvisors.com/student-employment/jobs/federal-work-study/（2019 年 10 月 5日にアクセス）
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https://www.washingtonpost.com/news/business/wp/2018/05/30/walmart-to-offer-employees-a-college-education-for-1-a-day
/?noredirect=on （2019 年 12 月 23 日にアクセス） 

3-2. Merit-based financial aid

こちらには、主に大学や奨学金団体からの奨学金が含まれる。 

大学等が、本人の学力や、今までの競技成績や、今後の才能を評価し奨学金を支給する制度であ

る。登録方法は FAFSA または The CSS Profile で、奨学金団体に応じて、別のサイトに登録す

る必要がある。FAFSA が登録料や提出料が無料ということに比べ、The CSS Profile は登録料に

$25、提出先ごとに$16 かかる。また、高校在学時の GPA や SAT のスコアを記入する必要がある。

SAT とは Scholastic Assessment Test の略であり Critical Reading（読解）、Writing（文法＋エ

ッセイ）、Math（数学）の 3教科、それぞれが 200 点から 800 点で合計 2,400 点満点（最低が 600

点）である。また GPA とは、教科ごとに A、B、C、D、F の 5 段階があり A は 4 ポイント、B は

3 ポイント、C は 2 ポイント、D は 1 ポイント、F は 0 ポイントと、それぞれの成績に数値ポイ

ントが与えられ、このポイントと単位数との兼ね合いから GPA (Grade Point Average) という、

学業成績の平均値が算出される。オール A の学生であれば GPA は 4.0、オール F であれば 0.0 

となる。 

奨学金団体からの奨学金では、College Board20 が広く知られている。奨学金を探すページから

自分に合った項目を選択できる。選択項目は学業、スポーツのメジャーな項目の他、写真、ウェ

ブデザイン等幅広い分野のことについてエッセイ等を書くことにより、＄10～＄5,000 の奨学金

を得ることができる。サイトに掲載されている奨学金は約 2,200 件、計 600 億円にものぼる。 

また、企業型奨学金では、世界最大のスーパーマーケットチェーンである Walmart のように画

期的な取り組みをしている企業もある。Walmart は、140 万いるアルバイト社員、正社員に対し

て、University of Florida, Brandman University, Bellevue University の 3校で経営もしくは流

通に関する学位取得を従業員が希望すれば、授業料及び、教材等の費用を負担するという取り組

みをしている。希望者は、一日＄1を Walmart に支払うことを条件にオンライン講座で学位を取

得することができる21。 

20 https://trends.collegeboard.org/college-pricing/figures-tables/average-published-undergraduate-charges-sector-2018-19
(2020 年 1 月 31 日にアクセス)
21 
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4-3. インタビュー（ハワイ大学マノア校） 

2019年 7月にハワイ大学マノア校職員の Moto Mark Tomita 氏がワシントン研究連絡センター

に来訪した際に、ハワイ大学マノア校の奨学金システム及び、米国の奨学金システムについての

インタビューを行った。Mark 氏は世界中でリクルートメントを行っている。 

（左から筆者、阿部国際協力員、Mark 氏） 

Q どのくらいの割合の学生がハワイ大学マノア校で奨学金を受けているか。また、一人当たりの

奨学金はいくらか。 

A 1,928 名のハワイ大学マノア校の学生はハワイ大学マノア校の独自奨学金を得ており、総額は 4

億円を受給している。ハワイ大学マノア校の一年間の学費（一年、二学期制である）は学部によ

るが、州民授業料＄11,088、州外民授業料＄33,12024とハワイ大学では、授業料が 3倍近く違うこ

と、ハワイ州内からの進学が 65％、州外からが 28％、留学生が 6％25となっており、州外及び留

学生の生徒に多くの奨学金を配分していることが分かるだろう。 

Q ハワイ大学マノア校独自の奨学金はあるか。 

A 唯一や独自という奨学金があるかどうか、はっきりと断言はできないが、米国外出身学生が受

給する主な奨学金は次に挙げる 3つである。 

24 https://www.collegecalc.org/colleges/hawaii/university-of-hawaii-at-manoa （2019 年 12 月 23 日にアクセス） 
25 https://issuu.com/uhmadmissions/docs/international_guide_highquality （2019 年 12 月 20 日にアクセス） 

4．米国の大学の奨学金事情 

～ハワイ大学マノア校の事例～ 

4-1. ハワイ大学及びマノア校の概要

ハワイ大学の正式名称は The University of Hawaii System（ハワイ州立大学機構）となってお

り、1907 年に設立されて現在 3つの 4年制大学と 7つのコミュニティ・カレッジがある。 

ハワイ大学マノア校はハワイ州ホノルルに本部をおく米国の州立大学である。1907 年に設置さ

れ、国際的に著名な研究大学であり、学部、大学院、および専門職学位を提供している。 熱帯農

業、熱帯医学、海洋学、天文学、電気工学、火山学、進化生物学、比較哲学、比較宗教、ハワイ

研究、アジア研究、太平洋諸島研究、アジア太平洋地域公衆衛生の分野を強みとしている。今日

では、100 の学問分野の学士号、85 の修士号、58 の博士号、建築・法律・医学分野の専門学位、

合計 62 の学部および大学院の証明書を取得することができる。ハワイ大学マノア校の学生のうち、

72.5％が学部生である。CWUR World University Rankings 2018 では 306 位22にランクインして

いる。 

また、ハワイ州は Student Debt and the class of 201823では、Low-DEBT STATES 部門におい

て第 6 位（＄24,162）となっており、州立大学 1 位のコネチカット州（＄38,669）より約 38％、

大学に係る金額の負債が軽い州としても知られている。 

4-2. ハワイ大学マノア校と東海大学との関係性

東海大学は、ハワイに Hawaii Tokai International College（HTIC）という短期大学キャンパ

スを置いており、2015 年 4 月よりホノルル市内からハワイ大学ウエストオアフ校（UHWO）の敷

地内に移転した。ハワイには大学と名のつく教育機関が数多くあるが、米国の基準認定（アクレ

ディテーション）を受けている学校は 1 割もなく、運営主体が日本の大学で、米国の基準認定を

受けているのは HTIC のみである。

ハワイ大学とは上記に記載したキャンパス間連携の他、編入学協定を締結しており、数多くの

HTIC 卒業生がハワイ大学マノア校へ毎年編入している。

22 https://cwur.org/2018-19.php （2019 年 12 月 13 日にアクセス）
23 https://ticas.org/wp-content/uploads/2019/09/classof2018.pdf （2019 年 12 月 16 日にアクセス）
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4-3. インタビュー（ハワイ大学マノア校）
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5. 考察 

日本の奨学金検索サイトは、あまり知られておらず、College Board のようなサイトは JASSO
のオフィシャルサイト内の検索項目に当たるが、College Board ほど、詳細な検索はできず、検

索結果も少ない。College Board は、自分の専門分野、家庭環境等を選択後、選択内容から多く

の奨学金内容と条件が検索できるが、JASSO で奨学金を検索した場合は、奨学金制度を持ってい

る大学、機関一覧が表示され、その後は自分で検索しなければならない。例えば、A 大学に所属

している学生が JASSO のサイトで検索した際に B 大学の奨学金ページを表示されても、受給資

格を満たしていない、または受給の可能性は極めて低いことが推測される。加えて、JASSO の奨

学金は、所得に応じた制度に重点をおいているように感じられ、米国の奨学金制度とは違い、重

複受給をほとんど認めていないため他の奨学金も受給するということが極めて困難である。米国

の少額からの奨学金が充実しており、獲得資金を増やすことにより学費負担を軽減できるという

奨学金制度を日本の奨学金制度は見習うべきであると思う。ハワイ大学マノア校のように年間 4

億円の奨学金の予算を組むのは難しいとしても、各大学が奨学金支給額と支給対象者を広げてみ

る必要があるのではないか。 

実際に、とある日本のテレビ局が視聴者を対象に日本の大学の費用に関するアンケートを行っ

たところ、回答人数 1,362 人中 1,203 人が高いと回答している27。米国の学費についての調査によ

ると、適正価格および妥当価格であるという回答が 71％、高いという回答はわずか 29％28に過ぎ

ない。2018 年度、日米の家庭平均収入は日本 441 万円29、米国 680 万円30（$61,937 を 2018 年 12

月 31 日のレート31で計算）と差は約 1.54 倍しかないが、前述したとおり、米国の州立大学と日本

の国立大学の学費は平均約 2～5 倍、私立大学は平均約 4～8 倍も違うが、学費に関するアンケー

トでは日本人の方が学費に対して高額とイメージを持っており、現状の奨学金制度では学生に対

する学費の補助が十分ではないことが関係しているのではないか。 

米国の奨学金の場合、学費以上の奨学金も自分の能力次第で、生活費等としても受け取れると

いうことも魅力であり、大学の学費がそれほど高くないという認識が 71％も占める結果になって

いるのではないだろうか。 

27 https://logmi.jp/business/articles/140922（2019 年 12 月 23 日にアクセス） 
28 https://www.salliemae.com/assets/research/HAP/HowAmericaPaysforCollege2019.pdf （2019 年 12 月 23 日にアクセス） 
29 https://www.nta.go.jp/information/release/kokuzeicho/2019/minkan/index.htm （2019 年 12 月 23 日にアクセス） 
30 https://www.census.gov/library/stories/2019/09/us-median-household-income-up-in-2018-from-2017.html
（2019 年 12 月 23 日にアクセス） 
31 ＄1＝110.24 円 https://www1.oanda.com/lang/ja/currency/converter/（2019 年 12 月 23 日にアクセス）

1. International Excellence Scholarship

こちらは、一年間最大＄22,032 まで支給されるハワイ大学マノア校 最大の奨学金であり、新

入生を対象に四年間支給される。応募資格は、GPA3.5 以上、SAT スコア“高得点”、ACT26スコ

ア「高得点」である。

主に英語の力をみる「English（英語）」「Reading（読解）」、数学の力をみる「Mathematics
（数学）」、化学の広い分野から出題される「Science（科学）」の４つのセクションで構成され

ている。さらにオプションで、「Writing」セクション（エッセイ）を選択することができる。

4 つのセクションはすべてマークシート式のテストとなり（エッセイを書く「Writing」のセ

クションのみ記述式）、合計のテスト時間は 2 時間 55 分である（Writing を受ける場合はプラ

ス 40 分）。

Writing（エッセイ）を除く 4 セクションは、テストの正解数を”Scale score”に換算し、

各 36 点満点で評価される。総合点(Composite Score）は 4 セクションの合計ではなく平均と

なり、こちらも 36 点満点である。 Writing セクションは 2-12 点の範囲で評価され、ACT の

総合点に個別に追加される。 

2. International Merit Award Scholarship

一年間最大＄16,380 まで新入生、転入生を対象に支給される。応募資格は GPA3.3 以上で、SAT
スコア、ACT スコアに基準はない。高校時の生活態度や、部活動成績等が考慮される。

3. Academic Merit Scholarship

一年間最大＄2,000まで新入生を対象に支給される。応募資格は GPA3.5 以上、SAT スコア 1280

点以上且つ ACT スコア 27 点以上である。こちらは、SAT スコアを満点の約 50％と基準が比較的

緩い代わりに ACT スコアを満点の約 75％得点する必要があり、ACT に基準を高く設定している

ことが分かる。 

Q 現在の国からの補助金制度や、金額についてどう思うか。 

A 州立大学なので、私立大学に比べると十分な金額を支援してもらっている。一般の補助金に加

え、大学からの補助金も支給されるため、学生は数ある奨学金の中から自分にあった奨学金を申

し込むことができる。学生によっては、自分の学費の他に自分の生活費に充てることができるの

で非常に良い制度ではないか。 

26 ACT とは、「American College Test」の略。米国の大学進学希望者を対象に行われる共通学力テストで、米国中部の大

学を中心に適性試験として採用されている。 
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28 https://www.salliemae.com/assets/research/HAP/HowAmericaPaysforCollege2019.pdf （2019 年 12 月 23 日にアクセス）
29 https://www.nta.go.jp/information/release/kokuzeicho/2019/minkan/index.htm （2019 年 12 月 23 日にアクセス）
30 https://www.census.gov/library/stories/2019/09/us-median-household-income-up-in-2018-from-2017.html
（2019 年 12 月 23 日にアクセス） 
31 ＄1＝110.24 円 https://www1.oanda.com/lang/ja/currency/converter/（2019 年 12 月 23 日にアクセス）
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米国の大学における学生担当職員の職務と SD 

―UC Berkeley でのインタビューと授業への参加を通して― 

サンフランシスコ研究連絡センター

宮田 羽純



1． はじめに

2016 年 3 月 31 日に「大学設置基準等の一部を改正する省令」が公布され、2017 年 4 月 1 日

から施行された大学設置基準で、スタッフ・ディベロップメント（以下 SD）が義務化された。そ

の背景には、急速な社会の変化に伴い大学も国際展開等の戦略的な改革が求められ、大学運営の

高度化、それを担う職員1の資質能力向上が求められ始めたことがある。個々の職員の努力に依存

した取組には限界があり、各大学レベルにおいて大学運営に必要な能力を身に付け、向上させる

ための SD を推進することが必要と考えられたのだ2。 
ただ、義務化以前からも大学職員に求められる能力の高度化に伴い、事務職員の SD、専門職化

の議論は活発に行われてきた。数ある先行研究の中でも事務職員の専門職化が進んでいる米国が

しばしば例に出されてきたが、この度幸運にも米国にて研修をする機会をいただいた。そこで、

日本学術振興会サンフランシスコ研究連絡センターの目と鼻の先にあり、全米公立大学ランキン

グで常に上位3にランクインしているカリフォルニア大学バークレー校（以下 UC Berkeley）にて

インタビュー調査を行うこととした。インタビューは、筆者が所属大学で配属されていた学生担

当の部署の職員を主な対象とし、その職務と SD について伺った。

高等教育の予算規模、雇用システムの違い、職員数の少なさなどから日本の大学では米国大学

同様の職種を設けることは難しいが4、学生サポートに対する姿勢や、その能力向上の方法につい

ては日本でも大いに参考になると考える。

なお、以下本稿では広く学生担当業務に携わる者を職員と定義し、大学によって職員の呼称を

区別する必要がある場合には職員の後に括弧で詳細を記すこととする。

2． UC Berkeley の学生担当部署の概要 

まず UC Berkeley の大学概要だが、学士課程は Letters and Science、Chemistry、Engineering、
Environmental design、Natural Resources の 5 つのカレッジと 1 つのビジネススクール（Haas 
School of Business）で構成され、それぞれの中で専攻（Major）に分かれている。大学院は 129
種類の学位プログラムがある5。

UC Berkeley の 2019 年度秋学期の学生数は学部生 31, 348 人、大学院生 11, 856 人6、2020 年

1 ここでいう職員には、事務職員だけでなく，教員や技術職員等が含まれている。
2 中央教育審議会大学分科会大学院部会資料 大学設置基準等の一部を改正する省令案の概要（スタッフ・ディベロップメント

（ＳＤ）関係）より（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/038/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/04/25/1369683_05.pdf 
3 U.S. News & World Report Best Global Universities Rankings 2020 より (2020 年 2 月 12 日アクセス) 

https://www.usnews.com/education/best-global-universities/rankings 
4 大場淳（2014）「大学職員研究の動向―大学職員論を中心として―」大学論集第 46 集 
5 UC Berkeley Academic Guide Web サイトより（2020 年 2 月 12 日アクセス） 

http://guide.berkeley.edu/ 
6 Berkeley Office of Planning and Analysis Web サイト『UC Berkeley Quick Facts』より（2020 年 2 月 12 日アクセス） 

https://opa.berkeley.edu/campus-data/uc-berkeley-quick-facts 



続いて組織に話を移すが、米国においては、学習面から生活面に至るまで、授業外における学

生の支援全般は「学生支援」、そこに従事する職員は学生担当職、Student Affairs と呼称されて

きた11。UC Berkeley における Student Affairs 組織一覧は下図の通り。

【図 2：UC Berkeley の学生担当部署一覧12】

11 小貫有紀子（2010）「米国高等教育における学生担当職員の専門職能開発（PD）の体系化」『高等教育研究 第 13 集』
12 UC Berkeley Division of Student Affairs Web サイト（2020 年 2 月 12 日アクセス）

https://sa.berkeley.edu/organizational-chart 

1 月 1 日現在での学生担当部署の職員数は約 1,756 人である7。この数字を元に計算すると、学生

担当部署の職員一人当たりの学生数は約 25 人となる。 
図１は 2012 年から 2016 年における米国の主な公立大学・私立大学の職員 1 人あたりに対する

学生数を表すグラフである。UC Berkeley の職員（Non-instructional staff、学生担当部署配属

に限らない）1 人に対する学生数は図１上に示す通り約 4 人である。さらに医療従事職員を除く

と、図１下のグラフの通り約 5 人となる。主に私立大学の方が職員 1 人に対する学生数が少なく、

比較対象となっている公立大学の中で UC Berkeley はほぼ中位にある。 
日本の大学ではどうであろうか。東京大学では、2019 年 5 月 1 日現在で、学生数が 28,485 人

（学部生 14,104 人、大学院学生 14,381 人）、職員（技術系・医療系職員を除く）が 1,551 人であ

り、職員一人当たりの学生数は約 18.37 人である8。筆者の所属する慶應義塾大学では、2019 年 5
月 1 日時点での学生数は 32,347 人、職員（専任）数は 663 人であり、職員 1 人あたりの学生数

は 49 人となっている9。 
これらのデータより、UC Berkeley を始めとした米国大学の学生数に対する職員数の多さを知

ることができる。そもそも、東京大学や慶應義塾大学の事務系職員の総数よりも、UC Berkeley
の学生担当部署職員数の方が多いのである。

【図 1：米国の主な公立大学・私立大学の職員一人当たりに対する学生数10】 
最も太い線が UC Berkeley の値である。 

7 UC Berkeley Division of Student Affairs の Web サイトより。（2020 年 2 月 12 日アクセス）

https://sa.berkeley.edu/sites/default/files/images/pdfs/SA_Vice_Chancellor_Immediate_Office_Org_Chart.pdf 
8 東京大学の概要資料編 2019 より（2020 年 2 月 12 日アクセス） 

https://www.u-tokyo.ac.jp/content/400121717.pdf#page=3 
9 慶應義塾情報公開 Web サイト「専任教職員一人当たりの学生・生徒・児童数」より。一貫教育校を除いた、「地区」のデータ

が医学部を除いた大学のデータである。（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://www.keio.ac.jp/ja/about/assets/data/2019-student-to-faculty.pdf 

10 Berkeley Office of Planning and Analysis Web サイト『Our Berkeley』よりダウンロード（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://pages.github.berkeley.edu/OPA/our-berkeley/staff-headcount.html 
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続いて組織に話を移すが、米国においては、学習面から生活面に至るまで、授業外における学

生の支援全般は「学生支援」、そこに従事する職員は学生担当職、Student Affairs と呼称されて

きた11。UC Berkeley における Student Affairs 組織一覧は下図の通り。 

【図 2：UC Berkeley の学生担当部署一覧12】 

11 小貫有紀子（2010）「米国高等教育における学生担当職員の専門職能開発（PD）の体系化」『高等教育研究 第 13 集』 
12 UC Berkeley Division of Student Affairs Web サイト（2020 年 2 月 12 日アクセス） 

https://sa.berkeley.edu/organizational-chart 



（女子学生のみの社交組織）14の支援、3）Student Government（学生自治会）の支援である。

部署内のミッションと構成は下図の通りである。

【図 4：LEAD Center の Mission（使命）15】

【図 5：LEAD Center の組織図16】

各職員の氏名の横に括弧書きで呼び方（She/Her もしくは He/Him）が記載されている。

センターの役割を詳しく見ていく。 

14 アメリカ独自の学生による社交組織で強い結束力を持つ。
15 LEAD Center Web サイトより（2020 年 2 月 12 日アクセス）

http://lead.berkeley.edu/
16 https://sa.berkeley.edu/sites/default/files/images/pdfs/SA_LEAD_Center_Org_Chart.pdf（2020 年 2 月 12 日アクセス）

日本と比較すると細分化されており、且つ複雑である。例えば、筆者が所属大学で担当してい

た日本の大学でのいわゆる教務（履修登録・時間割担当）は Student Affairs 内の Admissions & 
Enrollment 下の Office of the Registrar が担っている。細分化された組織になっているからか、

43 ページにものぼる学生担当部署のみの事業報告書も存在しており各係の役割等が記載されて

いる13。

【図 3：Division of Student Affairs Impact Report 2018-19】 

3． 学生担当職員の職務

本章では、筆者がインタビューを行った UC Berkeley の学生担当職員の職務と SD について紹

介したい。以下の内容はインタビューを行った時点での状況であることを断っておく。 

① Dr. Megan Fox [ Director, Student Government Advising & Leadership
Development at LEAD Center] （インタビュー2019 年 12 月 20 日実施）

Fox 氏が所属する LEAD Center は、図 2 にもあるように Dean of Students 内の部署であり、

主に学生の団体のサポートをしている。LEAD とは、Leadership, Engagement, Advising, and 
Development の頭文字をとった部署名である。役割は大きく分けて 3 つあり、1）学生団体（ク

ラブや学生主導のコミュニティ）の支援、2）Fraternity（男子学生のみの社交組織）、Sorority

13 https://sa.berkeley.edu/sites/default/files/documents/pdfs/SA_190311_Impact_Report_OnlineView.pdf よりダウンロード 
（2020 年 2 月 12 日アクセス) 
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（女子学生のみの社交組織）14の支援、3）Student Government（学生自治会）の支援である。

部署内のミッションと構成は下図の通りである。

【図 4：LEAD Center の Mission（使命）15】 

【図 5：LEAD Center の組織図16】 

各職員の氏名の横に括弧書きで呼び方（She/Her もしくは He/Him）が記載されている。 
センターの役割を詳しく見ていく。

14 アメリカ独自の学生による社交組織で強い結束力を持つ。 
15 LEAD Center Web サイトより（2020 年 2 月 12 日アクセス） 

http://lead.berkeley.edu/ 
16 https://sa.berkeley.edu/sites/default/files/images/pdfs/SA_LEAD_Center_Org_Chart.pdf（2020 年 2 月 12 日アクセス） 



【図 6：bCal の説明が掲載された Web サイト17】

LEAD センターの受付には学生スタッフ（Peer Leadership Consultants：PLC）がいる。彼

らはトレーニングを受けており、センターに立ち寄った学生からの簡単な質問であれば対応し、

専門スタッフが必要な要件の場合には、そこで予約をとる。Fox 氏などのディレクターは PLC ス

タッフに各担当領域のおおまかな説明はするが、PLC のトレーニングを担当するスタッフは別に

いる。PLC にとっては、働くスキルを身に着ける良い機会となっており、専門スタッフから最低

週 1 回フィードバックを受けている。

SD については、UC ではオンライン上で様々な授業が提供されており、受講が必須のものも

ある。マネジメント、人事、財務、コミュニケーションやコンフリクトなど自分の職務とは違う

領域のものを、自身の興味に合わせて学ぶことができる。Fox 氏は、今後「学生とのコンフリク

トをどのようにマネジメントするか」を学ぶ予定とのことである。UC で働くことの好きな点の

一つに、教職員のためのディベロップメントリソースが豊富にあることを挙げていた。 

余談であるが、Fox 氏の雇用体系についても伺った。Fox 氏は、Exempt と呼ばれる労働時間

がフレキシブルな職員である。一緒に働いている学生団体とは、夜（例えば 7 時半～11 時など）

に会議を行うこともあれば、週末にトレーニングを行う場合もある。給与は、実際の労働時間の

長短に関わらず平均時間で支払われている。部署によっては、労働時間が決められているところ

もあれば、部署によっては家で働く選択もできる。Fox 氏も家で働く日もあるようだ。

Fox 氏が働き始めたころにはこのようなシステムはそこまで発達していなかったが、ワークラ

イフバランスや働く人の Wellness に関する研究が多くなされ、デジタル化が進むにつれ、柔軟な

働き方が可能になってきた。ただ、一方で、仕事用 PC や仕事用携帯電話で常に接続できてしま

17 UC Berkeley bConnected Web サイト（2020 年 2 月 12 日アクセス）

https://bconnected.berkeley.edu/collaboration-services/google/bcal 

1）学生団体（クラブや学生主導のコミュニティ）の支援

学生団体が教室やイベントのためにスペースを借りるための登録を受け付ける。UC Berkeley
の学部生は 3 万人強と大変多く、大学に登録されている学生団体数は約 1,200 である。

2）Fraternity（男子学生のみの社交組織）、Sorority（女子学生のみの社交組織）の支援

入会のためには選考がある。それぞれの団体（Chapter と呼ぶ）で伝統があり、卒業生のネ

ットワークにもつながっている。黒人女性のための Sorority など多様な学生アイデンティティ

に合わせた団体が、合計 30～40 種類ある。

3）Student Government（学生自治会）の支援

Fox 氏は主にこの領域を担当している。Student Government は、学生によって選ばれた学生

による自治会（学部生・大学院生両方存在する）である。彼らは大学のポリシーに対して、学生

の声を教職員に届ける役割を果たしている。学生自治会は大学とは完全に独立した組織となって

おり、学生自身で会社を運営しているかのように独自の予算を持っている。Fox 氏は、学生自治

会と大学をつなぐサポートをしている。学生自治会は大学本体とは別組織であるが、学生が大学

内のどの担当者と話すべきなのかをアドバイスすることもあれば、時には大学側に他の学生団体

と自治会との役割の違いを説明することもある。学生の声が正しい所に届くようにサポートをし

ている。また会計面にかかわることもサポートしている。例えば、各学生の学費の中に含まれて

いる学生団体のための費用を、どのように・どの団体に配分するかを学生自治会が決めているが、

そのプロセスをサポートしている。UC Berkeley 内の学生団体に配分するので、多額の金額を管

理していることになる。

また、学生自治会の選挙のサポートもしている。学生自治会は学部と大学院合わせて 1000 人

以上の Student Leaders で構成されている。UC Berkeley の学生は、伝統的に「主張する」気質

がある。学生が大変活動的で、もし何か意見があれば主

張する。そのようなことがキャンパス内では度々起こり、

他のキャンパスにも影響を与えている。以前、保守的な

スピーカーが大学に来た時に、リベラルな学生が反抗し

てニュースになったことがあるが、そのような事態が起

こった際にキャンパスや学生が安全な状態でいられるよ

うにサポートするのも職員の仕事である。 

 大学生活の中で学生は様々なことを乗り越えなければ

ならないので、衣食住がきちんと整っているか、友人が

いるか、基本的な生活習慣が出来ているか、何を目標と

して学生生活を送っているのかなど “Helping students 
as humans”を意識して接している。 
学生との面会は予約制で、bCal という UC Berkeley 独自の Google カレンダーシステムや電話、

Email でも受け付けている。

(Dr. Megan Fox と筆者)
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【図 6：bCal の説明が掲載された Web サイト17】 
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いる。PLC にとっては、働くスキルを身に着ける良い機会となっており、専門スタッフから最低

週 1 回フィードバックを受けている。

SD については、UC ではオンライン上で様々な授業が提供されており、受講が必須のものも

ある。マネジメント、人事、財務、コミュニケーションやコンフリクトなど自分の職務とは違う

領域のものを、自身の興味に合わせて学ぶことができる。Fox 氏は、今後「学生とのコンフリク

トをどのようにマネジメントするか」を学ぶ予定とのことである。UC で働くことの好きな点の

一つに、教職員のためのディベロップメントリソースが豊富にあることを挙げていた。

余談であるが、Fox 氏の雇用体系についても伺った。Fox 氏は、Exempt と呼ばれる労働時間

がフレキシブルな職員である。一緒に働いている学生団体とは、夜（例えば 7 時半～11 時など）

に会議を行うこともあれば、週末にトレーニングを行う場合もある。給与は、実際の労働時間の

長短に関わらず平均時間で支払われている。部署によっては、労働時間が決められているところ

もあれば、部署によっては家で働く選択もできる。Fox 氏も家で働く日もあるようだ。 
Fox 氏が働き始めたころにはこのようなシステムはそこまで発達していなかったが、ワークラ

イフバランスや働く人の Wellness に関する研究が多くなされ、デジタル化が進むにつれ、柔軟な

働き方が可能になってきた。ただ、一方で、仕事用 PC や仕事用携帯電話で常に接続できてしま

17 UC Berkeley bConnected Web サイト（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://bconnected.berkeley.edu/collaboration-services/google/bcal 



【図 8：Office of the Registrar の組織図20】 

UC Berkeley では、Cal Student Central（図 2 Admissions & Enrollment 下の組織）が窓口

となり、学生の要件を聞き必要な部署に回すワンストップサービスとなっている21。学生が Cal 
Student Central に設置されているシステムに自身の要件を入力し、それが成績関連・成績証明

書の要件であれば、Denton 氏にメールが届くシステムになっている。

成績発表に関しては、基本的に各教員が成績を入力し承認されたら、次の日には自動的に学生

がシステムから確認できる。すべての科目が揃ってから特定の日に公開する、というわけではな

い。

筆者の所属大学では、卒業式の日に学部や学科毎に直接学生に学位記を手渡ししているが、UC 
Berkeley では、卒業式に学位記を手渡ししていない。卒業時に大学からのメッセージが書かれた

用紙は配られるが、学位記は業者を通して登録住所に送られるシステムになっている。かつては、

要望があった場合に学位記を郵送していたが、卒業生による寄付がきっかけで、すべての学生に

郵送することになったとのことだった。

Denton 氏曰く、学生のために働いているのなら、学生の人生にポジティブな影響を与えられる

ように熱意をもって仕事に取り組むべきであり、Registrar の仕事は単調なものもあるかもしれな

いが、大変やりがいのある仕事だ、とのことだった。

20 Office of the Registrar 組織図より（2020 年 2 月 12 日アクセス）

https://sa.berkeley.edu/sites/default/files/images/pdfs/SA_Office_of_the_Registrar_Org_Chart.pdf 
21 Cal Student Central は Sproul Hall という建物にあるが、入り口近くの最初の窓口にいるのは、学生スタッフである。

Cal というのは UC Berkeley の呼称。

う状態なので、どこで線を引くかは自分次第でもある。

参考までに、Fox 氏は学部生の頃から、学生のレジデンシャルアドバイザーを務め、オリエン

テーションを担当したり、学生自治会のメンバーになるなど学生組織に積極的に関わっていた。

また職員として働きながら、教育学博士号を取得し、筆者が受講した UC Berkeley Extension の

授業のインストラクターも務めていた。これについては、第 4 章で触れることとする。

② Ms. Karen Denton [Senior Assistant Registrar, Office of the Registrar]
（インタビュー2020 年 1 月 31 日実施）

Office of the Registrar は、日本の大学のいわゆる教務課にあたり、学生の履修登録や成績を扱

う部署である（図 7）。Student Affairs 傘下の組織であるが、日本の教務課のように学生が自由

に出入りできるようなオフィスではなく、そもそも学生との直接の接点も少ない。Denton 氏はこ

のオフィスで 50 年間学生の成績管理を担当してきた18。筆者の所属大学では、成績管理は各学部

の学務担当がその学部の学生についてのみ行っているが、UC Berkeley では Denton 氏のチーム

がキャンパス内のすべての学生（4 万人強）の成績管理を一括して行っている。Denton 氏は主に、

教員の成績入力のためのシステム準備や、成績入力後の手続き、成績修正の手続きの対応や成績

証明書の担当をしている。

【図 7：Office of the Registrar の役割19】 

18 システムへの移行以前は、より学生とのやりとりがあったとのことである。

また、Denton 氏の過去のインタビューが大学のニュースに掲載されている。Podcast にもなっており是非参照されたい。 
UC Berkeley News Web サイト“In campus records 49 years and still loving it”（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://news.berkeley.edu/2019/03/04/karen-denton-assistant-registrar-podcast/ 

19 Office of the Registrar Web サイト About より（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
   https://registrar.berkeley.edu/about 
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【図 8：Office of the Registrar の組織図20】

UC Berkeley では、Cal Student Central（図 2 Admissions & Enrollment 下の組織）が窓口

となり、学生の要件を聞き必要な部署に回すワンストップサービスとなっている21。学生が Cal 
Student Central に設置されているシステムに自身の要件を入力し、それが成績関連・成績証明

書の要件であれば、Denton 氏にメールが届くシステムになっている。 
成績発表に関しては、基本的に各教員が成績を入力し承認されたら、次の日には自動的に学生

がシステムから確認できる。すべての科目が揃ってから特定の日に公開する、というわけではな

い。

筆者の所属大学では、卒業式の日に学部や学科毎に直接学生に学位記を手渡ししているが、UC 
Berkeley では、卒業式に学位記を手渡ししていない。卒業時に大学からのメッセージが書かれた

用紙は配られるが、学位記は業者を通して登録住所に送られるシステムになっている。かつては、

要望があった場合に学位記を郵送していたが、卒業生による寄付がきっかけで、すべての学生に

郵送することになったとのことだった。

Denton 氏曰く、学生のために働いているのなら、学生の人生にポジティブな影響を与えられる

ように熱意をもって仕事に取り組むべきであり、Registrar の仕事は単調なものもあるかもしれな

いが、大変やりがいのある仕事だ、とのことだった。

20 Office of the Registrar 組織図より（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://sa.berkeley.edu/sites/default/files/images/pdfs/SA_Office_of_the_Registrar_Org_Chart.pdf 

21 Cal Student Central は Sproul Hall という建物にあるが、入り口近くの最初の窓口にいるのは、学生スタッフである。 
Cal というのは UC Berkeley の呼称。 



③ Ms. Kristian Dawson [Undergraduate Advisor, Department of Economics] 
（インタビュー2019 年 12 月 18 日実施）

Dawson氏は図 2内の Student Affairs 所
属ではなく、College of Letters & Science
内の経済学専攻の学部生のアカデミックア

ドバイザーである。所属大学にて学生部教

務担当を約 5 年間務めていた筆者は、アカ

デミックアドバイザーと聞くと教員が持ち

回りで担当する学習指導主任を指すのだろ

うと推察したが、Dawson 氏は教員ではな

く職員である。職務内容を聞くと、学生の

学習に関する専門的なアドバイスを提供す

るスタッフであった。

                       （Ms. Kristian Dawson と筆者）

【図 9：College of Letters & Science のページ内の Advising の紹介22】

Dawson 氏は主に学生の学業に関する相談に対応している。例えば、履修に関する簡単な質問

から、海外留学をした学生の単位互換の手続き、休学を希望する学生の卒業時期の相談、時には

精神的な悩みを抱えた学生の相談など多岐にわたる。約 1,300 人の学生を 3 人のアドバイザーで

対応している。学生が卒業するためには、University of California の要件、キャンパス（UC 
Berkeley）独自の要件、College 独自の要件、専攻（Major）毎の要件を満たす必要がある。また、

在籍期間の要件に加えて、合計 120 単位以上の取得と、最低 GPA を維持し続けることが求めら

22 UC Berkeley College of Letters & Science Web サイト“Advising”（2020 年 2 月 10 日アクセス）

https://ls.berkeley.edu/advising/advising-services 

【Office of the Registrar の入り口】 

このサインの横のドアは鍵が締まっている。成績を取り扱う部署であるだけに、学生も容易に

入ることができないオフィスとなっており、処理に集中できるような環境である印象を受けた。

UC Berkeley では、職員のスキル向上を目

的とした多数のプログラムが無料で開講され

ており、Denton 氏自身も、1 年のリーダーシ

ップ・ディベロップメントのクラスに通った

ことがある。週に何回か、オフィスを離れて

そのプログラムに参加したとのことだった。

ただ毎日同じオフィスに来て働くだけではな

く、キャンパス内のそのようなクラスに出席

してディスカッションやプレゼンテーション

等をすることで、他の部署の職員とも知り合

うことができる。Denton 氏は同じチームの

スタッフに、ただ仕事に来るだけではなくて、

機会があるならそれを利用すべき、とプログ

ラムに積極的に参加するよう呼び掛けている。 
Denton 氏自身、いつ退職するかはまだわ

からないが、それまでに過去のすべての学生

のデータを電子化したい、とのことだった。 

（Ms. Karen Denton と筆者 
・Cal Student Central 前にて）
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③ Ms. Kristian Dawson [Undergraduate Advisor, Department of Economics]
（インタビュー2019 年 12 月 18 日実施）

Dawson氏は図 2内の Student Affairs 所
属ではなく、College of Letters & Science
内の経済学専攻の学部生のアカデミックア

ドバイザーである。所属大学にて学生部教

務担当を約 5 年間務めていた筆者は、アカ

デミックアドバイザーと聞くと教員が持ち

回りで担当する学習指導主任を指すのだろ

うと推察したが、Dawson 氏は教員ではな

く職員である。職務内容を聞くと、学生の

学習に関する専門的なアドバイスを提供す

るスタッフであった。

           （Ms. Kristian Dawson と筆者） 

【図 9：College of Letters & Science のページ内の Advising の紹介22】 

Dawson 氏は主に学生の学業に関する相談に対応している。例えば、履修に関する簡単な質問

から、海外留学をした学生の単位互換の手続き、休学を希望する学生の卒業時期の相談、時には

精神的な悩みを抱えた学生の相談など多岐にわたる。約 1,300 人の学生を 3 人のアドバイザーで

対応している。学生が卒業するためには、University of California の要件、キャンパス（UC 
Berkeley）独自の要件、College 独自の要件、専攻（Major）毎の要件を満たす必要がある。また、

在籍期間の要件に加えて、合計 120 単位以上の取得と、最低 GPA を維持し続けることが求めら

22 UC Berkeley College of Letters & Science Web サイト“Advising”（2020 年 2 月 10 日アクセス）

https://ls.berkeley.edu/advising/advising-services 



【Economics Department Undergraduate Advising Office 入り口】

④ Ms. Elizabeth Wilcox [Senior Consultant for Advising] 
（インタビュー2020 年 1 月 22 日実施）

Wilcox 氏は、UC Berkeley にて 30 年間にわたり勤務している職員だが、現在のアドバイジン

グのシニアコンサルタントになるまでに様々な経験をしている。

最初は、Haas School of Business の学部入学センターで 11 年間働き、その後 College of
Letters & Science の学部アドバイジング Assistant Director を 4 年間務めた後、Institutional 
Research（IR）の部署へ移り 9 年間ほど学生データの分析を行っていた。その後 UC Berkeley
のアドバイザーを指導する立場として現在のシニアコンサルタントになった。

Wilcox 氏がアドバイザーとして働き始めた当初は、アドバイジングのノウハウなども整備され

ておらず、アドバイジングのトレーニングも受けていなかった。ただ学生と接するうちに、アド

バイジングにはエビデンス・データが必要と感じ、IR の部署へ移った。そこで、学生の履修傾向

やカリキュラムの分析に対する理解を深めて、アドバイジングの基準を作成したのである25。

Wilcox 氏が定めたアドバイジングの基準については次章で触れることとしたい。

Wilcox 氏曰く、現在の問題点としては学内に様々な種類のアドバイザー（カレッジのアドバイ

ザー、メジャーのアドバイザー、留学アドバイザー、教員のアドバイザー）が存在しており、学

生がどこに相談しに行けばよいか分からなくなっているということである。情報が錯綜してしま

い学生は混乱しているが、結局は学生が誰を信頼したいかで相談相手が決まってくるということ

であった。最近は、学業以外の面と学業面をつなぐサクセスコーチ、と呼ばれる役割の人も大学

で雇われているとのことであった。Wilcox 氏は、他人の真似ではなく自分自身だからできる仕事

をしたいと思い、もともとのリーダーシップもあってアドバイジングの基準を作成した。働く上

で常に心がけているのは“Student First”とのことだった。

25 Wilcox 氏の過去のインタビューも UC Berkeley の Web に掲載されている。（2020 年 2 月 12 日アクセス）

https://hr.berkeley.edu/grow/grow-your-community/learn-and-share-tips-peers/advancing-berkeley-career/elizabeth-wilc
oxs 

れる。日本の大学の卒業要件に比べ、大変複雑な印象を受けたが、学生が各自の単位取得状況を

オンライン上で容易に確認できるシステムが整っている。繁忙期は、年度終わりの卒業の時期（5
月）と学期初め（秋学期 8 月末、春学期 1 月中旬）とのことだが、年度終わりと年度初めの間隔

が比較的長いため大半の日本の大学のスケジュール（3 月年度末、4 月年度初め）と比べると少々

余裕をもって新学期の準備が出来そうである。

【図 10：College of Letters & Science 所属学生の卒業要件抜粋23】 

学生の相談は予約と予約なしの窓口（drop-in）の両方で受け付けている。オフィスは、各アド

バイザーの個室となっており、学生のプライバシーが守られている。予約する場合は 2 週間前ま

でに行わなければならない。予約するほどの質問ではない場合は、drop-in も利用できる。 
Dawson 氏は現在のポジションにつく前には、学部生の入学センター（Undergraduate  

Admission）で働いていた。学生にどのように対応したらよいかという姿勢はその時に自然に学

んだが、経済専攻のアドバイザーになった時は UC Berkeley の Advising Matter のウェブサイト

24に掲載されている情報を参考にアドバイジングについて学んだ。こちらの詳細は後述する。

次ページの写真のように、Advising Office の入り口には、アドバイザーと学生によるピアアド

バイザーの顔写真と簡単な紹介が掲示されている。相談に来た学生からすると、事前にアドバイ

ザーのプロフィールが分かり、安心して相談できそうな印象を与えると思われる。 

23 UC Berkeley College of Letters and Science Web サイトより（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://ls.berkeley.edu/advising/degree-requirements 

24 UC Berkeley Advising Matter Web サイト（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://advisingmatters.berkeley.edu/ 
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【Economics Department Undergraduate Advising Office 入り口】 

④ Ms. Elizabeth Wilcox [Senior Consultant for Advising]
（インタビュー2020 年 1 月 22 日実施）

Wilcox 氏は、UC Berkeley にて 30 年間にわたり勤務している職員だが、現在のアドバイジン

グのシニアコンサルタントになるまでに様々な経験をしている。

最初は、Haas School of Business の学部入学センターで 11 年間働き、その後 College of 
Letters & Science の学部アドバイジング Assistant Director を 4 年間務めた後、Institutional 
Research（IR）の部署へ移り 9 年間ほど学生データの分析を行っていた。その後 UC Berkeley
のアドバイザーを指導する立場として現在のシニアコンサルタントになった。

Wilcox 氏がアドバイザーとして働き始めた当初は、アドバイジングのノウハウなども整備され

ておらず、アドバイジングのトレーニングも受けていなかった。ただ学生と接するうちに、アド

バイジングにはエビデンス・データが必要と感じ、IR の部署へ移った。そこで、学生の履修傾向

やカリキュラムの分析に対する理解を深めて、アドバイジングの基準を作成したのである25。

Wilcox 氏が定めたアドバイジングの基準については次章で触れることとしたい。 
Wilcox 氏曰く、現在の問題点としては学内に様々な種類のアドバイザー（カレッジのアドバイ

ザー、メジャーのアドバイザー、留学アドバイザー、教員のアドバイザー）が存在しており、学

生がどこに相談しに行けばよいか分からなくなっているということである。情報が錯綜してしま

い学生は混乱しているが、結局は学生が誰を信頼したいかで相談相手が決まってくるということ

であった。最近は、学業以外の面と学業面をつなぐサクセスコーチ、と呼ばれる役割の人も大学

で雇われているとのことであった。Wilcox 氏は、他人の真似ではなく自分自身だからできる仕事

をしたいと思い、もともとのリーダーシップもあってアドバイジングの基準を作成した。働く上

で常に心がけているのは“Student First”とのことだった。 

25 Wilcox 氏の過去のインタビューも UC Berkeley の Web に掲載されている。（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://hr.berkeley.edu/grow/grow-your-community/learn-and-share-tips-peers/advancing-berkeley-career/elizabeth-wilc
oxs 



"We live in a world that is changing fast. Whether understanding political trends or the 
amazing technology that facilitates a global perspective, we need to change with it. Our 
staff needs the knowledge and tools to prepare students to successfully transition to ‘life after 
Cal;’ which is why we have formed: Student Affairs Learning and Development, dedicated 
solely to the ongoing growth and development of our staff.”
-Harry LeGrande, former Vice Chancellor for Student Affairs

UC Berkeley のスタッフに知識等やツールを提供するのも、最終的には学生の為であることが

伺える。

この係の Mission（使命）、Vision（将来像）、Values（価値基準）は下記の通り28。

28 UC Berkeley Division of Student Affairs Learning & Development Web サイトより（2020 年 2 月 12 日アクセス）

https://sa.berkeley.edu/ld/mission 

4． 学生担当職員の SD

4－1．UC Berkeley 学内提供のプログラム 
① UC Berkeley 人事部提供の SD のプログラム

スタッフの成長につながるような学内のイベント情報等を人事部の Web サイト Berkeley
People&Culture に掲載している。内容は、新任職員のオリエンテーションのようなものから、

職場で対立した時の分析と解決方法、瞑想など様々な種類がある。また、パソコンスキルのワー

クショップや、リーダーシップ、LinkedIn26の書き方などのプログラムも内部向けに提供されて

いる。その他、外部からもアクセス可能な資料が豊富に Web サイトに掲載されている。

【図 11：Berkeley People& Culture Grow your Resource より27】 

② UC Berkeley の学生担当部署の SD について

Division of Student Affairs の Web サイト内に、スタッフのための Learning & Development
を担当している係のページがある。そのページに記載されている、かつての Vice Chancellor の

言葉を紹介したい。

26 ビジネス用のオンラインネットワーキングのサービス。個人の学歴、職歴、使用可能言語等の情報を顔写真とともに公開し

ている。スカウトのメールなどが届くこともある。 
27 Berkeley People & Culture Web サイト（2020 年 2 月 12 日アクセス） 

https://hr.berkeley.edu/grow/grow-your-resources 
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"We live in a world that is changing fast.  Whether understanding political trends or the 
amazing technology that facilitates a global perspective, we need to change with it.  Our 
staff needs the knowledge and tools to prepare students to successfully transition to ‘life after 
Cal;’ which is why we have formed: Student Affairs Learning and Development, dedicated 
solely to the ongoing growth and development of our staff.” 

-Harry LeGrande, former Vice Chancellor for Student Affairs

UC Berkeley のスタッフに知識等やツールを提供するのも、最終的には学生の為であることが

伺える。

この係の Mission（使命）、Vision（将来像）、Values（価値基準）は下記の通り28。 

28 UC Berkeley Division of Student Affairs Learning & Development Web サイトより（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://sa.berkeley.edu/ld/mission 



ザーのキャリアパスに関するインタビュー、優れたアドバイザーの評価などが掲載されている。

また前章でインタビューを行った、シニアコンサルタントの Ms. Elizabeth Wilcox による”10
Advising Strategies to Support Timely Graduation” などにも外部からアクセスすることができ

る31。 

④ UC Berkeley Extension 
UC Berkeley のキャンパス近くに、社会人や留学生向けに授業を提供している UC Berkeley 

Extension がある。筆者も授業を履修したが、詳細は次章で述べる。

4－2．UC Berkeley 学外のプログラム

① 専門職能団体

米国では多数の職能団体が存在している。大場（2004）は「米国の大学では、大学職員のうち

専門職の比率が高まっている。大学に特有のこれら専門職員は専門性が高く、学内でその専門性

の開発を行うことは OJT 以外では困難である。」と述べている32。

筆者がインタビューを行った方々から伺った主な職能団体は下記の通り 

 ACPA （American College Personnel Association）
 ASHE （Association for the Study of Higher Education）
 NACADA （National Academic Advising Association）
 NASPA（National Association of Student Personnel Administrators）
 NAFSA （Association of International Educators）

これらの団体は、それぞれの専門職員に向けた年 1回の大規模なカンファレンスや、ワークシ

ョップの開催、研究論文の発行などを行っている。米国を州ごとにいくつかの地域に分け、地域

別のカンファレンスを開催している団体もある。各団体の Web サイトで Webinar33にもアクセス

可能であり、その他の高等教育や各専門職に関する豊富な資料が容易に入手可能である。 

ここで、上述の ACPA と NASPA の共同で作成された、学生担当専門職のための 10 の能力

“ Professional Competency Areas for Student Affairs Educators” 34を紹介したい。

1．P E F：Personal and Ethical Foundations
2．V P H：Values, Philosophy, and History

31 Berkeley Advising Matter Web サイトより（2020 年 2 月 12 日アクセス）

https://advisingmatters.berkeley.edu/grow/advancing-practice-library/informational/10-advising-strategies-support-tim
ely-graduation

32 大場淳(2004)「第４章 米国における大学職員の開発」『諸外国の大学職員（米国・英国編）』広島大学高等教育研 

究開発センター
33 インターネット上で実施される講義等のこと。Web と Seminar の造語。
34 ACPA, NASPA “ Professional Competency Areas for Student Affairs Educators” (2020 年 2 月 12 日アクセス) 
https://www.naspa.org/images/uploads/main/ACPA_NASPA_Professional_Competencies_FINAL.pdf 参照

この係は部署のコンサルティングや専門スキルを向上させるためのプログラムを提供している。

プログラムの 1 つに Student Affairs Fellowship Program というものがある。これは、Student 
Affairs のいずれかの部署で働く、新任～中堅キャリアの職員向けに、別の Student Affairs の係

での職場経験をさせるものである。期間は 4 カ月～半年で、シニアリーダーから指導を受け、フ

ィードバックをもらう。Web サイト内に、経験者のインタビュー動画が掲載されているが、これ

まで 19 人がフェローシップ後に新しいポジションに移っているとのことである29。前章でインタ

ビューを行った Ms. Dawson はこちらのフェローシップの経験者である。 

③ Advising Matters30

これは、前述の Ms. Dawson が参考にしたというアカデミックアドバイザーのための情報源で

ある。

サイト内には、アドバイザーの仕事に参考になる YouTube ビデオのリンクや、過去のアドバイ

29 Student Affairs Fellowship Program Web サイトより（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://sa.berkeley.edu/ld/fellowship_about 

30 Advising Matters Web サイトより（2020 年 2 月 12 日アクセス）https://advisingmatters.berkeley.edu/
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ザーのキャリアパスに関するインタビュー、優れたアドバイザーの評価などが掲載されている。

また前章でインタビューを行った、シニアコンサルタントの Ms. Elizabeth Wilcox による”10
Advising Strategies to Support Timely Graduation” などにも外部からアクセスすることができ

る31。 

④ UC Berkeley Extension
UC Berkeley のキャンパス近くに、社会人や留学生向けに授業を提供している UC Berkeley

Extension がある。筆者も授業を履修したが、詳細は次章で述べる。 

4－2．UC Berkeley 学外のプログラム 
① 専門職能団体

米国では多数の職能団体が存在している。大場（2004）は「米国の大学では、大学職員のうち

専門職の比率が高まっている。大学に特有のこれら専門職員は専門性が高く、学内でその専門性

の開発を行うことは OJT 以外では困難である。」と述べている32。 
筆者がインタビューを行った方々から伺った主な職能団体は下記の通り 

 ACPA （American College Personnel Association）
 ASHE （Association for the Study of Higher Education）
 NACADA （National Academic Advising Association）
 NASPA（National Association of Student Personnel Administrators）
 NAFSA （Association of International Educators）

これらの団体は、それぞれの専門職員に向けた年 1回の大規模なカンファレンスや、ワークシ

ョップの開催、研究論文の発行などを行っている。米国を州ごとにいくつかの地域に分け、地域

別のカンファレンスを開催している団体もある。各団体の Web サイトで Webinar33にもアクセス

可能であり、その他の高等教育や各専門職に関する豊富な資料が容易に入手可能である。 

ここで、上述の ACPA と NASPA の共同で作成された、学生担当専門職のための 10 の能力

“ Professional Competency Areas for Student Affairs Educators” 34を紹介したい。 
1． P E F：Personal and Ethical Foundations
2． V P H：Values, Philosophy, and History

31 Berkeley Advising Matter Web サイトより（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://advisingmatters.berkeley.edu/grow/advancing-practice-library/informational/10-advising-strategies-support-tim
ely-graduation 

32 大場淳(2004)「第４章 米国における大学職員の開発」『諸外国の大学職員（米国・英国編）』広島大学高等教育研 

 究開発センター 
33 インターネット上で実施される講義等のこと。Web と Seminar の造語。
34 ACPA, NASPA “ Professional Competency Areas for Student Affairs Educators” (2020 年 2 月 12 日アクセス) 
https://www.naspa.org/images/uploads/main/ACPA_NASPA_Professional_Competencies_FINAL.pdf 参照 



交流分野で日本唯一・最大のネットワーク組織で、NAFSA でのブース運営等も行っている35。芦

沢（2004）は、「JAFSA は米国における NAFSA の活発な活動に刺激された日本の国際教育関係

者が結成した団体であり、きわめて類似したミッションを持っている。しかし、米国の大学にお

ける国際教育関係者が専門職としての認知を受けているのに対して、日本の大学で教育交流を担

当する事務職員が専門職として認知されるケースはむしろ少なく、全く異なる職務間での異動を

繰り返すというのが一般的である。」と述べている36。JAFSA の活動への参加者も、異動に伴い流

動的になっているのではないだろうか。

② 学位プログラム

米国では、高等教育の研究者養成を目的としたプログラムだけでなく、大学職員の専門職のた

めのプログラムも多数存在している。NASPA のウェブサイトで、自分に合った高等教育関連の

修士・博士のプログラムを検索することができる37。 

もともと職員として働き、教育学博士号(Ed.D)を取得し、教員ポジションに移るというキャリ

アパスもあるようである。筆者が UC Berkeley Extension にて履修した科目の最初のインストラ

クターであった Fox 氏（第３章にインタビュー内容記載）はカリフォルニア大学サンタクルーズ

校でパフォーマンススタディーズの学士号取得後、私立の南カリフォルニア大学（University of 
Southern California）にてポスト中等教育の学生管理の修士号を取得、その後カリフォルニア大

学ロサンゼルス校（University of California, Los Angels）で教育リーダーシップの博士号を取得

している。この博士課程プログラムは、研究者になることを想定したものではなく、学生と働く

ことにフォーカスしたものであったので、仕事と研究を効果的に結びつけることができたとのこ

とだった。 

UC Berkeley Extension の授業の 2 人目のインストラクターであった Dr. Emerald Templeton
も、元々は大学職員である。サンフランシスコ州立大学（San Francisco State University） で

の大学院生担当アドバイザーやドミニカン大学（Dominican University）でのキャリアカウンセ

ラーなどを務めた後、UC Berkeley のキャリア・プロフェッショナルディベロップメントの

Director として働いていた時に、サンフランシスコ大学（University of San Francisco）の博士

課程に在籍して高等教育の組織とリーダーシップ（Organization and Leadership in Higher 
Education）について学んだ。フルタイムで働き、フルタイムで学生（授業は金曜日の 18 時から

22 時、土曜日の 8 時から 17：15 まで）を 4 年半続けるのは相当大変だったが、幸いクラスメー

トに UC Berkeley で働く人が他にもおり、キャンパスで実際に起こっていることと連動して学ぶ

ことが出来たのは良かったと振り返っていた。博士号を取った後は、UC Berkeley を離れて

Michigan State University にて Student Affairs Administration Program の Assistant 
Professor として約 1 年間働いた。

Dr. Templeton 曰く、職員から教員になる人は米国でも少ないが、Student Affairs の分野では

35 JAFSA Web サイト（2020 年 2 月 12 日アクセス）

http://www.jafsa.org/about/mission.html
36 芦沢真五(2004)「第５章 変貌する職域と将来の研究課題」大場淳編『諸外国の大学職員（米国・英国編）』
37 NASPA Gradate Program Directory より（2020 年 2 月 12 日アクセス）

http://apps.naspa.org/gradprograms/

3． A E R：Assessment, Evaluation, and Research 
4． L P G：Law, Policy, and Governance 
5． O H R：Organizational and Human Resources 
6． LEAD ：Leadership 
7． S J I：Social Justice and Inclusion 
8． S L D：Student Learning and Development 
9． TECH：Technology 
10． A / S：Advising and Supporting 

これらは、学生担当職員が、現在、そしてこれからの高等教育分野にて成功するために必要と

される能力として考えられたもので、38 ページに及ぶ冊子である。それぞれの能力を基礎・中級・

上級に分けて、各段階を達成するとどのような結果が得られるか、等が記載されている。この冊

子は Web サイトに掲載されており、各能力の３つの段階での詳細や具体的な適用等が示されてい

る。この 10 の能力は、他の 9 つの能力と全く重ならない部分もあれば、ある程度重なる部分もあ

る。基礎、中級、上級と３段階あるが、上級に行くにつれてその達成結果も他の能力と重なるも

のが増えていく。イメージは下図の通り。 

【図 12：学生担当専門職に必要とされる 10 の能力の図解】

日本では前述のような職能団体は発達していないが、JAFSA（国際教育交流協議会）という

NPO 法人が存在する。JAFSA は 300 以上の大学・教育機関・企業を会員団体とした、国際教育

- 99 -



交流分野で日本唯一・最大のネットワーク組織で、NAFSA でのブース運営等も行っている35。芦

沢（2004）は、「JAFSA は米国における NAFSA の活発な活動に刺激された日本の国際教育関係

者が結成した団体であり、きわめて類似したミッションを持っている。しかし、米国の大学にお

ける国際教育関係者が専門職としての認知を受けているのに対して、日本の大学で教育交流を担

当する事務職員が専門職として認知されるケースはむしろ少なく、全く異なる職務間での異動を

繰り返すというのが一般的である。」と述べている36。JAFSA の活動への参加者も、異動に伴い流

動的になっているのではないだろうか。

② 学位プログラム

米国では、高等教育の研究者養成を目的としたプログラムだけでなく、大学職員の専門職のた

めのプログラムも多数存在している。NASPA のウェブサイトで、自分に合った高等教育関連の

修士・博士のプログラムを検索することができる37。 

もともと職員として働き、教育学博士号(Ed.D)を取得し、教員ポジションに移るというキャリ

アパスもあるようである。筆者が UC Berkeley Extension にて履修した科目の最初のインストラ

クターであった Fox 氏（第３章にインタビュー内容記載）はカリフォルニア大学サンタクルーズ

校でパフォーマンススタディーズの学士号取得後、私立の南カリフォルニア大学（University of
Southern California）にてポスト中等教育の学生管理の修士号を取得、その後カリフォルニア大

学ロサンゼルス校（University of California, Los Angels）で教育リーダーシップの博士号を取得

している。この博士課程プログラムは、研究者になることを想定したものではなく、学生と働く

ことにフォーカスしたものであったので、仕事と研究を効果的に結びつけることができたとのこ

とだった。

UC Berkeley Extension の授業の 2 人目のインストラクターであった Dr. Emerald Templeton
も、元々は大学職員である。サンフランシスコ州立大学（San Francisco State University） で
の大学院生担当アドバイザーやドミニカン大学（Dominican University）でのキャリアカウンセ

ラーなどを務めた後、UC Berkeley のキャリア・プロフェッショナルディベロップメントの

Director として働いていた時に、サンフランシスコ大学（University of San Francisco）の博士

課程に在籍して高等教育の組織とリーダーシップ（Organization and Leadership in Higher
Education）について学んだ。フルタイムで働き、フルタイムで学生（授業は金曜日の 18 時から

22 時、土曜日の 8 時から 17：15 まで）を 4 年半続けるのは相当大変だったが、幸いクラスメー

トに UC Berkeley で働く人が他にもおり、キャンパスで実際に起こっていることと連動して学ぶ

ことが出来たのは良かったと振り返っていた。博士号を取った後は、UC Berkeley を離れて

Michigan State University にて Student Affairs Administration Program の Assistant
Professor として約 1 年間働いた。

Dr. Templeton 曰く、職員から教員になる人は米国でも少ないが、Student Affairs の分野では

35 JAFSA Web サイト（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
http://www.jafsa.org/about/mission.html 

36 芦沢真五(2004)「第５章 変貌する職域と将来の研究課題」大場淳編『諸外国の大学職員（米国・英国編）』 
37 NASPA Gradate Program Directory より（2020 年 2 月 12 日アクセス） 

http://apps.naspa.org/gradprograms/ 



 第 1 週 導入

 第 2 週 歴史的観点と基礎

 第 3 週 社会的アイデンティティ
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授業で使用したテキストは、Patton, L. D., Renn, K. A., Guido, F. M., & Quaye, S. J. (2016). 
Student Development in College (3rd ed.)であり、

多数の理論が紹介されている。 

インストラクターは、最初の数回は Dr. Megan 
Fox、その後 Dr. Emerald Templeton に交代した。

共に筆者がインタビューを行った（元）職員である。

初回の授業では、まず自身の出身大学もしくは所

属大学の人口統計を問われたことに驚嘆した。クラ

スメートは、白人系、黒人系、アジア系、ヒスパニ

ック系がそれぞれ何％いるかを次々に答えていた。

カリフォルニアでは、さまざまな人種がいることが

当たり前であり、正規生の留学生率が約 4.6％で、

95％以上が日本人である筆者の所属大学とは大き

く異なることを痛感した40。また筆者の大学では、

留学生のうちの約 45％が中国、18％が韓国、続い

て 4.8％が台湾、その次に 4.4％がフランスからの学生となっており41、大半がアジア人であるこ

とはキャンパス内を歩いていても明白である。 

授業は毎回かなりの分量の文献・論文が出され、我々生徒が決められた日にそのテーマの授業

40 2019 年 5 月 1 日現在での学生数より計算。（共に 2020 年 2 月 12 日アクセス）

留学生数（正規生）1529 人 慶應義塾国際センターWeb サイトより http://www.ic.keio.ac.jp/aboutic/data.html
学生数 33,442 人 慶應義塾情報公開「学生数」より https://www.keio.ac.jp/ja/about/assets/data/2019-university.pdf 

41 この数値には正規生以外の学生も含まれている。慶應義塾国際センター留学生数より（2020 年 2 月 12 日アクセス）

http://www.ic.keio.ac.jp/aboutic/data.html

比較的多くなりつつあるとのことである。この分野は約 80 年前から研究されるようになり、現在

も成長しつつある分野である。学生部で日々働く一方で、学生について研究している人が他の分

野よりも多いようである、とのことだった。また、博士号を持っているスタッフが多いのは、博

士号を取得してもフルタイム教員ポジションの空きが少ないため、結果としてフルタイムのスタ

ッフ職につく人が多いことも一因であるとのことであった。

③ 定期購読物

筆者がインタビューした方々から伺った高等教育に関する情報源は下記のようなものがある。

専門職大学院やカンファレンスに通わなくても手軽に情報を得ることが出来る。 

 The Chronicle of Higher Education
 Inside Higher ED
 University World News
 Open Doors

5． UC Berkeley Extension での高等教育関係者向けの授業

サンフランシスコ研究連絡センターの目と鼻の先に、UC Berkeley Extension がある。ここで

は、社会人や留学生向けに公開講座を提供しており、筆者も秋学期（9 月～12 月）の夜間（週 1
回 3 時間×15 週）に、Student Development in College: Theory to Practice という授業を履修し

た38。この授業は、Student Affairs and Higher-Education Administration という米国の高等教

育関係者向けに開講されているプログラムの中の１科目である。学部学位を持っていれば、特に

選考等は無く受講可能で、4 科目（必修科目 3 つと、選択科目 1 つ）12 単位（各授業 3 単位）を

修めて申請すると、プログラムの修了証が発行される39。外部の者は 1科目あたり$840 の授業料

を支払わなければならないが、UC Berkeley の職員は無料で受講可能である。本プログラムを修

了して、University of San Francisco（以下 USF）の Organization and Leadership の修士課程

に合格した場合は、取得した 12 単位を修士課程の単位に互換可能である。その場合は、入学後

USF の修士号取得のために、残り 18 単位取得すれば良いことになる。

授業のシラバスは公開不可であるが、概要は次の通り。 

38 第２章でふれた図 3 の Division of Student Affairs の報告書にも、Student Development Theory が学生担当職員の仕事を

ガイドする最も重要なツールだと記載がある。
39 他にも修了証発行の条件として、GPA はすべての科目において最低でも 2.5、成績は C 以上でなければならない。また全て

を 5 年以内に終えなければならない。 
UC Berkeley Extension “Certificate Program in Student Affairs and Higher-Education Administration“より（2020 年 2
月 12 日アクセス） 
https://extension.berkeley.edu/public/category/courseCategoryCertificateProfile.do?method=load&certificateId=1713502
4&selectedProgramAreaId=11464&selectedProgramStreamId=15586 

- 101 -



 第 1 週 導入

 第 2 週 歴史的観点と基礎

 第 3 週 社会的アイデンティティ

 第 4 週 人種的・民族的アイデンティティ

 第 5 週 民族的アイデンティティ（続き）・多民族的アイデンティティ

 第 6 週 性的アイデンティティ

 第 7 週 ジェンダー・ジェンダーアイデンティティ

 第 8 週 障害者アイデンティティ・社会階級アイデンティティ

 第 9 週 精神的成長・自身の起源

 第 10 週 ケーススタディとグループプレゼンテーション

 第 11 週 心理社会的アイデンティティの発達

 第 12 週 認知的・知的発達と道徳的発達

 第 13 週 新興理論と理論から実践へ

 第 14 週 前週の復習と最終プレゼンテーション

 第 15 週 最終プレゼンテーション

授業で使用したテキストは、Patton, L. D., Renn, K. A., Guido, F. M., & Quaye, S. J. (2016). 
Student Development in College (3rd ed.)であり、

多数の理論が紹介されている。 

インストラクターは、最初の数回は Dr. Megan
Fox、その後 Dr. Emerald Templeton に交代した。

共に筆者がインタビューを行った（元）職員である。 

初回の授業では、まず自身の出身大学もしくは所

属大学の人口統計を問われたことに驚嘆した。クラ

スメートは、白人系、黒人系、アジア系、ヒスパニ

ック系がそれぞれ何％いるかを次々に答えていた。

カリフォルニアでは、さまざまな人種がいることが

当たり前であり、正規生の留学生率が約 4.6％で、

95％以上が日本人である筆者の所属大学とは大き

く異なることを痛感した40。また筆者の大学では、

留学生のうちの約 45％が中国、18％が韓国、続い

て 4.8％が台湾、その次に 4.4％がフランスからの学生となっており41、大半がアジア人であるこ

とはキャンパス内を歩いていても明白である。 

授業は毎回かなりの分量の文献・論文が出され、我々生徒が決められた日にそのテーマの授業

40 2019 年 5 月 1 日現在での学生数より計算。（共に 2020 年 2 月 12 日アクセス） 
留学生数（正規生）1529 人 慶應義塾国際センターWeb サイトより http://www.ic.keio.ac.jp/aboutic/data.html 
学生数 33,442 人 慶應義塾情報公開「学生数」より https://www.keio.ac.jp/ja/about/assets/data/2019-university.pdf 

41 この数値には正規生以外の学生も含まれている。慶應義塾国際センター留学生数より（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
http://www.ic.keio.ac.jp/aboutic/data.html 



6． まとめ 

まず、以下の言葉を紹介したい。 

「教育機関に従事する者達は、高等教育機関の革新・改良に貢献するために、自らの能力開発

を継続的に行っていく責務がある」（「職業能力開発：情報の手引き」サリー・シェイク、コンラ

ッド・フェスタ、ゲリー・G・ガフ チェンジ・マガジン・プレス 1978）43

これまで UC Berkeley の職員、特に学生担当職員の職務と SD について見てきたが、筆者は下

記のような印象を受けた。 

 部署毎に役割が明文化されており、その役割を果たす職員のために必要なツールが用意さ

れ、かつ学ぶことが重要・必須だという認識が大学側にある。 

 職員数が多く一人当たりの仕事にも多少余裕があり、自らスキルアップしたいという向上

心がある。 

 ツールが豊富に準備されているので、職員も積極的に利用する。それを職員は有難いこと

だと感謝し、大学へさらに貢献したいという好循環が出来ている。 

 結果として、傍から見ていても職員（学生スタッフ含む）の“Cal44 が好き・自分の仕事

が好き”という働くモチベーション、情熱（Passion）、一体感を感じる45。それは卒業生

の職員に限らない。 

芦沢（2009）は、米国の大学の職員の特徴の 1 つとして、下記の点を挙げている。

「個人としてのキャリア開発には、専門分野に関わる大学院で学位を取得することも一つの選

択肢として考えられる。修士学位は管理職ポストの場合は最低要件となっていると考えられ、部

長ポスト（director）に就く者においては博士号を保持することも珍しくない。また複数の職場で

の経験を活かして学会や職能団体（専門職団体）で活躍するということも考えられる。46」

また渡邉（2013）は、上級職のスタッフには MBA（Master of Business Administration：経

営学修士）、JD（Juris Doctor：法務博士）といった専門職学位取得者だけでなく、Ph.D.（Doctor 
of Philosophy）や Ed.D.(Doctor of Education)といった博士号保有者も少なくない理由として、

専門資格や専門職学位・大学院教育が「ジョブ・ディスクリプション」とよばれる職務記述書に

43 R. Michael Philson, Ph.D. “Professional Development for the Higher Education Administrator”土屋・芦沢訳「大学職

員のキャリア開発～教員との比較において」より
44 前述のとおりであるが、UC Berkeley の呼称。
45 UC Berkeley の学生によるキャンパスツアーに参加した際、ガイドの学生が大学の好きな点として“Passion that each

individuals bring”と言っていたのが大変印象的であった。
46 芦沢真五(2009)「第８章 米国における専門職と第三者機関 ―国際教育交流における専門職に関する考察―」 大場淳編

『大学職員の開発―専門職化をめぐって―』

を行う形式であった。第 10 週のケーススタディとグループプレゼンテーションでは、3 つのチー

ムに分けられそれぞれテーマが与えられ、それを職員としてどのように大学側に提案するか、と

いう課題を与えられた。我々のチームは、障害を持った学生をどのようにサポートできるか、を

授業で学んだ理論で裏付けをしながらプレゼンテーションを行った。 

最終プレゼンテーションでは、各個人が書いた Literature Review のプレゼンテーションを行

った。筆者は、Identity Development of Japanese American Students in College をテーマとし、

日系アメリカ人学生について書かれた論文や記事を、授業で学んだ理論を通して分析した。 

日系アメリカ人学生の発達に関する理論はなかなか見つからず、授業で学んだ The Asian 
American Negotiating Identity and Development Tasks42を用いることとした。理論の詳細は本

稿では割愛するが、アジア系アメリカ人学生は他の学生に比べて家族からの期待も大きく、学業

でも優秀な成績を取るものだと見なされてしまう傾向があり、かつ自身の感情を外に出しにくい

といった特徴がある。必ずしもすべてのアジア系アメリカ人がそうではないが、職員として学生

と接する際に、そのような知識があるのとないのとでは対応も異なってくるだろうと感じた。 

 授業全体を終えて、他のクラスメートも自身の仕事に役立ったとコメントしており、筆者自身

も学生成長理論など日本語でも学んだことがなかったが、米国にて新しい視点を得ることが出来

た。人種の問題や、LGBTQ などは今後日本の大学で働いていく上でも理解しておくべきことと

感じた。 

またこの授業では筆者自身、英語の壁があり授業の予習やレポート、プレゼンテーション、授

業についていくのにも大変苦労した。話のスピードが速く、意見があっても英語が浮かばず発言

の機会を逃したり、ペアーディスカッション・グループディスカッションの際は、私が相手だと

意味のある議論が出来ないのではないか、私が授業に貢献できていることはあるのだろうかと心

苦しく感じることも多かった。授業内でマイノリティの学生は“Marginalized”（周縁においやら

れた≒周りに溶け込めない）、というような話が出たことがあったが、まさに自分自身が

Marginalized Student であった。3 か月間、一切日本語の通じない、交換留学生のような体験が

出来たのも貴重であったように思う。インストラクターも他のクラスメートも、やはり多様な人

種の揃った米国大学の学生担当職員だったこともあってか、日本人の筆者に対しても大変暖かく

迎えてサポートして下さり、何とか最後までやり遂げることができた。 

42 Kodama, C. M., McEwen, M. K., Liang, C. T. H., Lee, S. “An Asian American Perspective on Psychosocial Student 
Development Theory”, in New Directions for Student Services. Wiley Periodicals, 2002.
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と責任を持っている50ことにも起因すると考えられるが、採用システムに関わらず部署の使命等は

職員に明確に示しておく必要があるだろう。例えば、人事異動で新たに着任することになった職

員に対し、目の前の業務の引継ぎに入る前に、その部署の Mission (使命)、Vision（将来像） Values
（価値基準）を説明する、などである。なかなか日常業務が忙しく意識することがないかもしれ

ないが、意識的に機会を設けることで自分の業務が何につながっていくのかを考えるきっかけと

なり、ひいては各職員がその大学で働く一員という認識を持ち、大学全体の一体感に繋がるので

はないだろうか。

第三に、個人として何ができるか考えてみたい。例えば、寺﨑（2016）51は、大学職員の最低

限の 3 つのリテラシーとして、①大学とは（または大学という職場は）何を特質とする場なのか、

②自分の勤務する大学のことをよく知っているか、③大学政策はどう動いているかをあげている。

特に②については身近なところから感じ取ることが出来るであろう。UC Berkeley であれば、第

3 章で Dr. Megan Fox もインタビュー内で学生の特性について少々触れていたが、1960 年代の米

国での学生運動の契機となった Free Speech Movement52は重要な出来事であろう。キャンパス

内にはこの運動のキーパーソンとなった Mario Savio 氏を記念して作られた Free Speech 
Movement Café があり、現在学生の集う場所となっている。 

歴史のある大学は、キャンパスの至るところに自身の

大学の歴史・特徴を感じ取れる場所があるのではないだ

ろうか。（左写真は Free Speech Movement Cafe 前の看

板。幾重にも重なる掲示物もその文化の象徴か。） 

また五藤（2015）53は、学生支援担当者に求められる

知識・スキルとして、(1)高等教育を取り巻く社会・経済

情勢、高等教育政策や行政の動向、所属大学の教育・研

究及び経営方針等、さらには学生支援業務に関する専門

知識と述べ、（2）学生支援業務の企画・立案・実施等を

可能にするスキルとして、①学生、教職員との関係構築

の基礎としてのコミュニケーション力（傾聴力、アサー

ション力）、ホスピタリティ・マインド、カウンセリング・

マインド等、②学生の諸活動を調整し、全体としてまと

めるコーディネート力（政策立案能力、シナリオ構想力、組織化能力など）、さらに③学生の諸活

動が容易にできるよう支援すべく、学生の主体性を尊重しつつ上手くことが運ぶよう舵取りを行

うファシリテーション力なども挙げている。そして（3）人的ネットワーク構築力などを養成して

いくことも必要であると述べている。またその前提として、何よりも（1）「学生のためになるこ

と」は何でもやろうとする情熱をもつこと、（2）関係者の声を誠実に受け止め、誠意をもって対

50 大場淳(2004)「第４章 米国における大学職員の開発」『諸外国の大学職員（米国・英国編）』広島大学高等教育研究 

開発センター

51 寺崎昌男・立教学院職員研究会編著（2016）『21 世紀の大学：職員の希望とリテラシー』東信堂

52 UC Berkeley The Bancroft Library Web サイト（2020 年 2 月 13 日アクセス）

https://www.lib.berkeley.edu/libraries/bancroft-library/oral-history-center/projects/fsm 
53 五藤勝三（2015）「学生支援人材に求められる専門性と取り組み姿勢」『IDE 現在の高等教育 No.569 大学職員像を問う』

明記されていることにも起因すると考えられる、と述べている47。 

 上記のように、採用の条件に大学院学位が記載されていることも日本とは大きな違いではある
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いくのが良いのではないか。今回インタビューを行い、必ずしも専門職が良いとは感じなかった。

理由は、職務上他部署と共同で業務を行うことは少なく、自ら積極的に他部署と交流を持たない

限りお互いのことを知る機会がないからである。米国のオフィスは、大学職員も、管理職でなく

とも個室、もしくは机が仕切られているケースが多く、仕事に集中しやすい環境ともいえるが、

日本の大学のオフィスに慣れている筆者からすると若干閉鎖的にも思え、チームとしての物理的

な一体感を感じにくい印象を受けた。現在の日本のジェネラリスト育成雇用システムでは、職員

が学内を異動することで他部署の職員と自然と知り合うことが可能な上、様々な部署を経験し、

多くの職員と仕事を共にすることで、マネジメントの感覚も養えるのではないかと考える。キャ

リアの浅いうちに、様々な部署を経験し、徐々に本人の希望・適性等を鑑みて徐々に分野を固め
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47 渡邉聡（2013）「アメリカの大学職員とキャリアパス ―さまざまな事例をもとに―」山本眞一編『教職協働時代の大学経営

人材養成方策に関する研究』
48 2020 年 1 月 1 日時点のデータ。UC Berkeley Division of Student Affairs Web サイトより（2020 年 2 月 12 日アクセス）

https://sa.berkeley.edu/sites/default/files/images/pdfs/SA_Vice_Chancellor_Immediate_Office_Org_Chart.pdf 
49 米国の大学の学生部のオフィスでは、1 週間のうち時間を決めて学生の予約なしの窓口開室時間（drop-in）を 3 時間など一

時的に閉めているところもいくつかあった。職員のデスクワークやミーティングに時間を割くためである。
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と責任を持っている50ことにも起因すると考えられるが、採用システムに関わらず部署の使命等は
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動が容易にできるよう支援すべく、学生の主体性を尊重しつつ上手くことが運ぶよう舵取りを行

うファシリテーション力なども挙げている。そして（3）人的ネットワーク構築力などを養成して

いくことも必要であると述べている。またその前提として、何よりも（1）「学生のためになるこ

と」は何でもやろうとする情熱をもつこと、（2）関係者の声を誠実に受け止め、誠意をもって対

50 大場淳(2004)「第４章 米国における大学職員の開発」『諸外国の大学職員（米国・英国編）』広島大学高等教育研究 

開発センター 

51 寺崎昌男・立教学院職員研究会編著（2016）『21 世紀の大学：職員の希望とリテラシー』東信堂 
52 UC Berkeley The Bancroft Library Web サイト（2020 年 2 月 13 日アクセス） 

https://www.lib.berkeley.edu/libraries/bancroft-library/oral-history-center/projects/fsm 
53 五藤勝三（2015）「学生支援人材に求められる専門性と取り組み姿勢」『IDE 現在の高等教育 No.569 大学職員像を問う』



交流においても同様であり、今年度米国での日本人研究者交流会を担当し、ネットワーキングの

時間などに異分野の研究者同士が活発に議論し、新しいものが生まれる「可能性」をその雰囲気

から感じ取った。それは必ずしも海外でなくとも可能であり、実際に東京大学国際高等研究所カ

ブリ数物連携宇宙研究機構（KAVLI iPMU）では、平日毎日 30 分間、所属する研究者・来訪者

すべての人が一堂に会し最新の研究について議論する時間が意識的に設けられている55。 

【KAVLI iPMU Web サイトより56】

大学職員も自身の大学の中だけに留まらず、外の世界を知ることで、何か新しい発見につなが

るに違いない。 

今回の研修を通じて大学は様々な可能性の宝庫であることに改めて気づかされた。SD が義務化

されたとはいえ、義務的に何かを学ぶのではなく、能動的に関心を持つことのできる対象が無限

に広がっているように思う。シリコンバレーに近いこの米国西海岸の地で、日本人研究者のみな

らず、日本から意欲的に学びに来ている大学生からも大いに刺激を受け、彼らを支える職員とし

て、このままではいけないと強く感じた。 

慶應義塾では、しばしば「自我作古」という言葉が使われる。これは中国の『宋史』にみられ

る用語で「我より古（いにしえ）を作（な）す」と読み、これから自分がなさんとする事は前人

未到の新しい分野であるけれども、予想される困難や試練に耐えて開拓に当たるという意味であ

る57。高等教育を取り巻く環境が急速に変化しつつある今もまた、この「自我作古」の精神が大切

なのではないだろうか。米国で得た様々なアイディアを元に、困難や試練に耐えうる職員となれ

るよう日々研鑽を積んでいきたい。 

55 東京大学 FEATURES Web サイトより（2020 年 2 月 13 日アクセス）

https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/ja/features/f_00062.html
56 KAVLI iPMU Web サイトより（2020 年 2 月 13 日アクセス）

https://www.ipmu.jp/ja/node/1809 
57 慶應義塾豆百科より（2020 年 2 月 13 日アクセス）

https://www.keio.ac.jp/ja/about/history/encyclopedia/9.html

応すること、（3）学生の満足度を高め、人間的成長を図ること、が自らの大学職員としての役割

であり、そのためには労を厭わず尽力しようとする使命感をもつことが大切だと述べている。 

筆者も、学生担当職員に必要なマインド、大前提として学生が好きであること、学生の置かれ

ている状況や関心事にアンテナを貼っていること、が大切だと考える。そもそも特に私立大学で

は、収入の大半が学生からの入学金・授業料で成り立っており、学生の教育支援を第一に考える

のは当然ともいえる54。学生担当職員がすぐに取り組めることとしては、大学が行っている学生生

活の調査結果に目を通したり、学内にしばしば設置されている学生新聞を手に取ってみる、等で

はないだろうか。UC Berkeley でも『The Daily Californian』という学生による新聞が発行され

ており、その 1面の記事について 前述の Extension での授業で取り上げられることが実際に何度

かあった。 

【The Daily Californian】 

最後に、インタビューを通じて意表を突く回答をいただいたので紹介したい。UC Berkeley に

て留学生受入プログラムの担当者に、「働く際に大切にしていることは何か」を質問したところ、

“Being creative”（創造的であること）とご回答いただいた。筆者は正直驚いた。日本の大学職員

に同じ質問をしたら、同じような回答をする人はどの程度いるだろうか。この方は、プログラム

のコーディネーターであり、個人の裁量が大きい職務についている方だったが、自身の職務がそ

うでなくても、この心持は見習いたいと感じた。大学は新しい知を生み出していく組織であり、

そこで働く職員も創造的であるべきなのだと刺激を受けた。創造的になるためには、自身の日常

とは異なる人・モノに触れる環境に身を置くことが効果的であると感じた。筆者も、今回 1年の

米国での滞在を通じて業務内外で多くの方と交流したり、色々な場所を訪問したりする中で、こ

れまで知らなかった大学の面白さに気づかされ、様々なアイディアが浮かんだ。これは研究者の

54 筆者の所属する慶應義塾大学では、2018年度の事業報告書によると事業活動収入の約 33%が学生生徒等納付金となっており、

約 36%の医療収入に次ぐ割合となっている。慶應義塾の活動と財務状況 2018 年度事業報告書（2020 年 2 月 12 日アクセス） 
https://www.keio.ac.jp/ja/about/assets/data/2018-report.pdf 
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競争的資金の審査・評価システムの日独比較 

ボン研究連絡センター

渡邉 優



1. はじめに

 ドイツの科学技術政策の歴史や発展について日本の視点から述べている永野博氏の「ドイツに

学ぶ科学技術政策」（2016）の中で、「科学者の自治1」という言葉が印象に残っている。この言

葉は、ドイツの代表的な公的ファンディング機関であるドイツ研究振興協会（Deutsche 
Forschungsgemeinschaft：DFG）の組織の最大の特徴として述べられている。ドイツ研究振興

協会は、ボトムアップで研究者の基礎研究に対する支援を行う競争的資金の配分機関である。こ

れらの競争的資金の審査をはじめ、協会内の意思決定プロセスにおいては、「研究者の自治」が徹

底されており、自治を維持するための工夫が制度の中にみられるという。

 日本においては、ドイツ研究振興協会と同様の性質を持つ支援事業として、文部科学省と独立

行政法人日本学術振興会が実施する「科学研究費助成事業」（以下、「科研費」という。）がある。

本事業は、日本最大規模の競争的資金といわれており、人文学・社会科学から自然科学までの全

ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる研究を助成する唯一の制度である。この助成対

象の選定には、研究者によるピアレビュー方式がとられ、厳正な審査を経て採択課題を決定し、

研究費が配分されている。この審査システムについては、政府が策定した第 5 期科学技術基本計

画（平成 28～令和 2 年度）に基づき、平成 30 年度助成分より抜本的な改革が行われた（科研費

審査システム改革 2018）。現在、新たな審査方式の定着に向けて検討や見直しが行われていると

ころである。 

 本稿では、ドイツにおける競争的資金制度のうち、審査・評価システムに着目して調査するこ

とで、日独両国のシステムの特色を比較・考察することが目的である。

2. ドイツ研究振興協会とは

ドイツ研究振興協会（Deutsche Forschungsgemeinschaft：DFG）2は、1920 年に設立された

ドイツ科学非常事態協会（Notgemeinschaft der deutschen Wissenschaft）を前身とし、第二次

世界大戦後、1951 年に本部をボンに構え、現在の組織となった。私法に基づく自治組織で、全て

の自然科学、人文社会科学の分野において、大学や公的研究機関における研究活動への資金配分

を行っているほか、政府主導のエクセレンス・ストラテジー事業等を実施している。

ドイツにおける研究開発予算の財源は、連邦政府と州政府により措置され、2018 年度予算はお

よそ 310 億ユーロ3である。そのうち、ドイツ研究振興協会の予算は全予算額の 1 割以上にのぼ

るおよそ 34 億ユーロで、69.3％が連邦政府、27.9％が州政府により拠出されている。永野（2016）
によれば、政府は 2016～2020 年にかけて毎年 3％予算を増額することを公約しているという。 

1 永野博（2016）「ドイツに学ぶ科学技術政策」 近代科学社 148 頁 
2 2020 年で設立 100 周年を迎えた。頁内のイラストは 100 周年を記念したロゴマークである。https://dfg2020.de/en/ 
3 Bildung und Forschung in Zahlen 2019（Federal Ministry of Education and Research） 

https://www.bmbf.de/upload_filestore/pub/Bildung_und_Forschung_in_Zahlen_2019.pdf 



ドイツ研究振興協会の会員には 97 機関が登録されており、大学だけでなく、マックスプラン

ク協会、フラウンホーファー協会、ヘルムホルツ協会、ライプニッツ協会等のドイツを代表する

研究機関やその他の科学アカデミーから構成されている。最高意思決定機関である会員総会の下

に、理事会、役員会、評議会が設けられており、これらの全ての委員会には連邦政府と州政府の

代表が参加している。ただし、委員会の投票規程により、研究者側主導の判断が優先されるよう、

政府側が他の学術機関側を上回らないよう投票権の数が調整されており、協会の自治を維持・保

証できるような工夫がとられている。

   図 1 ドイツ研究振興協会の組織図

（出典）Organization of the DFG （ドイツ研究振興協会 HP）6

このように、ドイツ研究振興協会の運営においては、研究者による意思決定を尊重しているこ

とが分かる。本協会の主たる役割は、研究者が大学や研究機関において行う研究活動に対して、

適切な審査・評価を経て資金を提供することである。次章以降では、ドイツ研究振興協会の中核

的な事業である競争的資金制度を概観し、その審査・評価システムについて、科研費事業との比

較を交えながら考察していきたい。

6 https://www.dfg.de/en/dfg_profile/statutory_bodies/index.jsp 

   表 1 ドイツ研究振興協会 2018 年度予算内訳 

（出典）Origin of Funds 2018 （ドイツ研究振興協会 HP）4

参考として、日本学術振興会の 2019 年度予算内訳を以下の表 2 のとおり示す。全予算額 2,671
億円の 99.9％は国からの運営費交付金および補助金等により拠出されている。両機関を比較する

と、ドイツ政府は研究開発のための予算をより手厚く配分していることが分かる。

   表 2 日本学術振興会 2019 年度予算内訳 （単位：億円）

事 業 費 予 算 額

運営費交付金事業費

研究者援助事業費

学術国際交流事業費

学術の応用研究事業費等

学術システム研究センター等事業費

管理運営費等

266 
186 
57 

8 
6 
9 

科学研究費補助事業費 1,399 
科学技術人材育成費補助事業費 21 
受託事業費等 9 
学術研究助成基金助成事業費 975 

合    計 2,671 
（出典）令和元(2019)年度事業別予算額 （日本学術振興会 HP）5 

4 https://www.dfg.de/en/dfg_profile/facts_figures/statistics/finances/index.html 
5 https://www.jsps.go.jp/aboutus/index5.html 
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ドイツ研究振興協会の会員には 97 機関が登録されており、大学だけでなく、マックスプラン

ク協会、フラウンホーファー協会、ヘルムホルツ協会、ライプニッツ協会等のドイツを代表する

研究機関やその他の科学アカデミーから構成されている。最高意思決定機関である会員総会の下

に、理事会、役員会、評議会が設けられており、これらの全ての委員会には連邦政府と州政府の

代表が参加している。ただし、委員会の投票規程により、研究者側主導の判断が優先されるよう、

政府側が他の学術機関側を上回らないよう投票権の数が調整されており、協会の自治を維持・保

証できるような工夫がとられている。

   図 1 ドイツ研究振興協会の組織図 

（出典）Organization of the DFG （ドイツ研究振興協会 HP）6 

 このように、ドイツ研究振興協会の運営においては、研究者による意思決定を尊重しているこ

とが分かる。本協会の主たる役割は、研究者が大学や研究機関において行う研究活動に対して、

適切な審査・評価を経て資金を提供することである。次章以降では、ドイツ研究振興協会の中核

的な事業である競争的資金制度を概観し、その審査・評価システムについて、科研費事業との比

較を交えながら考察していきたい。

6 https://www.dfg.de/en/dfg_profile/statutory_bodies/index.jsp 



2 つの事業を比較すると、予算規模に対する応募件数の比率が大きく異なることが分かる。ま

た、Individual Research Grants の採択件数は科研費のおよそ半数であるものの、採択率はおお

むね 10％上回っており、研究費の配分ニーズにより応えられているといえる。

応募総額や採択期間については、科研費は応募する研究種目に応じて支援額や期間が明示され

ており、分かりやすく体系化されている。それに対して Individual Research Grants は、採択期

間に上限は設けられているものの、研究者個々人が応募する課題に合わせた支援を提案し、応募

することができる仕組みとなっている。

研究種目については、キャリアステージに沿うような段階的な支援体制を整えている科研費と、

研究を遂行する上でどの費目に対して重点的に資金を配分するかによって種目を分類している

Individual Research Grants でそれぞれの特色がみられる。

4. 審査システム

本章では、前章で紹介したドイツ研究振興協会が実施する Individual Research Grants のプロ

グラムの審査システムについて、ホームページ等の公開資料およびドイツ研究振興協会の職員に

行ったインタビューの結果をもとに、「公募」、「審査方式」、「審査委員選考」の項目ごとにまとめ

る。

4-1. 公募

【応募方法】

応募者は、電子申請システム elan9を用いて、オンラインで所定の申請書類を提出する。

The elan Portal 

この elan のポータルサイトは、応募者向けの申請システムだけでなく、審査委員向けの審査シ

ステムも備わっており、応募から審査に至るまで一括した情報管理を行っている。応募者は自分

が申請した課題の審査状況や採否結果の確認ができ、審査委員は書面審査結果の提出やパネルレ

ビューの日程確認等ができる。科研費においても、研究者（応募者・審査委員）向け、研究機関

の科研費事務担当者向けの電子申請システム10を構築しており、ほぼ同様の機能を持ったもので

あることが分かる。

9 The elan Portal https://www.dfg.de/en/research_funding/principles_dfg_funding/elan/index.html 
10 科研費電子申請システム https://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/

3. 日独における競争的資金制度の概要

 ドイツ研究振興協会が実施する競争的資金制度には、科研費と同様の性質を持つ事業として、

研究者個人のプロジェクトを対象とした Individual Research Grants（個人グラント）がある。

日独それぞれの制度について、概略を以下の表 3 にまとめた。 

表 3 日独の競争的資金制度の概略7 

7 日本学術振興会科学研究費助成事業 HP、ドイツ学術振興協会 HP をもとに筆者作成 
8 Individual Research Grants のみの応募件数は公開されていなかったため、2018 年度新規採択件数と採択率より算出した。 

配分機関名

（事業名）

項目名

文部科学省・日本学術振興会

（科学研究費助成事業）

ドイツ研究振興協会

（Individual Research Grants） 

研究種目の体系 種目群：

1. 若手研究

（若手研究者の自立支援）

2. 基盤研究

（既存の学問分野の深化・

発展を目指す研究）

3. 学術変革研究

（新領域の形成・斬新な発想に

基づく研究）

Funding Focus： 
1. Investigators
（研究者のキャリアパス別）

2. Themes
（プロジェクトテーマ別）

3. Forum
（共同研究に向けたプラット

フォーム形成を支援）

4. Infrastructure
（研究基盤形成を支援）

予算規模 2,372 億円 
（2019 年度予算額） 

約 11.8 億ユーロ 
（2018 年度配分実績額） 

応募件数

（2018 年度） 
103,672 件 38,286 件（推定）8 

採択件数

（2018 年度新規採択分） 
25,796 件 13,247 件 

採択率

（2018 年度） 
24.9％ 34.6％ 

応募総額

（1 課題あたり） 
研究種目により異なる

10 万円単位～最大 15 億円 
個々の応募課題により異なる

採択期間 研究種目により異なる

単年度～最大 7 年間 
個々の応募課題により異なる

最大 3 年間 
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2 つの事業を比較すると、予算規模に対する応募件数の比率が大きく異なることが分かる。ま

た、Individual Research Grants の採択件数は科研費のおよそ半数であるものの、採択率はおお

むね 10％上回っており、研究費の配分ニーズにより応えられているといえる。 
応募総額や採択期間については、科研費は応募する研究種目に応じて支援額や期間が明示され

ており、分かりやすく体系化されている。それに対して Individual Research Grants は、採択期

間に上限は設けられているものの、研究者個々人が応募する課題に合わせた支援を提案し、応募

することができる仕組みとなっている。

研究種目については、キャリアステージに沿うような段階的な支援体制を整えている科研費と、

研究を遂行する上でどの費目に対して重点的に資金を配分するかによって種目を分類している

Individual Research Grants でそれぞれの特色がみられる。 

4. 審査システム

本章では、前章で紹介したドイツ研究振興協会が実施する Individual Research Grants のプロ

グラムの審査システムについて、ホームページ等の公開資料およびドイツ研究振興協会の職員に

行ったインタビューの結果をもとに、「公募」、「審査方式」、「審査委員選考」の項目ごとにまとめ

る。

4-1. 公募

【応募方法】

応募者は、電子申請システム elan9を用いて、オンラインで所定の申請書類を提出する。 

The elan Portal 

この elan のポータルサイトは、応募者向けの申請システムだけでなく、審査委員向けの審査シ

ステムも備わっており、応募から審査に至るまで一括した情報管理を行っている。応募者は自分

が申請した課題の審査状況や採否結果の確認ができ、審査委員は書面審査結果の提出やパネルレ

ビューの日程確認等ができる。科研費においても、研究者（応募者・審査委員）向け、研究機関

の科研費事務担当者向けの電子申請システム10を構築しており、ほぼ同様の機能を持ったもので

あることが分かる。

9 The elan Portal https://www.dfg.de/en/research_funding/principles_dfg_funding/elan/index.html 
10 科研費電子申請システム https://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/ 



4-2. 審査方式

審査は、 (1) 書面審査（Written Review）、 (2) レビューボード（Review Board）によるパ

ネル審査の 2 段階に分けて行われ、最終的に協議会（Joint Committee）による決定が下される。

(1) Written Review 
審査委員は書面審査によって採否を提案し、採択の場合は応募額の妥当性について所見を作

成する。ドイツ研究振興協会でのインタビューによると、応募課題 1 件につき 2～3 名の審査

委員が書面審査を担当することが分かった。その後、これらの書面審査結果をもとに、事務

局が採否案を作成する。

(2) Review Board によるパネル審査

書面審査での採否案をもとに、専門委員が審査を行う。2019 年 11 月時点で、研究分野ごと

に 48 の委員会があり、606 人のメンバーで構成されている。

専門委員は、書面審査の結果を精査するだけでなく、1 段階目の書面審査のレビューアーの

選考が適切かどうか評価を行う必要がある。理由があればレビューアーの変更を求めること

も可能となっている。委員は平均して毎年 1～2 件の審査プロセスに関与する。

(3) Joint Committee 
研究者代表 39 名、連邦各省 16 名、各州代表 16 名、ドイツの学術振興のための寄付団体（Der 
Stifterverband für die Deutsche Wissenschaft）の代表者 2 名により最終決定が行われる。

  図 3 Individual Research Grants の審査の流れ

（出典）The DFG Review Process （ドイツ研究振興協会 HP）13

13 https://www.dfg.de/download/pdf/foerderung/antragstellung/begutachtung/dfg_begutachtungsverfahren_130715_en.pdf 

【公募スケジュール】

 年間を通して公募期間は定められておらず、申請書類の提出期限はない。研究者は、自分が応

募したいタイミングでいつでも申請することができる。ドイツ研究振興協会職員へのインタビュ

ーによると、応募件数の状況に応じて、平均で 2 ヶ月に一度の頻度で審査委員会が開かれること

が分かった。また、プロジェクトの規模や分野によって異なるものの、応募してから採択決定、

資金助成を受けるまでの期間は、おおよそ 6 ヶ月とのことであった。 

比較として、科研費の公募から内定までの流れ11を以下の図 2 に示す。公募は、1 つの種目に

つき年に 1 回と決まっており、3 ヶ月以上の時間をかけて審査を実施、年度初めとなる 4 月に交

付内定、研究費の送金は早くとも 7 月12となる。ドイツに比べると応募から交付までの期間が 10
ヶ月程度と長いものの、決まった時期に決まった額の援助が行えるよう、スケジュール管理が徹

底されていることが分かる。

図 2 科研費の公募から内定までの流れ 

    （「科学研究費助成事業 2019」パンフレットをもとに筆者作成） 

そのほか、ドイツ研究振興協会でのインタビューによると、Individual Research Grants の応

募書類は、研究内容に直接関わらない軽微な部分であれば最大 2 回まで書き直しが可能であると

いう。また、既に採択済みの課題を継続したい場合、助成された研究費を全額執行する少なくと

も 6 ヶ月前までに再度申請が可能で、研究者のニーズに応じた切れ目のない柔軟な支援を提供し

ていることが分かる。

11 最も一般的な研究種目である「基盤研究（A・B・C）（一般）」「若手研究」のスケジュールを示している。 
12 令和 2(2020)年科学研究費助成事業公募要領（特別推進研究、基盤研究（S・A・B・C）、挑戦的研究（開拓・萌芽）、若手研

究）14 頁 https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/03_keikaku/data/r02/r2koubo.pdf 
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4-2. 審査方式
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ネル審査の 2 段階に分けて行われ、最終的に協議会（Joint Committee）による決定が下される。

(1) Written Review
審査委員は書面審査によって採否を提案し、採択の場合は応募額の妥当性について所見を作

成する。ドイツ研究振興協会でのインタビューによると、応募課題 1 件につき 2～3 名の審査

委員が書面審査を担当することが分かった。その後、これらの書面審査結果をもとに、事務

局が採否案を作成する。

(2) Review Board によるパネル審査

書面審査での採否案をもとに、専門委員が審査を行う。2019 年 11 月時点で、研究分野ごと

に 48 の委員会があり、606 人のメンバーで構成されている。

専門委員は、書面審査の結果を精査するだけでなく、1 段階目の書面審査のレビューアーの

選考が適切かどうか評価を行う必要がある。理由があればレビューアーの変更を求めること

も可能となっている。委員は平均して毎年 1～2 件の審査プロセスに関与する。

(3) Joint Committee
研究者代表 39 名、連邦各省 16 名、各州代表 16 名、ドイツの学術振興のための寄付団体（Der
Stifterverband für die Deutsche Wissenschaft）の代表者 2 名により最終決定が行われる。

 図 3  Individual Research Grants の審査の流れ 

（出典）The DFG Review Process （ドイツ研究振興協会 HP）13 

13 https://www.dfg.de/download/pdf/foerderung/antragstellung/begutachtung/dfg_begutachtungsverfahren_130715_en.pdf 



ドイツ研究振興協会でのインタビューにおいて、この投票システムの強みを伺ったところ、「民

主主義的であること」、「ボトムアップの風土」、「研究者たち自らによってシステムを形成・構築

していること」などという回答が得られ、研究者の自治意識の強さが感じられた。

一方、科研費においては、「科研費審査システム改革 2018」が行われ、平成 30 年度助成分よ

り審査システムが刷新された。改革後の制度の概略は以下の表 5 のとおりである。

 表 5 科研費の審査システム概略

審査の流れ

応募する研究種目によって、主に以下の 2 つの審査方式に分けられる。

(1) 総合審査方式 ＜研究分野を 11 の大区分または 65 の中区分に細分化＞

書面審査 → 同一の審査委員による合議審査を行う

(2) 二段階書面審査方式 ＜研究分野を 304 の小区分に細分化＞

同一の審査委員が 2 段階にわたり書面審査を実施

（2 回目は他の審査委員の評価を踏まえ、1 回目の評価の再検討を行う）

審査委員会の構成人数

＜科学研究費委員会＞   約 6,000 人の審査委員（研究者）で構成

(1) 総合審査方式     （1 課題あたり）6～8 名

(2) 二段階書面審査方式 （1 課題あたり）4～6 名

審査支援組織（学術システム研究センター）

・大学等において第一線で活躍する研究者がセンター研究員として業務・運営に参画

・人文学、社会科学から自然科学までの全ての分野を 9 つに区分し、専門調査班を構成

・事業に対する提案や助言、評価、審査会への陪席等を行う

審査委員の選考方法

審査委員候補者データベース（2018 年度登録者数：約 10 万 3 千名）に基づき、学術

システム研究センターの研究員が候補者案を作成し、案をもとに日本学術振興会が選考

（補欠者を含め、年間約 13,000 名を選考 / 委員の任期は原則として 3 年）

（「科学研究費助成事業 2019」パンフレットをもとに筆者作成）

日独のシステムを比較すると、両事業とも 2 段階の審査が行われている点は同様であるものの、

科研費は 1 段階目と 2 段階目どちらも同一の審査委員で審査が行われている16。また、書面審査

における 1 課題あたりの審査委員の数にも差がみられた（ドイツ：2～3 名、日本：4～8 名）。

パネル（合議）審査においては、6～8 名で科研費委員会を構成しているのに対して、Review 
Board の委員会の平均人数は 13 人弱となっており、書面審査と人数構成が逆転している。

16 「科研費審査システム改革 2018」以前の審査システムにおいては、最大 400 余りの審査区分をもとに、書面審査と合議審査

を異なる審査委員が実施する 2 段審査方式がとられていた。しかし、応募件数が年々増加していくことによる審査負担等の課

題が生じてきたため、審査区分と審査方式を一体的に見直す改革案がとりまとめられた。

4-3. 審査委員選考

書面審査委員と Review Board の専門委員の選考プロセスは、それぞれ全く異なっている。

【書面審査委員】

プログラムディレクター（Programme Director）によって研究区分ごとに選定される。ドイ

ツおよび海外の研究者、毎年およそ 10,000 人に審査依頼を行っている。

※Programme Director14：

書面審査の審査委員の選考や採否案の作成を担当する職員。人文学・社会科学、自然科学、生命

科学、工学系科学の 4 つの研究分野を更に細分化した 210 以上の研究区分ごとにそれぞれ主担当

と副担当の職員が配置されており、彼らの多くは博士号の学位を持った専門性の高い人材である。 

【Review Board の専門委員】 
研究者によるオンラインの投票により、研究分野ごとに任期 4 年の専門委員が選定される。 
驚くべきことに、ドイツの公的研究機関で研究に従事している博士号を取得している全ての研

究者に投票権が与えられており、4 年ごとに研究者による直接選挙が行われる。ドイツ研究振興

協会でのインタビューによれば、2019 年の選挙で 5 回目を迎えたという。 

（出典）ドイツ研究振興協会のオンライン投票サイト15 

2019 年 Review Board Election の結果は以下の表 4 に示すとおりである。 
なお、当選者は、Review Board の委員としてホームページ上で氏名や所属等が公開されている。 

表 4  Review Board Election 2019 の概要 
投票期間 2019 年 10 月 21 日～11 月 18 日 
有権者数 約 150,000 人 
候補者数 1,659 人 
当選者数 632 人（全 49 委員会） 

任期 2020 年～2023 年（4 年間） 
（「Review Board Election 2019」HP をもとに筆者作成） 

14 Programme Contacts  https://www.dfg.de/en/dfg_profile/head_office/structure/programme_contacts/index.jsp 
15 https://www.dfg.de/en/dfg_profile/statutory_bodies/review_boards/rb-election2019/index.html 
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  図 4 Individual Research Grants の審査における評価基準項目17

               （The DFG Review Process （ドイツ研究振興協会 HP）をもとに筆者作成）

Individual Research Grants の審査の評価基準でユニークな点は、2 段階目のパネル審査にお

いて書面審査委員の選考を評価する点である。1 段階目の審査の適切性、透明性を十分に検討し

た上で、応募課題の評価に進んでいることが分かる。

一方、科研費の評価基準は、以下の図 5 に示すとおりである。

  図 5 科研費の審査における評定要素18

（科学研究費助成事業における審査及び評価に関する規程（令和元年 11 月 12 日改正）をもとに筆者作成）

科研費においては、審査方式によらず統一された評定要素が提示されている。これをもとに、

書面審査で「S・A・B・C」、「4・3・2・1」といった 4 段階の評点による絶対評価が行われ、合

議審査において採否が決定される。

17 https://www.dfg.de/download/pdf/foerderung/antragstellung/begutachtung/dfg_begutachtungsverfahren_130715_en.pdf 
18 https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/data/r02/hyoukakitei191112.pdf 

さらに、研究分野の審査区分について、科研費の総合審査と Individual Research Grants の比

較を表 6 に示す。 

表 6 審査区分の比較 
事業名

項目名

科研費

総合審査

Individual Research Grants 

Written Review / Review Board

1 段階目（書面審査） 
審査区分

大区分（11）/ 中区分（65）
※種目によって異なる

210 以上の細目区分 

2 段階目（パネル審査） 
審査区分

大区分（11）/ 中区分（65）
※種目によって異なる

48（委員会数） 

（「科学研究費助成事業 2019」パンフレット、ドイツ学術振興協会 HP をもとに筆者作成） 

書面審査においては、科研費の審査区分は Individual Research Grants に比べて広い区分で分

類している。より多角的で幅広い視点から応募課題を見極めることに重きがおかれていることが

分かる。合議審査においては、書面審査の評点結果等を審査資料として提示し、同一の審査委員

で検討が行われる。これには 2 つの異なる形式の審査に一体性を持たせる狙いがあると考える。 
一方、Individual Research Grants では、書面審査において細目化された区分で専門的な視点

から課題の精査を行う。その後、パネル審査において投票により選出された専門委員が特定の分

野にとどまらず、より幅広い視点を取り入れながら審査を進めていくという流れになっている。

ドイツ研究振興協会における審査システムを調査する中で特色を感じたのは、全ての審査委員

が無償で審査を引き受けているという点である。ドイツの研究者は、一人の研究者として他の研

究者の研究を審査することに対して、単なる「業務」とは捉えていないのかもしれない。この点

からも、学術研究の発展のために自らが事業に参画するという意識の強さが潜在的にうかがえる。

しかし一方で、ドイツ研究振興協会職員へのインタビューによれば、応募時期や申請件数の状況

によっては審査委員の確保に苦労するという実情があるとのことで、Review Board の開催日程

が変動する等少なからず影響を及ぼしているということが分かった。

5. 評価システム

本章では、ドイツ研究振興協会が実施する Individual Research Grants プログラムの評価シス

テムについて、「審査における評価基準」、「事後評価」に着目してまとめる。

5-1. 審査における評価基準

ピアレビューアーによる書面審査、Review Board によるパネル審査のそれぞれの段階におい

て、図 4 のとおり評価基準が設けられている。 
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議審査において採否が決定される。
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る質が保たれているように見受けられる。

また、審査・評価のプロセスにおいては、柔軟性の高い支援を提供するために様々な工夫がみ

られた。研究者の応募はいつでも受け付けられる体制が整備され、審査に付されるまでも時間を

長く要さない。また、必要に応じて提出後に申請書類を見直すこともできる。公募、審査、交付

のそれぞれの段階で明確に期間が定められている計画的な科研費事業とは異なり、応募状況や審

査委員の確保に変動がみられるドイツのシステムには煩雑な面も存在するが、何よりも応募者に

寄り添った継続的な支援制度の構築に意義を見出していることが分かる。評価基準の比較では、

書面審査において、評定要素をもとに点数による絶対評価を行う科研費に対し、レビューアーが

一課題ずつ採否を提案する Individual Research Grants それぞれに特色がみられた。また、提案

課題の支援終了後の事後評価に対しては実質的には重点をおいていないことも分かった。

平成 16 年の国立大学の法人化以降、運営費交付金が毎年約 1％ずつ削減され、平成 27 年度以

降は横ばいの状態が続く日本においては、科研費のような競争的資金の獲得が研究者の死活問題

となっている。厳しい予算状況と少ないマンパワーの中で、いかに効率的に研究者のニーズに応

じた事業運営をしていくか日々検討がされている。日独両国の行政の仕組みや成り立ちは全く異

なるため、是非を議論することは難しいが、ドイツの研究振興の根底にある「研究者が主体となっ

て制度を作り上げていく姿勢」とそれを十分にサポートできる専門的な人材配置は、今後の日本

の学術研究の発展にも重要な要素になるのではないだろうか。研究者のサポートに携わる大学職

員としても、研究者の声を尊重し、耳を傾け、日々の業務や大学の研究環境に反映していく姿勢

を大切にしていきたい。
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5-2. 事後評価

日本学術振興会学術システム研究センターの「海外における研究費政策とファンディング・シ

ステムの状況に関する調査報告書（平成 29 年 3 月 29 日）」19によると、ドイツ研究振興協会で

は一般的に研究課題の支援終了後、フォローアップとして事後評価は行っていないことが分かっ

た。

一方、科研費においては種目の規模、進捗段階に応じた評価を実施している。評価方法は、書

面による自己評価、第三者による現地調査、ヒアリングなどいくつかの方法で行われている。評

価結果については、科研費ホームページ20等において全て公表されている。

6. 考察

本稿では、ドイツにおける競争的資金制度のうち、ドイツ研究振興協会の Individual Research 
Grants（個人グラント）の審査・評価システムに着目して調査を行った。この事業運営の特徴の

一つに、制度を研究者自らによって作り上げていくという姿勢を強く感じた。例えば、協会内の

委員会の構成も政府関係者よりも研究者主導となるように、投票権の規定まで整備されており、

ボトムアップで学術研究政策を動かしていくという考え方が浸透している。永野（2016）によれ

ば、この背景には戦前、ナチス政権が科学を政治目的で利用したことへの反省もあるという。

競争的資金のパネル審査を担当する Review Board の専門委員は、アカデミックコミュニティ

による投票が行われ、研究支援に対する研究者ひとりひとりの参画意識の強さを物語っている。

審査においては、2 段階のそれぞれ異なる方法（書面→パネル）、区分（210 以上の細目→48 の

専門委員会）、人員（書面審査委員→専門委員）を用いて、多角的に審査が行われていることが分

かった。

 このような民主主義的な「科学者の自治」を実現するための支援も手厚い。政府による協会へ

の予算は毎年一定割合で増額されており、学術研究に係る政策の実施に非常に信頼をおいている

ことが分かる。また、運営のための人材配置も充実している。ドイツ研究振興協会の職員数は 850
人で、日本学術振興会の 180 人（2019 年度時点）を大きく上回っており、中には博士号を取得

した専門的な見識を身につけた人材も多い。筆者があるドイツの学術振興機関の審査会を傍聴す

る機会をいただいた際も、機関の職員と研究者の距離の近さを感じた。審査会は審査委員と事務

職員がほぼ同等の人数割合で構成されており、審査委員ではなく機関の専門職員（Sachbearbeiter）
が中心となって会を進行していることに驚いた。

日本の大学の事務職員は、「ジェネラリスト」として総合的な実務能力を求められ、部署異動サ

イクルも短いことが往々にしてあるが、ドイツでは職員の専門性の高さによって業務運営におけ

19 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/041/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2017/05/16/1385286_7.pdf 
20 https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html 
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る質が保たれているように見受けられる。

 また、審査・評価のプロセスにおいては、柔軟性の高い支援を提供するために様々な工夫がみ

られた。研究者の応募はいつでも受け付けられる体制が整備され、審査に付されるまでも時間を

長く要さない。また、必要に応じて提出後に申請書類を見直すこともできる。公募、審査、交付

のそれぞれの段階で明確に期間が定められている計画的な科研費事業とは異なり、応募状況や審

査委員の確保に変動がみられるドイツのシステムには煩雑な面も存在するが、何よりも応募者に

寄り添った継続的な支援制度の構築に意義を見出していることが分かる。評価基準の比較では、

書面審査において、評定要素をもとに点数による絶対評価を行う科研費に対し、レビューアーが

一課題ずつ採否を提案する Individual Research Grants それぞれに特色がみられた。また、提案

課題の支援終了後の事後評価に対しては実質的には重点をおいていないことも分かった。

平成 16 年の国立大学の法人化以降、運営費交付金が毎年約 1％ずつ削減され、平成 27 年度以

降は横ばいの状態が続く日本においては、科研費のような競争的資金の獲得が研究者の死活問題

となっている。厳しい予算状況と少ないマンパワーの中で、いかに効率的に研究者のニーズに応

じた事業運営をしていくか日々検討がされている。日独両国の行政の仕組みや成り立ちは全く異

なるため、是非を議論することは難しいが、ドイツの研究振興の根底にある「研究者が主体となっ

て制度を作り上げていく姿勢」とそれを十分にサポートできる専門的な人材配置は、今後の日本

の学術研究の発展にも重要な要素になるのではないだろうか。研究者のサポートに携わる大学職

員としても、研究者の声を尊重し、耳を傾け、日々の業務や大学の研究環境に反映していく姿勢

を大切にしていきたい。
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英国の大学における研究支援体制 

ロンドン研究連絡センター

松村 麻美



1. はじめに

 昨今の日本での研究を取り巻く環境は厳しい。世論は毎年のように日本人研究者のノーベル賞

受賞に沸いているが、どの受賞者も日本の研究環境、とりわけ研究費をめぐる厳しい状況につい

て警鐘を鳴らしている。2000 年頃から研究費の集中配分が開始され、さらに 2004 年に国立大学

が法人化されてから、運営費交付金の配分額は年々減少を続けている。大規模大学から地方大学

や小規模大学までどの大学も厳しい財政状況に置かれ、研究力の低下が危惧されている。 

 それでは英国の大学の状況はどうだろう。ノーベル賞受賞者（自然科学系）の数が米国に次い

で多く、科学技術を牽引している印象のある英国だが、GDP に対する研究開発費への支出は

1.66％程度と他の先進諸国と比較して少ない（表 1）。英国政府は 2027 年までにこの割合を 2.4％
まで引き上げることを目標としている。ここでいう研究開発費には、大学等高等教育機関の研究

費だけでなく企業の研究開発費なども含まれているため、この数値をもって一概に英国政府の大

学に対する支出は他国と比べて少ないと言うことはできない。しかし、このデータを企業と高等

教育機関の支出に分けてみても、企業の支出が年々増加しているのに対して、高等教育機関の支

出はここ数年ほぼ横ばいとなっており、英国政府の大学に対する支出は他国と比較しても際立っ

て多いとは言えないことがわかる1。

表 1 主要国の研究開発費と対 GDP 比（2017 年）2 
研究開発費（単位：百万米ドル） GDP 比 

英国  43,217 1.66％ 
米国 483,676 2.79％ 
中国 444,755 2.15％ 
日本 155,090 3.21％ 

ドイツ 110,642 3.04％ 
フランス  55,512 2.19％ 

しかし、このように比較的少ないインプットにもかかわらず、多くの世界大学ランキングデー

タにおいて上位に名を連ねる英国の大学が多数あることからもわかる通り、英国の大学は世界で

高い評価を受けている。英国の科学論文数の世界に占めるシェアは 2014 年から 2016 年の平均で

4.2%であり、世界第 5 位となっている。他の論文から引用される回数の多い論文であるトップ

10％論文に限ったシェアでは、米国、中国に次いで 6.1%と世界第 3 位であり、質の高い研究成

果を上げていることがうかがえる。

 英国の大学では資金調達力が大事である―これは、以前ケンブリッジ大学の日本人教授がある

雑誌のインタビューで指摘していたことである。英国の大学ではもともと収入に占める外部資金

1 「OECD Gross domestic spending on R&D」によると、2014 年から 2017 年にかけて企業の支出は約 15％増加しているの

に対して、高等教育機関の支出は約 2％の増加。 
2 「OECD Gross domestic spending on R&D」を基に筆者作成。 



を外部資金とすると、その合計は収入全体の約 20％を占める。

表 2 UKRI 予算配分5 £ millions
2017-18 2018-19 2019-20

Arts and Humanities Research Council (AHRC)  110  124  167 

Biotechnology & Biological Sciences Research Council (BBSRC)  446  438  445 

Engineering and Physical Sciences Research Council (EPSRC) 1,052 1,148 1,110 

Economic and Social Research Council (ESRC)  210  224  211 

Medical Research Council (MRC)  727  717  746 

Natural Environment Research Council (NERC)  445  441  404 

Science and Technology Facilities Council (STFC)  674  725  697 

Innovate UK  714  829  906 

Research England 2,013 2,217 2,355

Total UKRI 6,390 6,865 7,040

表 3 The total reported income of UK higher education institutions（2017-2018）6

£ millions % 
Tuition fees and education contracts 18,875 49
Funding body grants 5,112 13
Research grants and contracts 6,225 16
Other income 7,203 19
Investment income 248 1 
Donations and endowments 586 2 
Total 38,249 100

図 1 国立大学法人の収入内訳の推移7

5 「BEIS, THE ALLOCATION OF FUNDING FOR RESEARCH AND INNOVATION」を基に筆者作成。
6 「HESA, HE Provider Data: Finance」を基に筆者作成。

附属病院収入 学生納付金収入 外部資金等 その他運営費交付金

の割合が日本よりも大きく、近年さらに増加傾向にある。また、日本における科研費のような国

内の競争的資金以外に、EU ファンディングや公益財団、チャリティー等外部資金源が多様であ

る。英国では研究活動に対する助成として、高等教育財政審議会（HEFCs）およびリサーチ・カ

ウンシルを通じて分配するデュアルサポートシステムが 1992 年に導入された。このように英国

は早くから外部資金を受け入れ、また、この必要性を認識していたと考えられる。このことから、

英国では外部資金を扱うノウハウが長い間蓄積され、研究支援のエキスパートが養成されてきた

のではないかと推察される。そのため、英国の大学の研究支援システムの仕組みや研究支援スタ

ッフの役割を知ることは、日本の大学の研究支援体制の向上に有益であると考える。本稿では、

2 章において外部資金等の研究費の状況を日本との対比で示し、3 章にて研究支援担当者および

研究者へのインタビューを通して英国の研究支援体制について明らかにし、そのうえで日本の研

究環境の現状を踏まえながら、日本の大学における研究支援体制について考察する。

2. 日英の研究費の比較

まず初めに、英国における政府からの研究関連支出および大学等の予算について見ていく。 

英国では Department for Business, Energy & Industrial Strategy（ビジネス・エネルギー・

産業戦略省：BEIS）の傘下に Higher Education Funding Council for England（イングランド

高等教育資金会議：HEFCE）や各研究会議および科学技術機関等が配置されていたが、2018 年

の組織再編により UK Research and Innovation（英国研究・イノベーション機構：UKRI）が新

組織として発足した。UKRI は 7 つの研究会議（リサーチ・カウンシル）、Innovate UK、Research 
England の 9 機関をまとめる単独の組織である。2019-20 年度の UKRI の総予算は約 70 億ポン

ド（約 1 兆円）で、UKRI 傘下の各機関の配分内訳は表 2 の通りである。多数の組織に分かれて

いてわかりづらいが、これらの予算のうち日本の運営費交付金にあたるのが Research England
の予算である。英国では一般的にブロック・グラントと呼ばれている。2019-20 年度の予算は約

23 億ポンドとなっている。一方、研究分野ごとに構成される 7 つのリサーチ・カウンシルは日本

でいう予算配分機関（ファンディング・エージェンシー）にあたり、主に競争的資金の配分を行っ

ている。2019-20 年度の予算合計額は約 38 億ポンドである。 

次に英国大学全体の収入源別の収入内訳は表 3 の通りである。Funding body grants は

Research England および Office for Students3からの補助金で、日本における運営費交付金にあ

たる。Research grants and contracts は 7 つのリサーチ・カウンシル（ファンディング・エージ

ェンシー）予算およびその他補助金（チャリティー、EU ファンディング）である。Research grants 
and contracts およびその他収入内の補助金4および Donations and endowments（寄附金収入）

3 英国の高等教育機関の教育部門を管轄する Department for Education 下の機関。 
4 その他収入に含まれる補助金は合計約 5 億ポンド（地方自治体補助金（0.13 億ポンド）、公的医療関係補助金（3.34 憶ポンド）、

その他補助金（1.5 億ポンド））。これは収入全体の約 1.3％にあたる。 
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を外部資金とすると、その合計は収入全体の約 20％を占める。 

表 2 UKRI 予算配分5 £ millions 
2017-18 2018-19 2019-20 

Arts and Humanities Research Council (AHRC)  110  124  167 

Biotechnology & Biological Sciences Research Council (BBSRC)  446  438  445 

Engineering and Physical Sciences Research Council (EPSRC) 1,052 1,148 1,110 

Economic and Social Research Council (ESRC)  210  224  211 

Medical Research Council (MRC)  727  717  746 

Natural Environment Research Council (NERC)  445  441  404 

Science and Technology Facilities Council (STFC)  674  725  697 

Innovate UK  714  829  906 

Research England 2,013 2,217 2,355 

Total UKRI 6,390 6,865 7,040 

表 3 The total reported income of UK higher education institutions（2017-2018）6 
£ millions % 

Tuition fees and education contracts 18,875 49 
Funding body grants 5,112 13 
Research grants and contracts 6,225 16 
Other income 7,203 19 
Investment income 248 1 
Donations and endowments 586 2 
Total 38,249 100 

図 1 国立大学法人の収入内訳の推移7

5 「BEIS, THE ALLOCATION OF FUNDING FOR RESEARCH AND INNOVATION」を基に筆者作成。 
6 「HESA, HE Provider Data: Finance」を基に筆者作成。 

附属病院収入 学生納付金収入 外部資金等 その他運営費交付金



図 2 は当該大学の研究支援の全体像を表したものである。全学的レベル、Division レベル、

Departmental レベルそれぞれに研究支援の役割が与えられている8。今回訪問した Research 
Service は外部資金に関する全般的な業務に加えて、臨床研究に係るサポート、研究公正等の研

究に関わるガバナンス、研究に関する情報公開などを行う 12 のチームから成る全学的な組織で

ある。合わせて 110 人のスタッフが所属している。 

はじめに、European & International team の Price 氏（Deputy Head）および Jardin 氏

（International Research Officer）に話を伺った。 

当該大学ではある一定の金額以下の外部資金以外に関しては、申請者は Department Office を

通して申請書を本オフィスに提出する。その際、FEC9に基づく外部資金のコストが計算される

（Cost and Pricing）。このコストの計算には、当該大学とケンブリッジ大学が共同で運用する

X510と呼ばれるシステムが使用される。当該オフィスの承認を経て申請書は提出される。資金獲

得後は各 Department が予算の執行管理、報告等を行う。このように、外部資金に関する業務は、

研究者→Department→Research Service→研究者と連携、循環して行われる。 

8 オックスフォード大学は 4 つ（人文、数理、医学、社会科学）の学系（Division）に分かれており、各 Division の下にそれ

ぞれの学科（Department）が配置されている。
9 Full Economic Costing (FEC)とは英国の高等教育機関で使用される、研究プロジェクト全体に係るコストを算出する方法で

ある。
10 余談になるが、この名称はオックスフォードとケンブリッジを結ぶバス路線が X5 と呼ばれることから命名されたという。
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一方、日本の国立大学法人の収入内訳の推移（図 1）を見てみると、運営費交付金は減少傾向

にある一方、外部資金は年々増加している。政府は運営費交付金を年間 1％（約 100 億円）ずつ

削減するとしており、外部資金獲得の重要性はますます高まり、資金獲得競争が熾烈化すること

が予測される。

3. 英国の大学等における研究支援体制

3-1. 大学研究支援担当者インタビュー

英国の大学での研究支援体制について調査するために、オックスフォード大学の Research 
Service オフィスを訪問し、担当者にインタビューを行った（2020 年 1 月 29 日実施）。 

オックスフォード大学は英国の大学都市であるオックスフォードに所在する総合大学。11 世紀

末に大学の礎が築かれ、英語圏では最古の大学と言われている。学生数約 23,000 人のうち英国

国外からの学生が約 40％を占めており、2017-2018 年の収入は 22 億ポンドである。多くのノー

ベル賞受賞者や政治的指導者を輩出する世界トップクラスの大学である。Times Higher 
Education の大学ランキングでは 2017 年から 2020 年現在まで 4 年連続で 1 位となっている。

研究および論文引用数において際立って高い評価を受けており、特に医学、物理学、社会科学、

人文科学分野等、幅広い分野で世界をリードする研究を行っている。外部資金の獲得件数は年々

増え続けており、2017-2018 年は大学全体で 2,400 件を超えるグラントを新たに獲得している。

獲得額は英国内の大学で最も多い。

7 「国立大学法人等の平成 29 事業年度決算について」より抜粋 
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得後は各 Department が予算の執行管理、報告等を行う。このように、外部資金に関する業務は、

研究者→Department→Research Service→研究者と連携、循環して行われる。

8 オックスフォード大学は 4 つ（人文、数理、医学、社会科学）の学系（Division）に分かれており、各 Division の下にそれ

ぞれの学科（Department）が配置されている。 
9 Full Economic Costing (FEC)とは英国の高等教育機関で使用される、研究プロジェクト全体に係るコストを算出する方法で

ある。
10 余談になるが、この名称はオックスフォードとケンブリッジを結ぶバス路線が X5 と呼ばれることから命名されたという。 
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セスメントを行う。この年 1 回の評価以外にも、必要に応じて個別に面談を行っているという。

Wells 氏の執務室は全面ガラス張りになっており、スタッフと頻繁にコミュニケーションをとっ

ている様子が訪問時も見て取れた。

雇用形態については、一部の臨時雇用のスタッフを除き無期雇用である。異動はなく、本人の

同意があり、知見やスキルを伸ばすのに有用と考えられる場合のみ、他部署の業務に一時的に就

くことがあるという。研究支援を行うにあたって大事なのは、現場での経験、そして研究者やチ

ームメンバーとの信頼関係であり、それらは一朝一夕では培うことはできない。スタッフは現場

での経験および学内でのトレーニングを通して、プロフェッショナルな人材として成長していく

ことを Wells 氏は強調していた。今回話を伺った Wells 氏、Price 氏ともに、過去の他大学での

職歴も含めると研究支援に 15 年以上携わっているという。

3-2. 研究者へのインタビュー

英国の研究支援体制について研究者自身はどう感じているのかを知るために、日英両国の研究

環境を経験している、英国で研究活動を行う日本人研究者にインタビューを行った（2020 年 1
月 27 日実施）。

インタビューを行った 3 人の研究者はいずれも Francis Crick Institute に所属しているポスド

ク研究員である。当該研究所は、The UK Centre for Medical Research and Innovation 
(UKCMRI)を前身とし 2016 年に開設された。バイオメディカル分野でヨーロッパ最大の研究施

設であり、研究者約 1,250 名を擁する。Medical Research Council (MRC)、Cancer Research UK、

Wellcome、UCL、Imperial College London、King's College London とパートナーシップを結

んでいる。

3 人の研究者の話を聞いて印象的だったのは、研究者のキャリアアップを支援するシステムが

研究所内に整っている点である。プレアウォードからポストアウォードまでの外部資金関連業務

はグラントオフィスが担当している。それに加えて当該研究所では、CV（履歴書）や補助金の申

請書の書き方、面接の練習等、キャリアアップに役に立つ無料の講習会を定期的に催すなど、資

金獲得のための支援、さらには研究者の今後のキャリアアップを念頭に置いたサポート体制が敷

かれている。外部資金の申請書はグラントオフィスにまず提出し、スタッフからアドバイスを受

けるという。申請書に関しては、グラントスタッフの他にシニア研究者からアドバイスを受ける

こともあるという。また、助言者となるシニア研究者（メンター）とメンターを探している若手

研究者（メンティー）がそれぞれ研究所内で登録され、メンティーが求めているアドバイスの内

容によって、メンターとメンティーをマッチングさせるシステムがある。自分の研究内容からキ

ャリア相談に至るまで、若手研究者の多様なニーズをくみ取ることができるようになっている。

本研究所の研究者は、研究所のメールアドレスだけでなく個人のメールアドレスも登録するよう

になっているため、他の研究機関等に転籍した後もコネクションを維持しており、このメンター・

メンティーシステムやコラボレーションの機会に参加することができる。交流が主に研究室内に

当該オフィスは大学研究評価 REF に関する業務も担当している。REF（Research Excellence 
Framework）とはイギリスが 2014 年に開始した、国立大学の予算配分を決めるための新しい研

究評価の枠組みである。REF においては、研究成果 65%、インパクト 20%、研究環境 15％の

割合で各大学の評価が行われる。REF におけるインパクトとは、学術を超えた、経済、社会、文

化、公共政策・サービス、健康、生活環境と生活の質における影響、変化または利益と定義され

ている。英国は世界で初めてこのインパクト評価を大学評価の指標に採用した。大学は研究者の

研究活動にもとづくインパクトケーススタディを提出するが、このケーススタディを研究者とコ

ミュニケーションを行いながら作成するのが担当者の大事な役目である。担当者曰く、社会に対

する公的資金のアカウンタビリティの重要性が高まる中で、インパクト評価について研究者の理

解も徐々に深まりつつあるという。 

外部資金の公募情報の収集、周知も当該オフィスが行っている。情報は主に Research 
Professional という民間企業のデータベースシステムを利用している。大学で契約しているため、

全研究者が無料で使用できるという。 

 当該大学には世界中から優秀な研究者が集まるため外国人研究者数も非常に多い。外国人研究

者だからといって申請書の内容についてネイティブチェックを行うというような対応は当該オフ

ィスでは行わないということだが、外国人研究者向けの英語教育コースなどの全学的な教育プロ

グラムは充実しているという。外国人研究者から特に多い要望としては、研究者とその家族を含

めた大学内外での交流機会の提供である。当該大学には目的別、出身地域別などの大学公認、非

公認のコミュニティが多数存在し、教職員は部署や研究室を超えた交流を行っている。 

また、Horizon 2020 などの EU ファンディングも当該オフィスが担当している。英国の EU 脱

退を目前に控えた現在、今後の見通しについて伺ったところ、英国政府と EU との間での取り決

めがまだなされておらず、今後英国が EU ファンディングにアクセスできるのかは不明で、大学

としてはいくつかのケースを想定し対応を考えてはいるが、まずは政府の判断を待つしかないと

いうのが担当者レベルでの認識のようだ。 

次に、European & International team の Head である Wells 氏に、当該オフィスのスタッフ

の人事的な側面について話を伺った。 

スタッフは大学ウェブサイトおよび一般の就職サイトで募集している。PhD 等の学位について

は必要条件とはしていない。PhD を保有しているかどうかは、研究支援スタッフが業務を遂行す

るにあたってそれほど重要視していないと Wells 氏は言う。それよりも、研究者と接するなかで

最適な提案ができるようコミュニケーション能力や情報リテラシーを重視し、スタッフの採用を

行っている。大学関係者に限らず広く募集を行っているためスタッフのバックグラウンドは多様

である。スタッフの能力開発については、People and Organisational Development という部署

が研究支援スタッフを含むすべての教職員に対して様々な学習コースを提供している。当該オフ

ィスのスタッフに特に有用とされているのは、情報処理などの事務スキル向上のためのコースに

加えて、スタッフを雇用する際のジョブ・ディスクリプションの書き方、人種や性別に対する無

意識のバイアスを認識し取り除くトレーニングだという。

スタッフの評価については、スタッフ本人の自己評価に加え、Head が面談を行い、毎年のア
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セスメントを行う。この年 1 回の評価以外にも、必要に応じて個別に面談を行っているという。
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職歴も含めると研究支援に 15 年以上携わっているという。 
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 英国の研究支援体制について研究者自身はどう感じているのかを知るために、日英両国の研究

環境を経験している、英国で研究活動を行う日本人研究者にインタビューを行った（2020 年 1
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インタビューを行った 3 人の研究者はいずれも Francis Crick Institute に所属しているポスド

ク研究員である。当該研究所は、The UK Centre for Medical Research and Innovation
(UKCMRI)を前身とし 2016 年に開設された。バイオメディカル分野でヨーロッパ最大の研究施
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んでいる。
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かれている。外部資金の申請書はグラントオフィスにまず提出し、スタッフからアドバイスを受

けるという。申請書に関しては、グラントスタッフの他にシニア研究者からアドバイスを受ける

こともあるという。また、助言者となるシニア研究者（メンター）とメンターを探している若手

研究者（メンティー）がそれぞれ研究所内で登録され、メンティーが求めているアドバイスの内

容によって、メンターとメンティーをマッチングさせるシステムがある。自分の研究内容からキ
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他（診療等）」については診療に携わる一部の研究者に限定されるためここでは言及は避けるが、

教育時間の増加については、入学希望者総数が入学定員総数を下回る大学全入時代に突入し、学

生へのサービスやケアがより重視されるようになった結果と見て取れる。

また、研究活動時間について考察するにあたって留意すべき点は、競争的資金獲得のための申

請書類や報告書の作成は研究活動に含まれているということである。外部研究資金の獲得に関す

る業務については、研究者の業務負担が大きく、研究時間を圧迫している状況を文部科学省も認

識しており、最新の同調査から新たに、競争的資金等の申請に係る文書等の作成時間についても

調査が行われている。その調査によると、年間の研究時間に占める割合は 5.0％という結果が出

ている。以前は調査が行われていなかった項目のため、過去のデータと比較することはできない

が、外部資金獲得の重要性が高まるにつれて、資金獲得のために割く労力・時間が増加している

ことは想像に難くない。

その結果、研究者が実験をしたり論文を執筆したりする時間を十分に確保できていないことが

懸念される。実際、科学技術・学術政策研究所（NISTEP）による研究者の意識調査である定点

調査 2018 によると、「研究者の研究時間を確保するための取組（組織マネジメントの工夫、研究

支援者の確保等）は十分だと思いますか」という質問に対し、9 割近くの研究者が不十分である

と回答している。こうした研究時間の減少は日本の研究力の低下につながっているように見える。

その証拠に、急速な伸びを見せる中国を筆頭に、主要国（アメリカ、中国、ドイツ、韓国、フラ

ンス、イギリス）の自然科学系論文数は年々増加しているのに対し、日本だけが論文数は横ばい

となっている。質が高く影響力のある論文であることを示すトップ 10％論文のシェアも日本は下

降傾向にあり、量・質ともに日本の研究力の低下を物語っている。

このように増大する研究者の負担を軽減するため、文部科学省は 2011 年に「リサーチ・アド

ミニストレーター（URA）を育成・確保するシステムの整備」事業を開始した。この公募要領の

冒頭には、「研究者に研究活動以外の業務で過度の負担が生じている状況」があることから「研究

者の研究活動活性化のための環境整備及び大学等の研究開発マネジメント強化等を図っていくこ

とが求められて」いるとし、「大学等が、研究開発に知見のある人材をリサーチ・アドミニストレ

ーターとして活用・育成するとともに、専門性の高い職種として定着を図ることをもって、大学

等における研究推進体制の充実強化に資すること」となっている。そして、当該事業開始に伴い、

全国の各大学で URA が配置され始めるに至った。 

それから 10 年近くが経過し、各大学等で研究支援人材の養成、確保が進んでいるようにみえ

る。大学等で URA として配置されている担当者数は年々増加し、2016 年度の調査では 916 人と

なっている。しかし、そのうち雇用期間に定めのない者はわずか 23％となっており、さらに、約

86％の大学等は URA を配置していないと回答している。予算が限られているため、研究者あた

りの URA の人数が少なく、支援内容も理解が得られやすい研究費獲得支援に限られがちだ。ま

た、どのように人材を採用するのか、URA の職種をどう位置づけるのか、従来の研究推進部門

との連携をどのように行うのか、といった課題が大学等から提起されている12。 

12 文部科学省 URA システム整備についての現状①

限られがちで、研究室の教授の指導に頼るか、自力で次のキャリアを探さなくてはならない日本

の研究室とは対照的である。

 また、研究所内の業務が効率的に分業化されているのも当該研究所の特徴である。実験機器の

整備や器具の清掃、実験動物の管理等は専門のスタッフが行うため、研究者は研究活動に専念す

ることができる。当該研究所に所属するのは大半がポスドク研究員で、安定的なポストを得るま

での実績をつくることを主眼としているため、研究者を第一に考えたシステムが構築されている。

教育関連業務等のある大学と単純に比較することは難しいが、研究しやすい環境づくりという点

では、大学が大いに見習うべき工夫がなされていると言える。当該研究所へは開設から現在まで、

この優れた研究環境を大学等へ取り入れるべく、世界各国から視察者が絶えず訪れているという。
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4. 日本の研究を取り巻く環境

次に日本の研究を取り巻く環境、研究者の置かれている現状について述べる。
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図 3 大学等教員の職務活動時間割合11 
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11 「平成 31 年度 大学等におけるフルタイム換算データに関する調査について」を基に筆者作成。 

研究 教育 社会ｻｰﾋﾞｽ:研究関連 社会ｻｰﾋﾞｽ:教育関連 

社会ｻｰﾋﾞｽ:その他（診療活動等） 

その他の職務(学内事務等) 
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他（診療等）」については診療に携わる一部の研究者に限定されるためここでは言及は避けるが、
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識しており、最新の同調査から新たに、競争的資金等の申請に係る文書等の作成時間についても

調査が行われている。その調査によると、年間の研究時間に占める割合は 5.0％という結果が出

ている。以前は調査が行われていなかった項目のため、過去のデータと比較することはできない

が、外部資金獲得の重要性が高まるにつれて、資金獲得のために割く労力・時間が増加している

ことは想像に難くない。

 その結果、研究者が実験をしたり論文を執筆したりする時間を十分に確保できていないことが

懸念される。実際、科学技術・学術政策研究所（NISTEP）による研究者の意識調査である定点

調査 2018 によると、「研究者の研究時間を確保するための取組（組織マネジメントの工夫、研究

支援者の確保等）は十分だと思いますか」という質問に対し、9 割近くの研究者が不十分である

と回答している。こうした研究時間の減少は日本の研究力の低下につながっているように見える。

その証拠に、急速な伸びを見せる中国を筆頭に、主要国（アメリカ、中国、ドイツ、韓国、フラ

ンス、イギリス）の自然科学系論文数は年々増加しているのに対し、日本だけが論文数は横ばい

となっている。質が高く影響力のある論文であることを示すトップ 10％論文のシェアも日本は下

降傾向にあり、量・質ともに日本の研究力の低下を物語っている。

このように増大する研究者の負担を軽減するため、文部科学省は 2011 年に「リサーチ・アド

ミニストレーター（URA）を育成・確保するシステムの整備」事業を開始した。この公募要領の

冒頭には、「研究者に研究活動以外の業務で過度の負担が生じている状況」があることから「研究

者の研究活動活性化のための環境整備及び大学等の研究開発マネジメント強化等を図っていくこ

とが求められて」いるとし、「大学等が、研究開発に知見のある人材をリサーチ・アドミニストレ

ーターとして活用・育成するとともに、専門性の高い職種として定着を図ることをもって、大学

等における研究推進体制の充実強化に資すること」となっている。そして、当該事業開始に伴い、

全国の各大学で URA が配置され始めるに至った。

それから 10 年近くが経過し、各大学等で研究支援人材の養成、確保が進んでいるようにみえ

る。大学等で URA として配置されている担当者数は年々増加し、2016 年度の調査では 916 人と

なっている。しかし、そのうち雇用期間に定めのない者はわずか 23％となっており、さらに、約

86％の大学等は URA を配置していないと回答している。予算が限られているため、研究者あた

りの URA の人数が少なく、支援内容も理解が得られやすい研究費獲得支援に限られがちだ。ま

た、どのように人材を採用するのか、URA の職種をどう位置づけるのか、従来の研究推進部門

との連携をどのように行うのか、といった課題が大学等から提起されている12。 
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は、彼らの豊富な経験や専門性の高さだ。

それではその専門性の高さに学位は必要なのだろうか。オックスフォード大学の Wells 氏はイ

ンタビューの中で、PhD は付加価値的なものに過ぎず、多くの職種においては必須条件ではない

と言っていた。世界各地のリサーチ・アドミニストレーターの構成を見ると、国・地域によって

若干の違いはあるものの、PhD 取得者は全体の 4 分の 1 程度となっている。Research
Administrator の求人情報をインターネット上で検索すると、ロンドンだけで常時 70 件程度の求

人が見つかるが、学位を必須としているポストは見当たらなかった。もちろん、英国の大学にお

いても、PhD や研究経験を必要とする職種も一部存在する。今回インタビューを行ったのはすべ

て PhD を持たないスタッフだったため、今後リサーチ・アドミニストレーターについての理解

をさらに深めるためには、PhD を持つスタッフへのインタビューも不可欠だと考えられる。一方、

日本の大学における URA の求人情報を見てみると、多くの大学が URA を教員職として扱って

いることからもわかる通り、応募条件として博士号取得者を原則としている。2009 年には文部科

学省科学技術・学術審議会が「知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に向けて」とい

う提言において、博士号取得者のキャリアパス多様化の促進のために、高度な専門知識を必要と

するリサーチ・アドミニストレーターが、彼らが活躍すべき職種の一つとして挙げられている。

博士号を取得し研究に従事した経験は、URA として研究を支援する側になっても有用であると

考えられる。しかし、研究に従事していた人材が、即戦力として研究支援人材になるとは考えづ

らく、継続的なキャリアトレーニングや事務職員との協働が不可欠である。日本の URA 制度で

は、URA は博士号取得者を前提とすることで間口を狭めてしまい、優秀な研究支援人材の獲得

を妨げてしまっているように思える。このことからわかるように、一口にリサーチ・アドミニス

トレーターと言っても、日本と英国では捉え方が若干異なっているようだ。日本では URA 制度

が創設された際、外部資金獲得への貢献以外にも、大学経営への関与など独自の URA のキャリ

アパスが想定されている点にも留意する必要がある。

オックスフォード大学では大学研究評価 REF を担当するチームも Research Service に含まれ

ている。他の多くの大学でも、REF は研究支援部門が担当しているようである。現在どの大学も

REF2021 に取り組んでいるところだが、この評価結果は大学の予算配分に直結するため極めて

重要である。その意味では、英国の研究支援部門も大学の経営にとって重要な役割を担っている

と言える。日本の大学等への運営費交付金の配分においても、大学の評価が重視される傾向にあ

るため、日本の URA や研究支援部門のスタッフが英国の REF への取り組みから学ぶことは多い

だろう。

6. おわりに

不足する研究資金やポスドク問題など、日本の研究者は非常に厳しい状況に置かれているとい

える。他方、英国においてもどの大学や研究者も資金が潤沢にあるというわけではもちろんない。

むしろ、日本の研究者と同様に資金獲得のプレッシャーに常にさらされていると言える。オック

5. 考察

 今回の調査で得られた情報を元に、日本の大学における研究支援体制の在り方について考察し

たい。

 まず、今回英国の研究支援担当者や研究者に話を聞いて分かったのは、研究支援と一口に言っ

ても、多様な支援の内容があるということだ。外部資金に係るプレアウォード・ポストアウォー

ド業務、知財関連支援等、一般的に考えられる研究支援業務に加えて、研究倫理やパブリックエ

ンゲージメント、さらには若手研究者の就職支援など非常に多岐にわたっている。英国の大学の

研究支援体制について、今回訪問したオックスフォード大学以外にも、他大学13にもメール等で

調査を行ったが、組織の構成は大学によって違いはあるものの、英国の大学ではこれらの多岐に

わたる支援をひとまとめにして研究支援と位置付けている印象を受けた。どの大学にも Research
SupportやResearch Servicesと呼ばれるウェブサイトが存在し、様々なステージの研究者が日々

必要とするサービスについて情報提供がなされている。日本の大学にも研究推進部といった部署

が本部機構に存在するが、外部資金の事務的な処理や安全衛生関連の届出業務等を担当するのみ

で、外部資金に関する情報発信や戦略的な立案、調査分析等は新設された URA の部署が行うと

いった体制が多いようだ。筆者が大学で勤務していたとき、大学が提供する支援サービスについ

て、どこに相談したら良いかわからないという声を時折研究者から聞くことがあった。特に日本

の大学組織について知識の少ない若手研究者や外国人研究者にとって、この研究支援の体制は非

常に分かりにくいものと考えられる。研究者目線に立ったサービス提供という点でも、英国の大

学に学ぶことは多い。

また、URA を設置している大学でも、その人数は 1 機関あたり数人~10 数人程度と、広範に

わたる支援を行うにはマンパワーが不足している。より多くの研究者に支援サービスを提供する

には、既存の事務部門との協力体制が不可欠だと考える。その際に問題になるのは、URA と協

働する事務職員の存在をどう扱うかということだ。現在、URA を教員職としている大学が多数

を占め、その他に「教員」「事務職員」ではない「第 3 の職種」として位置付けている大学も存

在する。国立大学法人においては人事評価制度や俸給表は教員と事務職員の 2 種類しかないため、

第 3 の職種とした場合は、どちらを適用するかが議論となる。優秀な研究支援人材を確保するに

は、現場に精通した事務職員の活用や、「教員」「職員」といった従来の枠組みにとらわれない人

事制度の運用も必要になるだろう。

 一方英国の大学では、研究支援部門のスタッフは、配置転換無しでその業務のエキスパートと

して採用され、オフィスの長から担当者に至るまでスタッフ間の職種の違いは一般的にはない。

申請書類の事務的なチェックを行うだけではなく、資金獲得のための立案や分析を行うためには、

長きにわたる経験と専門知識が必要となる。任期付きの URA や、人事制度上各部署を数年毎に

異動する事務職員では、そのような専門人材は育ちづらい。これは、研究支援に限らず、他の多

くの部門の大学スタッフにも言えることで、筆者が様々な英国の大学の担当者に会って驚いたの

13 大学名の公表を希望しない大学があったため、ここでは大学名の記載は控える。
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は、彼らの豊富な経験や専門性の高さだ。

それではその専門性の高さに学位は必要なのだろうか。オックスフォード大学の Wells 氏はイ

ンタビューの中で、PhD は付加価値的なものに過ぎず、多くの職種においては必須条件ではない

と言っていた。世界各地のリサーチ・アドミニストレーターの構成を見ると、国・地域によって

若干の違いはあるものの、PhD 取得者は全体の 4 分の 1 程度となっている。Research 
Administrator の求人情報をインターネット上で検索すると、ロンドンだけで常時 70 件程度の求

人が見つかるが、学位を必須としているポストは見当たらなかった。もちろん、英国の大学にお

いても、PhD や研究経験を必要とする職種も一部存在する。今回インタビューを行ったのはすべ

て PhD を持たないスタッフだったため、今後リサーチ・アドミニストレーターについての理解

をさらに深めるためには、PhD を持つスタッフへのインタビューも不可欠だと考えられる。一方、

日本の大学における URA の求人情報を見てみると、多くの大学が URA を教員職として扱って

いることからもわかる通り、応募条件として博士号取得者を原則としている。2009 年には文部科

学省科学技術・学術審議会が「知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に向けて」とい

う提言において、博士号取得者のキャリアパス多様化の促進のために、高度な専門知識を必要と

するリサーチ・アドミニストレーターが、彼らが活躍すべき職種の一つとして挙げられている。

博士号を取得し研究に従事した経験は、URA として研究を支援する側になっても有用であると

考えられる。しかし、研究に従事していた人材が、即戦力として研究支援人材になるとは考えづ

らく、継続的なキャリアトレーニングや事務職員との協働が不可欠である。日本の URA 制度で

は、URA は博士号取得者を前提とすることで間口を狭めてしまい、優秀な研究支援人材の獲得

を妨げてしまっているように思える。このことからわかるように、一口にリサーチ・アドミニス

トレーターと言っても、日本と英国では捉え方が若干異なっているようだ。日本では URA 制度

が創設された際、外部資金獲得への貢献以外にも、大学経営への関与など独自の URA のキャリ

アパスが想定されている点にも留意する必要がある。

オックスフォード大学では大学研究評価 REF を担当するチームも Research Service に含まれ

ている。他の多くの大学でも、REF は研究支援部門が担当しているようである。現在どの大学も

REF2021 に取り組んでいるところだが、この評価結果は大学の予算配分に直結するため極めて

重要である。その意味では、英国の研究支援部門も大学の経営にとって重要な役割を担っている

と言える。日本の大学等への運営費交付金の配分においても、大学の評価が重視される傾向にあ

るため、日本の URA や研究支援部門のスタッフが英国の REF への取り組みから学ぶことは多い

だろう。

6. おわりに

 不足する研究資金やポスドク問題など、日本の研究者は非常に厳しい状況に置かれているとい

える。他方、英国においてもどの大学や研究者も資金が潤沢にあるというわけではもちろんない。

むしろ、日本の研究者と同様に資金獲得のプレッシャーに常にさらされていると言える。オック
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スフォード大学総長は 2019 年の英国の大学財政に関するインタビューで、英国の EU 脱退に伴
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この危機感や資金獲得の必要性は彼らにも共有されていると感じた。筆者も日本学術振興会のフ

ェローシッププログラム等ファンディングの可能性について彼らから頻繁に質問を受けた。日々

の事務作業をこなすのに精いっぱいだった大学職員の自分と比べて、研究者を支えるエキスパー

トとして能動的に取り組む彼らの姿勢には良い刺激を受けた。オックスフォード大学の Wells 氏

が、彼女のチームのスタッフの働き方について、一人一人がクリエイティブに楽しんで仕事をす

ることが大事だと語っていたことも印象に残っている。日本の大学にも、研究者の力になりたい、

大学の研究力向上に貢献したいという思いで業務に取り組む事務職員がたくさんいる。URA 制

度など新たな研究支援の枠組みが構築されつつある今、事務職員についても長期的な視点に立っ

てプロフェッショナルな人材を育成することが急務である。

 最後に、今回の調査で、英国の大学は研究資金の獲得のみならず、研究者の研究環境をいかに

良好にするか、そして研究だけではなく個人の健康や幸福といった研究者のウェルビーイングま

で考慮し、研究支援を行っていることがわかった。こういった支援の効果は、資金の獲得額のよ

うにすぐに数値に表れるものではない。しかし、日本でも働き方改革が叫ばれ、労働環境の改善

や女性の活躍推進、ダイバーシティなどが重視されるようになっており、このような視点からの

研究支援も重要になってくるだろう。
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1．はじめに

渡英前は、大学での研究者と事務方との関係の日英比較のようなものを本報告書のテーマに考

えていたが、ロンドンセンターに赴任して間もなく、英国Aでは、大学が学生の試験結果を全く考

慮しないうえに賄賂を渡して入学させる場合があると聞いて大変驚き、そちらの方に興味が移っ

てしまった。日本の入試形態からはとても考えられないが、確かに「無条件オファー」と呼ばれ

る方式が存在し、試験の結果によらず入学が確定するうえに学生寮への優先入居やパソコン提供

などの特典が提示される場合もあるらしい。そして、その無条件オファーを多く受けているのが、

飛び切り優秀な学生どころか、あまり成績の良くない「恵まれない環境」Bの学生だというではな

いか。なぜ大学はそのようなことをしなければならないのか。報告書のテーマは完全に変わった。

授業料無料のイングランドの大学に、国内と EU の学生について年間 1,000 ポンドを上限に初

めて授業料が導入されたのは 1998 年のことだ。それ以降繰り返された制度改正やインフレに伴っ

てその上限は上昇し続け、2006 年には 3,000 ポンド、2012 年には 9,000 ポンドになった。2019
年現在の上限は 9,250 ポンドであるC。大学にとっては学生を多く集めるインセンティブが高まっ

た訳だが、上限の授業料を適用するためには、恵まれない環境の学生に高等教育進学機会を与え

るための取り組みについて目標を定め、実施計画Dを学生局（Office for Students）に提出しなけ

ればならない。先進国で最も厳しい階級社会と言われる英国では、階級間の経済的・社会的格差

解消に向けた Social Mobility（階級間の移動）促進のため、全ての人々に高等教育参加機会を与

える Widening Participation 政策を数十年前から進めているE。授業料の上限を引き上げること

で大学の学生獲得モチベーションが上がり、政策を推進する形となっている。それにより、確か

に恵まれない環境の学生の進学率は上昇している。国を挙げて大学進学を後押しするからには、

進学して学位を取ればさぞかし未来への展望が拓けるのだろうと思うが、果たして実際にそうな

のか。

 本稿では、まず英国の教育制度と大学入学までの流れを簡潔に説明し、無条件オファーの実態

と学生への影響を示す。続いて、恵まれない環境の学生の進学後の状況について述べ、無条件オ

ファーと高等教育進学が彼らにとって明るい未来をもたらすものなのかどうかを考察する。

A 本稿では、基本的に学生局（Office for Students）の管轄であるイングランド地方を対象とする。 
B 低所得の労働者階級や、さらに深刻な貧困状態、周囲の誰も高等教育を受けたことがないなど、経済的に恵まれない状況を示

す様々な要素があり、「disadvantaged background」や「under-represented」、「challenging circumstances」などと表現され

ているが、本稿ではそれらを一括して「恵まれない環境」とする。

C Higher education tuition fees in England 
http://researchbriefings.files.parliament.uk/documents/CBP-8151/CBP-8151.pdf 
D Office for Students「Access agreements」 
https://www.officeforstudents.org.uk/advice-and-guidance/promoting-equal-opportunities/access-agreements/# 
E House of Commons Library「Widening participation strategy in higher education in England」 
http://researchbriefings.files.parliament.uk/documents/CBP-8204/CBP-8204.pdf 

※C、D の URL へは 2020 年 2 月 13 日にアクセス 



個人的状況を勘案する場合もある）。

出願後、生徒は A レベル試験前に各大学から何らかの結果通知（入学オファーや却下など）を

受け、それを見て第二志望まで選択した後、本番の A レベル試験（5～6 月）に挑み、8 月下旬に

試験結果が出る。

大学側から学生への結果通知も通常はUCASシステムを通じて行われ、入学が許可されない「却

下」を除いて以下の 3 種類に大きく分かれている。

2-2 急増する「無条件要素のあるオファー」

2013 年までは、本番の A レベル等の試験結果が基準を満たしていれば入学が許可される「条

件付オファー」が一般的だったが、2014 年に初めて「条件付無条件オファー」を UCAS が確認

して以降「無条件要素のあるオファー」を受ける学生の数が急増している（表 1）。

1 条件付オファー
(Conditional)

A レベル等の試験で、大学が求める基準を満たす成績を取れ

れば入学可（その他各大学が求める入学要件を満たすことも

必要）。

2 
無条件オファー
(Direct 
Unconditional)

A レベル等の試験結果に関わらず入学可。

無
条
件
要
素
の
あ
る
オ
フ
ァ
ー

(O
ffer w

ith an 
unconditional com

ponent)

3 
条件付無条件
オファー
(Conditional 
Unconditional)

その大学を第一志望とし、必ず入学することを条件に A レ

ベル等の試験結果に関わらず、もしくは基準成績を含む入学

要件を緩和して入学可。

年 全出願者数

無条件オフ

ァーを一つ

でも受けた

出願者数 

無条件オフ

ァーを一つ

でも受けた

出願者の割

合 

条件付無条

件オファー

を一つでも

受けた出願

者数 

条件付無条

件オファー

を一つでも

受けた出願

者の割合 

無条件要素

のあるオフ

ァーを一つ

でも受けた

出願者数 

無条件要素

のあるオフ

ァーを一つ

でも受けた

出願者の割

合 

2012 213,795 1,680 0.8％ 0 0.0％ 1,680 0.8％

2013 215,930 1,905 0.9％ 0 0.0％ 1,905 0.9％

2014 222,020 9,780 4.6％ 7,290 3.4％ 14,695 6.9％

2015 230,860 19,655 8.8％ 14,195 6.4％ 28,975 13.0％

2016 232,830 30,610 13.6％ 20,940 9.3％ 43,925 19.5％

2017 234,570 41,470 18.1％ 35,750 15.6％ 62,555 27.4％

2018 230,740 53,640 23.7％ 49,050 21.7％ 81,165 35.9％

表 1 受けたオファーの種類別 18 歳出願者数

（出典：Office for Students「Update to data analysis of unconditional offers」[2] を参考に作成）

2．学生獲得競争と「無条件オファー」 

2-1 義務教育終了から大学進学までの一般的な流れ

英国では、義務教育最終学年時に全国統一試験である「GCSE」（General Certificate of
Secondary Education）を受験し、そこで一定の成績を収めれば 2 年間の高等教育課程（6th Form）

に進学できる。6th Form では、自分の希望や進学したい学部に応じて 3～5 科目を選択して集中

的に学び、2 年目に「A レベル」（Advanced Level General Certificate of Education）と呼ばれ

る試験を受けるのが一般的Fだ（図 1）。 

A レベル試験の結果は上から A*、A～E、U の 7 段階で評価され、多くの大学が入学許可判定

の基準としている。また、GCSE も A レベル試験も、試験結果は就職などの際に履歴書に記載す

る必要があるので、高等教育に進学しない学生にとっても重要な試験となる。 

大学への出願はひとり最大 5 校までで、通常は総合出願機関である UCAS（University & 
College Admissions Service）を通じて行う。出願締め切りは A レベル試験より前に設定されて

いるので、学校側は模試の成績などを元に各生徒の A レベル試験結果を予測した「予測成績」を

作成して UCAS に提出し、各大学はそれを GCSE の成績と併せて入学許可判定の際の重要な判

断材料とする（その他、出身校や家庭の経済状態、ボランティア経験等々の生徒に纏わる様々な

F その他の大学入学資格試験として、国際バカロレア（IB）ディプロマ、スコットランドのハイヤーまたはアドバンスト・ハイ

ヤー、BTEC（Business and Technology Education Council）ディプロマなどがある。

GCSE

Aレベル

図 1 イギリスの学校系統図 

 （出典：日本学生支援機構「イギリスにおける奨学制度等に関する調査報告書」[1]を参考に作成）
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個人的状況を勘案する場合もある）。

出願後、生徒は A レベル試験前に各大学から何らかの結果通知（入学オファーや却下など）を

受け、それを見て第二志望まで選択した後、本番の A レベル試験（5～6 月）に挑み、8 月下旬に

試験結果が出る。

大学側から学生への結果通知も通常はUCASシステムを通じて行われ、入学が許可されない「却

下」を除いて以下の 3 種類に大きく分かれている。 

2-2 急増する「無条件要素のあるオファー」

2013 年までは、本番の A レベル等の試験結果が基準を満たしていれば入学が許可される「条

件付オファー」が一般的だったが、2014 年に初めて「条件付無条件オファー」を UCAS が確認

して以降「無条件要素のあるオファー」を受ける学生の数が急増している（表 1）。 

 

1 条件付オファー
(Conditional) 

A レベル等の試験で、大学が求める基準を満たす成績を取れ

れば入学可（その他各大学が求める入学要件を満たすことも

必要）。

2 
無条件オファー
(Direct 
Unconditional) 

A レベル等の試験結果に関わらず入学可。 

無
条
件
要
素
の
あ
る
オ
フ
ァ
ー

(O
ffer w

ith an 
unconditional com

ponent)

3
条件付無条件
オファー
(Conditional 
Unconditional) 

その大学を第一志望とし、必ず入学することを条件に A レ

ベル等の試験結果に関わらず、もしくは基準成績を含む入学

要件を緩和して入学可。

年 全出願者数 

無条件オフ

ァーを一つ

でも受けた

出願者数 

無条件オフ

ァーを一つ

でも受けた

出願者の割

合 

条件付無条

件オファー

を一つでも

受けた出願

者数 

条件付無条

件オファー

を一つでも

受けた出願

者の割合 

無条件要素

のあるオフ

ァーを一つ

でも受けた

出願者数 

無条件要素

のあるオフ

ァーを一つ

でも受けた

出願者の割

合 

2012 213,795 1,680 0.8％ 0 0.0％ 1,680 0.8％ 

2013 215,930 1,905 0.9％ 0 0.0％ 1,905 0.9％ 

2014 222,020 9,780 4.6％ 7,290 3.4％ 14,695 6.9％ 

2015 230,860 19,655 8.8％ 14,195 6.4％ 28,975 13.0％ 

2016 232,830 30,610 13.6％ 20,940 9.3％ 43,925 19.5％ 

2017 234,570 41,470 18.1％ 35,750 15.6％ 62,555 27.4％ 

2018 230,740 53,640 23.7％ 49,050 21.7％ 81,165 35.9％ 

表 1 受けたオファーの種類別 18 歳出願者数 
（出典：Office for Students「Update to data analysis of unconditional offers」[2] を参考に作成） 



＜本番 A レベル試験での成績不振＞

無条件要素のあるオファーを firm choice として受け入れた学生は、A レベル試験結果を待たず

して（仮に受験すらしなかったとしても）、進学先が確定することになる。結果として、無条件オ

ファーを受け入れた学生が本番の A レベル試験で予測成績を下回る率は、条件付オファーを受け

入れた学生よりも高くなっている（図 2）。

この本番試験での成績不振は女子学生より男子学生において顕著で、無条件オファーを受けた

男子学生の試験結果が予測成績を 3 段階以上下回る率は、彼らが条件付オファーを受けた場合よ

り平均 15.5％高くなる（女子学生の場合は 9％）[6]。これは A レベル試験が単なる大学入学試験

では無く、就職の際にも採用側が成績を参照することを考えると、学生たちのその後の人生にも

長く影響を与えかねない問題と言えるだろう。

＜退学率の増加＞

Office for Students（OfS）は 2015 年－2016 年入学者のデータ（図 3）をもとに、無条件オフ

ァーを受け入れた学生が一年以内に退学する率は、彼らが条件付オファーで入学した場合よりも

10％高くなり、このまま無条件オファーの数が増え続ければ、そのために毎年 200 人以上の退学

者が出ることになるとの分析を公表したG。

G OfS は、まだ「無条件オファー」の数が現在より少なかった期間のデータしか集計できていないため、退学率については新た

なデータで引き続き検証を続けるとしている[7]。

図 2 受入オファー別 A レベル試験結果が予測成績を 3 段階以上下回った率

（出典：UCAS「UCAS END OF CYCLE REPORT 2019 INSIGHT REPORT THE 
APPLICANT EXPERIENCE」[6] ）

無条件オファーを
firm choice にした場合

条件付オファーを
firm choice にした場合

 無条件オファー自体は入学選考手続きの一環として以前から存在し、以下のようなケースに対

して適用されてきた。

1. 入学要件に見合う学力を有した成人である出願者

2. クリエイティブアート系コースなどへ進学を希望する、才能に秀でた出願者

3. 試験の重圧を緩和したり、サポートが必要な精神的問題を抱えた出願者

4. 優秀な学生を早い段階で確保するための様々な手段のひとつとして

2013 年以前はいずれの場合も限定的な適用に留まっていたが、2018 年の時点では 18 歳出願者

のうち 35％を超える学生が無条件要素のあるオファーを最低一つは受けており、2019 年の最新

状況では、その数は 97,125 人で、出願者の 37.7％を占めている[3]。 
学生に決断を迫り過度なプレッシャーを与えるとして特に懸念されているのが条件付無条件オ

ファーだ[4]。2019 年に 3,800 人の学生を対象に行われた調査の結果は、大学側から条件付無条

件オファーと併せてインセンティブを提示されるケースがあることを示している[5]。以下、3,800
人の学生のうち各種インセンティブを提示された割合である。

・寮などの宿泊施設の優先選択権‐14％
・奨学金‐8％
・無料もしくは割引のジム会員権‐7％
・金銭授与‐4％
・ノートパソコン他の専門機器‐3％
・学費免除‐2％
・その他‐17％

より多数（30,000 人）の学生を対象に行われた最新調査でも、30％が学生寮の確保、17％が奨

学金や金銭授与のオファーがあったと回答している。また、36％が入学基準成績の引き下げや入

学要件の緩和を提示されており、23％だった 2018 年と比べて目立って増えている[6]。 

2—3 学生たちへの影響 
無条件要素のあるオファーを受けた学生たちのうち 3 分の 2 は、オファーを肯定的に捉えてお

り、「試験前のストレスが緩和された」、「入学が確約されることでモチベーションが上がった」な

どの声もあるが、一旦条件付無条件オファーを第一志望“firm choice”として受け入れると、他

の大学からのオファーを受けることはできなくなる（条件付オファーを firm choice として受け入

れ、他大学からの無条件オファーを第二志望“insurance choice”として受け入れることは可能）。 
オファーを受けた時期によって各大学への回答期限に差はあるが、6 月 30 日には全ての大学へ

の回答が締め切られる。その後にもし気が変わっても、当初受けた他のオファーは全て断ってい

るため、コース定員に空きのある大学に出願しなおす「クリアリング」と呼ばれるシステムを利

用するしかない。

学生たちの成績にもオファーの影響が見られる。
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3．大学進学の先にあるもの

3-1 進学を促される「恵まれない環境」の学生たち

無条件要素のあるオファーがこの 5 年で急増した背景には、2015 年にイングランドで学部の入

学定員枠が撤廃され、大学にとって 200 億ポンドを超える歳入市場が解放された状態となった

[10]ことや、同年、恵まれない環境にある学生が高等教育に進学する割合を 2020 年までに 2 倍に

するという目標を政府が定めた[11]ことで、各大学間で可能な限り多くの学生を確保することへ

のモチベーションが急激に高まったことが要因として考えられる。

このような無条件オファーを最も多く受けているのは、POLAR4 による分類Iで「Quintile1：
最も高等教育進学率が低い」エリアに区分される地域出身Jの学生たちである（図 3）。2019 年に

「Quintile5：最も高等教育進学率が高い」地域出身の 18 歳出願者が無条件オファーを受けた割

合は 20％であったのに対し、「Quintile1」の出願者では 30％となっている（図 3）。彼らは貧困

のため日常から勉学に集中できる状況に無く、予測成績でも良い結果とならない場合が多い。低

く見積もられた成績に加えて高等教育とは無縁の家庭環境の中、家族からのサポートや適切なア

ドバイスも受けられず、入学難易度のあまり高くない大学からの無条件オファーをそのまま受け

入れてしまう傾向にあると懸念されている。

I 郵便番号ごとに区分したエリア内に居住する 18 歳～19 歳人口のうち、2009 年度から 2013 年度にかけて大学に進学した者の

比率によって、そのエリアを、最も進学率が低い「Quintile 1」から最も高い「Quintile 5」に 5 区分したもの。

J 高等教育への進学率は社会的階級や家の所得、親の学歴などの影響を強く受けるため、一般的に低所得の労働者階級が多く、

進学率の低い地域に居住していること自体が進学にあたって不利な状況とされている。

firm choice のオフ

ァー数

firm choice の無条

件オファー数

firm choice のオフ

ァーのうち無条件

オファーの割合

全オファーのうち

firm choice の無条

件オファーの割合

専門大学 5,275 560 11% 2% 

Tariff point 高 94,150 4,455 5% 17%

Tariff point 中 53,295 10,525 20% 40%

Tariff point 低 31,545 10,030 32% 38%

その他 4,890 495 10% 2% 

表 2 大学タイプ別 2017 年に firm choice となった全オファーと無条件オファーの割合

（出典：OfS Insight 1「Unconditional Offers Serving the interests of students?」[7]を参考に作成）
2-4 考察

成績不振や退学率増加のデータが示すのは、無条件要素のあるオファーを安易に受け入れるの

は必ずしも学生本人のためにならない可能性があるということだ。試験に真剣に取り組んで良い

結果を出し、上のレベルの大学に進学したり、より良い職を得たりする機会を失うかもしれない

上、自分の学力や才能に適した大学でなかった場合は入学しても修学意欲を継続できず、退学に

繋がる場合もある。また、大学にとっても、予測成績のかなり低い学生に無条件オファーを出す

ことは、大学の質の低下を招きかねない。

無条件オファーは、入学難易度（Tariff Point）Hが中程度以下の「ポスト 1992 大学」や「新大

学」と呼ばれる、1992 年に「継続・高等教育法」によって大学に昇格した旧ポリテクニック（職

業教育中心の高等教育機関）などが多く出しており、学生たちが firm choice とした全ての無条件

オファーのうちの 80％近くを占めている（表 2）。伝統ある有名校に比べて学生集めに苦労してい

るこれらの大学が、自分たちの利益のために無条件オファーを利用していると批判されている。

OfS は大学等の高等教育機関に対し、条件付無条件オファーは心理的なプレッシャーを与えた

り、決断を急かしたりする圧力販売と同類で、消費者保護法に違反する可能性があると警告した

[8]。また、Gavin Williamson 教育相も、学生を買収するために無条件オファーを利用するのは

止めるべきだとの見解を示している[9]。

H A レベル試験等の成績をポイントに換算したもの。 

 図 3 入学成績・オファー種別退学率（2015 年－2016 年入学） 
（出典：OfS Insight 1「Unconditional Offers Serving the interests of students?」[7]） 
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大学に「学生に対して戦略的にアプローチして最大の効果を挙げる」こと、「国内の高等教育参加

機会の拡大（Widening Participation）にどのように貢献したかを含め、活動の成果を実証する」

ことを求めるとしている[13]。
これらの政策を受けた各大学の活動が功を奏して、Quintile レベル 1 の学生の進学率は年々増

加し、2019 年には 21％となった（図 4）。

3-2 進学後に待ち受ける困難

サマープログラムや体験入学、奨学金など、各大学は様々なアウトリーチ活動を展開し、恵ま

れない環境の学生たちの進学を後押ししているが、大学に進みさえすれば彼らの未来が約束され

るという訳ではない。

Quintileレベル1の学生の入学1年経過後の退学率はQuintileレベル5の学生よりも常に高く、

2016 年－2017 年入学では 10％を超える学生が退学している（図 5）。APP でも彼らの退学率改

善を目標に掲げている大学は多いが、Quintile レベル間での退学率のギャップが埋まる兆しは見

えない。

図 4 Quintile 区分ごとの英国 18 歳入学者の割合

（出典：UCAS「UCAS END OF CYCLE REPORT 2019：CHAPTER 6 WIDENING 
ACCESS AND PARTICIPATION [14]）

Quintile5  

Quintile4  

Quintile3  

Quintile2  

Quintile1 

OfS は、大学側は意図的に恵まれない環境の学生たちを狙って無条件オファーを出しているの

ではないと見ており、学生ではなく大学の需要によってオファーが出され、結果的に多くの恵ま

れない環境の学生たちがそれに反応している点に問題があるとしている。無条件オファーの良い

点としてよく挙げられるのが、オファーを受けることで、成績の低い恵まれない環境の学生たち

が自信を持てるというものだが、OfS は、個々の学生の社会的階級、学校での成績、その他の個

人的データや情報などを基に進学後の展望を予測し、入学基準成績を個別にカスタマイズした条

件付オファーであるところの Contextual Offer の方が、同じく彼らに自信を与えられると共に、

試験で最善を尽くすモチベーションを保て、より有効だとしている[7]。 
無条件オファーの急増は過熱した学生獲得競争の産物であるが、無条件オファーが増える遥か

以前から、高等教育進学者を増やすことは国の政策として進められてきた。2004 年以降から、政

府により定められた基準額より高い授業料を設定しようとする大学は、学生が経済的・環境的理

由によって高等教育参加機会を失うことを防ぐための財政支援やアウトリーチ活動などについて、

公正機会局長（DFA: Director of Fair Access）の承認を得た計画（2018 年までは Access 
Agreement だったが 2019 年から Access & Participation Plan：APP）Kを提出することとなっ

ている。2014 年 4 月には、公正機会局（OFFA : Office For Fair Access）とイングランド高等教

育財政審議会（HEFCE : Higher Education Funding Council for England） との連名での報告

書「高等教育におけるアクセスと学生の成功のための国家戦略（National strategy for access and 
student success in higher education）」が出され、この中でも Access Agreement に関して、各

K 一旦 APP を提出すると、大学側は OfS の監視下に置かれ、毎年評価され、実施状況が公表される。 

 図 3 一つでも無条件オファーを受けた Quintile レベル別 18 歳出願者の割合 
（出典：OfS「UNCONDITIONAL OFFERS – AN UPDATE FOR 2019」[12]） 
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大学に「学生に対して戦略的にアプローチして最大の効果を挙げる」こと、「国内の高等教育参加

機会の拡大（Widening Participation）にどのように貢献したかを含め、活動の成果を実証する」

ことを求めるとしている[13]。 
これらの政策を受けた各大学の活動が功を奏して、Quintile レベル 1 の学生の進学率は年々増

加し、2019 年には 21％となった（図 4）。 

3-2 進学後に待ち受ける困難

サマープログラムや体験入学、奨学金など、各大学は様々なアウトリーチ活動を展開し、恵ま

れない環境の学生たちの進学を後押ししているが、大学に進みさえすれば彼らの未来が約束され

るという訳ではない。

Quintileレベル1の学生の入学1年経過後の退学率はQuintileレベル5の学生よりも常に高く、

2016 年－2017 年入学では 10％を超える学生が退学している（図 5）。APP でも彼らの退学率改

善を目標に掲げている大学は多いが、Quintile レベル間での退学率のギャップが埋まる兆しは見

えない。

図 4 Quintile 区分ごとの英国 18 歳入学者の割合 
（出典：UCAS「UCAS END OF CYCLE REPORT 2019：CHAPTER 6 WIDENING 

ACCESS AND PARTICIPATION [14]）  

Quintile5  

Quintile4  

Quintile3  

Quintile2  

Quintile1 



か、卒業生の就職について対策をとっているか、を見る目安として、2019 年－2020 年の Access 
& Participation Plan（APP）の有無と、APP がある機関に関しては就職率に関する何らかの数

値目標をそこに盛り込んでいるかどうかを調査して表中に記した。

順位 機 関 名 SMGI 値
Access & Participation plan 2019-2020

APP の有無
就職に関する

数値目標

1 University of St Mark & St John 
(Plymouth Marjon University) 1.8 〇 〇

2 Ravensbourne University London 1.79 〇 〇

3 University of Suffolk 1.74 〇 〇

4 Edge Hill University 1.73 〇 〇

5 University of Huddersfield 1.72 〇 × 

6 Arts University Bournemouth 1.71 〇 × 

7 The University of Lincoln 1.69 〇 〇

=8 The University of Northampton 1.68 〇 〇

=8 Leeds Arts University 1.68 〇 〇

=8 Leeds Trinity University 1.68 〇 〇

=11 Coventry University 1.67 〇 〇

=11 Norwich University of the Arts 1.67 〇 ×

=13 Canterbury Christ Church
University  1.66 〇 〇

=13 University of Derby 1.66 〇 〇

=15 Aston University 1.64 〇 〇

=15 University of Chester 1.64 〇 〇

=15 University of the West of 
England, Bristol 1.64 〇 〇

=18 University of Chichester 1.63 〇 〇

=18 University of Worcester 1.63 〇 〇

20 Falmouth University 1.62 〇 〇

表 3-1 英国内公立大学 2011 年—2012 年卒業生の Social Mobility Graduate Index 
上位 20 校と APP2019-2020

Mary Richardson 准教授（University College London 教育研究所）は以下のように語っている。 

10 年以上ロンドンの『新大学』で教えていた間よく目にしたが、恵まれない環境にある学生

は入学しても、経済的・社会的バリアによって退学しがちである。私の学生の殆どは恵まれ

ない家庭出身で、家族からのサポートも殆どなく、経済的に余裕がなく、家も貧しい中、幼

い家族を一人で養わなければならない学生も多かった。そんな状況が重なれば、最も優秀な

学生であっても修学を続けるモチベーションや支えを失ってしまう。[16] 

彼らは卒業できたとしても、職探しの際に更なる試練にさらされることとなる。

雇用側は採用に当たって A レベルの結果や大学での成績を参照するため、恵まれない環境の学生

にはそれだけで不利な状況となるのに加え、彼らは貧困によるストレスや日々の不安定な生活の

中、自信や個性や外向性が育まれていない場合が多い[17]。大学在学中にインターンシップや課

外活動に時間を割く余裕もなかったことで、面接でアピールできず、良い印象を残すことができ

ない。

恵まれない環境にある学生がオックスフォードやケンブリッジなどの最難関大学に進学する割

合は、全学生平均が 12％であるのに対して 5％であるが、これらの名門校卒業の肩書も専門職へ

の就職を保証するものではない。むしろ英国の名門大学連合であるラッセルグループに属する大

学のほうが、学生の就職に関心がないように見える。

英国の公立大学の Social Mobility Graduate Index[18]（SMGI：各大学の卒業生が大卒資格を

要する専門職に就いた割合を、計算式を用いて数値化したもの。値が大きいほど Quintile レベル

の低い、恵まれない環境の学生の専門職就職率が高いことを示す。平均値は 1.45）上位 20 校と

下位 20 校を並べてみると、下位 20 校のうち 7 校がラッセルグループの大学だが、上位には 1 校

も入っていない（表 3-1、3-2）。このランキングは 2011 年－2012 年に卒業した学生についての

調査結果だが、ランキング内の機関が現在、恵まれない環境の学生の入学を増やす意思があるの

Quintile5 

Quintile1 

図 5 大学学部入学 1 年後の Quintile レベル別継続率 
（出典：OfS「Continuation and transfer rates」[15]） 
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か、卒業生の就職について対策をとっているか、を見る目安として、2019 年－2020 年の Access 
& Participation Plan（APP）の有無と、APP がある機関に関しては就職率に関する何らかの数

値目標をそこに盛り込んでいるかどうかを調査して表中に記した。

順位 機 関 名 SMGI 値 
Access & Participation plan 2019-2020

APP の有無 就職に関する

数値目標

1 University of St Mark & St John 
(Plymouth Marjon University) 1.8 〇 〇

2 Ravensbourne University London 1.79 〇 〇

3 University of Suffolk 1.74 〇 〇

4 Edge Hill University 1.73 〇 〇

5 University of Huddersfield 1.72 〇 × 

6 Arts University Bournemouth 1.71 〇 × 

7 The University of Lincoln 1.69 〇 〇

=8 The University of Northampton 1.68 〇 〇

=8 Leeds Arts University 1.68 〇 〇

=8 Leeds Trinity University 1.68 〇 〇

=11 Coventry University 1.67 〇 〇

=11 Norwich University of the Arts 1.67 〇 ×

=13 Canterbury Christ Church 
University  1.66 〇 〇

=13 University of Derby 1.66 〇 〇

=15 Aston University 1.64 〇 〇

=15 University of Chester 1.64 〇 〇

=15 University of the West of 
England, Bristol  1.64 〇 〇

=18 University of Chichester 1.63 〇 〇

=18 University of Worcester 1.63 〇 〇

20 Falmouth University 1.62 〇 〇

表 3-1 英国内公立大学 2011 年—2012 年卒業生の Social Mobility Graduate Index 
       上位 20 校と APP2019-2020 



3-3 考察

APP の中に就職率に関する数値目標を設定することは今のところ必須ではないようだが、

SMGI 値ランキング上位と下位の大学間では明らかに差が見られた。ラッセルグループの大学に

はそもそも恵まれない環境の学生が少ないため、彼らの就職に関する対策等にもあまり関心が払

われていないと思われるが、APP を提出し、恵まれない環境の学生の入学を増やすつもりであれ

ば、彼らの就職についても何らかの対策が必要ではないだろうか。表 3-1、3-2 から見えるのは、

少なくとも恵まれない環境の学生にとっては、名門校に進学しても就職に有利になるとは言えな

いということだろう。

恵まれない環境からケンブリッジ大学に入学し、現在 2 回生の Daniella Adeluwoye は以下の

ように語っている。[19]

入学して最初の年に自分と他の裕福な学生との貧富の差を見せつけられた。ジャーナリズ

ムの道に進みたかったが、仕事は不安定で給与も低い。裕福な同級生たちは無給のインターン

シップを通じて機会を探ることができるが、私には金銭面で安定したキャリアパスが必要だ。

同級生たちの会話を耳にしたが、彼らの家族付き合いは、様々な CEO や大物たちばかりで、

卒業したら彼らが“手をまわして”くれる。私の両親には価値のあるコネなどない。

ミドルクラスの親たちは、芸術に関する知識などの文化的な資力を子供達に擦り込んでい

る。もし就職面接で私が知的な話題に付いて行けなかったら、合わないと思われて採用され

ないのではないだろうか。私は何とかケンブリッジでやっているが、同級生たちが会話ひと

つで－私がタイトルすら知らない彼らのお気に入りの、キーツやブラウニングやハーディな

どの詩を引用しながら－堂々と人を魅了しているのを見ると、よく疎外感を覚える。

学校や教師たちに強く言いたいのは、期待を持たせないで欲しいということ；オックスブ

リッジの学位が労働者階級から抜け出す道であるかのように描かないでもらいたい。上に上

がれる夢を売りつけられたが、この 1 年でそれは現実とは程遠いことが露呈した。私が学ん

だのは、生まれた時からの階級が、私たちの経済や文化や人間関係や可能性の殆どを形作っ

ているということ、それはケンブリッジの学位では拭い去ることはできないということだ。

４.まとめ

雇用側の半数以上が、新卒採用の際に大学の成績や職務経験より重要視するのが、学生の人当

たりや個人的資質だという[20]。employability skills や soft skills と呼ばれる、コミュニケー

ション能力やプレゼンテーション能力、リーダーシップ、批判的思考力などの資質については、

学生側も雇用側も大学が主体となって身につけさせるべきだと考えており、すでに 69％の大学で

何らかの取り組みが行われている[13]が、親が医者や弁護士や教員などの専門職でない学生が専

門職に就ける割合は、親が専門職である学生に比べて 80％低く、また、専門職業界に就職できた

としても、恵まれない環境の出身者は、ミドルクラスの同僚よりも年間平均 17％収入が少なくな

順位 機 関 名 SMGI 値 
Access & Participation plan 2019-2020

APP の有無 就職に関する

数値目標

117 The University of Sussex 1.31 〇 〇

=118 ★Imperial College London 1.3 〇 × 

=118 ★King’s College London 1.3 〇 × 

=120 Kingston University 1.29 〇 〇

=120 Middlesex University 1.29 〇 〇

=120 ★University College London 1.29 〇 × 

=120 University of Westminster 1.29 〇 〇

=124 ★The University of Cambridge 1.28 〇 × 

=124 London South Bank University 1.28 〇 〇

=126 Conservatoire for Dance and 
Drama  1.27 〇 × 

=126 ★University of Durham 1.27 〇 〇

128 ★Queen Mary University of
London 1.26 〇 〇

129 Guildhall School of Music and 
Drama  1.24 〇 × 

130 Heythrop College 1.22 × 

=131 University of East London 1.21 〇 〇

=131 Goldsmiths, University of London 1.21 〇 〇

133 The Courtauld Institute of Art 1.19 〇 × 

134 Royal Holloway, University of 
London 1.17 〇 〇

135 SOAS University of London 1.12 〇 × 

136 ★The University of Oxford 1.09 〇 × 

 【表 3-1、3-2 共通】 
 出典：Michael Brown「Higher Education as a tool of social mobility」P40

Appendix 1:Universities ranked according to their SMGI values [18] を参考に作成 
※①ウェールズ、スコットランド、アイルランドの機関は除外、②機関ではなく学部としてランクインしたも

のは除外、③改組等により現存しない機関については除外、④「インターンシップ参加率を上げる」、「キャ

リアアドバイザーを雇用する」等の間接的な目標については除外

※機関名は最新のものに修正

表 3-2 英国内公立大学 2011 年—2012 年卒業生の Social Mobility Graduate Index 
       下位 20 校と APP2019-2020（★印はラッセルグループ校） 
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3-3 考察

APP の中に就職率に関する数値目標を設定することは今のところ必須ではないようだが、

SMGI 値ランキング上位と下位の大学間では明らかに差が見られた。ラッセルグループの大学に

はそもそも恵まれない環境の学生が少ないため、彼らの就職に関する対策等にもあまり関心が払

われていないと思われるが、APP を提出し、恵まれない環境の学生の入学を増やすつもりであれ

ば、彼らの就職についても何らかの対策が必要ではないだろうか。表 3-1、3-2 から見えるのは、

少なくとも恵まれない環境の学生にとっては、名門校に進学しても就職に有利になるとは言えな

いということだろう。

恵まれない環境からケンブリッジ大学に入学し、現在 2 回生の Daniella Adeluwoye は以下の

ように語っている。[19] 

入学して最初の年に自分と他の裕福な学生との貧富の差を見せつけられた。ジャーナリズ

ムの道に進みたかったが、仕事は不安定で給与も低い。裕福な同級生たちは無給のインターン

シップを通じて機会を探ることができるが、私には金銭面で安定したキャリアパスが必要だ。

同級生たちの会話を耳にしたが、彼らの家族付き合いは、様々な CEO や大物たちばかりで、

卒業したら彼らが“手をまわして”くれる。私の両親には価値のあるコネなどない。

ミドルクラスの親たちは、芸術に関する知識などの文化的な資力を子供達に擦り込んでい

る。もし就職面接で私が知的な話題に付いて行けなかったら、合わないと思われて採用され

ないのではないだろうか。私は何とかケンブリッジでやっているが、同級生たちが会話ひと

つで－私がタイトルすら知らない彼らのお気に入りの、キーツやブラウニングやハーディな

どの詩を引用しながら－堂々と人を魅了しているのを見ると、よく疎外感を覚える。

学校や教師たちに強く言いたいのは、期待を持たせないで欲しいということ；オックスブ

リッジの学位が労働者階級から抜け出す道であるかのように描かないでもらいたい。上に上

がれる夢を売りつけられたが、この 1 年でそれは現実とは程遠いことが露呈した。私が学ん

だのは、生まれた時からの階級が、私たちの経済や文化や人間関係や可能性の殆どを形作っ

ているということ、それはケンブリッジの学位では拭い去ることはできないということだ。

４.まとめ

 雇用側の半数以上が、新卒採用の際に大学の成績や職務経験より重要視するのが、学生の人当

たりや個人的資質だという[20]。employability skills や soft skills と呼ばれる、コミュニケー

ション能力やプレゼンテーション能力、リーダーシップ、批判的思考力などの資質については、

学生側も雇用側も大学が主体となって身につけさせるべきだと考えており、すでに 69％の大学で

何らかの取り組みが行われている[13]が、親が医者や弁護士や教員などの専門職でない学生が専

門職に就ける割合は、親が専門職である学生に比べて 80％低く、また、専門職業界に就職できた

としても、恵まれない環境の出身者は、ミドルクラスの同僚よりも年間平均 17％収入が少なくな
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これらのデータが示すのは、大卒資格の必要な専門職業界は未だにミドルクラスの価値観で支

配されているということだろう。大学でいくら employability としてスキルを習得したとしても、

雇用側が自分たちの「新しい仲間」に求めるものが、親のコネや自分たちと同じユーモアのセン

ス、洗練されて上品であることなどであれば、それらは後から身につけようもない。

政府は進学率を上げることに注力し過ぎているのではないか。無条件オファーも、その政策を

受けた大学間の競争が激化し過ぎた末、学生のためになるかどうかという最も重要な観点を見

失ったために急増したものだ。恵まれない環境の学生たちに進学を促すばかりで、その後のサポー

トが十分ではないのは、彼らの退学率が改善されないことが示している。一定額の収入を得られ

るようになるまで授業料の返済は猶予されるというものの、卒業後に多額の負債を抱えることに

もなる。大学など行かず、手に職を付けた方が収入が多くなる場合もある。また、学位を取って

も雇用側が恵まれない環境の学生を受け入れる用意ができていない。

Social Mobility 改善のために大学が貢献できる部分には限りがあり、これはもはや高等教育機

関だけで対応できる範疇を超えた課題だろう。雇用側の 41％は多様な社会的階級からの採用につ

いて何の取り組みも改善計画も無い状態[13]であるというが、大学側だけでなく、雇用側に対し

ても Social Mobility を改善するよう政府として介入が必要ではないだろうか。 

2020年 1月 30日、今年度条件付無条件オファーを出した大学の 75％が来年度はそれを出さず、

無条件オファーを含む他のオファー形式を採用するだろうとの予測を公表した[22]。いくつかの

大学が来年度は条件付無条件オファーを出さないと表明しており、現時点ですでに潮流の変化が

見られること、2019 年度の状況で条件付無条件オファーがあまり firm Choice とならなかったこ

となどに基づく予測だという。来年度の入学状況に注目したい。
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1.はじめに

近年、「大学改革」という言葉をよく耳にする。実際、様々な場面で大学改革が求められてい

る。例えば、文部科学省の「高等教育・研究改革イニシアティブ（柴山イニシアティブ）」1、

日本経済団体連合会の「今後のわが国の大学改革のあり方に関する提言」2等、官民を問わず大

学改革の必要性を訴えている。こうした状況を鑑みると、高等教育機関（以下、「大学等」とい

う。）が、社会、環境、社会の潮流等の状況に適応しながら改革を行うことは、もとより必要要

件である。

では、多種多様な情報や価値観で溢れている現代社会において、大学等は何をどのように改革

すべきなのか。異なる利害を持つ関係者が議論し、その結果最適な解を組織として意思決定する

ことが必要になる。

日本の大学等においては、国立大学法人法3で規定している経営協議会や教育研究評議会、私

立学校法4で規定している理事会や評議員会等が組織の最高意思決定機関として重要事項を審

議・決議しているのが大半である。最高意思決定機関が重要事項を審議・決議する場合、それぞ

れの大学等の定款に定められるところによるが、多くがその組織に所属する教職員の代表、外部

の学識経験者、企業経営者等、組織・学術・経営分野における有識者によって構成されている。

2017 年当時学校法人の運営に関する事務に携わっていた筆者は、北欧の大学等では学生が意

思決定の場に参加しているという事実を知り、次の疑問を抱いた。「日本では、教育・研究の受

け手である学生が、組織の最高の意思決定の場に参加している大学等はあるだろうか。このよう

な場に学生が参加する必要はないか。また、学生の声や要望をどのように反映しているのか。」

これが本調査の実施に至った直接の動機である。

組織の最高意思決定の場に学生が参加している北欧諸国の大学等においては、どのように意思

決定が行われているのか。学生は意思決定への関与をどう考えているのか。彼らはどのような経

緯で意思決定の場に参加しているのか。学生の声や要望は、意思決定に影響を及ぼしているのか。

本稿では、「北欧諸国の高等教育機関における意思決定と学生の役割」をテーマに、スウェー

デン、ノルウェー、フィンランド、デンマークの大学等における意思決定の仕組み、いわゆるガ

バナンスについて検証する。調査は、（ⅰ）北欧諸国における大学等の制度面についての文献・

インターネット調査、及び（ⅱ）実際に学生代表として、大学等の最高意思決定機関への参加を

経験した学生へのインタビュー調査、の手法で行う。特に、実際に学生代表として、最高意思決

定機関に参加した学生へのインタビューを通して、その場に参加する背景・意義について探ると

ともに、日本の大学等において適用する場合の留意点についての考察を行う。

1 文部科学省 https://www.mext.go.jp/component/a_menu/other/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/02/01/1413322.pdf 
2 一般社団法人 日本経済団体連合会 https://www.keidanren.or.jp/policy/2018/051_honbun.pdf 
3 電子政府の総合窓口「e-Gov」https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=415AC000
0000112#G（2019 年 9 月 21 日アクセス） 
4 電子政府の総合窓口「e-Gov」https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=324AC000
0000270（2019 年 9 月 21 日アクセス）



意思決定の場に参加する仕組みが構築されている。

（4）学生組合の役割

大学等の管理ボードに参加する学生代表は、一般的に各教育機関にある学生組合から選出され

た学生である。ではその学生組合とはどのような組織なのか。スウェーデン高等教育評議員会に

よると、「学生組合は学生にとって重要な問題について学生に代わって活動する独立した組織」

と定義されており、学生への影響、平等、教育の質、学生寮等の事項を扱うとしている10。また、

学生組合は会員に対して会費の支払いを求めており、組合によって異なるが各学期の開始時に

50~350 SEK（日本円で約 600~4,000 円）を徴収している11。学生組合への加入は学生個人の判

断に委ねられており、必須ではない。

（5）学生による大学運営への関与

スウェーデンにおいては、一部（特定）の学生を除き、基本的に学生は大学等から無償で教育

を受けている。つまり、大学等は学生を含む国民が納めている税金によって運営されており、納

税者でもある学生が大学の活動において税金が適正に使用されているかを監視し、必要に応じて

改善を促すことは、学生の権利であると同時に、責任でもあるといえる。その権利を行使して責

任を果たす仕組みがスウェーデンでは構築されている。学生は学生組合に参加し、必要な諸手続

きを経て代表として選出され、大学等の最高意思決定機関である管理ボードに参加し、意見を述

べることができる。

（6）学生組合の現状

本稿では、スウェーデン最大の学生組合といわれているストックホルム大学学生組合を例とし

て取り上げる。

同学生組合の目的は、大学が提供する教育・社会コミュニティの発展に寄与し、会員が組合か

ら利益を享受することである12。会員になるには、学期ごとに 125 SEK（日本円で約 1,500
円）、または年間 240 SEK（日本円で約 2,800 円）の会費を支払う必要がある。入会には、会

費の支払義務があるにもかかわらず、約 15,000 人もの学生が会員となっている。ストックホル

ムの総合大学で最大規模のストックホルム大学の学生数は 33,000 人13であるので、半数弱の学

生が同学生組合に所属していることになる。

会員になると、ストックホルム大学の学生であり、学生組合の会員であることを証明するキャ

ンパスカードが発行される。そのカードで、大学内の一部の商店で割引を受けることができ、公

共交通機関等の各種学生割引を利用することができる。金銭的なメリットのために組合に属する

学生は、少なからずいるかもしれないが、学生として大学の発展に関与する権利を認識し、運営

10 Student unions（Swedish Council for Higher Education）https://www.studera.nu/startpage/student-life/life-of-a-studen
t/student-unions/（2019 年 10 月 5 日アクセス）
11 Social Life（Studyinsweden.se） https://studyinsweden.se/life-in-sweden/social-life/（2019 年 10 月 12 日アクセス）
12 About Us（Stockholms universitets studentkår） https://sus.su.se/en/organization（2019 年 10 月 12 日アクセス）
13 Facts in numbers 2018（Stockholm University）https://www.su.se/english/about/facts-figures/the-university-in-figures
（2019 年 10 月 12 日アクセス）

2．スウェーデン

（1）高等教育の改革

スウェーデンには 2018 年 5 月時点で大学等と定義されている機関が 48 ある5。スウェーデン

の大学等のガバナンスにおいて大きな影響を及ぼした出来事は、1993 年に施行された新高等教

育法による抜本的な大学改革である。この改革により、中央集権的であった学校教育制度を見直

し、それぞれの自治を拡大し、研究や教育に関する意思決定の多くを大学等で独自に行うことが

可能になった（Fritzell,1998）6。 

（2）管理ボードの概要

授業料を徴収しないスウェーデン（2011 年 7 月 31 日以降に大学等から提供されるプログラ

ムにおいて、欧州経済領域（EEA）及びスイス国籍以外の学生に対しては出願料及び授業料が

徴収されることとなった7）では、各教育機関が国と教育業務契約を締結し、その契約に基づい

て受け取る政府交付金が大学運営の基盤となっている。

そうした背景により、意思決定の最高機関となる管理ボード（評議会や協議会）の議決権を持

つ多数派の構成員と学長は政府によって任命される（伊藤,1996）8。では、組織における重要事

項を審議し、意思決定を行う管理ボードとはどのような機関であるか。

スウェーデンの法律（高等教育法）9には、管理ボードが担う役割として、「組織としての重

要事項を決定する」と規定されている。つまり、実質的な教育機関としての最高意思決定機関と

いえる。では、その最高意思決定機関である管理ボードの構成員はどのようになっているのか。

規程には、「原則として議長とその他 14 人の構成員からなる」と記されており、その構成員に

は副学長、教員の代表者、学生の代表者が含まれている。

（3）意思決定における学生の役割

前述のとおり、大学等の財源の大部分が公的資金である政府交付金であることを鑑みると、政

府に任命された者が構成員となることは妥当と思われる。また、有識者で、教育を提供し研究を

行う教員の意見を反映するということは必要であろう。そして、教育を受ける学生がその組織の

最高意思決定機関に加わることは、利用者としての声、改善点や要望事項を直接伝えるという観

点から理にかなっている。このように、スウェーデンの大学等では、多くの利害関係者が最高の

5 List of Higher Education Institutions in Sweden（Swedish Higher Education Authority（UKÄ））https://english.uka.se
/facts-about-higher-education/higher-education-institutions-heis/list-of-higher-education-institutions-in-sweden.html 
（2019 年 9 月 22 日アクセス） 
6 Ann Fritzell「The Current Swedish Model of University Governance Background and Description」https://www.uka.se/
download/18.12f25798156a345894e2d65/1487841932121/9810S.pdf（2019 年 9 月 22 日アクセス） 
7 Ordinance on application fees and tuition fees at higher education institutions （Swedish Council for Higher Education）
https://www.uhr.se/en/start/laws-and-regulations/Laws-and-regulations/Ordinance-on-application-fees-and-tuition-fees-
at-higher-education-institutions/（2019 年 9 月 28 日アクセス） 
8 伊藤 正純「90 年代のスウェーデンの教育改革」https://www.jstage.jst.go.jp/article/jasep/3/0/3_KJ00009272067/_pdf/-char/
ja（2019 年 10 月 12 日アクセス） 
9 The Higher Education Ordinance（Swedish Council for Higher Education）https://www.uhr.se/en/start/laws-and-regula
tions/Laws-and-regulations/The-Higher-Education-Ordinance/（2019 年 10 月 12 日アクセス）
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意思決定の場に参加する仕組みが構築されている。

（4）学生組合の役割

大学等の管理ボードに参加する学生代表は、一般的に各教育機関にある学生組合から選出され

た学生である。ではその学生組合とはどのような組織なのか。スウェーデン高等教育評議員会に

よると、「学生組合は学生にとって重要な問題について学生に代わって活動する独立した組織」

と定義されており、学生への影響、平等、教育の質、学生寮等の事項を扱うとしている10。また、

学生組合は会員に対して会費の支払いを求めており、組合によって異なるが各学期の開始時に

50~350 SEK（日本円で約 600~4,000 円）を徴収している11。学生組合への加入は学生個人の判

断に委ねられており、必須ではない。

（5）学生による大学運営への関与

スウェーデンにおいては、一部（特定）の学生を除き、基本的に学生は大学等から無償で教育

を受けている。つまり、大学等は学生を含む国民が納めている税金によって運営されており、納

税者でもある学生が大学の活動において税金が適正に使用されているかを監視し、必要に応じて

改善を促すことは、学生の権利であると同時に、責任でもあるといえる。その権利を行使して責

任を果たす仕組みがスウェーデンでは構築されている。学生は学生組合に参加し、必要な諸手続

きを経て代表として選出され、大学等の最高意思決定機関である管理ボードに参加し、意見を述

べることができる。

（6）学生組合の現状

 本稿では、スウェーデン最大の学生組合といわれているストックホルム大学学生組合を例とし

て取り上げる。

 同学生組合の目的は、大学が提供する教育・社会コミュニティの発展に寄与し、会員が組合か

ら利益を享受することである12。会員になるには、学期ごとに 125 SEK（日本円で約 1,500
円）、または年間 240 SEK（日本円で約 2,800 円）の会費を支払う必要がある。入会には、会

費の支払義務があるにもかかわらず、約 15,000 人もの学生が会員となっている。ストックホル

ムの総合大学で最大規模のストックホルム大学の学生数は 33,000 人13であるので、半数弱の学

生が同学生組合に所属していることになる。

会員になると、ストックホルム大学の学生であり、学生組合の会員であることを証明するキャ

ンパスカードが発行される。そのカードで、大学内の一部の商店で割引を受けることができ、公

共交通機関等の各種学生割引を利用することができる。金銭的なメリットのために組合に属する

学生は、少なからずいるかもしれないが、学生として大学の発展に関与する権利を認識し、運営

10 Student unions（Swedish Council for Higher Education）https://www.studera.nu/startpage/student-life/life-of-a-studen
t/student-unions/（2019 年 10 月 5 日アクセス） 
11 Social Life（Studyinsweden.se） https://studyinsweden.se/life-in-sweden/social-life/（2019 年 10 月 12 日アクセス） 
12 About Us（Stockholms universitets studentkår） https://sus.su.se/en/organization（2019 年 10 月 12 日アクセス）
13 Facts in numbers 2018（Stockholm University）https://www.su.se/english/about/facts-figures/the-university-in-figures
（2019 年 10 月 12 日アクセス）



学生組合の運営費はどのように管理しているのか

学生組合の運営費は、学生からの会費だけでなく、大学や州からの補助金に加え、その他の収

入源がいくつかある。学生組合を運営するためにフルタイム・パートタイムを含め約 25 人の学

生が働いており、それらの学生は学生組合から報酬を受け取っている。また、管理ボードに参加

している学生代表を含め、大学の意思決定機関や委員会に参加している学生は、大学から報酬を

受け取っている。

3．ノルウェー

（1）高等教育の質保証の仕組み

ノルウェーには州が管理している 10 の総合大学、カレッジが 6、理工系大学が 5 あり、その

他政府から支援を受けている高等教育を提供する機関が 15 ある14。カレッジは、総合大学に比

べてより職業に直結したプログラムを提供する教育機関である。

ノルウェーの高等教育は 2003 年に実施された国家的な改革により、「ボローニャ宣言」で提

唱された改革内容を実行し、「ボローニャ・プロセス」15の目標を達成してきた16。「ボローニ

ャ宣言」は、1999 年に欧州 19 か国の教育大臣によって署名された教育改革で、「ボローニ

ャ・プロセス」は、2 年ごとにその進捗状況のフォローアップを行うものである。

ノルウェーは、高等教育における質を保証するために、教育研究省の下に、The Norwegian
Agency for Quality Assurance in Education（NOKUT）を創設した。大学等の設置や新規プロ

グラムの開設の認定、質保証制度の評価、海外で受けた教育に対する認定等を行っている。

NOKUT は独立した機関であるため、教育研究省がその認定内容に影響を及ぼすことはできな

い17。このように、ノルウェーでは、高等教育の質の保証のために、省の下に、実務を担う独立

した政府機関を設置している。

（2）組織における意思決定

NOKUT は各教育機関が構築した内部の質保証制度を評価する機関であり、大学等は基準と

なる枠組みの中で質保証のための方策を構築し、差別化のための特色を考案することができる。

つまり、どのような魅力的な教育を提供し、状況に応じてそれをどのように改善していくかは、

各大学等の教育機関に委ねられている。

14 Universities and University Colleges（SGovernment.no）https://www.regjeringen.no/en/dep/kd/organisation/kunnskap
sdepartementets-etater-og-virksomheter/Subordinate-agencies-2/state-run-universities-and-university-co/id434505/ 
（2019 年 10 月 19 日アクセス）
15 欧州における高等教育に関する動向について（中央教育審議会大学分科会） http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo
/chukyo4/003/gijiroku/04072001/012.htm（2019 年 10 月 19 日アクセス）
16 Higher education system（STUDY IN NORWAY） https://www.studyinnorway.no/study-in-norway/higher-education-
system（2019 年 10 月 19 日アクセス）
17 Regulations concerning Quality Assurance and Quality Development in Higher Education and Tertiary Vocational 
Education（Ministerial Regulations）https://www.nokut.no/siteassets/om-nokut/ministerial_regulations.pdf  
（2019 年 10 月 19 日アクセス）

に参加することができる。

 つまり、スウェーデンでは、国として大学等の意思決定に学生が加わることを義務付けており、

大学等の運営の意思決定に、学生が積極的に関与できる環境が構築されている。

（7）学生代表へのインタビュー

学生代表としてストックホルム大学の管理ボー

ドに参加している Ms. Sofia Holmdahl にインタ

ビューを行った。

（インタビュー実施日：2020 年 1 月 14 日）

なぜ学生組合に加入したのか

労働者にとっての労働組合、そして大学における学生組合、この 2 つは社会における重要な

要素だと考える。そもそも組合においては参加者が団結することが重要であり、その一翼を担い

たいという思いから加入した。

なぜ大学の管理ボードの学生代表に立候補したのか

 学生組合での活動や参加していた学生議会での経験から、大学の運営に興味を持つようになっ

た。また、大学では何が話し合われ、どのように意思決定がされているのかを知ることで、今後

の自分の行動や考えにプラスになると考え立候補した。

大学の管理ボードに学生が参加することは重要か

 学生がいかなる意思決定の場にも参加することは、全ての大学関係者に最大の利益をもたらす

ことができると確信している。大学は学生や多くの人が日常的に過ごす場所なので、学生の参加

は不可欠である。

なぜ学生は学生組合に加入するのか

 学生組合に加入することにより、権利の取得、コミュニティへの参画、利益の享受が可能とな

る。学生組合が提供する学生寮や公共交通機関の割引を理由に加入する学生もいれば、意思決定

の場に参加し大学運営の一部を担うため、またはその代表者を選ぶ選挙の投票権を得るために加

入する学生もいると思われる。

管理ボードの学生代表はどのように選ばれるのか

ストックホルム大学には学生で構成された政治団体がある。学生組合には評議員会が 41 議席

あり、これを各政治団体が選挙で争うことになる。その後、評議員会で学生組合の役員を選出し、

学生組合の代表と副代表が学生代表として大学の管理ボードに参加することになる。

Ms. Sofia Holmdahl 
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学生組合の運営費はどのように管理しているのか

学生組合の運営費は、学生からの会費だけでなく、大学や州からの補助金に加え、その他の収

入源がいくつかある。学生組合を運営するためにフルタイム・パートタイムを含め約 25 人の学

生が働いており、それらの学生は学生組合から報酬を受け取っている。また、管理ボードに参加

している学生代表を含め、大学の意思決定機関や委員会に参加している学生は、大学から報酬を

受け取っている。

3．ノルウェー

（1）高等教育の質保証の仕組み

ノルウェーには州が管理している 10 の総合大学、カレッジが 6、理工系大学が 5 あり、その

他政府から支援を受けている高等教育を提供する機関が 15 ある14。カレッジは、総合大学に比

べてより職業に直結したプログラムを提供する教育機関である。

ノルウェーの高等教育は 2003 年に実施された国家的な改革により、「ボローニャ宣言」で提

唱された改革内容を実行し、「ボローニャ・プロセス」15の目標を達成してきた16。「ボローニ

ャ宣言」は、1999 年に欧州 19 か国の教育大臣によって署名された教育改革で、「ボローニ

ャ・プロセス」は、2 年ごとにその進捗状況のフォローアップを行うものである。 
ノルウェーは、高等教育における質を保証するために、教育研究省の下に、The Norwegian

Agency for Quality Assurance in Education（NOKUT）を創設した。大学等の設置や新規プロ

グラムの開設の認定、質保証制度の評価、海外で受けた教育に対する認定等を行っている。

NOKUT は独立した機関であるため、教育研究省がその認定内容に影響を及ぼすことはできな

い17。このように、ノルウェーでは、高等教育の質の保証のために、省の下に、実務を担う独立

した政府機関を設置している。

（2）組織における意思決定

NOKUT は各教育機関が構築した内部の質保証制度を評価する機関であり、大学等は基準と

なる枠組みの中で質保証のための方策を構築し、差別化のための特色を考案することができる。

つまり、どのような魅力的な教育を提供し、状況に応じてそれをどのように改善していくかは、

各大学等の教育機関に委ねられている。

14 Universities and University Colleges（SGovernment.no）https://www.regjeringen.no/en/dep/kd/organisation/kunnskap
sdepartementets-etater-og-virksomheter/Subordinate-agencies-2/state-run-universities-and-university-co/id434505/ 
（2019 年 10 月 19 日アクセス）
15 欧州における高等教育に関する動向について（中央教育審議会大学分科会） http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo
/chukyo4/003/gijiroku/04072001/012.htm（2019 年 10 月 19 日アクセス）
16 Higher education system（STUDY IN NORWAY） https://www.studyinnorway.no/study-in-norway/higher-education-
system（2019 年 10 月 19 日アクセス）
17 Regulations concerning Quality Assurance and Quality Development in Higher Education and Tertiary Vocational 
Education（Ministerial Regulations）https://www.nokut.no/siteassets/om-nokut/ministerial_regulations.pdf  
（2019 年 10 月 19 日アクセス）



（5）学生代表へのインタビュー

学生代表としてオスロ大学の管理ボードに参加し

ている Ms. Runa Kristine Fiske と Mr. Erlend
Ditlefsen Aag にインタビューを行った。（インタ

ビュー実施日：2019 年 11 月 20 日）

なぜ学生議会に参加したのか

（Fiske 氏）

学生議会に参加する前に、地方の政治団体に数年

間所属していた。その政治団体のメンバーの数人が

オスロ大学の学生議会にも所属しており、彼らから

話を聞いて、興味を持った。

（Aag 氏）

大学に入学した当初は学生議会に参加することは

考えていなかったが、友人の勧めで学部の学生議

会に参加した。そこでの活動が楽しく、多くの経

験を積み自分を成長させることができた。そのよ

うな経験から、大学の学生議会にも興味を持つようになった。

なぜ大学の管理ボードの学生代表に立候補したのか

（Fiske 氏）

学生が抱える様々な問題を誰かが大学に伝え、理解してもらうべきであると考えていた。管理

ボードの学生代表へ立候補する機会を得た時、当初は責務の重大さに躊躇したが、前学生代表に

勇気付けられ、立候補することを決意した。

（Aag 氏）

学生として勉学や学生議会の活動に励んでいる中、何か新たな事に挑戦したいという思いを抱

いた。そのような中で、学生の想いを実現させたいという気持ちを強く持つようになっていたと

ころ、尊敬する人々からの推薦もあり、選挙への立候補を決断した。

大学の管理ボードに学生が参加することは重要か

（Fiske 氏）

学生は大学にとって重要な存在である。学生がいなければ、大学が成り立たなくなる。そのた

め、大学は学生を満足させ学生生活を充実させる必要がある。大学の管理ボードに学生が参加で

きなければ、大学の意思決定に学生が抱えている思いや考えが反映されなくなり、それはとても

深刻な問題である。

（Aag 氏）

大学はそのほとんどが学生で構成されているため、学生の声に耳を傾ける必要がある。そのた

め、管理ボードに学生が参加することはとても重要なことである。

Mr. Erlend Ditlefsen Aag 

Ms. Runa Kristine Fiske 

次に、各大学では組織としての方向性や新たな取組に対する最終的な判断、意思決定はどのよ

うに行われているのか。

ノルウェーの法律18では、「公立及び私立の大学等の管理ボードが組織の最高意思決定機関」

と規定しており、公立においては、管理ボードの構成員は 11 人とし、学生から選出された代表

者を 2 人、私立においては管理ボードの構成員を 5 人以上とし、構成員に教職員と学生の代表

者を置くこととしている。

また、学生の権利として、「学生代表が組織のあらゆる意思決定・執行機関において少なくと

も議席の 20％を占めること」と規定している。つまり、ノルウェーにおいても、スウェーデン

と同様に学生が大学等の意思決定において、一定の役割を担う仕組みが構築されていることにな

る。

（3）学生の権利

ノルウェーにおいても、スウェーデン同様大学等の管理ボードに学生の代表が参加している。

法律では、「学生は学生の利益を保護するために学生組織を設立し、そこでまとめた意見を大学

等の意思決定機関に提示する権利を有している」としている 18。そのため、多くの大学等では学

生によって組織された団体が複数あるが、その中で中心的な役割を果たす団体が、学生の意見を

集約し所属機関の管理ボードに意見を提示するのが、一般的な流れである。

（4）学生議会の構成

本稿では、ノルウェー最大規模の大学であるオスロ大学を例として取り上げる。オスロ大学で

は学生議会（The Student Parliament）が同大学における最高レベルの学生団体とされている

19。学生議会は学生の権利を守り、学生の代表として同大学の運営部門や行政機関を含む公的機

関とも協議することができる。学生議会は 35 人の代表者で構成されており、学生の選挙で 27
人が選出され、残りの 8 人は各学部に設置された学部学生議会で指名される。さらに学生議会

の中から 5 人の執行委員会の委員が選出され、その 5 人がそれぞれ委員長、学習及び学習環境、

コミュニケーション、管理ボード女性学生代表、管理ボード男性学生代表を担当する。これは、

オスロ大学の学生議会に関する規程に規定されている20。男女比率を意識してか、管理ボードに

参加する学生代表を女性 1 人、男性 1 人と明記している。

学生議会は同大学から助成金を受け取っており、学生から会費等の徴収は行っていない。大学

からの助成金は、組織の運営やイベントの開催等に利用されている。

18 Act relating to universities and university colleges https://app.uio.no/ub/ujur/oversatte-lover/data/lov-20050401-015-
eng.pdf（2019 年 10 月 19 日アクセス）
19 Studentparlamentet Villa Eika https://www.studentparlamentet.uio.no/english/（2019 年 10 月 20 日アクセス） 
20 VEDTEKTER FOR STUDENTPARLAMENTET VED UIO（2019 年 3 月 19 日学生議会採用） https://www.studentparla
mentet.uio.no/V%C3%A5r%20politikk/regelsamling/filer/vedtekter-for-studentparlamentet-ved-uio.pdf 
（2019 年 10 月 20 日） 
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（5）学生代表へのインタビュー

学生代表としてオスロ大学の管理ボードに参加し

ている Ms. Runa Kristine Fiske と Mr. Erlend 
Ditlefsen Aag にインタビューを行った。（インタ

ビュー実施日：2019 年 11 月 20 日） 

なぜ学生議会に参加したのか

（Fiske 氏） 
 学生議会に参加する前に、地方の政治団体に数年

間所属していた。その政治団体のメンバーの数人が

オスロ大学の学生議会にも所属しており、彼らから

話を聞いて、興味を持った。

（Aag 氏） 
 大学に入学した当初は学生議会に参加することは

考えていなかったが、友人の勧めで学部の学生議

会に参加した。そこでの活動が楽しく、多くの経

験を積み自分を成長させることができた。そのよ

うな経験から、大学の学生議会にも興味を持つようになった。

なぜ大学の管理ボードの学生代表に立候補したのか

（Fiske 氏） 
 学生が抱える様々な問題を誰かが大学に伝え、理解してもらうべきであると考えていた。管理

ボードの学生代表へ立候補する機会を得た時、当初は責務の重大さに躊躇したが、前学生代表に

勇気付けられ、立候補することを決意した。

（Aag 氏） 
 学生として勉学や学生議会の活動に励んでいる中、何か新たな事に挑戦したいという思いを抱

いた。そのような中で、学生の想いを実現させたいという気持ちを強く持つようになっていたと

ころ、尊敬する人々からの推薦もあり、選挙への立候補を決断した。

大学の管理ボードに学生が参加することは重要か

（Fiske 氏） 
 学生は大学にとって重要な存在である。学生がいなければ、大学が成り立たなくなる。そのた

め、大学は学生を満足させ学生生活を充実させる必要がある。大学の管理ボードに学生が参加で

きなければ、大学の意思決定に学生が抱えている思いや考えが反映されなくなり、それはとても

深刻な問題である。

（Aag 氏） 
 大学はそのほとんどが学生で構成されているため、学生の声に耳を傾ける必要がある。そのた

め、管理ボードに学生が参加することはとても重要なことである。

Mr. Erlend Ditlefsen Aag 

Ms. Runa Kristine Fiske 



管理から分離され、独立した法人としての運営に切り替わったが、資金面においては政府に依存

しており、大学予算の約 64％が政府からの直接資金である23。

（3）組織の意思決定機関

フィンランドの大学の運営、組織、財政等について規定しているのが大学法24である。一部の

財団が運営する財団大学（アールト大学25等）を除き、公立の大学においては管理ボードを大学

の最高意思決定機関としており、その構成員は教授、教育研究職員及び事務職員、そして学生の

代表者で構成すると規定している。

また、応用科学大学では、運営に関する事項を規定しているポリテクニック法26で、「応用科

学大学は有限責任会社の形態の法人であり、会社法27に準拠する」としている。そのため、法人

としての最終的な意思決定は総会で行われるが、ポリテクニック法で、「管理ボードの役割とし

て応用科学大学の主な目標、戦略、監督の原則を決定する」としており、組織としての重要事項

を審議しているのは管理ボードである。

管理ボードは 7 人から 9 人で構成されることとなっており、そのうち 2 人が大学の組織から

任命される必要があり、職員と学生がそれぞれ 1 人ずつ選出されることが規定されている。つ

まりフィンランドの大学等の意思決定においても、学生が関与できる仕組みが構築されていると

いえる。

（4）管理ボードと大学コレギウム

フィンランドにおける大学等のガバナンスの例として、本稿では、フィンランド最古にして最

大の大学であるヘルシンキ大学を取り上げる。ヘルシンキ大学においても、管理ボードを大学と

しての最高意思決定機関として位置付けており、構成員として学生代表が参加している。フィン

ランドの公立大学の特徴として、大学コレギウムの設置を義務付けており 24、そこで管理ボード

の構成員の数や任期の決定を含む人事全般を所管している。大学コレギウムは大学の教授と教職

員、学生の代表者で構成されている。

（5）学生組合への加入

フィンランドでは全ての大学等において、学生組合が自治的であり、その地位が法律で保障さ

れている 24。学生は学生組合に必ず加入する必要があり（博士課程学生、応用科学大学の学生を

除く）、年会費は 80~100 EURO（日本円で 9,800~12,200 円）28となっている。学生は学生組

合に加入することにより、様々なサービスを受けられることになる。

加入した学生は、管理ボード含め大学等のあらゆるレベルの意思決定の場に参加するだけでな

23 European Union 1995-2014 https://www.euroeducation.net/prof/finco.htm（2019 年 11 月 2 日アクセス）
24 Yliopistolaki（Finlex）https://www.finlex.fi/fi/laki/ajantasa/2009/20090558?search%5Btype%5D=pika&search%5Bpik
a%5D=ylioppilaskunta（2019 年 11 月 2 日アクセス）
25 Aalto University https://www.aalto.fi/en（2019 年 11 月 3 日アクセス）
26 Ammattikorkeakoululaki （Finlex） https://www.finlex.fi/fi/laki/ajantasa/2014/20140932（2019 年 11 月 3 日アクセス）

27 Osakeyhtiölaki （Finlex） https://www.finlex.fi/fi/laki/ajantasa/2006/20060624（2019 年 11 月 3 日アクセス）
28 フィンランド 大学・大学院留学ガイド（JASSO）http://ryugaku.jasso.go.jp/oversea_info/purpose/higher_edu/he_finland/
（2019 年 11 月 3 日アクセス）

学生の声が大学に反映されているのか

（Fiske 氏） 
 管理ボードの会議は学生でも躊躇することなく意見できる雰囲気であり、学生代表として大学

の意思決定の議論に参加できている。私のような学生でも、日常的に学長に接することができ、

良好な関係が築けている。このように、学生の声を伝えられる環境にある。

（Aag 氏） 
 学生議会には強い権限が与えられており、学長や管理ボードのメンバーとも対等かつ気軽に会

話ができる環境にある。大学の運営に関与することは簡単なことではないが、学生の考えや提案

が大学の運営の多くの点で受け入れられている。

管理ボードではどのような事項が議論されているのか

（Fiske 氏） 
オスロ大学では学部に多くの権限が与えられているため、管理ボードでは大学全体に係る事項

や大学としての判断が必要な事項に関して議論が行われている。

（Aag 氏） 
様々な事項が議論されているが、最近は今後 10 年の大学の戦略について多くの時間を割いて

いる。管理ボードでの議題の多くは、ホームページ上で公開されている。

4．フィンランド 

（1）役割の明確化

フィンランドの教育におけるガバナンスの特徴は、地方分権を原則としている点や、教育制度

における関係機関の役割が明確化されている点が挙げられる。役割分担として、フィンランド議

会が教育制度に関する立法、財務、政策について決定を下す。それを受け、政府は教育文化省を

設置し、州の予算に関連する全ての教育を監督、教育政策の立案と実施を担当する。フィンラン

ド教育庁は教育文化省の下で活動する行政機関であり、政府が策定した政策を実施する役割を担

い、一般教育と幼児教育の中核的なカリキュラム、職業や能力に応じた資格要件の立案等を行っ

ている。地域の評議員会は、自治体の権限の範囲内で教育プロジェクトの立案・実施を担い、州

行政機関が現場の声である学生や生徒の意見や問題に対処し、法的な保護を促進している21。

（2）高等教育機関の運営

フィンランドの高等教育機関は 13 の一般大学と 23 の応用科学大学（ポリテクニック）で構

成されている22。一般大学は教育・研究機関であるのに対し、応用科学大学は取得した知識や技

術を実際の仕事として応用するための教育を提供している。大学は 2010 年の初頭から州による

21 Finnish National Agency for Education 2019 https://www.oph.fi/en/about-us/tasks（2019 年 11 月 2 日アクセス） 
22 Study in Finland 2018 https://www.studyinfinland.fi/（2019 年 11 月 2 日アクセス） 
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管理から分離され、独立した法人としての運営に切り替わったが、資金面においては政府に依存

しており、大学予算の約 64％が政府からの直接資金である23。

（3）組織の意思決定機関

フィンランドの大学の運営、組織、財政等について規定しているのが大学法24である。一部の

財団が運営する財団大学（アールト大学25等）を除き、公立の大学においては管理ボードを大学

の最高意思決定機関としており、その構成員は教授、教育研究職員及び事務職員、そして学生の

代表者で構成すると規定している。

 また、応用科学大学では、運営に関する事項を規定しているポリテクニック法26で、「応用科

学大学は有限責任会社の形態の法人であり、会社法27に準拠する」としている。そのため、法人

としての最終的な意思決定は総会で行われるが、ポリテクニック法で、「管理ボードの役割とし

て応用科学大学の主な目標、戦略、監督の原則を決定する」としており、組織としての重要事項

を審議しているのは管理ボードである。

管理ボードは 7 人から 9 人で構成されることとなっており、そのうち 2 人が大学の組織から

任命される必要があり、職員と学生がそれぞれ 1 人ずつ選出されることが規定されている。つ

まりフィンランドの大学等の意思決定においても、学生が関与できる仕組みが構築されていると

いえる。

（4）管理ボードと大学コレギウム

フィンランドにおける大学等のガバナンスの例として、本稿では、フィンランド最古にして最

大の大学であるヘルシンキ大学を取り上げる。ヘルシンキ大学においても、管理ボードを大学と

しての最高意思決定機関として位置付けており、構成員として学生代表が参加している。フィン

ランドの公立大学の特徴として、大学コレギウムの設置を義務付けており 24、そこで管理ボード

の構成員の数や任期の決定を含む人事全般を所管している。大学コレギウムは大学の教授と教職

員、学生の代表者で構成されている。

（5）学生組合への加入

フィンランドでは全ての大学等において、学生組合が自治的であり、その地位が法律で保障さ

れている 24。学生は学生組合に必ず加入する必要があり（博士課程学生、応用科学大学の学生を

除く）、年会費は 80~100 EURO（日本円で 9,800~12,200 円）28となっている。学生は学生組

合に加入することにより、様々なサービスを受けられることになる。

加入した学生は、管理ボード含め大学等のあらゆるレベルの意思決定の場に参加するだけでな

23 European Union 1995-2014 https://www.euroeducation.net/prof/finco.htm（2019 年 11 月 2 日アクセス） 
24 Yliopistolaki（Finlex）https://www.finlex.fi/fi/laki/ajantasa/2009/20090558?search%5Btype%5D=pika&search%5Bpik
a%5D=ylioppilaskunta（2019 年 11 月 2 日アクセス） 
25 Aalto University https://www.aalto.fi/en（2019 年 11 月 3 日アクセス） 
26 Ammattikorkeakoululaki （Finlex） https://www.finlex.fi/fi/laki/ajantasa/2014/20140932（2019 年 11 月 3 日アクセス） 
27 Osakeyhtiölaki （Finlex） https://www.finlex.fi/fi/laki/ajantasa/2006/20060624（2019 年 11 月 3 日アクセス）
28 フィンランド 大学・大学院留学ガイド（JASSO）http://ryugaku.jasso.go.jp/oversea_info/purpose/higher_edu/he_finland/
（2019 年 11 月 3 日アクセス） 



立しているとは言い難く、社会が求める新しい知識を享受し、充実した教育を受けるための大学

環境の整備が困難になる。

管理ボードではどのような事項が議論されているのか

様々な事項を扱っているが、財政的な観点からの課題について議論することが多い。例えば、

研究、教育、戦略、ガバナンス、品質管理、施設、子会社、資金調達、国政、及び EU の教育

や研究政策等が挙げられる。

管理ボードの学生代表はどのように選ばれるのか

規程では、学生組合が学生代表を選出することとなっている。ヘルシンキ大学においては、

60 人の代表評議会が最終候補者から選出する。選考過程は、まず、各政治団体の学生の代表者

で構成された準備委員会が、立候補者から提出された経歴書等の書類を審査し、面接を行う。そ

の後、準備委員会によって選出された 2 人の候補者を代表評議会に推薦し、代表評議会にて承

認する。学生組合の会員であれば、誰でも立候補することが可能である。

学生組合の運営費はどのように管理しているのか

フィンランドにある大学の学生組合は、大学からの補助金を受け取っていない。学生組合は大

学と正当に、対等な立場で議論を行うために、独立した組織であるべきである。小規模の学生組

合は学生から徴収した会費で賄っているが、ヘルシンキ大学のような大規模の学生組合は会費だ

けでなく、組合が運営する商店の収益金も運営費となっている。

5．デンマーク

（1）高等教育の概要

デンマークには 8 の総合大学、14 の単科大学（芸術、建築系）、8 の特定分野に特化したカ

レッジ、10 の実践的で専門性に特化した商業アカデミーがあり33、専門職学士学位、学士学位、

修士学位、博士学位が提供されている34。

専門職学士学位では、最低 3 か月間の就業体験を含む 1 年半から 2 年半のプログラムを履修

し、マーケティング、コンピューターサイエンス、化学、バイオテクノロジー等の分野がある。

学士学位は研究を基本として行われる学士課程と、看護師や教員、エンジニア等の実習と理論

研究の他に、就業体験を含む専門職学士課程がある。また、建築やデザイン、アート等を対象に

した芸術的研究を行う芸術学士課程、成人を対象に実習と理論研究プログラムを履修する学士単

33 日本学生支援機構（海外留学支援サイト）http://ryugaku.jasso.go.jp/oversea_info/purpose/higher_edu/he_denmark/#link_
school（2019 年 11 月 16 日アクセス）
34 Study in Denmark（Danish Ministry of Higher Education and Science）https://studyindenmark.dk/study-options/study
-options#Degree%20Programmes（2019 年 11 月 16 日アクセス）

く、様々な問題について学生の視点・意見を大学等に提供し、大学の発展に寄与することができ

る。また、各種学割や政府保証の学生ローン、住宅探しにおける支援等が受けられる29。加えて、

学生組合の会費には健康保険料が含まれており、Finnish Student Health Service（FSHS）30

が提供する医療サービスを受けられることもフィンランドにおける学生組合の特徴といえる。

しかし、この現行の学生組合が学生の健康保険料を会費と併せて徴収する仕組みは 2021 年か

ら変更されることになっており、フィンランドの社会保障プログラムを担当する政府系機関

「Kansaneläkelaitos」が、保険料の徴収から利用サービスの提供までの管理を行う予定である

31。これにより学生組合に加入義務のない博士課程学生や応用科学大学の学生を含めた全ての学

生が、FSHS が提供する医療サービスを受けられることになる。 

（6）学生組合の役割

ヘルシンキ大学の学生組合は、学生組織委員会、調査委員会、環境委員会等の 8 の委員会を

設け32、国際協力や学習環境、コミュニティ等の発展や改善について議論を行う。委員会で議論

された事項が、意思決定の場に参加している学生の代表を通じて大学に伝えられる。学生代表は

管理ボードのメンバーや大学の学長、副学長や教職員と定期的に面会し、大学の様々な問題に対

し学生からの視点を提供し、大学の発展のために協働している。

（7）学生代表へのインタビュー

学生代表としてヘルシンキ大学の管理ボードに

参加している Mr. Antti Kähkönen にインタビュ 
ーを行った。

（インタビュー実施日：2019 年 12 月 11 日）

なぜ大学の管理ボードの学生代表に立候補したのか

ヘルシンキ大学の将来の発展に貢献したいと思い立候補した。学生代表として管理ボードに参

加し成功を収めた学生の多くは、立候補前に、長期にわたり学生組合と大学の両方において重要

な役割を担った実績がある。その実績が評価され、大学関係者から、私を含む関係した学生が立

候補を勧められ、決断した。

大学の管理ボードに学生が参加することは重要か

 大学は民主的に統治されるべきである。そのため、学生や教職員が管理ボードに参加し、大学

の運営に携わることは重要なことである。学生や教職員が大学運営に携わらなければ、大学は自

29 NATIONAL UNION OF UNIVERSITY STUDENTS IN FINLAND https://syl.fi/en/（2019 年 11 月 3 日アクセス） 
30 2019. Ylioppilaidenterveydenhoitosäätiö（FSHS）https://www.yths.fi/en/（2019 年 11 月 3 日アクセス） 
31 FOREIGNER.FI https://www.foreigner.fi/articulo/work-and-study/kela-will-charge-fee-to-students-for-medical-care/201
90306142554001473.html（2019 年 11 月 3 日アクセス）
32 STUDENT UNION OF THE UNIVERSITY OF HELSINKI https://hyy.fi/en/committees（2019 年 11 月 3 日アクセス）

Mr. Antti Kähkönen 

- 209 -



立しているとは言い難く、社会が求める新しい知識を享受し、充実した教育を受けるための大学

環境の整備が困難になる。

管理ボードではどのような事項が議論されているのか

様々な事項を扱っているが、財政的な観点からの課題について議論することが多い。例えば、

研究、教育、戦略、ガバナンス、品質管理、施設、子会社、資金調達、国政、及び EU の教育

や研究政策等が挙げられる。

管理ボードの学生代表はどのように選ばれるのか

規程では、学生組合が学生代表を選出することとなっている。ヘルシンキ大学においては、

60 人の代表評議会が最終候補者から選出する。選考過程は、まず、各政治団体の学生の代表者

で構成された準備委員会が、立候補者から提出された経歴書等の書類を審査し、面接を行う。そ

の後、準備委員会によって選出された 2 人の候補者を代表評議会に推薦し、代表評議会にて承

認する。学生組合の会員であれば、誰でも立候補することが可能である。

学生組合の運営費はどのように管理しているのか

フィンランドにある大学の学生組合は、大学からの補助金を受け取っていない。学生組合は大

学と正当に、対等な立場で議論を行うために、独立した組織であるべきである。小規模の学生組

合は学生から徴収した会費で賄っているが、ヘルシンキ大学のような大規模の学生組合は会費だ

けでなく、組合が運営する商店の収益金も運営費となっている。

5．デンマーク 

（1）高等教育の概要

デンマークには 8 の総合大学、14 の単科大学（芸術、建築系）、8 の特定分野に特化したカ

レッジ、10 の実践的で専門性に特化した商業アカデミーがあり33、専門職学士学位、学士学位、

修士学位、博士学位が提供されている34。

専門職学士学位では、最低 3 か月間の就業体験を含む 1 年半から 2 年半のプログラムを履修

し、マーケティング、コンピューターサイエンス、化学、バイオテクノロジー等の分野がある。

 学士学位は研究を基本として行われる学士課程と、看護師や教員、エンジニア等の実習と理論

研究の他に、就業体験を含む専門職学士課程がある。また、建築やデザイン、アート等を対象に

した芸術的研究を行う芸術学士課程、成人を対象に実習と理論研究プログラムを履修する学士単

33 日本学生支援機構（海外留学支援サイト）http://ryugaku.jasso.go.jp/oversea_info/purpose/higher_edu/he_denmark/#link_
school（2019 年 11 月 16 日アクセス） 
34 Study in Denmark（Danish Ministry of Higher Education and Science）https://studyindenmark.dk/study-options/study
-options#Degree%20Programmes（2019 年 11 月 16 日アクセス） 



毎年選挙が行われ、大学が設置した意思決定機関や各種委員会に参加する学生が選出される。

これらに参加する学生は 150 人以上で、最高意思決定機関である管理ボードだけでなく、カリ

キュラムの開発や教育・試験の質向上に取り組む学習委員会や研究委員会、学部の教育・研究、

及び教員の雇用に関する事項を扱う学部評議会等に参加する。大学に所属する全ての学生が投票

権を持っている。

学生組合は、大学や教員に対して影響を与える団体や活動に対し支援を行っており、活動に関

する相談を受け付け、助言を与えるだけでなく、会議室の貸与や財政的な支援を行っている。ま

た、新入学生に対しては、学生生活に関する情報の提供や、大学の教員と会話する場を盛り込ん

だイベントを開催する等、大学での学習・生活を円滑に始めるための支援も行っている。

（5）学生代表へのインタビュー

学生代表としてコペンハーゲン大学の管理ボー

ドに参加している Ms. Ida Karoline Bach
Jensen にインタビューを行った。

（インタビュー実施日：2020 年 1 月 3 日）

なぜ学生組合の活動に参加したのか

入学当時、大学は規模が大きく、先生やスタッフの数が多く、授業や学生生活について誰にど

のように相談すればよいかがわからなかった。高校であれば担任の先生がいたので、何かあれば

担任の先生に相談できた。そのような経験から大学の環境の改善に興味を持つようになり、学生

の声や要望を大学に伝える活動に参加するようになった。

なぜ大学の管理ボードの学生代表に立候補したのか

学生組合の役員会メンバーを担当していた時に、他のメンバーから管理ボードの学生代表に興

味がないかと問われた。以前から興味があり、機会があれば立候補したいと考えていたので、す

ぐに立候補した。

管理ボードの学生代表はどのように選ばれるのか

管理ボードの学生代表は、選挙で選出される。選挙では全ての学生に選挙権が与えられる。一

般的には、学生組合の幹部会にて主要な候補者を選出し、選挙を経て学生代表となるが、選挙に

は幹部会で選出された学生以外の学生も立候補できる。自身が選挙に立候補した際も複数の候補

者がいて、一定数の票を得ていた。

大学の管理ボードに学生が参加することは重要か

学生が管理ボードに参加することは、非常に重要なことだと考えている。学生組合はしっかり

と組織化されており、学生の声や要望をまとめ、管理ボードで伝えている。そのようにして伝え

Ms. Ida Karoline Bach Jensen 

位履修課程がある35。 

デンマークの全ての公立大学の学費は、デンマーク、北欧諸国、EU 加盟国の国民であれば無

償となっている36。大学の学費が無償であることは、北欧諸国においては珍しくはないが、デン

マークの学生は、18 歳の誕生日を迎えると社会的地位に関係なく、生活費の補助等の目的で、

政府からの財政的援助を受けることができる37。

（2）意思決定への学生の参加

 デンマークの大学等においては、運営の意思決定はどのように行われているか。デンマークの

大学に関する法律（大学法）38では、「管理ボードが大学の最高権威であり、大学全体に係る戦

略を管理する」としている。また、「管理ボードが大学の実施する研究や提供する教育を保証し

最終的な責任を負うこと」と規定し、いわば、組織の最高意思決定機関となっている。その管理

ボードの構成員について法律では、「職員と学生と共同で決議を行うこととし、重要な決定事項

への関与を保障すること」と明記している。つまり、学生の管理ボードへの参加を必須としてい

る。また、高等教育専門学校に関する法律39においても、「組織としての最高意思決定機関を管

理ボードとし、その構成員に学生を参加させること」を規定している。デンマークにおいても、

大学等の運営に係る意思決定において、学生が一定の役割を担っていることがわかる。

（3）学生組合の概要

デンマークにある 8 つの総合大学全てに、学生の権利や利益のために活動する学生組合があ

る40。多くの大学で学生は入学と同時に学生組合の会員となり、学生組合が提供するサービスを

受けることができ、会費も徴収していない。しかし、デンマーク工科大学の学生組合41のように、

学生のための様々なイベントを企画し、独自のサービスを提供するために会費を徴収している組

合もあり、学生組合によって運営方法が異なっている。

（4）学生組合の活動

本稿では、同国で最も歴史があるコペンハーゲン大学の学生組合を例として取り上げる。コペ

ンハーゲン大学の学生組合は、所属する全学生の代表として、社会の発展、学術品質の向上、政

治的諸問題の改善の観点に立ち、大学に意見や提案を行い、大学の意思決定に関与する活動を行

っている42。

35 デンマークの保育・教育（北欧研究所）https://note.mu/japanordic/n/n5532870be82b#oCqng 
（2019 年 11 月 16 日アクセス）
36 在日デンマーク日本国大使館（MINISTRY OF FOREIGN AFFAIRS OF DENMARK）https://japan.um.dk/ja/infor-about-
denmark/denmark/welfare-and-education/（2019 年 11 月 16 日アクセス） 
37 Statens Uddannelsesstøtte（Uddannelses- og Forskningsministeriet）https://www.su.dk/forside 
（2019 年 11 月 17 日アクセス） 
38 The Danish Act on Universities (The University Act) (2011)（Ministry of Higher Education and Science）https://ufm.dk
/en/legislation/prevailing-laws-and-regulations/education/files/the-danish-university-act.pdf 
（2019 年 11 月 17 日アクセス） 
39 Bekendtgørelse af lov om professionshøjskoler for videregående uddannelser（Uddannelses- og Forskningsministeriet）
https://www.retsinformation.dk/pdfPrint.aspx?id=198414（2019 年 11 月 17 日アクセス） 
40 StudyCPH（Student Counsils）http://studycph.dk/study/student-councils/（2019 年 11 月 17 日アクセス） 
41 Polyteknisk Forenings（Technical University of Denmark）https://www.pf.dk/en/（2019 年 11 月 17 日アクセス） 
42 Studenterrådet ved Københavns Universitet https://www.srku.dk/（2019 年 11 月 17 日アクセス）
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毎年選挙が行われ、大学が設置した意思決定機関や各種委員会に参加する学生が選出される。

これらに参加する学生は 150 人以上で、最高意思決定機関である管理ボードだけでなく、カリ

キュラムの開発や教育・試験の質向上に取り組む学習委員会や研究委員会、学部の教育・研究、

及び教員の雇用に関する事項を扱う学部評議会等に参加する。大学に所属する全ての学生が投票

権を持っている。

 学生組合は、大学や教員に対して影響を与える団体や活動に対し支援を行っており、活動に関

する相談を受け付け、助言を与えるだけでなく、会議室の貸与や財政的な支援を行っている。ま

た、新入学生に対しては、学生生活に関する情報の提供や、大学の教員と会話する場を盛り込ん

だイベントを開催する等、大学での学習・生活を円滑に始めるための支援も行っている。

（5）学生代表へのインタビュー

 学生代表としてコペンハーゲン大学の管理ボー

ドに参加している Ms. Ida Karoline Bach 
Jensen にインタビューを行った。 
（インタビュー実施日：2020 年 1 月 3 日）

なぜ学生組合の活動に参加したのか

 入学当時、大学は規模が大きく、先生やスタッフの数が多く、授業や学生生活について誰にど

のように相談すればよいかがわからなかった。高校であれば担任の先生がいたので、何かあれば

担任の先生に相談できた。そのような経験から大学の環境の改善に興味を持つようになり、学生

の声や要望を大学に伝える活動に参加するようになった。

なぜ大学の管理ボードの学生代表に立候補したのか

 学生組合の役員会メンバーを担当していた時に、他のメンバーから管理ボードの学生代表に興

味がないかと問われた。以前から興味があり、機会があれば立候補したいと考えていたので、す

ぐに立候補した。 

管理ボードの学生代表はどのように選ばれるのか

 管理ボードの学生代表は、選挙で選出される。選挙では全ての学生に選挙権が与えられる。一

般的には、学生組合の幹部会にて主要な候補者を選出し、選挙を経て学生代表となるが、選挙に

は幹部会で選出された学生以外の学生も立候補できる。自身が選挙に立候補した際も複数の候補

者がいて、一定数の票を得ていた。

大学の管理ボードに学生が参加することは重要か

 学生が管理ボードに参加することは、非常に重要なことだと考えている。学生組合はしっかり

と組織化されており、学生の声や要望をまとめ、管理ボードで伝えている。そのようにして伝え

Ms. Ida Karoline Bach Jensen 



インタビューの中で、全ての学生代表から、大学側と良好な関係を築けており、気軽にコミュ

ニケーションを図ることができるとの回答があった。また、管理ボードのミーティングにおいて

も自由な発言や積極的な議論への参加が可能な環境があり、関係者全員が大学をより魅力的な場

にするために議論し活動していると感じている点が、印象的であった。

教職員や経営者が集う管理ボードに学生が参加するということは、筆者にとっては予想できな

かったことであったが、仕組みとして目的を果たすべく機能していることが確認できたといえる。

一方で課題も散見された。学生が組織の意思決定に関与できる仕組みが構築されている北欧諸

国の大学等であるが、学生の参加率が課題となっている。多くの学生が組織の運営、意思決定に

学生が関与する必要があると考えているが、学生の声や要望を大学等に伝える窓口となる学生団

体の代表者を決める選挙の投票率は決して高いものではない（ストックホルム大学：約 20％、

オスロ大学：約 15％、ヘルシンキ大学：約 30％、コペンハーゲン大学：約 20％）43。このため、

入学時に新入生に対し学生団体の活動を紹介する場の設置や、SNS 等を利用して様々な情報を

発信する等、学生団体の活動への参加・協力を呼び掛けるなどの取組が行われている。

全学生の意見をまとめ、大学運営に反映することは容易ではない。また、大学にとっては学生

の声だけでなく、国の政策や社会情勢等を勘案し、大学運営を行わなければならない。大学等に

おいて、一定の自治権を認めた学生団体を設立し、学生の代表が管理ボードに参加する北欧諸国

の仕組みは、学生が彼らの意見や要望がある程度反映されていると感じていることを考慮すると、

一定の成果をあげているといえる。このことが 1 国の事例ではなく、北欧 4 か国において同様

の仕組みを採用していることを鑑みると、日本を含めた他の国においても適用できる可能性があ

ると考えられる。

7．おわりに

（1）大学改革の実施

改革を行うに当たり、組織として重要な決定を行う際、多くの情報や様々な意見を勘案して行

うのが現代社会における一般的な手法ではないだろうか。そうであれば、組織の大部分を構成し、

組織が提供するサービスを受ける利用者の意見を聞く、組織としての意思決定の場に利用者が参

加することは、組織の発展において意義があることと思われる。実際に北欧諸国の大学等におい

ては、利用者である学生が組織の意思決定に携わり、改革・改善を行っている。

本稿の冒頭で触れたように、日本で「大学改革」を行うためにはどうすればよいのだろうか。

明確な答えを見つけるのは難しいが、北欧諸国の高等教育の意思決定システムのように、教育・

研究の提供者とその利用者が同じテーブルに座り、議論を重ね、意思決定を行う。学生が大学等

の運営に積極的に関与できる環境を構築することは、利用者である学生にとってある程度の納

得・満足が得られることのように思われる。また、学生は学生であると同時に、納税者・学費納

43 インタビュー時に取得した情報。諸条件が異なるが、参考のための指標として記載。

※本稿での円換算表記は、2020 年 2 月 1 日時点のレートを適用した概算の金額である。

た学生の声や要望は、大学運営に着実に反映されている。

学生組合はどのように組織化されているか

 全ての学生は入学と同時に学生組合の会員となる。学生組合には幹部会と役員会がある。幹部

会は学生組合の総会や学部にある学生団体から選ばれた 35 人の学生で構成されており、毎月 1
度会合を開いている。役員会は、幹部会で選出された 7 人の学生で構成されており、その 7 人

の内の 1 人が学生組合の代表となる。 

管理ボードではどのような事項が議論されているのか

大学の財政や戦略、評価について議論している。 その他、学長や副学長、大学の管理者の人

事全般を担っている。管理ボードは大学の最高権威であり、その責務は教育・研究機関としての

利益を保護することである。

学生組合の運営費はどのように管理しているのか

 学生組合は会員から会費を徴収していない。管理ボードや大学内での議会に参加している学生

は、大学から報酬を受け取ることができる。しかし、それらの報酬は、学生組合の運営費に充て

られるのが慣例となっている。

6．考察 

本稿において、北欧 4 か国の大学等における意思決定の仕組みについて、調査・インタビュ

ーを行った。その結果、4 か国全てにおいて、組織の最高意思決定機関に学生が参加しているこ

とが明らかになった。

管理ボードに参加している学生代表は、選挙を経て選出されており、その責務を果たすことで

管理ボードの他のメンバーと同様に大学から報酬を受け取っている。ガバナンスとして、学生の

役割を明確にしており、その管理システムも公平性・公明性を担保している。これによって、改

革を推進し、最終的に決断を下す際に、学生の意見を反映できる仕組みを組織として確立してい

る。

インタビューの結果、学生側も組織の最高意思決定機関である管理ボードに参加する必要があ

ると考えていることが明らかになった。提供される教育・研究を受けるのは学生であるため、彼

らの声や要望を考慮して大学運営に関する議論を行うことは重要であると考える。

 また、大学等は学生が組織する団体に一定の自治権を認め、政治的な活動を認めている。国に

よってその様態は異なるが、学生組合を含む様々な学生団体が大学等内に存在している。例えば、

改革派や保守派、国際派等、同じ思想を持つ学生によって組織された政治的団体や、大学側と議

論する場としての委員会や学部の議会等に参画し、自らの考えや意見を大学運営、大学改革に反

映すべく活動している。
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インタビューの中で、全ての学生代表から、大学側と良好な関係を築けており、気軽にコミュ

ニケーションを図ることができるとの回答があった。また、管理ボードのミーティングにおいて

も自由な発言や積極的な議論への参加が可能な環境があり、関係者全員が大学をより魅力的な場

にするために議論し活動していると感じている点が、印象的であった。

 教職員や経営者が集う管理ボードに学生が参加するということは、筆者にとっては予想できな

かったことであったが、仕組みとして目的を果たすべく機能していることが確認できたといえる。

 一方で課題も散見された。学生が組織の意思決定に関与できる仕組みが構築されている北欧諸

国の大学等であるが、学生の参加率が課題となっている。多くの学生が組織の運営、意思決定に

学生が関与する必要があると考えているが、学生の声や要望を大学等に伝える窓口となる学生団

体の代表者を決める選挙の投票率は決して高いものではない（ストックホルム大学：約 20％、

オスロ大学：約 15％、ヘルシンキ大学：約 30％、コペンハーゲン大学：約 20％）43。このため、

入学時に新入生に対し学生団体の活動を紹介する場の設置や、SNS 等を利用して様々な情報を

発信する等、学生団体の活動への参加・協力を呼び掛けるなどの取組が行われている。

 全学生の意見をまとめ、大学運営に反映することは容易ではない。また、大学にとっては学生

の声だけでなく、国の政策や社会情勢等を勘案し、大学運営を行わなければならない。大学等に

おいて、一定の自治権を認めた学生団体を設立し、学生の代表が管理ボードに参加する北欧諸国

の仕組みは、学生が彼らの意見や要望がある程度反映されていると感じていることを考慮すると、

一定の成果をあげているといえる。このことが 1 国の事例ではなく、北欧 4 か国において同様

の仕組みを採用していることを鑑みると、日本を含めた他の国においても適用できる可能性があ

ると考えられる。

7．おわりに 

（1）大学改革の実施

 改革を行うに当たり、組織として重要な決定を行う際、多くの情報や様々な意見を勘案して行

うのが現代社会における一般的な手法ではないだろうか。そうであれば、組織の大部分を構成し、

組織が提供するサービスを受ける利用者の意見を聞く、組織としての意思決定の場に利用者が参

加することは、組織の発展において意義があることと思われる。実際に北欧諸国の大学等におい

ては、利用者である学生が組織の意思決定に携わり、改革・改善を行っている。

 本稿の冒頭で触れたように、日本で「大学改革」を行うためにはどうすればよいのだろうか。

明確な答えを見つけるのは難しいが、北欧諸国の高等教育の意思決定システムのように、教育・

研究の提供者とその利用者が同じテーブルに座り、議論を重ね、意思決定を行う。学生が大学等

の運営に積極的に関与できる環境を構築することは、利用者である学生にとってある程度の納

得・満足が得られることのように思われる。また、学生は学生であると同時に、納税者・学費納

43 インタビュー時に取得した情報。諸条件が異なるが、参考のための指標として記載。

※本稿での円換算表記は、2020 年 2 月 1 日時点のレートを適用した概算の金額である。
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高等教育機関における国際的流動性と同窓会海外支部の関係 

－スウェーデンの大学に着目して－ 

ストックホルム研究連絡センター 

吉中 真優 



1. はじめに

本稿の目的は、大学の同窓会海外支部が大学の国際的流動性、特に留学生誘致に与える影響や効果

について、スウェーデンの大学の国際化戦略や国際的流動性の動向、その中での大学同窓会海外支部

の位置付けや活動内容、彼らと大学との連携に関する調査を通して明らかにしていくことである。

筆者がストックホルム研究連絡センターへ着任した 2019年 4月 1日以降、筆者は北欧諸国におけ

る日本学術振興会（JSPS）の Alumni Association1（日本学術振興会においては「同窓会」と訳して

いる）の活動に携わる機会を多く得た。同年 4月 12日、日本学術振興会の 19番目の同窓会として、

JSPS ノルウェー同窓会（ACN）が設立され、10 月 17 日に ACN 設立記念式典が開催された。また、

12月 12日には JSPSフィンランド同窓会（ACF）10周年記念式典が行われた。他にも、年に数回行

われる各同窓会でのセミナーや JSPSが提供する「外国人研究者 再招へい事業」(BRIDGE 
Fellowship Program) など、同窓会を通して日本と海外の研究交流が行われた。筆者はこれらの経験

から、「同窓会海外支部（Alumni Chapters）」という人的ネットワークが、日本と海外の国際交流

の促進や人材の誘致、そして組織の海外でのプレゼンスを高めることに貢献しうるという新たな気づ

きを得た。文部科学省が 2013年にまとめた「世界の成長を取り込むための外国人留学生の受入れ戦

略（報告書）」の中でも、世界規模で優秀な外国人留学生の獲得をめぐってしのぎを削る状況の中で、

各国に存在する帰国留学生会との関係強化やフォローアップを実施していくことの重要性を指摘して

いる。

経済協力開発機構（OECD）が発行する「Education at a glance 2016」によると、2014年時点に

おいて、日本の高等教育機関2における留学生受入比率3が約 3％にとどまっているのに対し、ストッ

クホルム研究連絡センターの所在地であるスウェーデンは、約 6％となっている。また、スウェーデ

ン国内の高等教育機関4における受入留学生数は、2010年度の授業料導入に伴い、2013年度には過去

最低の約 32,600人まで落ち込んだものの、その後は徐々に回復を見せ、2016年度には約 35,900人

まで増え、依然として増加傾向にある（SOU5 2018:78）。「留学生 30万人計画」といった戦略を掲

げるなど、高等教育機関の国際化を図る我が国にとって、スウェーデンの高等教育機関における国際

化に向けた戦略を学ぶことは意義深いと考える。

 このような背景から、スウェーデンの高等教育機関で掲げられている国際化戦略、特に、彼らの戦

略の中での同窓会海外支部の位置付けや、それらを利用したアプローチの内容などを把握し、我が国

への示唆を得ることを目的に、本調査を実施することとした。

1 「日本学術振興会の事業経験者である外国人研究者」を対象とした「研究者コミュニティ」を指す。
2 我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）、我が国の大学に入学するための準備教育課程

を設置する教育施設及び日本語教育機関を指す（日本学生支援機構ホームページ）。
3 国内の高等教育機関に在籍している全学生のうちの留学生の割合を指す。 
4 一般的に、スウェーデンの「高等教育機関（Higher Education Institution）」はuniversityとuniversity collegeを指す（The Swedish 
Higher Education Act）。
5 Statens Offentliga Utredningar（スウェーデン政府調査委員会報告書、和名は武（2018））



同窓会海外支部の所在国

・調査対象 7 大学の海外支部の共通設置国は、中国、米国、インドネシア、ベトナム、英国、カナダ、

オーストラリアである。

同窓会海外支部の活動内容

・国内の同窓会では、「卒業生同士の親睦」「奨学金事業」「支部への援助金」「会報の発刊」「ホ

ームカミングデーの開催」「転職相談」「大学への寄付」といった活動が共通して行われている。

・海外支部と国内の同窓会との役割の違いは、「海外生活への包括的支援」「学生への直接的な支援」

「大学の国際化に対する支援」が海外支部に見られることである。

同窓会海外支部に属する卒業生にとってのメリット

・会員の主な利益としては、「クレジットカード発行」「会報購読」「オンラインでの情報提供」

「同窓会名簿利用」「現地での生活支援」「ビジネスネットワークの拡大」などが挙げられる。

また横田他（2006）は、日本の四年制大学の国際化と留学生交流に関して、様々な角度から聞き取

り調査を行っており、その中で、国立大学の約 80％、私立大学の 57％が同窓会海外支部について

「大変重要」あるいは「少し重要」と考えているにも関わらず、実際の実施率は国立大学で 21.7％、

私立大学で 14.8％にとどまっていることを明らかにしている。重要性は認識しているが、なかなか活

用できていないことがわかる。

3. スウェーデンの高等教育機関の国際化に関する動向

スウェーデンの個々の高等教育機関について論じる前に、同国全体の高等教育機関の国際化政策と、

国際的流動性について、概説する。

3.1. スウェーデンの高等教育機関の国際化政策

「ボローニャ宣言」6や「欧州 2020」7などにより、EU全体で高等教育機関における国際的流動性

を高めようとする取組が行われている中、スウェーデンも同様に、高等教育機関の国際化政策を掲げ

ている。SOU 2018:78には、同国において高等教育機関の国際化を推し進める動機として、①研究

や教育の質を上げるため、②社会の国際化に伴い、国際社会で活躍できる人材を育てるため、③世

界から優秀な人材を獲得し、国家の発展に寄与してもらうため、という 3 つの事項が挙げられている。

6 1999年になされた「欧州高等教育圏」の構築のための欧州各国の共同宣言。欧州域内の高等教育に学位システムと単位制度を中心と

した共通の枠組みを構築し、人の交流を高め、欧州域内の高等教育の国際競争力の向上を狙いとしている（中央審議会大学分科会

（2004））。
7 EUの経済成長・雇用に関する 2020年までの戦略を指す（日本貿易振興機構（2010））。 

2. 高等教育機関と同窓会及び同窓会海外支部との関係

まず始めに、高等教育機関とその同窓会及び同窓会海外支部との関係について概観する。

2.1. 高等教育機関と同窓会との関係の変遷（米国の大学を例に） 

江原（2009）は、大学に対して政治的にも経済的にも影響力を持つ、米国の大学同窓会の発展史

を記述し、それをもとに大学同窓会が持つ機能について、「組織改善」「寄付戦略」「教育改善」

「キャリア支援」「Faculty Development」「その他」という 6つの視点から考察している。江原

（2009）はその中で、初めは卒業生の社交の場として広まっていった大学同窓会が、徐々に経営資

金源としての役割や教育カリキュラム改革の一端を担うなど、大学組織の中で存在感が増し、19世

紀後半には卒業生による新規学生の勧誘が始まっていたことを指摘している。一方鳥居（2013）は、

近年の米国の大学同窓会の事例として、ミシガン大学の同窓会について紹介している。同報告書には、

同大学の海外同窓生ネットワークを活かした国際的パートナーシップ戦略についても記述があり、現

在は特に中国同窓生とのパイプ作りが強化されていると報告している。これは 2008年秋のいわゆる

「リーマンショック」を発端とした金融危機の深刻化と、それに伴う州の高等教育機関への公的財源

支出の縮小という事情を背景に、中国からの資金調達を意図したもので、共同研究の促進、留学生確

保、同窓生との繋がりの強化が目標とされている。

2.2. 日本の高等教育機関と同窓会及び同窓会海外支部との関係の変遷 

日本においても、国立大学の法人化に代表されるような大学の経営環境の変化に伴い、大学とその

同窓会との関係に変化が生じてきている（高田,2012;鳥居,2013;武,2018）。高田（2012）は約 23%の

国立大学の中期計画において、同窓会に関する項目があることを確認し、また、同窓会に期待する活

動分野は、学生への支援から国際交流、運営体制に変化していることを明らかにした。特に国際交流

の分野においては、同窓会海外支部の形成や、それを活かした広報活動や留学生獲得などが具体例の

大部分を占めている。さらに、原（2015）は、1,000人以上の留学生を受け入れている、日本の私立

大学の同窓会海外支部を対象に調査を行い、彼らの役割の変遷や支部の所在国、活動内容や会員にと

ってのメリットについて考察している。原（2015）の主な調査結果は下記の通りとなっている。 

同窓会海外支部の役割の変遷

・設立当初は、卒業生同士の親睦を主な目的としている支部が多かったが、中には当該国における彼

ら自身のビジネスネットワークとして機能していたものもあった。

・大学の国際化に伴い、同窓会海外支部の重要性に気づき始めた大学・同窓会が、海外における個々

の同窓会を「支部」として公式に位置付け始めた。
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同窓会海外支部の所在国

・調査対象 7 大学の海外支部の共通設置国は、中国、米国、インドネシア、ベトナム、英国、カナダ、

オーストラリアである。

同窓会海外支部の活動内容

・国内の同窓会では、「卒業生同士の親睦」「奨学金事業」「支部への援助金」「会報の発刊」「ホ

ームカミングデーの開催」「転職相談」「大学への寄付」といった活動が共通して行われている。

・海外支部と国内の同窓会との役割の違いは、「海外生活への包括的支援」「学生への直接的な支援」

「大学の国際化に対する支援」が海外支部に見られることである。

同窓会海外支部に属する卒業生にとってのメリット

・会員の主な利益としては、「クレジットカード発行」「会報購読」「オンラインでの情報提供」

「同窓会名簿利用」「現地での生活支援」「ビジネスネットワークの拡大」などが挙げられる。

また横田他（2006）は、日本の四年制大学の国際化と留学生交流に関して、様々な角度から聞き取

り調査を行っており、その中で、国立大学の約 80％、私立大学の 57％が同窓会海外支部について

「大変重要」あるいは「少し重要」と考えているにも関わらず、実際の実施率は国立大学で 21.7％、

私立大学で 14.8％にとどまっていることを明らかにしている。重要性は認識しているが、なかなか活

用できていないことがわかる。

3. スウェーデンの高等教育機関の国際化に関する動向

 スウェーデンの個々の高等教育機関について論じる前に、同国全体の高等教育機関の国際化政策と、

国際的流動性について、概説する。

3.1. スウェーデンの高等教育機関の国際化政策 

「ボローニャ宣言」6や「欧州 2020」7などにより、EU全体で高等教育機関における国際的流動性

を高めようとする取組が行われている中、スウェーデンも同様に、高等教育機関の国際化政策を掲げ

ている。SOU 2018:78には、同国において高等教育機関の国際化を推し進める動機として、①研究

や教育の質を上げるため、②社会の国際化に伴い、国際社会で活躍できる人材を育てるため、③世

界から優秀な人材を獲得し、国家の発展に寄与してもらうため、という 3 つの事項が挙げられている。 

6 1999年になされた「欧州高等教育圏」の構築のための欧州各国の共同宣言。欧州域内の高等教育に学位システムと単位制度を中心と

した共通の枠組みを構築し、人の交流を高め、欧州域内の高等教育の国際競争力の向上を狙いとしている（中央審議会大学分科会

（2004））。 
7 EUの経済成長・雇用に関する 2020年までの戦略を指す（日本貿易振興機構（2010））。



している。図 3は、2016年度における受入交換留学生数上位 10校を示している。ルンド大学が最も

多く留学生を受け入れており、次いでウプサラ大学、ストックホルム大学と続く。

高等教育機関の教職員については、2014年時点で外国人教職員数は全教職員数の 20％に満たない

結果となっているが、国際共著論文率については、世界の平均が 25％であるのに対し、スウェーデ

ンでは 65％となっている（SOU 2018:78）。

本章が示すとおり、スウェーデンでも高等教育機関の国際化は、国家の重要課題の 1つとして捉え

られており、同国への優秀な留学生誘致に関しては、様々な政策がなされていることがわかる。次章

では、同国の個々の高等教育機関に着目し、彼らが掲げる国際化戦略や留学生誘致策、そしてその中

での同窓会海外支部の位置付けについて議論していく。

図１ スウェーデンへの留学生数上位6か国からの交換留学生数とフリームーバー学生数

（2017年度）

出典：Swedish Higher Education Authority『Higher Education Institutions in Sweden 2019 Status Report』p.42より筆者作成

スウェーデン政府の調査委員会はこの潮流を受け、2018年に SOU 2018:3を作成し、その中で高

等教育機関の国際化戦略を提唱している。具体的には以下の 8項目を目標として掲げている。 

目標１．機関レベルで高等教育機関の国際化を進める

目標２．スウェーデンの高等教育機関を、知識の集積場として魅力を高める

目標３．国際理解と異文化理解能力をもつ学位取得者の輩出

目標４．高等教育機関の教職員（博士課程の学生を含む）の国際経験の蓄積と国際ネットワークを形

成する

目標５．戦略的な国際パートナーシップとそれを強化するための環境を整える

目標６．グローバルな発展とグローバルな社会変革に貢献する

目標７．高等教育機関のニーズに合わせて国際化を支援する

目標８．国際化の評価に関する枠組みを構築する

 特に目標２．を達成するための具体的な戦略として、「スウェーデンでの修学や就労の条件が良い

こと」「滞在許可を確実に取得することができること」「よい生活水準が保証されること」など、教

育研究内容のアピールだけでなく、学業や研究生活面の安定化なども強調し、海外からの優秀な学生

や研究者を獲得していくことが提案されている。また、「留学生に、よい条件の奨学金を提供する」

とも明言している。

3.2. スウェーデンの高等教育機関の国際的流動性に関する動向 

 スウェーデンへ留学する、もしくは同国から留学するには、何らかの国家や機関間の協定を通して

留学する「交換留学（Exchange）」と、個人で留学する「フリームーバー（Freemover）」の 2つ

の方法がある8。同国へ留学するフリームーバー留学生のうち、EU/EEA圏外からの学生には授業料

が課せられる。

SOU 2018:78によると、同国から国外への 3か月以上の留学経験者数は、過去 10年間比較的横ば

い状態で、2016年度は同年度に卒業した学生の 14％にあたる 24,100人となっている。対して、同国

への留学生数は同時期に劇的な変化を見せている。2010年度に過去最高の 46,700人を記録したが、

2010年度に実施された、EU/EEA圏外からのフリームーバー留学生に対する授業料の導入を機に、

2013年度には過去最低の 32,600人まで落ち込んだ。その後、徐々に回復を見せ、2016年度には

35,900人の留学生を受け入れている。2017年度の第 1・第 2サイクルに属する受入留学生の出身国

（上位 6か国）については学生総数の多い順に、ドイツ、フランス、中国、スペイン、インド、米国

となっている（図 1）。注目すべき点は、授業料を導入したにも関わらず、EU/EEA圏外からの留学

生が増加していることである（図 2）。Swedish Higher Education Authority （2019）はこの傾向を、

「授業料導入を機に、彼らに対する公的な奨学金制度を設けたことに起因するもの」（p.43）と分析

8  第 1・第 2サイクル に限る。スウェーデンでは、日本の学士課程にあたる部分を 第 1サイクル、修士課程を第 2サイクル、博士課程

を第 3サイクルと呼ぶ（日本学生支援機構ホームページ 『スウェーデン留学情報』）。
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している。図 3は、2016年度における受入交換留学生数上位 10校を示している。ルンド大学が最も

多く留学生を受け入れており、次いでウプサラ大学、ストックホルム大学と続く。

高等教育機関の教職員については、2014年時点で外国人教職員数は全教職員数の 20％に満たない

結果となっているが、国際共著論文率については、世界の平均が 25％であるのに対し、スウェーデ

ンでは 65％となっている（SOU 2018:78）。 
本章が示すとおり、スウェーデンでも高等教育機関の国際化は、国家の重要課題の 1つとして捉え

られており、同国への優秀な留学生誘致に関しては、様々な政策がなされていることがわかる。次章

では、同国の個々の高等教育機関に着目し、彼らが掲げる国際化戦略や留学生誘致策、そしてその中

での同窓会海外支部の位置付けについて議論していく。

図１ スウェーデンへの留学生数上位6か国からの交換留学生数とフリームーバー学生数 

（2017年度） 

出典：Swedish Higher Education Authority『Higher Education Institutions in Sweden 2019 Status Report』p.42より筆者作成 



4. スウェーデンの高等教育機関の国際戦略と同窓会海外支部

4.1. 調査方法と調査対象機関の概要

本稿の調査では、スウェーデンで受入交換留学生数が多い上位 3校である、ルンド大学、ウプサラ

大学、ストックホルム大学を対象に、各大学のホームページの閲覧及び同窓会（海外支部を含む）管

理担当者への聞き取りという 2つの調査方法を用いた。ウプサラ大学とストックホルム大学の担当者

にはメールで、ルンド大学の担当者にはビデオ通話で聞き取りを実施した。表 1に、調査対象の各大

学とその概要を示す。9

大学名 概要

ルンド大学

Lunds universitet（瑞）

Lund University（英）

ウプサラ大学に次ぐ、北欧でも古い歴史を持つ総合大学。

【設立年】1666年

【学部数】8（工学、理学、法学、社会科学、医学、人文・神学、

経済・経営学、芸術）

【学生数】約 4万人

【留学生数】約 8,000人

ウプサラ大学

Uppsala universitet（瑞）

Uppsala University（英）

スウェーデン最古の大学。2013年にゴッドランド大学を合併し規模が

拡大した。

【設立年】1477年

【学部数】9（神学、法学、人文科学、言語学、社会科学、

教育科学、薬学、医学、理工学）

【学生数】約 4万 4,000人

【留学生数】1,461人

ストックホルム大学

Stockholms universitet（瑞）

Stockholm University（英）

スウェーデンを代表する大学の１つ。毎年 12月にノーベル賞受賞者の

記念講演が行われる。

【設立年】1878年

【学部数】3（人文科学、自然分野 2学部）

【学生数】約 2万 6,000人（フルタイム学生のみ）

【留学生数】1,547人

9 ルンド大学については「Lund University’s presentation brochure」、ウプサラ大学については「Facts and figures 2019」、ストックホルム大学

についてはストックホルム大学ホームページ「Facts in numbers 2018」を参照。

表1 調査対象大学の概要

図 2 インド、中国、米国からの授業料徴収対象留学生数の推移（スウェーデン） 
出典：Swedish Higher Education Authority 

『Higher education. International mobility in higher education from a Swedish perspective 2016/17』p.59より筆者作成 

図 3 2016年度における受入交換留学生数上位 10校（スウェーデン）（横軸は学生数（人）） 
出典：Swedish Higher Education Authority 

『Higher education. International mobility in higher education from a Swedish perspective 2016/17』p.31より筆者作成 
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4. スウェーデンの高等教育機関の国際戦略と同窓会海外支部

4.1. 調査方法と調査対象機関の概要 

本稿の調査では、スウェーデンで受入交換留学生数が多い上位 3校である、ルンド大学、ウプサラ

大学、ストックホルム大学を対象に、各大学のホームページの閲覧及び同窓会（海外支部を含む）管

理担当者への聞き取りという 2つの調査方法を用いた。ウプサラ大学とストックホルム大学の担当者

にはメールで、ルンド大学の担当者にはビデオ通話で聞き取りを実施した。表 1に、調査対象の各大

学とその概要を示す。9

大学名 概要

ルンド大学

Lunds universitet（瑞） 
Lund University（英）  

ウプサラ大学に次ぐ、北欧でも古い歴史を持つ総合大学。

【設立年】1666年  
【学部数】8（工学、理学、法学、社会科学、医学、人文・神学、 

経済・経営学、芸術）

【学生数】約 4万人 
【留学生数】約 8,000人 

ウプサラ大学

Uppsala universitet（瑞） 
Uppsala University（英） 

スウェーデン最古の大学。2013 年にゴッドランド大学を合併し規模が

拡大した。

【設立年】1477年  
【学部数】9（神学、法学、人文科学、言語学、社会科学、 

教育科学、薬学、医学、理工学）

【学生数】約 4万 4,000人 
【留学生数】1,461人 

ストックホルム大学

Stockholms universitet（瑞） 
Stockholm University（英） 

スウェーデンを代表する大学の１つ。毎年 12月にノーベル賞受賞者の

記念講演が行われる。

【設立年】1878年  
【学部数】3（人文科学、自然分野 2学部） 
【学生数】約 2万 6,000人（フルタイム学生のみ） 
【留学生数】1,547人 

9 ルンド大学については「Lund University’s presentation brochure」、ウプサラ大学については「Facts and figures 2019」、ストックホルム大学

についてはストックホルム大学ホームページ「Facts in numbers 2018」を参照。

表1 調査対象大学の概要 



図 4受入留学生数の推移（ルンド大学）

出典：Swedish Higher Education Authority 

『Higher education. International mobility in higher education from a Swedish perspective 2016/17』p.19より筆者作成

（3）同窓会13

 約 4万人の規模を誇る同窓会となっている。基本的にはルンド大学に籍を置いていたことがある者

であれば誰でも入会できる。例えば卒業生、修了生、交換留学生14、職員（入会時点で同大学に籍が

あるかどうかは問わない）などが挙げられている。また、寄付・寄贈者なども対象になると明記され

ている。

会員特典としては、「公開講義、同窓会イベントや交流イベントへの招待」「同窓会員間の交流」

「年 4回発行の同窓会ニュースレターの無料購読」「特定の博物館や植物園の割引入場券」「ルンド

観光局からのホテルやイベントへの優待券」などが挙げられている。なお、会費は徴収していない。

（4）同窓会海外支部

2019年時点で、同大学公認の同窓会海外支部は存在していない。しかし、大学公式ホームページ

には、同窓会海外支部の募集のためのページがあり15、海外支部の意義や申請方法、申請様式のデー

タや公認条件などが記載された規定も掲載されている。ホームページには、海外支部の意義と支部と

しての活動の始め方について、以下のように記している。

海外支部の意義

・同窓生及び大学との繋がりを強化する場となる。旧友はもちろん、ビジネス上のネットワークも築

くことができる。

・大学に自分の意見を伝えられる機会となる。

・世界にルンド大学を広める役割を担う。

13 ルンド大学ホームページ「About the Alumni Network」
14 ルンド大学で 30単位以上取得した者のみ。
15 ルンド大学ホームページ「Alumni Chapters」

4.2. ルンド大学

（1）国際化戦略 
ルンド大学の『戦略計画 2017−2026』では、『世界及び人類社会を理解し、解明し、そして改善す

ることに寄与する世界レベルの大学』という全体的なビジョンの下、6つの重点強化分野を挙げてい

る。各分野において具体的な戦略が記載されており、その中に以下のような内容が確認できた。

重点強化分野：社会全体の課題解決に向けた協働の促進

・公的機関、文化的機関、その他のコミュニティー、産業界、同窓生と積極的に協働する。

重点強化分野：大学の国際化の促進

・学生や教職員の国際的流動性を高めていく機会を作る。

・海外からの学生や教職員にとって魅力的な場となる。

・戦略的な国際パートナーシップやネットワークを築いていく。

以上の文言などからも、ルンド大学が全学的に「大学の国際化」を推進していることがわかる。ま

た、大学の同窓生との協働についても触れられていることがわかる。

海外協定機関については、2018年度時点でその数は 500を越える。また、スウェーデンで唯一ヨ

ーロッパ研究大学連盟（LERU）10と U2111に加盟している。英語による授業数はスカンジナビア半

島の高等教育機関の中で最大を誇り、1,300のフリースタンディングコースのうち 1,000コースが英

語で行われている。

（2）国際的流動性 
図 4は、2012年度と 2016年度の受入留学生数を示している。2012年度は 2,530人であるのに対

し、2016年度は 3,290人となり、760人増となっている。2018年度の在籍学生については、第 2サ

イクルの全学生の約 60％、第 3 サイクルの約 40％、全学生 4 万人の約 20％が留学生となっている12。 

10 ヨーロッパの大学連盟の１つ。2020年現在、23の大学が加盟。 
11 国際大学連盟の１つ。2020年現在、27の大学が加盟。 
12 Lund University Presentation Brochure 2019
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図 4 受入留学生数の推移（ルンド大学） 
出典：Swedish Higher Education Authority 

『Higher education. International mobility in higher education from a Swedish perspective 2016/17』p.19より筆者作成 

（3）同窓会13 
約 4万人の規模を誇る同窓会となっている。基本的にはルンド大学に籍を置いていたことがある者

であれば誰でも入会できる。例えば卒業生、修了生、交換留学生14、職員（入会時点で同大学に籍が

あるかどうかは問わない）などが挙げられている。また、寄付・寄贈者なども対象になると明記され

ている。

会員特典としては、「公開講義、同窓会イベントや交流イベントへの招待」「同窓会員間の交流」

「年 4回発行の同窓会ニュースレターの無料購読」「特定の博物館や植物園の割引入場券」「ルンド

観光局からのホテルやイベントへの優待券」などが挙げられている。なお、会費は徴収していない。

（4）同窓会海外支部 
2019年時点で、同大学公認の同窓会海外支部は存在していない。しかし、大学公式ホームページ

には、同窓会海外支部の募集のためのページがあり15、海外支部の意義や申請方法、申請様式のデー

タや公認条件などが記載された規定も掲載されている。ホームページには、海外支部の意義と支部と

しての活動の始め方について、以下のように記している。

海外支部の意義

・同窓生及び大学との繋がりを強化する場となる。旧友はもちろん、ビジネス上のネットワークも築

くことができる。

・大学に自分の意見を伝えられる機会となる。

・世界にルンド大学を広める役割を担う。

13   ルンド大学ホームページ「About the Alumni Network」
14  ルンド大学で 30単位以上取得した者のみ。
15   ルンド大学ホームページ「Alumni Chapters」 



今後の課題・目標

同窓会海外支部の数や規模をもっと拡大し、大学の更なる国際化に貢献したいと考える。また、今

ある同窓会員名簿のデータベースを整理し、今まで以上に同窓会員の動向の追跡や、在学生の要望と

のマッチングをしやすくしたいと考えている。

4.3. ウプサラ大学

（1）国際化戦略

ウプサラ大学は「人類と世界のための知を獲得し、広めていく」というミッションの下、6つの目

標を掲げており、目標達成のための 5つの重点強化分野を設定している（Uppsala University: 
Mission, Goals and Strategies （Uppsala University, 2019））。この 5つの重点強化分野の 1つに、

「大学の国際化」が挙げられている。大学の国際化は「目標」ではなく研究や教育の質の向上に向け

た「戦略」であるとし、「学生や研究者の国際的流動性の向上」や「留学生にとっての魅力的な研究

環境の提供」を目指すことが明記されている。2018年時点で、1,922のフリースタンディングコース

のうち、780コースが英語で行われている。世界の 400大学と交換留学協定を結んでいる（Facts 
and figures 2019（Uppsala University, 2019））。

（2）国際的流動生

 図 5は、2014年から 2018年までの間の第 1・2サイクルの受入・派遣留学生数の推移を示してい

る。2018年の受入交換留学生数は 1,461人で、前年度より微減となっているのに対し、派遣交換留

学生数は 1,072人で、この 4年間で最大となっている。

図 5 2014年から 2018年までの間の第 1・2サイクルの受入・派遣交換留学生数の推移

（ウプサラ大学）（縦軸は学生数（人）、横軸は年度（年度））

出典：ウプサラ大学『Facts & figures 2019』p.9より筆者作成

支部としての活動の始め方

・他の同窓生と最初の会議を実施する。

・委員会を設置する。

・大学の同窓会担当部署と連絡を取り合う。

・最初の活動を企画する。

ここまでは大学公認の同窓会海外支部について述べてきたが、非公認の「同窓会グループ

（Regional Groups16）」は現在、ロンドン（英国）とベルリン（ドイツ）に存在し、推定会員数はそ

れぞれ約 70人17、約 40人18となっている。 

（5）同窓会担当部署 
本項内容は、ルンド大学にて同窓会管理を担当する A氏19へのインタビューに基づく。 

部署の構成員

本人含め 3人。 

部署の業務内容

同窓会員名簿データベースの管理、大学同窓会関連の SNSを通した広報活動、当該 SNSの管理、

同窓会員の誘致業務、同窓会関連のイベント運営など。

会員誘致のための戦略

 学位授与関連の部署と協力し、学位証明書などを卒業生や修了生に送る際、同窓会関連の広報紙や

入会申請書類などを同封している。また、キャンパス内のインフォメーションテーブルなどにも同様

のものを置き、同窓会の周知を行っている。卒業生や修了生に対しては、卒業パーティーなどを開い

て、その中で同窓会への入会を促している。在学生に対しては、同窓会員をアドバイザーとして、就

職支援課との共催で、就職支援セミナーを開催し、それを通して同窓会員との交流を促進している。

業務を通して難しいと感じること

積極的に活動する同窓会員を確保することが難しい。特にベルリンやロンドンなどの海外支部は

20代から 30代の年齢層の会員が多く、彼ら自身の仕事や私生活で多忙なため、積極的な活動が続か

ない。公認条件が現状に比べ厳しく設定していることが原因で、なかなか大学公認海外支部が設立さ

れないのかもしれない。また、（自身の出身国である）米国やアジア諸国と比べ、北欧や一部の欧州

の人々にとっては、「同窓会」というもの自体があまり馴染み深くないもののようである。そのよう

な環境の中で同窓会の入会を促進したり、活動を広げていくことはときに非常に困難に感じる。

16 ルンド大学ホームページ「Alumni Chapters」 
17 ルンド大学同窓会ロンドン支部 フェイスブックページ 
18 ルンド大学同窓会ベルリン支部 フェイスブックページ 
19 本人の希望により、氏名は非公開とする。 
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今後の課題・目標

 同窓会海外支部の数や規模をもっと拡大し、大学の更なる国際化に貢献したいと考える。また、今

ある同窓会員名簿のデータベースを整理し、今まで以上に同窓会員の動向の追跡や、在学生の要望と

のマッチングをしやすくしたいと考えている。

4.3. ウプサラ大学 

（1）国際化戦略 
ウプサラ大学は「人類と世界のための知を獲得し、広めていく」というミッションの下、6つの目

標を掲げており、目標達成のための 5つの重点強化分野を設定している（Uppsala University: 
Mission, Goals and Strategies （Uppsala University, 2019））。この 5つの重点強化分野の 1つに、

「大学の国際化」が挙げられている。大学の国際化は「目標」ではなく研究や教育の質の向上に向け

た「戦略」であるとし、「学生や研究者の国際的流動性の向上」や「留学生にとっての魅力的な研究

環境の提供」を目指すことが明記されている。2018年時点で、1,922のフリースタンディングコース

のうち、780コースが英語で行われている。世界の 400大学と交換留学協定を結んでいる（Facts 
and figures 2019（Uppsala University, 2019））。 

（2）国際的流動生 
図 5は、2014年から 2018年までの間の第 1・2サイクルの受入・派遣留学生数の推移を示してい

る。2018年の受入交換留学生数は 1,461人で、前年度より微減となっているのに対し、派遣交換留

学生数は 1,072人で、この 4年間で最大となっている。 

図 5  2014年から 2018年までの間の第 1・2サイクルの受入・派遣交換留学生数の推移 
（ウプサラ大学）（縦軸は学生数（人）、横軸は年度（年度））

出典：ウプサラ大学『Facts & figures 2019』p.9より筆者作成 



表 2ウプサラ大学同窓会海外支部の概要

海外支部 設立年 会員数（人）

米国

ニューヨーク 2012

約 900 サンフランシスコ／

ベイエリア
2013

ミネソタ 2014
香港 - 2015 125
スイス - 2017 146
ベトナム - 不明 125
中国 - 不明 400
出典：ウプサラ大学ホームページ「Alumni chapters and associations」より筆者作成

（5）同窓会担当部署

本項内容は、ウプサラ大学にて同窓会管理を担当する B氏22へのインタビューに基づく。

部署の構成員

本人含め 3人。

部署の業務内容

同窓会イベント補助の一環としてのグッズ（校旗、ピン、ブローシャーなど）の送付、会員募集の

補助、留学生と現地同窓会員の交流の促進、同窓会員名簿データベースの管理。

会員誘致のための戦略

毎年、卒業式の会場で卒業生の連絡先情報を漏れなく回収し、後日、その連絡先に同窓会入会の案

内を送付している。LinkedInを利用し、卒業生を探すこともある。

海外同窓会に対して期待すること

海外同窓会を通して各地にウプサラ大学のことについて広めていってもらい、海外の優秀な人材の

更なる獲得につながることを期待している。また、ウプサラ大学に留学していた学生が、自国に帰国

した後の孤立を防ぐためのコミュニティーとして機能してほしいとも思っている。

今後の課題

積極的に同窓会運営や会の活動に参加する会員を確保するのが難しいと感じる。積極的な会員が何

らかの理由で活動を中断すると、同窓会の存続自体が危うくなってくる。会の自律性を育てていくこ

とが今の一番の課題である。

22 本人の希望により、氏名は非公開とする。

図 6は、同時期の授業料徴収対象学生、いわゆる EU/EEA圏外からの留学生数の推移を示してい

る。2014年から年々、その数は増加し続けている。 

図 6  2014年から 2018年までの間の EU/EEA圏外からの留学生数の推移 
（ウプサラ大学）（縦軸はフルタイム学生数（人）、横軸は年度（年度））

出典：ウプサラ大学『Facts & figures 2019』p.9 

（3）同窓会20 
約 130か国から 27,000人以上が在籍している。会員資格は「同大学で 5単位以上取得した者」

「教職員（過去の在籍者も含む）」「名誉博士」「客員研究員」「理事」「その他関係者」となって

いる。会員特典としては、大学の最新情報の取得や、同窓会関連イベントへの招待、旧友との繋がり

などを挙げていた。なお、会費は徴収していない。毎年、優れた業績を社会に残した同窓生に、

Alumnus of the Yearを授与している。 

（4）同窓会海外支部21 
スイス、米国、ベトナム、香港、中国の計 5つの公認外支部が存在する。さらに、米国支部はニュ

ーヨーク支部、サンフランシスコ／ベイエリア支部、ミネソタ支部の 3つに分かれる。各支部の設立

年と会員数は表 2の通り。 
各支部のホームページを見る限り、活動数は年間 2から 6ほどの支部が多く、内容としては、年次

総会やガスク（スウェーデン特有の学生パーティー）、食事会や講演会が挙げられる。中でも米国の

サンフランシスコ／ベイエリア支部とミネソタ支部は、各地域の大学とウプサラ大学間の交換留学生

の交流の場としての意味合いが強い。なお、どの支部においても会費は徴収していない。

20 ウプサラ大学ホームページ「About the Uppsala University Alumni Network」
21 ウプサラ大学ホームページ「Alumni chapters and associations」 
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表 2 ウプサラ大学同窓会海外支部の概要 
海外支部 設立年 会員数（人）

米国

ニューヨーク 2012 

約 900 サンフランシスコ／

ベイエリア
2013 

ミネソタ 2014 
香港 - 2015 125
スイス - 2017 146
ベトナム - 不明 125 
中国 - 不明 400 
出典：ウプサラ大学ホームページ「Alumni chapters and associations」より筆者作成

（5）同窓会担当部署 
本項内容は、ウプサラ大学にて同窓会管理を担当する B氏22へのインタビューに基づく。 

部署の構成員

本人含め 3人。 

部署の業務内容

 同窓会イベント補助の一環としてのグッズ（校旗、ピン、ブローシャーなど）の送付、会員募集の

補助、留学生と現地同窓会員の交流の促進、同窓会員名簿データベースの管理。

会員誘致のための戦略

 毎年、卒業式の会場で卒業生の連絡先情報を漏れなく回収し、後日、その連絡先に同窓会入会の案

内を送付している。LinkedInを利用し、卒業生を探すこともある。 

海外同窓会に対して期待すること

 海外同窓会を通して各地にウプサラ大学のことについて広めていってもらい、海外の優秀な人材の

更なる獲得につながることを期待している。また、ウプサラ大学に留学していた学生が、自国に帰国

した後の孤立を防ぐためのコミュニティーとして機能してほしいとも思っている。

今後の課題

 積極的に同窓会運営や会の活動に参加する会員を確保するのが難しいと感じる。積極的な会員が何

らかの理由で活動を中断すると、同窓会の存続自体が危うくなってくる。会の自律性を育てていくこ

とが今の一番の課題である。

22 本人の希望により、氏名は非公開とする。



（3）同窓会23

会員資格は特に明記していないが、ホームページ上の申請フォームを見ると、現在もしくは過去に、

学生、研究員もしくは教員として、どこかの学部、大学院もしくは研究施設に所属していることが条

件であることが推測できる。会費は徴収していない。様々な形で同窓会員と連携をとっている。また、

同窓会担当部署だけでなく、他部署と連携した企画が多いのも特徴的である。例として、同窓会主催

の交流イベント、同窓会員への講演依頼、会員が勤務している企業見学、在籍学生や研究員との共同

研究、大学の求人情報提供などが挙げられる。

（4）同窓会海外支部24

2019年時点で、同大学公認の同窓会海外支部は存在していない。しかし、国外の卒業生との連携

は既に数多く展開されている。2017年に国外の卒業生に対して大規模な就職実態調査が行われ、在

籍生へのキャリアデザインのための参考資料や学外へのアピール資料として公表された。また、卒業

生に在学時の経験談についてインタビューをし、大学ブローシャーやホームページに掲載している。

国外での留学フェアに、現地の卒業生をスピーカーとして招待することもある。このように、世界各

地で同大学を広めるためのアンバサダーとしての役割を与えている。また、「Minor Field Studies25

（MFS）奨学生」に選ばれた在籍生が国外でフィールドワークなどを行う際、現地の卒業生が在籍

生を支援する MFS Buddy Programmeも行われている。

現在、中国の上海に初の同大学公認同窓会海外支部を設立することを計画している。

（5）同窓会担当部署

本項内容は、同大学同窓会等担当部署（External Relations and Communications Office）の Erica 
Öjermark Strzelecka同窓会プロジェクトマネージャーへのインタビューに基づく。

部署の構成員

本人含め 2人。

部署の業務内容

同窓会管理・運営補助のほか、学術関連イベントの企画・運営、地域連携、寄付金管理、大学所有

の美術品の管理など。

海外同窓会に対して期待すること

世界がボーダレス化する中で、世界で大学のプレゼンスを高めていくことや、世界中から優秀な学

生や研究者を獲得することが難しくなってきている。そのような環境の中で、海外同窓生との連携に

投資することは、大学の世界での評価や存在感の維持につながると考える。また、彼らは各国の学生

23ストックホルム大学ホームページ「Alumni」
24ストックホルム大学ホームページ「Alumni Projects」
25スウェーデン政府機関SIDAによる奨学金制度（SIDA公式ホームページ参照）

今後の目標

全ての同窓会が、当部署（Development Office）で定めた規定に則って活動していくように促すこ

とが目下の目標である。

4.4. ストックホルム大学 

（1）国際化戦略 
ストックホルム大学の『戦略計画 2019-2022』では、様々な部分で『国際連携』の重要性が強調

されている。例えば、研究の質を上げるためには、研究における国際連携が必須であるとしており、

そのためには、大学の国際的流動性を高める必要があると記されている。注目すべきは、国内外の学

生の誘致に同窓生が有効であるということが明記されていることである。他にも英語による授業を増

やすことや、既存の研究施設をさらに充実させ、海外へのアピールポイントとすること等が提案され

ている。

 海外の同窓生について記述があることも注目すべき点である。国内外の同窓生と連携し、学生が大

学で学んだことを社会でどう活かすことができるのかを経験する重要性を強調している。

50か国と約 1,000の大学間協定を結んでいる。 

（2）国際的流動性 
図 7は、2012年度と 2016年度の受入留学生数を示している。2012年度は 1,790人であるのに対

し、2016年度は 2,060人となり、270人増となっている。 

 図 7 受入留学生数の推移（ストックホルム大学） 
出典：Swedish Higher Education Authority 

『Higher education. International mobility in higher education from a Swedish perspective 2016/17』p.19より筆者作成 
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（3）同窓会23 
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（4）同窓会海外支部24 
2019年時点で、同大学公認の同窓会海外支部は存在していない。しかし、国外の卒業生との連携

は既に数多く展開されている。2017年に国外の卒業生に対して大規模な就職実態調査が行われ、在

籍生へのキャリアデザインのための参考資料や学外へのアピール資料として公表された。また、卒業

生に在学時の経験談についてインタビューをし、大学ブローシャーやホームページに掲載している。

国外での留学フェアに、現地の卒業生をスピーカーとして招待することもある。このように、世界各

地で同大学を広めるためのアンバサダーとしての役割を与えている。また、「Minor Field Studies25

（MFS）奨学生」に選ばれた在籍生が国外でフィールドワークなどを行う際、現地の卒業生が在籍

生を支援する MFS Buddy Programmeも行われている。 
現在、中国の上海に初の同大学公認同窓会海外支部を設立することを計画している。

（5）同窓会担当部署 
本項内容は、同大学同窓会等担当部署（External Relations and Communications Office）の Erica 

Öjermark Strzelecka同窓会プロジェクトマネージャーへのインタビューに基づく。 

部署の構成員

本人含め 2人。 

部署の業務内容

 同窓会管理・運営補助のほか、学術関連イベントの企画・運営、地域連携、寄付金管理、大学所有

の美術品の管理など。

海外同窓会に対して期待すること

 世界がボーダレス化する中で、世界で大学のプレゼンスを高めていくことや、世界中から優秀な学

生や研究者を獲得することが難しくなってきている。そのような環境の中で、海外同窓生との連携に

投資することは、大学の世界での評価や存在感の維持につながると考える。また、彼らは各国の学生

23 ストックホルム大学ホームページ「Alumni」 
24 ストックホルム大学ホームページ「Alumni Projects」 
25 スウェーデン政府機関SIDAによる奨学金制度（SIDA公式ホームページ参照）



謝辞

本稿の作成にあたり、インタビューを快く引き受けてくださった、ルンド大学の A氏、ウプサラ

大学の B氏、ストックホルム大学の Erica Öjermark Strzelecka氏に心より感謝申し上げる。

また、本研修を支えていただいた日本学術振興会の皆様、京都大学の皆様、ストックホルム研究連

絡センターの皆様、スウェーデンでお世話になった関係機関の皆様、そして、2年間の研修の間、心

強い支えとなってくれた和泉国際協力員始め同期の国際協力員に、感謝申し上げたい。

や研究者の獲得に大いに役に立つと考えられる。各々の自国で自身の大学での経験などを語ってもら

い、大学のことを広めてもらう、いわば大学のアンバサダーとしての役割を果たしていってほしいと

思う。

今後の目標

会員には生涯学習などの様々な学びの機会を提供したり、就職支援を行いたいと考えている。

5. 考察

本章は、本調査の結果のまとめ及び分析・考察を行う。

 スウェーデン全体及び調査対象の大学の受入留学生数は増加し続けており、それらの国際化戦略に

は、受入留学生数を増加させることの重要性が強調されていることがわかった。また、同国の高等教

育機関の国際化や留学生誘致において、同窓会海外支部との連携にも注目し始めていることが明らか

になった。しかし一方で、今回調査を実施した 3大学のうち、大学公認の同窓会海外支部を確認でき

たのはウプサラ大学のみであった。スウェーデンの高等教育機関の中でも留学生数が多く、尚且つこ

こ数年でのその数の増加率が高いルンド大学やストックホルム大学において、未だに大学公認の同窓

会海外支部が設立されていないという事実から、これまでの受入留学生数の増加は、他の要素による

影響であることがわかる。ただし、現時点での彼らとの連携の目的は、どちらかというと、既に在籍

している学生たちに向けた地域連携やキャリアアドバイザーとして機能することに重点が置かれてお

り、留学生誘致を目的に彼らと連携するという発想は、スウェーデンでは比較的新しいものと考えら

れる。

 以上のことから、大学の同窓会海外支部が大学の国際的流動性、特に留学生誘致に与える影響や効

果において、スウェーデンではまだ明らかになっていないが、同窓会海外支部が大学の国際化や新た

な国外の人材獲得に寄与し得ると期待され、様々な形で連携が実施され始めているという状況は、日

本と同じであることが明らかになった。また本調査で、ウプサラ大学公認の同窓会海外支部が米国や

アジアに多いこと、ストックホルム大学初の大学公認同窓会海外支部が中国に設立されようとしてい

ることから、同窓会を運営しやすい地域とそうでない地域がある可能性があるという示唆を得た。こ

の点に関しては、今後、日本の大学が同窓会海外支部との連携を図る際に、参考となるのではないだ

ろうか。

- 235 -



謝辞

本稿の作成にあたり、インタビューを快く引き受けてくださった、ルンド大学の A氏、ウプサラ

大学の B氏、ストックホルム大学の Erica Öjermark Strzelecka氏に心より感謝申し上げる。 
また、本研修を支えていただいた日本学術振興会の皆様、京都大学の皆様、ストックホルム研究連

絡センターの皆様、スウェーデンでお世話になった関係機関の皆様、そして、2年間の研修の間、心

強い支えとなってくれた和泉国際協力員始め同期の国際協力員に、感謝申し上げたい。



[16] Swedish Higher Education Authority（2019）『Higher Education Institutions in Sweden 2019 Status Report』(2019年 12月 30日

アクセス) 

https://english.uka.se/download/18.672af1d416b8ffabaa9e33e/1565767111266/report-2019-08-14-higher-education-institutions-in%20swed

en-status-report.pdf

[17] Swedish Higher Education Authority（2017）『Higher education. International mobility in higher education from a Swedish 

perspective 2016/17』(2020年 2月 2日アクセス) 

https://www.uka.se/download/18.25e0981c160509744a21334/1513614099676/SM1703-internationell-studentmobilitet-2016-17.pdf 

[18] Swedish Government Inquiries『Internationalisation of Swedish Higher Education Institutions (SOU 2018:78)』(2019年 12月 31日

アクセス) 

https://www.regeringen.se/4ab6ff/contentassets/2cf334f2792c42d4b8c414076eb59204/summary-in-english-internationalisation-of-swedish-

higher-education-institutions 

[19] Lund University『Lund University’s presentation brochure』(2020年 2月 11日アクセス) 

https://lunduniversity.lu.se/sites/www.lunduniversity.lu.se/files/lu-presentation-brochure-2019.pdf 

[20] Uppsala University『Facts and figures 2019』(2020年 2月 11日アクセス) 

https://www.uu.se/digitalAssets/272/c_272808-l_1-k_factsandfigures-web-2019.pdf

[21] Stockholm University HP「Facts in numbers 2018」(2020年 2月 11日アクセス) 

https://www.su.se/english/about/facts-figures/the-university-in-figures 

[22] League of European Research Universities HP (2020年 2月 1日アクセス) 

https://www.leru.org/ 

[23] Universitas 21 HP (2020年 2月 1日アクセス) 

https://universitas21.com/

[24] Lund University HP 「About the Alumni Network」 (2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.lunduniversity.lu.se/alumni/about-the-alumni-network 

[25] Lund University HP 「Alumni Chapters」 (2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.lunduniversity.lu.se/alumni/alumni-chapters 

[26]フェイスブックページ「Lund University London Alumni group」 (2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.facebook.com/groups/1208726319268723/ 

[27]フェイスブックページ「Lund University Berlin Alumni group」 (2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.facebook.com/groups/538278083310757 

[28] Lund University『Strategic Plan 2017-2026』(2020年 2月 11日アクセス)  

https://www.lunduniversity.lu.se/sites/www.lunduniversity.lu.se/files/strategic_plan_2017-2026-updated030517.pdf

[29] Uppsala University『Uppsala University: Mission, Goals and Strategies』(2020年 2月 11日アクセス) 

https://regler.uu.se/digitalAssets/14/c_14263-l_1-k_uppsala-university---mission--goals-and-strategies.pdf

[30] Uppsala University HP「About the Uppsala University Alumni Network」(2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.uu.se/en/support/alumni-network/about-network/ 

[31] Uppsala University HP「Alumni chapters and associations」(2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.uu.se/en/support/alumni-network/chapters/ 

[32] Stockholm University『Strategies for Stockholm University 2019 –2022』(2020年 1月 4日アクセス) 

参考文献：

[1] 日本学術振興会 HP (2020年 1月 4日アクセス)

https://www.jsps.go.jp/ 

[2] 文部科学省 『世界の成長を取り込むための外国人留学生の受入れ戦略（報告書）』(2019年 12月 27日アクセス) 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/__icsFiles/afieldfile/2013/12/24/1342726_2.pdf 

[3] 経済協力開発機構『Education at a glance 2016』(2019年 12月 27日アクセス) 

https://www.oecd-ilibrary.org/docserver/eag-2016-en.pdf?expires=1577542799&id=id&accname=guest&checksum=28AEC21E3DF2AE0C

5F6BF1BD99D76C8C 

[4] 独立行政法人日本学生支援機構HP「平成 30年度外国人留学生在籍状況調査結果」(2020年 1月 4日アクセス) 

https://www.jasso.go.jp/sp/about/statistics/intl_student_e/2018/index.html 

[5] Swedish Council for Higher Education HP「The Swedish Higher Education Act (1992:1434)」(2020年 1月 4日アクセス) 

https://www.uhr.se/en/start/laws-and-regulations/Laws-and-regulations/The-Swedish-Higher-Education-Act/ 

[6] Swedish Government Inquiries『Internationalisation of Swedish Higher Education Institutions (SOU 2018:3)』(2019年 12月 31日ア

クセス)

https://www.regeringen.se/4ab6ff/contentassets/2cf334f2792c42d4b8c414076eb59204/summary-in-english-internationalisation-of-swedish-

higher-education-institutions 

[7] 武 寛子（2018）『スウェーデンにおける 高等教育のグローバル化と国際化政策』(2019年 12月 31日アクセス) 

https://www.jasso.go.jp/ryugaku/related/kouryu/2018/__icsFiles/afieldfile/2018/04/06/201804takehiroko.pdf 

[8] 江原 昭博（2009）『アメリカにおける大学の同窓会 –その成立過程と日本への示唆-』(2019年 12月 28日アクセス) 

https://www.nier.go.jp/kankou_kiyou/kiyou138-14.pdf 

[9] 鳥居 朋子（2013）『同窓会活動における大学への戦略的支援 –ミシガン大学同窓会の事例に注目して-』(2019年 12月 28日アク

セス)

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/files/public/3/36514/20150107145411737146/DaigakuRonshu_44_131.pdf 

[10] 高田 英一（2012）『国立大学の運営における同窓会の位置づけの現状について : 中期計画の記述の分析を中心に』(2019年 12月

28日アクセス) 

http://ir.lib.u-ryukyu.ac.jp/bitstream/20.500.12000/25311/1/Vol4p1.pdf 

[11] 原 裕美（2015）『私立大学同窓会海外支部の役割』(2019年 12月 28日アクセス) 

http://www.iphe.kobe-u.ac.jp/kiyoh/kiyoh23/05.pdf  

[12] 横田 雅弘、太田 浩、坪井 健、白土 悟、工藤 和宏（2006）『岐路に立つ日本の大学 : 全国四年制大学の国際化と留学交流

に関する調査報告』(2020年 1月 3日アクセス) 

https://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/rs/bitstream/10086/15762/21/0410800105.pdf 

[13] 文部科学省HP「中央教育審議会大学分科会制度部会（第 9回）参考資料 2」(2020年 1月 5日アクセス) 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/003/gijiroku/04072001/012.htm 

[14] 日本貿易振興機構（2010）「欧州 2020（EU の 2020 年までの戦略）の概要」(2020年 1月 5日アクセス) 

https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfile/report/07000263/eu_2020.pdf 

[15] 独立行政法人日本学生支援機構 海外留学支援サイトHP「スウェーデン留学情報」(2019年 12月 30日アクセス) 

http://ryugaku.jasso.go.jp/oversea_info/region/europe/sweden/  

- 237 -



[16] Swedish Higher Education Authority（2019）『Higher Education Institutions in Sweden 2019 Status Report』(2019年 12月 30日

アクセス)

https://english.uka.se/download/18.672af1d416b8ffabaa9e33e/1565767111266/report-2019-08-14-higher-education-institutions-in%20swed

en-status-report.pdf 

[17] Swedish Higher Education Authority（2017）『Higher education. International mobility in higher education from a Swedish 

perspective 2016/17』(2020年 2月 2日アクセス) 

https://www.uka.se/download/18.25e0981c160509744a21334/1513614099676/SM1703-internationell-studentmobilitet-2016-17.pdf 

[18] Swedish Government Inquiries『Internationalisation of Swedish Higher Education Institutions (SOU 2018:78)』(2019年 12月 31日

アクセス)

https://www.regeringen.se/4ab6ff/contentassets/2cf334f2792c42d4b8c414076eb59204/summary-in-english-internationalisation-of-swedish-

higher-education-institutions 

[19] Lund University『Lund University’s presentation brochure』(2020年 2月 11日アクセス) 

https://lunduniversity.lu.se/sites/www.lunduniversity.lu.se/files/lu-presentation-brochure-2019.pdf 

[20] Uppsala University『Facts and figures 2019』(2020年 2月 11日アクセス) 

https://www.uu.se/digitalAssets/272/c_272808-l_1-k_factsandfigures-web-2019.pdf 

[21] Stockholm University HP「Facts in numbers 2018」(2020年 2月 11日アクセス) 

https://www.su.se/english/about/facts-figures/the-university-in-figures 

[22] League of European Research Universities HP (2020年 2月 1日アクセス) 

https://www.leru.org/ 

[23] Universitas 21 HP (2020年 2月 1日アクセス) 

https://universitas21.com/ 

[24] Lund University HP 「About the Alumni Network」 (2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.lunduniversity.lu.se/alumni/about-the-alumni-network 

[25] Lund University HP 「Alumni Chapters」 (2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.lunduniversity.lu.se/alumni/alumni-chapters 

[26] フェイスブックページ「Lund University London Alumni group」 (2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.facebook.com/groups/1208726319268723/ 

[27] フェイスブックページ「Lund University Berlin Alumni group」 (2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.facebook.com/groups/538278083310757 

[28] Lund University『Strategic Plan 2017-2026』(2020年 2月 11日アクセス)

https://www.lunduniversity.lu.se/sites/www.lunduniversity.lu.se/files/strategic_plan_2017-2026-updated030517.pdf 

[29] Uppsala University『Uppsala University: Mission, Goals and Strategies』(2020年 2月 11日アクセス) 

https://regler.uu.se/digitalAssets/14/c_14263-l_1-k_uppsala-university---mission--goals-and-strategies.pdf 

[30] Uppsala University HP「About the Uppsala University Alumni Network」(2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.uu.se/en/support/alumni-network/about-network/ 

[31] Uppsala University HP「Alumni chapters and associations」(2020年 1月 3日アクセス) 

https://www.uu.se/en/support/alumni-network/chapters/ 

[32] Stockholm University『Strategies for Stockholm University 2019 –2022』(2020年 1月 4日アクセス) 



フランスの高等教育 

―医学教育を中心に― 

ストラスブール研究連絡センター

執行 龍介

https://www.su.se/polopoly_fs/1.444518.1562073051!/menu/standard/file/Strategies%20for%20Stockholm%20University%202019-2022.pdf 

[34] Stockholm University HP「Alumni」(2020年 1月 4日アクセス) 

https://www.su.se/english/collaboration/alumni 

[35] Stockholm University HP「Alumni Projects」(2020年 1月 4日アクセス) 

https://www.su.se/english/collaboration/alumni/alumni-projects 

[36] The Swedish International Development Cooperation Agency HP (2020年 1月 4日アクセス) 

https://www.sida.se/English/get-involved/Sida-sponsored-scholarships/ 
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フランスの高等教育

―医学教育を中心に― 

ストラスブール研究連絡センター

執行 龍介



1. はじめに

 私の派遣されたストラスブール研究連絡センターは、ストラスブール大学の所有する日仏大学

会館にその居を構えている。ストラスブール大学はフランス東部、ライン川を挟みドイツとの境

目であるアルザス地方に位置し、１６３１年にその教育を初め、現在は学生数４万人を超える総

合大学である。私が２０１９年に派遣される前の日本では、大学医学部の不正入試のニュースが

世間を賑わせていたこともあり、フランスではどのような大学入試が行われ、どのような高等教

育がなされているのか興味を持った。また大学といっても様々な学部があるため、大まかな高等

教育を概説した上で、ストラスブール大学は私が幼少期に伝記で読んだ医師アルベルト・シュバ

イツアーの母校でもあるということでもあり、医学部について調査を行いたいと思う。私はスト

ラスブールに派遣される前はフランスについて大した知識もなく、フランスの高等教育について

もきちんとした理解を持たずにフランスに渡っている。概説的な大学の組織や高等教育について

の理解があれば、仕事上、相手を理解することにとても有益であっただろうと反省している。こ

の報告書は私の反省をいかし、私の後に続く国際協力員が一読してフランスとフランスの高等教

育についてのイメージを作る一助になればと思い作成している。

2．フランスの国情について 

 まずはフランスという国がどのような国であるのかを確認したいと思う。フランスの基本的な

情報を押さえた上で、高等教育について知識を深めたい。

（以下、出典「株式会社アドスリー：フランスの科学技術情勢 大学再編とシステム改革による

イノベーションへの挑戦」より ）

正式名称：フランス共和国（République française） 
国土面積：６３２，８３４k ㎡（うち本土面積：５５１，６９５k ㎡） 

※日本の約１．５倍

国土の大半は穏やかな丘陵地や平野で、国土の６０％が海抜２５０メートル以下の平

地。温暖な気候を有し、西欧諸国最大規模の農業国となっている。



宗教：

最大宗教はカトリック教であるが近年熱心な信者は減少傾向にあると言われている。近年イス

ラム系住民が増加してきており、公共の場での無宗教主義の確保がイスラム系住民との共存のた

めの課題となっている。

地方行政区分と主要都市：

フランスは１７の地域圏に分かれ本土に１３、海外に４つの地域圏がある。本土の地域圏の下

に現在９６の県がある。さらにその下に市町村レベルにあたる行政単位（コミューン）は、フラ

ンス全土で３万５３５７ある。なお、地域圏とは必ずしも一致していないが、全国を１７に分け

て「地域アカデミー」という学区が置かれており、学区の長が国の出先として教育行政を管轄し

ている。

首都はパリ。人口は約２２４万人（パリを中心とした地域県であるイル・ド・フランスで約１

２００万人）である。パリは政治、商業および文化の中心地であるが、パリを含むイル・ド・フ

ランスとして都市計画などが立てられることが多い。次に人口が大きいのはマルセイユの約８５

万人（都市圏で約１７０万人）、続いてリヨンの約５０万人（都市圏で約２２０万人）、トゥール

ーズの約４５万人（都市圏で約１３０万人）であり、パリへの一極集中が目立つ。

現政治体制－第五共和制：

フランスでは、第二次世界大戦後制定された第四共和国憲法の下で小党が分立して不安定な政

府が連続したため、１９５８年１０月に公布された新たな憲法に基づいて、議院内閣制をとりな

がらも大統領権限が大幅に強化された第五共和制が採用された。

第四共和制で形式的・儀礼的な権限しか持たなかった大統領は、第五共和制では議会解散権、

首相・閣僚任免権、条約批准権などの権限を有することになった。このように第五共和制は、大

統領に大きな権限を付与しており、「大統領制的議院内閣制」とも呼ばれる。

現在の大統領の任期は５年で（連続した任期は２期１０年まで）、直接普通選挙によって選出さ

れる。大統領は首相を任命し、首相の提案に基づいて大臣等を任命する。また、大統領は閣議を

主宰し、法律を公布するほか、軍隊の長を務める。一方、首相は政府の活動を指揮し、政府は国

政を決定し、遂行する。首相は国会の両院に対して責任を負う。

なお、第五共和制において、大統領と対立関係にある政党が議会で多数派を占め、その政党か

ら首相が選出される状態、コンビタシオン（conhabitation：共存）がたびたび生じた。これは大

統領が首相の任免権を持つが、同時に議会も首相の信任・不信任権を持つことになる。大統領と

首相の属する二つの政党イデオロギー、支持層からの要求、政治信念および性格などによって、

両者の間で抑制と均衡が効果的に機能する場合もあれば、確執から国家の運営に大きな支障をき

たす場合もある。このような事態を緩和するため大統領任期を７年から５年に短縮し、大統領選

の直後に国民議会選挙を行うよう２０００年９月に憲法改正が行われた。参考として、第五共和

制下での歴代大統領名と就任期間を整理しておく。

（出典：フランス・ツーリズム旅行情報局1） 

人口：６６９３万人（２０１９年１月１日国立統計経済研究所）

※イギリス６６０５万人、ドイツ８２７１万人、イタリア６０５９万人、

スペイン４６３３万人

フランスの人口は、イギリスとほぼ同じである。

民族：フランス本土では、ケルト人・ラテン人・ゲルマン系フランク人などの混成民族であるフ

ランス人が大半を占める。本土ではブルターニュ地方、バスク地方、アルザス地方には独

特の言語、風習、文化が残る。コルシカ島はイタリアに近いコルシカ系住民が中心である。

一方、西インド諸島やポリネシアの海外県や海外領土では、非白人住民が多い。また、戦

後の移民受け入れ政策のため、イスラム系住民も人口の約８．５％を占めている。

言語：１９９２年からフランス語が唯一の公用語。ただし、オック語、ピカルディ語などのロマ

ンス語系の地域語が存在するほか、ブルターニュ地方ではケルト系のブルトン語、アルザ

ス地方ではアルザス語、北部フランドル・フランセーズではフランス・フラマン語、コル

シカではコルシカ語、海外県や海外領土ではクレオール諸語など７７の地域語があるが、

日常語として話す人口は減少している。

1 http://france-tourisme.net/index-district.htm 2020 年 2 月 11 日アクセス
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ているが、現在もこの運動が続いている。

外交・国防：

フランスは、第二次世界大戦の戦勝国として、国際連合安全保障理事会常任理事国の地位を確

保し、国連を中心とした伝統的な「国際協調」路線に立った外交を展開している。また、仏独の

連携を軸とした欧州における協力と統合を積極的に推進し、ＥＵを通じたフランスの影響力拡大

を目指している。さらに、国内の低迷する経済状況を踏まえ、輸出促進・対仏投資誘致を目指し

た外交を積極的に推進している。

安全保障に関しては、核抑止力を要石とするフランスの独自性を維持しつつ、ＮＡＴＯと両立

した形での欧州の防衛体制および対応能力の強化・発展に注力している。旧植民地を多く擁する

アフリカ地域に対しては、それぞれの諸国のイニシアティブを尊重しつつ、人道主義に基づく難

民政策、軍事的協力も含めた支援を展開している。

３．フランスの高等教育について

フランスにおいて高等教育とは、リセ（高等学校）卒業前に受験するバカロレア2試験に合格し

た者等に用意された教育を指す。全体はかなり複雑であるが、大学かそれ以外か、公立か私立か

などの設立形態による区分がある。また、進路で見れば、一般、商業・マネージメント、技術、

商業という区分もある。さらに、競争選抜によるグランド・ゼコールか比較的自由に入学できる

公立の大学かという区分も可能である。グランド・ゼコール入学のための準備学級も大学相当の

高等教育機関として位置付けられる。一定の資格がそれぞれの卒業者に付与され、職業上の進路

と密接につながっている。

バカロレア取得直後のフランスの高等教育機関への進学率は、約７５％（２０１７年）であり、

このうちの約４０％に相当する学生がいわゆる大学へ、同じく約７％がグランド・ゼコール準備

学級（通常２年間）へ進学しており、残る約２８％は、その他技術系、商業系等の高等教育機関

に進む。これら高等教育機関に在籍する学生総数は２０１７／１８年学期で２６８万人となり、

前年に比べて２．７％増加している。

３－１．沿革

現在の姿に近い大学が世界で最も古く登場したのは、自由都市国家ボローニャである。大学は、

元々ラテン語の「組合」や「団体」を意味する ”universitas” を起源とし、学生のギルド（組合）

から始まる。ボローニャは１１世紀末以来、多くの法学者が私塾を開いたことで名を馳せ、ここ

に各地から集まってきた学生たちが市民や市当局に対して自分たちの権利を守るために結束して

作った組合が、大学の起源となった。

2 高校卒業（中等教育終了）認定兼大学（高等教育）入学資格試験である国家試験のこと。

表１ 第五共和制下での歴代大統領

大統領名（臨時代理を除く） 就任期間

シャルル・ド・ゴール １９５９年１月～１９６９年４月

ジョルジュ・ポンピドゥー １９６９年６月～１９７４年４月

ヴァレリー・ジスカール・デスタン １９７４年５月～１９８１年５月

フランソワ・ミッテラン １９８１年５月～１９９５年５月

ジャック・シラク １９９５年５月～２００７年５月

ニコラ・サルコジ ２００７年５月～２０１２年５月

フランソワ・オランド ２０１２年５月～２０１７年５月

エマニュエル・マクロン ２０１７年５月～（現役）

国会：

フランスの国会は、国民議会と上院の両院制をとっている。国民議会はブルボン宮殿を議事堂

とし、上院はリュクサンブール宮殿を議事堂としている。

 国民議会には、国民議会のみが有する政府の信任・不信任の権限があり、また、国民議会が上

院に優越する権限として、予算法案の審議権や両院不一致の場合における最終議決権（憲法改正

を除く）がある。

国民議会の総定数は５７７名で、本土から５３９名、海外県・海外領土から２７名、在外フラ

ンス人から１１名が選出される。被選挙権は２３歳以上の国民とされ、任期は５年である。選挙

制度は１区１人選出の小選挙区制で、有効得票の５０％超かつ登録有権者の２５％以上の得票を

得た候補者がいない場合、上位二者による決選投票を行う二回投票制が導入されている。

 一方、上院の総定数は３４８名で、被選挙権は３０歳以上の国民とされ、任期は６年で議席は

３年ごとに半数が改選される。間接選挙制が採用されており、９６の本土県および５の海外県、

そして在外フランス人対象者の中から構成される選挙人によって選挙が実施される。

マクロン政権：

２０１７年５月の大統領選挙の結果、エマニュエル・マクロンが第五共和制第８代大統領に就

任した。マクロン大統領は、オランド前政権（社会党・左派）で経済・産業・デジタル相を務め

つつ、既成政党の枠外で改革派の結集を目指すとして自身の政治運動「前進！」（現在は政党「共

和国前進」）を立ち上げた後、閣僚を辞任し大統領選挙に独立系候補として出馬したものである。 
マクロン大統領は、共和党・右派からフィリップ首相を指名し、左派、中道、右派、環境主義

者といった政治的多様性を考慮しつつ、男女同数で、民間から半数を登用した内閣を設置した。

同年６月の国民議会選挙では「共和国前進」が単独で過半数を獲得した。労働法制改革、社会保

障改革、税制改革などが政権の重要課題であると言われている。

 ２０１８年９月の燃料税値上げの表明を契機として始まった「黄色いベスト運動」の広がりに

対応して、同年末マクロン大統領は、最低賃金の値上げを決断したうえで２０１９年予算を成立

させた。２０１９年１月にマクロン大統領は、国民に書簡を出し国民の声を聴く姿勢を打ち出し
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た者等に用意された教育を指す。全体はかなり複雑であるが、大学かそれ以外か、公立か私立か

などの設立形態による区分がある。また、進路で見れば、一般、商業・マネージメント、技術、

商業という区分もある。さらに、競争選抜によるグランド・ゼコールか比較的自由に入学できる

公立の大学かという区分も可能である。グランド・ゼコール入学のための準備学級も大学相当の

高等教育機関として位置付けられる。一定の資格がそれぞれの卒業者に付与され、職業上の進路

と密接につながっている。

 バカロレア取得直後のフランスの高等教育機関への進学率は、約７５％（２０１７年）であり、

このうちの約４０％に相当する学生がいわゆる大学へ、同じく約７％がグランド・ゼコール準備

学級（通常２年間）へ進学しており、残る約２８％は、その他技術系、商業系等の高等教育機関

に進む。これら高等教育機関に在籍する学生総数は２０１７／１８年学期で２６８万人となり、

前年に比べて２．７％増加している。

３－１．沿革

現在の姿に近い大学が世界で最も古く登場したのは、自由都市国家ボローニャである。大学は、

元々ラテン語の「組合」や「団体」を意味する ”universitas” を起源とし、学生のギルド（組合）

から始まる。ボローニャは１１世紀末以来、多くの法学者が私塾を開いたことで名を馳せ、ここ

に各地から集まってきた学生たちが市民や市当局に対して自分たちの権利を守るために結束して

作った組合が、大学の起源となった。

2 高校卒業（中等教育終了）認定兼大学（高等教育）入学資格試験である国家試験のこと。



コースの単位も合算することができ、個人の希望に沿った柔軟な履修科目の選択ができる。言語

も母国語プラス２か国語が履修の標準であり、６段階評価で言語間相互の能力のレベル合わせが

できている。

学士の取得には、６学期３年間の教科の履修を要し、修士は博士課程を経て研究職を目指す学

生が履修する課程で、４学期２年間の教科を受ける必要がある。

博士の資格は、修士課程修了者あるいは高等商業学校卒業資格者が履修する原則３年間の教科

の履修を必要とし、論文の公開審査の後に授与される。博士号への登録は、大学の長が博士課程

責任者の提案に基づいて行う。

３－４．学生

２０１７年のバカロレア受験資格者は７３万２７００人で、同合格者は６４万３８００人で

あった。この合格者および大学入学検定試験等の合格者など大学入学資格保持者から３４万人が

大学、４万２６００人がグランド・ゼコール準備学級に進学した。この進学者数はいずれも、近

年一貫して年率約２％前後で増加している。また、大学のみの全学年の学生総数１６４万人の内

訳で見れば、学士課程１０１万人、修士課程５７万人、博士課程６万人である。学生の約６割が

人文社会科学系である。さらに、外国人学生は総数約２４万人と、前年に比して約４％の増加を

示しており、２０００年頃から倍増している。アフリカ諸国からの学生が約４５％を占める。学

生数の増加は、大学職員の確保、施設の充実などを要し、政府にとって重要な課題である。

国が、大学の学生一人あたりに投ずる費用としては、１９９５年の約７０００ユーロから約１

万ユーロに増加しているが、グランド・ゼコール準備学校の場合、約１万５０００ユーロとなっ

ている。

なお、フランスでは、入学後、相当数の学生が勉学を中断する傾向にあり（たとえば、２０１

２年入学者が２０１５年に卒業した比率は４１％）、卒業率を上げることも重要な課題である。

３－５．具体例：パリ・サクレー大学

パリ・サクレー大学は、２０１４年１２月、大学の再編・グループ化政策の一環で設立された

ＣＯＭＵＥである。パリ南大学、グランド・ゼコールであるサントラル・スペック、ＣＮＲＳ、

ＣＥＡ、ＩＮＳＥＲＭなど合計１４の構成メンバーからなる。パリ近郊に位置するサクレー地域

の中核大学である。

教職研究員等９０００人、学生総数６万５０００人（外国人比率４２％、国籍４５か国）、修士

課程学生９０００人、博士課程学生５５００人となっている（いずれも２０１６年）。

パリ・サクレー大学は、合計２６名で構成される運営委員会の助言の下、その議長が大学を運

営する。２０１５年から２０１９年の国との契約では、運営費総額は約１９億ユーロである。

修士課程は、生物多様性、農業・食料、生物・医学・薬学、法律・政策科学等多岐にわたり、

４９のコースが用意されている。博士課程では２０の博士課程共同体が構成されており、２３の

機関がこれに参加している。パリ・サクレー大学には、ＣＯＭＵＥへの参加研究機関による３０

０の研究ユニットがあり、１５００人の研究者、教職研究者、技術者、博士課程学生が研究に従

事している。

 一方、１２世紀のパリには、ノートルダム司教座聖堂付属学校や聖ジュヌヴィエーヴ修道院付

属学校をはじめとして多くの学校があり、１２世紀末までに権力者の介入に対抗して結集したの

がパリ大学の始まりである。１２００年には国王の勅許を得、１２３１年の教皇勅書「諸学の父」

によって自治団体として認められた。その後移住によりパリ大学からオルレアン大学が生まれ、

さらにローマ教皇によってトゥールーズ大学が設立された。

 パリ大学は、英国の初期の大学の起源とも関係がある。英国のオックスフォードには、１１世

紀から１２世紀にかけて私塾のような施設が存在しており、そこに１１６７年ヘンリー２世が英

国の学生に対してパリ大学で学ぶことを禁じたことによりオックスフォードに学者が集まり、パ

リから移住してきた学生たちを含めて大学が形成された。

近世に至り、近隣諸国との紛争やフランス革命などを経て、国家における管理職、幹部層を効

率的に確保する高等教育機関が必要となり、グランド・ゼコールが設立された。

 ２０１８年５月現在、ＭＥＳＲＩ3が所管する高等教育機関は１３８あり、主な機関は６７の大

学、１９の大学・高等教育機関共同体（ＣＯＭＵＥ）、２０の高等教育機関（コレージュ・ド・フ

ランスなど）、４の高等師範学校（ＥＮＳ）、２２のその他の高等教育機関となっている。このほ

か、ＭＥＳＲＩを含む各省が所管するグランド・ゼコールと高等職業学校が設置されている。

３－２．大学 

 大学は、２０１３年の高等教育・研究法により定められた法人格を有する科学・文化・専門的

性格の公的機関（ＥＰＣＳＣＰ）であり、自主性を重んじる教育機関である。フランスでは、教

育は無宗教で無料であることが憲法上保障されており、大学にかかわる費用も原則として入学時

に支払う登録料のみである。具体的には、大学では学士課程１８４ユーロ、修士課程２５６ユー

ロ、技術学校課程６１０ユーロ、博士課程３９１ユーロである。私立の高等教育機関の場合はこ

の登録料が少し高額で、３０００ユーロから１万ユーロとなる。バカロレア合格者は、複数の大

学に入学願書を提出できる。

 近年の学生数の増加に大学側の施設、体制の設備が追い付かず、また入学希望先の偏りもあっ

て、希望に応じた大学への入学が困難となり、一部抽選による入学という事態も起き、学生の中

に混乱、不安が生じている。入学システムの改革が継続して行われている。

フランスの大学は、高等教育における学位認定に関する水準を統一するために欧州諸国で合意

されたボローニャ・プロセスに基づいて教育の内容、質を確保している。学士、修士、博士の３

段階について、取得単位数と履修期間が決められている。また、多くの大学には、職業教育を目

指した２年間の技術短期大学校（ＩＵＴ）が併設されており、毎年、１０万人以上に技術者資格

に関わる教育がなされ、３．５万人以上にさまざまな技術資格が付与されている。

３－３．学士、修士および博士の資格

 ボローニャ・プロセスに沿って１年２学期制で統一され、履修単位も欧州単位相互移転制（Ｅ

ＣＴＳ）で定められており、大学の指導教員との合意に基づき外国の大学で取得した単位や別の

3 科学技術・イノベーション政策の立案・決定で最も重要な政府機関。トップは、フレデリック・ヴィダル大臣。
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コースの単位も合算することができ、個人の希望に沿った柔軟な履修科目の選択ができる。言語

も母国語プラス２か国語が履修の標準であり、６段階評価で言語間相互の能力のレベル合わせが

できている。

 学士の取得には、６学期３年間の教科の履修を要し、修士は博士課程を経て研究職を目指す学

生が履修する課程で、４学期２年間の教科を受ける必要がある。

 博士の資格は、修士課程修了者あるいは高等商業学校卒業資格者が履修する原則３年間の教科

の履修を必要とし、論文の公開審査の後に授与される。博士号への登録は、大学の長が博士課程

責任者の提案に基づいて行う。

３－４．学生

 ２０１７年のバカロレア受験資格者は７３万２７００人で、同合格者は６４万３８００人で

あった。この合格者および大学入学検定試験等の合格者など大学入学資格保持者から３４万人が

大学、４万２６００人がグランド・ゼコール準備学級に進学した。この進学者数はいずれも、近

年一貫して年率約２％前後で増加している。また、大学のみの全学年の学生総数１６４万人の内

訳で見れば、学士課程１０１万人、修士課程５７万人、博士課程６万人である。学生の約６割が

人文社会科学系である。さらに、外国人学生は総数約２４万人と、前年に比して約４％の増加を

示しており、２０００年頃から倍増している。アフリカ諸国からの学生が約４５％を占める。学

生数の増加は、大学職員の確保、施設の充実などを要し、政府にとって重要な課題である。

 国が、大学の学生一人あたりに投ずる費用としては、１９９５年の約７０００ユーロから約１

万ユーロに増加しているが、グランド・ゼコール準備学校の場合、約１万５０００ユーロとなっ

ている。

 なお、フランスでは、入学後、相当数の学生が勉学を中断する傾向にあり（たとえば、２０１

２年入学者が２０１５年に卒業した比率は４１％）、卒業率を上げることも重要な課題である。

３－５．具体例：パリ・サクレー大学

 パリ・サクレー大学は、２０１４年１２月、大学の再編・グループ化政策の一環で設立された

ＣＯＭＵＥである。パリ南大学、グランド・ゼコールであるサントラル・スペック、ＣＮＲＳ、

ＣＥＡ、ＩＮＳＥＲＭなど合計１４の構成メンバーからなる。パリ近郊に位置するサクレー地域

の中核大学である。

 教職研究員等９０００人、学生総数６万５０００人（外国人比率４２％、国籍４５か国）、修士

課程学生９０００人、博士課程学生５５００人となっている（いずれも２０１６年）。

 パリ・サクレー大学は、合計２６名で構成される運営委員会の助言の下、その議長が大学を運

営する。２０１５年から２０１９年の国との契約では、運営費総額は約１９億ユーロである。

 修士課程は、生物多様性、農業・食料、生物・医学・薬学、法律・政策科学等多岐にわたり、

４９のコースが用意されている。博士課程では２０の博士課程共同体が構成されており、２３の

機関がこれに参加している。パリ・サクレー大学には、ＣＯＭＵＥへの参加研究機関による３０

０の研究ユニットがあり、１５００人の研究者、教職研究者、技術者、博士課程学生が研究に従

事している。



グランド・ゼコール準備学級は、グランド・ゼコールへの入学を目指して履修する高等教育課

程であり、大学と同程度の教育を施す機関として扱われる（この準備学級を経ずに大学等で資格

を取ってから選抜試験を受け入学する者もいる）。通常リセ（高等学校）に付設され、リセ・アン

リ４世校などが有名である。グランド・ゼコール付属の準備学級もある。いずれもバカロレア試

験の結果に基づく書類選考で入学が許可される。通常の２年間で卒業できるのは７割程度であり、

主にこの準備学級の卒業生が、競争試験を受けてグランド・ゼコールに入学する。ＥＮＡやエコ

ール・ポリテクニークなど一部のグランド・ゼコールでは、学生は公務員扱いとなって給与が支

給され（ＥＮＡの場合、２０１７年時点で月額１６７２ユーロ）、在学年数が退職金算定対象の年

数にも参入される。給与支給を受けた学生には、卒業後１０年間の当該所管省への就業義務が発

生するが、最近は給与分を返還してでも企業に就職する卒業生がいる。

４－２．所管

所管省は全部で８省あり、１７７校を管理運営する。最大の所管はＭＥＳＲＩで、パリ、カッ

シャン、レンヌ、リヨンにある４つの高等師範学校（Ecole normale supérieur :ENS）のほか、

約１００校に上るグランド・ゼコールを傘下に置いている。また、軍事省は、エコール・ポリテ

クニークのほか、航空宇宙高等研究所（ＩＳＡＥ）、国立先端技術高等学校（ENSTA Paris Tech）
など４校を所管する。

これとは別に、商工会議所等が運営する公営および民間のグランド・ゼコールは、４９校ある。

４－３．学校数と学生数

グランド・ゼコール機関長会議（ＣＧＥ）の会員として２２６校が登録されており、２０１７

／１８年学期の学生総数は２６万４４２３人となっており、高等教育機関の学生数の９．８％を

占める。女性比率は全体で３７．９％と、前年に比べ０．３％増加した。

グランド・ゼコール一校あたりの学生数は、３００人から１万１０００人で、大学に比べると

少ない。グランド・ゼコールを卒業するまでの費用は、平均で３万２９６２ユーロという統計が

あるが、一般的な私立の高等教育機関と比較してそれほど高額でない。同じ統計で学生全体の２

３．３％は海外からの留学生となっており、２０１５年以来米国（＋１１．９％）、ドイツ（＋１

３．９％）、中国（＋１１．６％）、インド（＋２５．５％）の伸びが大きい。

４－４．資格の授与、卒業後の進路など

グランド・ゼコールは、基本的には修士号を授与でき、特定のグランド・ゼコールは博士号も

授与できる。２０１８年の卒業生のうち、８１．１％が卒業後半年以内に正規職に就いており、

前年より２％ほど上昇し、２０１０年以来最高の就職率である。新卒者の給与も上昇傾向にあり、

２０１８年新卒者の年収は３万４１２２ユーロである。

グランド・ゼコールの卒業生は、人文社会科学系の２人に約１人、技術系の３人に１人以上が

公務員等公的な部門に就職している。すでに述べたように、ＥＮＡやエコール・ポリテクニーク

など国の幹部職員への道に進む卒業生を多く輩出するグランド・ゼコールもある。優秀者は成績

順に上級のポストを選択できると言われている。

 ２０１６年に学生が起業したスタートアップ件数は１００件で、また、起業精神に関する訓練

を６０００人の学生に行った。

 この大学の改革が成功するか否かは、フランスの高等教育と研究の協調と発展を見極めるうえ

で極めて重要である。なお、かねてよりパリ・サクレー大学への統合などが論じられていたこの

地域のエコール・ポリテクニーク等グランド・ゼコール５校との調整は難航し、２０１８年末に

いたりパリ・サクレー大学には合流しないこととなった。

４．グランド・ゼコール

４－１．歴史と概要

グランド・ゼコール（Grandes Ecoles）は、バカロレアではなく「競争的選抜」による試験で

学生を採用する入学制度を有し、高度の教育を保障する特別な高等教育機関である。

 近世、近隣諸国との紛争やフランス革命などを経て、即戦的に役立つ知識・技術を伝授し、国

家を支える基幹的なエンジニアを効率的に確保する高等教育機関が必要となり、グランド・ゼコ

ールが設立されていった。今日では、難関の試験によりエリート候補生を選抜し、技術、商業、

行政の分野において技術者層、幹部層を養成することに成功し、その結果、グランド・ゼコール

は、フランスの高等教育機関の中で特異な地位を占めることになった。特に国立行政学院（ＥＮ

Ａ）、エコール・ポリテクニーク（理工科学校）などは、名だたる高級官僚、大企業の経営者を輩

出する機関となっている。ちなみにフランスの代表企業４０社（ユーロネクスト・パリ（旧・パ

リ証券取引所）の上場銘柄のうち代表的業種に属する銘柄）の社長のうち３６名（２０１８年）

がグランド・ゼコール卒業者である。

 最も古いグランド・ゼコールは、１５７１年にシャルル９世によりマルセイユに設立された「水

理学学校」と言われており、１６７９年には、ルイ１４世により砲兵士官学校がドゥエに設立さ

れた。パリに最初に設置されたグランド・ゼコールは、１７４８年の軍事士官学校である。白眉

たるエコール・ポリテクニークは、革命の最中の１７９４年に創立され、その後のグランド・ゼ

コールのモデルとなり、科学技術の進歩、産業の発展とその要請により、さまざまな分野にグラ

ンド・ゼコールが広がった。最も最近の設立は１９５８年の産業高等研究センターである。さら

に近年、商業系グランド・ゼコールの躍進も見られ、ＨＥＣ経営大学院など国際的な評価が高い

機関もある。

 技術系グランド・ゼコールというと、超高級の官僚を輩出するエコール・ポリテクニークが注

目されるが、それ以外にも国の産業の基盤となる技術の根幹を長年支え、その道一筋の専門家と

なる有為の人材を養成してきたグランド・ゼコールが、航空、宇宙、エネルギーから土木、建築、

農業などの分野まで多岐にわたって存在しており、これらのグランド・ゼコールの卒業生は、そ

れぞれの分野で誇りを持って活動している。なお、グランド・ゼコールは主に技術、商業および

行政分野における実務的教育を施す機関であり、医学、法学はないと言われるが、軍医、裁判官・

検察官など非常に特化した高度な専門家を育成するグランド・ゼコールは存在する。
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 グランド・ゼコール準備学級は、グランド・ゼコールへの入学を目指して履修する高等教育課

程であり、大学と同程度の教育を施す機関として扱われる（この準備学級を経ずに大学等で資格

を取ってから選抜試験を受け入学する者もいる）。通常リセ（高等学校）に付設され、リセ・アン

リ４世校などが有名である。グランド・ゼコール付属の準備学級もある。いずれもバカロレア試

験の結果に基づく書類選考で入学が許可される。通常の２年間で卒業できるのは７割程度であり、

主にこの準備学級の卒業生が、競争試験を受けてグランド・ゼコールに入学する。ＥＮＡやエコ

ール・ポリテクニークなど一部のグランド・ゼコールでは、学生は公務員扱いとなって給与が支

給され（ＥＮＡの場合、２０１７年時点で月額１６７２ユーロ）、在学年数が退職金算定対象の年

数にも参入される。給与支給を受けた学生には、卒業後１０年間の当該所管省への就業義務が発

生するが、最近は給与分を返還してでも企業に就職する卒業生がいる。

４－２．所管

所管省は全部で８省あり、１７７校を管理運営する。最大の所管はＭＥＳＲＩで、パリ、カッ

シャン、レンヌ、リヨンにある４つの高等師範学校（Ecole normale supérieur :ENS）のほか、

約１００校に上るグランド・ゼコールを傘下に置いている。また、軍事省は、エコール・ポリテ

クニークのほか、航空宇宙高等研究所（ＩＳＡＥ）、国立先端技術高等学校（ENSTA Paris Tech）
など４校を所管する。

これとは別に、商工会議所等が運営する公営および民間のグランド・ゼコールは、４９校ある。

４－３．学校数と学生数

 グランド・ゼコール機関長会議（ＣＧＥ）の会員として２２６校が登録されており、２０１７

／１８年学期の学生総数は２６万４４２３人となっており、高等教育機関の学生数の９．８％を

占める。女性比率は全体で３７．９％と、前年に比べ０．３％増加した。

 グランド・ゼコール一校あたりの学生数は、３００人から１万１０００人で、大学に比べると

少ない。グランド・ゼコールを卒業するまでの費用は、平均で３万２９６２ユーロという統計が

あるが、一般的な私立の高等教育機関と比較してそれほど高額でない。同じ統計で学生全体の２

３．３％は海外からの留学生となっており、２０１５年以来米国（＋１１．９％）、ドイツ（＋１

３．９％）、中国（＋１１．６％）、インド（＋２５．５％）の伸びが大きい。

４－４．資格の授与、卒業後の進路など

 グランド・ゼコールは、基本的には修士号を授与でき、特定のグランド・ゼコールは博士号も

授与できる。２０１８年の卒業生のうち、８１．１％が卒業後半年以内に正規職に就いており、

前年より２％ほど上昇し、２０１０年以来最高の就職率である。新卒者の給与も上昇傾向にあり、

２０１８年新卒者の年収は３万４１２２ユーロである。

 グランド・ゼコールの卒業生は、人文社会科学系の２人に約１人、技術系の３人に１人以上が

公務員等公的な部門に就職している。すでに述べたように、ＥＮＡやエコール・ポリテクニーク

など国の幹部職員への道に進む卒業生を多く輩出するグランド・ゼコールもある。優秀者は成績

順に上級のポストを選択できると言われている。



技術系、商業・マネージメント系の高等職業学校（商工・農業会議所が経営する場合も含む）は、

より職業専門的な教育を施しており、国の認証の下に技術系約５０機関、商業・マネジメント系

約６０機関が運営されている。分野は幅広く、ジャーナリズム、建築、コミュニケーション、デ

ザインなどを教える高等職業学校もある。創設１００年ほどの歴史のある高等職業もあるが、公

立の高等教育機関に付属する比較的新しいものが多い。このほか公益法人が私立の高等職業学校

を運営している場合もある。技術系の高等職業学校は最近レベルが向上していると言われ、民間

調査機関が卒業生の初任給等の情報を下に２０１８年における技術系資格を付与する高等教育機

関１３０校のランキングを行ったところ、１０位以内に２校、２０位以内に６校の技術系の高等

職業学校がランクされている。

技術系では授業料が年間３０００ユーロから９０００ユーロとなるが、国の奨学金制度を活用

して履修する学生もいる。全ての学年を合計した技術系の学生総数は、１５万２５００人（２０

１６年／１７年学期）となっている。

６．フランス学士院およびコレージュ・ド・フランス

６－１．フランス学士院とアカデミー

フランス学士院（Institute de France）は、フランス革命の最中の１７９５年１０月、それま

でのアカデミーを統合して創設されたものであり、学会の議会とも呼ばれる。芸術、科学および

文学の発展に貢献し、かけがえのない遺産の価値を高め、あらゆる創造的な生業を醸成すること

を任務としており、その学際的な学術活動において諸外国からも注目を集める独特な組織である。

現在はフランス・アカデミー、碑文・文芸アカデミー、科学アカデミー、芸術アカデミー、倫

理政治科学アカデミーの５部門で構成されている。カルチェ・ラタンの北西端、ルーブル美術館

の対岸に位置する。

６－２．コレージュ・ド・フランス

コレージュ・ド・フランス（Collège de France）は、フランスにおける学問・教育の頂点に位

置する機関であり大学等を含むＥＰＣＳＣＰの中で、一段高い「高等機関」に位置付けられてい

る。パリ五区カルチェ・ラタンのマルスラン＝ベルトロ広場にある。

創設は古く、１６世紀初頭にさかのぼる。１５３０年、フランソワ１世が王室講師を任命した

ことが始まりで、１５５０年、数学、ギリシャ語学およびヘブライ語学の３学科をもって開設さ

れた。その任務は、まだ大学では認められていない学問を教えることであった。

コレージュ・ド・フランスで定期的に行われる講義は一般の人々にも公開されており、「市民大

学」的なものとなっている。教授に選任されることは、フランスの最高の学問的栄誉として位置

づけられ、テーマの選定を含め学問上の一切の自由が保障されており、報酬も高額である。４７

名の教授から構成され、数学、物理学、化学、医学、人文社会科学、文学、哲学まで幅広い範囲

を網羅している。４７名の５分の１ほどは外国人である。

国会議員のグランド・ゼコール卒業者は、Science Po が７０名、ＥＮＡが１７名に達する。前

述のとおり主要な企業の経営陣および公的研究機関の長についても、グランド・ゼコール卒業者

が多い。また、卒業生の海外への就職率は１５．２％で減少傾向にはあるが、英国がトップで、

ドイツ、中国、スイスと続いている。

４－５．具体例：国立行政学院（ENA） 
（写真 ENA：当方撮影） 
国 立 行 政 学 院 （ École nationale 

d’administration：ENA）は比較的新しいグ

ランド・ゼコールで、１９４５年１０月、ド・

ゴールにより第二次世界大戦後の行政機関の

再構築を目指して設立された。首相府に属す

る。当初は国の高級官僚の育成が中心であっ

たが、１９９０年に企業・地方自治体への就

職希望者にも門戸が開かれ、１９９１年には

本部がパリからストラスブールに移転された。 
 ＥＮＡの教育目的は、高度な責任を有する行政業務に必要なマネージメント手法や、公共政策

の立案、遂行、評価に必要な能力を教授することにある。教育は２４か月間にわたり、実習では

欧州機関、大使館、企業、地方自治体などの現場で責任ある部署を経験する。運営予算は、４．

４０億ユーロで、うち３．１０億ユーロが国からの支出である。職員１８８人が教務部、訓練部、

国際関係部および欧州部で勤務しているが、常勤の教授陣は置かれず、外国人を含む外部講師を

招いて講義が行われ、２０１７年は総数２８７８人が招聘された。

 同校には１年に２度入学を認めており、２０１８年はフランス人学生１７７人、外国人学生４

５人が入学した。近年の合格率は６％から７％である。設立以来、フランス人７１６人、１３４

か国の外国人３７１９人の養成を行ってきた。優秀な卒業生は、国務院、財政監査、会計検査院

の３つの高級官僚職に就く。このほか各省の行政官職に採用されることが多い。一方、エリート

主義批判の矢面に立つことが多く、「黄色いベスト」運動への対策の一つとしてＥＮＡ廃止が議論

されている。

同校はアジアおよびオセアニア諸国との協力も進めており、ここ２０年程度の間は、特に中国、

インドとの協力を重視している。日本は、ドイツ、モロッコに次いで３番目に卒業生の多い国で

あり、公務員養成のため人事院とも協力して相互の交流を強化している。

５．高等職業学校

フランスは、大学、グランド・ゼコールに限らず資格と職業が密接につながっている社会と言

え、リセ（高等学校）入学の頃から人生設計の一つとしての資格の取得に大きな注意が払われる。
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技術系、商業・マネージメント系の高等職業学校（商工・農業会議所が経営する場合も含む）は、
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 技術系では授業料が年間３０００ユーロから９０００ユーロとなるが、国の奨学金制度を活用

して履修する学生もいる。全ての学年を合計した技術系の学生総数は、１５万２５００人（２０

１６年／１７年学期）となっている。

６．フランス学士院およびコレージュ・ド・フランス

６－１．フランス学士院とアカデミー

フランス学士院（Institute de France）は、フランス革命の最中の１７９５年１０月、それま

でのアカデミーを統合して創設されたものであり、学会の議会とも呼ばれる。芸術、科学および

文学の発展に貢献し、かけがえのない遺産の価値を高め、あらゆる創造的な生業を醸成すること

を任務としており、その学際的な学術活動において諸外国からも注目を集める独特な組織である。 
 現在はフランス・アカデミー、碑文・文芸アカデミー、科学アカデミー、芸術アカデミー、倫

理政治科学アカデミーの５部門で構成されている。カルチェ・ラタンの北西端、ルーブル美術館

の対岸に位置する。

６－２．コレージュ・ド・フランス

コレージュ・ド・フランス（Collège de France）は、フランスにおける学問・教育の頂点に位

置する機関であり大学等を含むＥＰＣＳＣＰの中で、一段高い「高等機関」に位置付けられてい

る。パリ五区カルチェ・ラタンのマルスラン＝ベルトロ広場にある。

 創設は古く、１６世紀初頭にさかのぼる。１５３０年、フランソワ１世が王室講師を任命した

ことが始まりで、１５５０年、数学、ギリシャ語学およびヘブライ語学の３学科をもって開設さ

れた。その任務は、まだ大学では認められていない学問を教えることであった。

コレージュ・ド・フランスで定期的に行われる講義は一般の人々にも公開されており、「市民大

学」的なものとなっている。教授に選任されることは、フランスの最高の学問的栄誉として位置

づけられ、テーマの選定を含め学問上の一切の自由が保障されており、報酬も高額である。４７

名の教授から構成され、数学、物理学、化学、医学、人文社会科学、文学、哲学まで幅広い範囲

を網羅している。４７名の５分の１ほどは外国人である。



６年を要する。その段階に到達すると、免許取得のための論文を提出して面接口頭試問の審査を

受ける。無事通過すると「ヒポクラテスの誓い4」を宣誓して晴れて医師となる。

日本の専門医制度は診療科ごとの、またはさらに専門の学会が、それぞれの基準で認定してい

るが、フランスでは統一したカリキュラムの中に組み込まれて養成される。

フランスの専門医制度は、専門医と認定された者以外が医療行為をすることを許さない。フラ

ンスでは医学教育が国家管理のもとに行われている。医師の男女構成比は、男女半数ずつとなっ

ている。

8．まとめ

これまでフランスの基本的なデータや高等教育全般、医学教育について概説した。掲載した情

報は、自分にとって興味深いものばかりであった。上述「1．はじめに」のとおり、私はフラン

スの高等教育について深く知らずに渡仏していたが、もし渡仏前にこれだけの情報を得ることが

できていたら、フランスで業務する上でとても有用であっただろうと思う。医学教育についてい

えば、日本とは異なり門戸はかなり広いが、途中のセレクションが厳しく、出口がかなり狭いこ

とが分かった。構造的には日本と真逆と言ってもよいのではないだろうか。日本とフランスのど

ちらがよいとは判断できないものの、大学教育の一部について認識することができた。
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本研修中ご指導くださった日本学術振興会東京本部の皆様、また２年間という長期の研修に送

り出してくださった九州大学の皆様にこの場を借りて御礼申し上げます。そして、ストラスブー

ルでの１年間に本当にお世話になった西郷和彦センター長、飯嶋博副センター長、中谷陽一先生

をはじめ日仏大学会館関係者に心から感謝申し上げます。ストラスブールではセンター運営に係

る多岐の業務に携わる機会を与えていただき、ありがとうございました。本当に素晴らしい経験

をさせていただいたと思っております。この貴重な経験を糧に、また日本で成長していきたいと

思います。

4
医師の倫理・任務などについての、ギリシア神への宣誓文。1508 年、ドイツのヴィッテンベルク大学医学部で初めて医学教

育に採用された。1804 年、フランスのモンペリエ大学の卒業式ではじめて宣誓され、以降医者にとって重要なものとして長ら

く伝承されてきた。1928 年では北米の医学校の 19％で卒業式の誓いとしていたが、2004 年では北米のほぼ全ての医学校の卒業

式に誓われている。20 世紀末より、医学生が臨床実習を始めるにあたっての白衣授与式が米国で行われるようになったが、こ

の際にヒポクラテスの誓いが読まれることもある。（Wikipedia より抜粋：

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%83%9D%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%86%E3%82%B9%E3%81%AE
%E8%AA%93%E3%81%84 2020 年 2 月 10 日アクセス） 

 毎年、国内外の科学界を刺激するため社会的に重大な課題について学際的なシンポジウムを開

催している。コレージュ・ド・フランスは２００８年には直属の財団を設立しており、寄付金を

活用して教授の研究活動、博士課程学生教育、ポスドク支援および資料のデジタル化などを進め

ている。

７．フランスの医学教育

（以下、出典「日本経済新聞出版社：フランスの教育・子育てから学ぶ 人生に消しゴムを使わ

ない生き方」より ）

医学教育制度は国によって異なる。類型としては主に３つである。

①高校卒業後１８～１９歳で大学医学部に入学し、５～７年間の医学教育を受ける（フランス、

日本、ドイツ、オランダ、ベルギーなど）。

②４年制大学を卒業し、選抜試験に合格してメディカルスクールで４年間の医学教育を受ける（ア

メリカ）。

③①と②の混合（オーストラリア、韓国など）。

現代のフランスの医学教育はどうなっているか？日本との大きな違いは国立学校であることだ

ろう。僅かにカソリックの医学校があるが、いわゆる私立学校の存在はない。国民の負担した税

金が投入されての教育だから、学費も（初年度学費は保険込みの年間３００ユーロほど）無料に

近い。

 理系バカロレアの資格を取れば、建前としては誰でも大学の医学部を志望できる。現実には成

績によって進学できる大学の範囲は狭まってくるが、有名大学の医学部となると、初年度の入学

者数は１０００人以上となる。それが２年次となる前の大選抜で２００名くらいとなる。この後

も卒業までに段階的に絞られていく。留年は同一学年で１回許されるのみで、２回目は大学から

アウトだけでなく医師への道も断たれる。

２年次からはＣＨＵという大学病院の中での講義となる。日本と比べれば早い時期から病院の

雰囲気に慣れていく。６年次の卒業に際してはコンクールという名の選抜試験があり、志望者の

上位の半分が専門医に、専門医を希望しない者と志望者の下位がジェネラリストという一般医に

振り分けられる（ジェネラルは「総合」ではなく「一般」である）。ランクとしては成績の通り下

位で（もちろん希望してなる人もいる）、平均年収も専門医の１３．３万ユーロに対し８．２万ユ

ーロ程度である。専門医の収入トップは放射線科、麻酔科、外科で１９万～１７万ユーロ、皮膚

科、小児科、精神科は８．６～８．２万ユーロと大きな差がある。専門医でも希望する診療科の

可否がコンクールで決まる。日本のような医師国家試験はなく、それぞれの大学においてこれら

の合否が決められていくのである。

医師免許を取得できるのはまだ先である。ジェネラリストは卒後さらに３年、専門医は約４～
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６年を要する。その段階に到達すると、免許取得のための論文を提出して面接口頭試問の審査を

受ける。無事通過すると「ヒポクラテスの誓い4」を宣誓して晴れて医師となる。

 日本の専門医制度は診療科ごとの、またはさらに専門の学会が、それぞれの基準で認定してい

るが、フランスでは統一したカリキュラムの中に組み込まれて養成される。

フランスの専門医制度は、専門医と認定された者以外が医療行為をすることを許さない。フラ

ンスでは医学教育が国家管理のもとに行われている。医師の男女構成比は、男女半数ずつとなっ

ている。

8．まとめ 

 これまでフランスの基本的なデータや高等教育全般、医学教育について概説した。掲載した情

報は、自分にとって興味深いものばかりであった。上述「1．はじめに」のとおり、私はフラン

スの高等教育について深く知らずに渡仏していたが、もし渡仏前にこれだけの情報を得ることが

できていたら、フランスで業務する上でとても有用であっただろうと思う。医学教育についてい

えば、日本とは異なり門戸はかなり広いが、途中のセレクションが厳しく、出口がかなり狭いこ

とが分かった。構造的には日本と真逆と言ってもよいのではないだろうか。日本とフランスのど

ちらがよいとは判断できないものの、大学教育の一部について認識することができた。

9．謝辞 

本研修中ご指導くださった日本学術振興会東京本部の皆様、また２年間という長期の研修に送

り出してくださった九州大学の皆様にこの場を借りて御礼申し上げます。そして、ストラスブー

ルでの１年間に本当にお世話になった西郷和彦センター長、飯嶋博副センター長、中谷陽一先生

をはじめ日仏大学会館関係者に心から感謝申し上げます。ストラスブールではセンター運営に係

る多岐の業務に携わる機会を与えていただき、ありがとうございました。本当に素晴らしい経験

をさせていただいたと思っております。この貴重な経験を糧に、また日本で成長していきたいと

思います。

4
医師の倫理・任務などについての、ギリシア神への宣誓文。1508 年、ドイツのヴィッテンベルク大学医学部で初めて医学教

育に採用された。1804 年、フランスのモンペリエ大学の卒業式ではじめて宣誓され、以降医者にとって重要なものとして長ら

く伝承されてきた。1928 年では北米の医学校の 19％で卒業式の誓いとしていたが、2004 年では北米のほぼ全ての医学校の卒業

式に誓われている。20 世紀末より、医学生が臨床実習を始めるにあたっての白衣授与式が米国で行われるようになったが、こ

の際にヒポクラテスの誓いが読まれることもある。（Wikipedia より抜粋：

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%83%9D%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%86%E3%82%B9%E3%81%AE
%E8%AA%93%E3%81%84  2020 年 2 月 10 日アクセス）
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1. はじめに

日タイ両国は、600 年にわたる長い交流の歴史があるといわれており、伝統的に友好関係を維

持してきた。 

特に近年は、両国の王室・皇室間の親密な関係を基礎として、活発な要人往来や幅広い人的交

流の拡大が顕著である。また、持続的な日本の直接投資や両国間貿易にみられる緊密な経済関係

は、今日の日タイ関係全体にとって、大きな役割を担っているといえる1。 

筆者は、2019 年 4 月から、独立行政法人日本学術振興会（略称：JSPS）の「国際学術交流研

修」で、バンコク研究連絡センター2に派遣された。派遣された当初は、主にバンコク市内で業務

していたが、そのなかで印象的だったのは、バンコクにおける日本語の浸透ぶりであった。バン

コクの街中には、日本同様多くの商業用の看板が掲げられているが、日本語併記であるものが少

なくない。また日本語を流暢に操るタイ人も多く見かける。これは両国間の経済活動が大変活発

であり、多くの日本人がタイを観光目的、および商業目的などで訪れることの証左であろう。な

お現在、タイには多くの日系企業が進出しており、その数は約 7,000 社に上ると言われている3。

以上のことから、国家レベルの交流関係にとどまらず、個人間の次元で、タイ国内で居住する

日本人とタイ人は、生活をともにするパートナーとなったといえる。 

こういった背景を見聞した結果、タイ人向けの日本語教育機関が、タイ国内に多数存在してい

るだろうという予測が、筆者の中で起こった。また日本語を学ぶタイ人はこれからも順調に増加

傾向であるだろうと考えた。 

しかし、その予想を修正する必要性について、考える機会があった。 

2019 年 6 月に、チェンライ県に設置された、メーファールアン大学（Mae Fah Luang
University）4に出張する機会を得た。この大学は、2019 年 9 月 11 日に発表された英教育専門誌

タイムズ・ハイヤー・エデュケーション（Times Higher Education）5のランキングにおいて、

タイの大学の中では最も高い順位を獲得している。この大学の特色には様々あるが、「中国」に焦

点を当てた学部が設立されていることが、そのうちの 1 つに挙げられる。School of sinology（中

国学）として、3 つのプログラムを設置している。他国を研究する名目で設置された学部は、こ

の学部以外にない。メーファールアン大学が、中国に関して専門知識を持つ学生の育成に力を入

れていることが分かる。さらに、この大学が上述のランキングで最高順位を得たことで、タイ国

内でも、中国学に力を入れる傾向が高まることが予想された。

確かに、タイと中国は年々関係性を深めており、2019 年 1～6 月のタイへの直接投資額は、中

国が前年同期比で約 5 倍6となるなど、経済的親密度が急激に増している。

1 外務省ホームページが参考になる。https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/thailand/jpth120/knowledge/index.html 
2 http://jsps-th.org/ 
3 「タイ日系企業年鑑 2019: Japanese Companies in Thailand 2019 ハローアジア (ダイレクトリー)」には、タイ国内の日系

企業として 6,258 社の情報を収録している。（収録企業総数：8,220 社） 
4 https://en.mfu.ac.th/home.html 
5 https://www.timeshighereducation.com/ 
6 https://www.nikkei.com/article/DGXMZO48553840U9A810C1FFJ000/ 



で日本語教育を実施している機関を対象としている。詳細はインターネットなどで確認されたい。

タイに関して、機関数は、2015 年よりも 53 増加した。しかしベトナムにおける日本語教育機

関が急増した（2015 年比 +273.5%）などの理由により、世界的な順位は 8 位となった。2015 年

より順位を 1 つ下げている。教師数に関しても同じ傾向で、2,047 人と、2015 年よりも 136 人

増加したが、他の国に比べて伸び率が低く、8 位と順位を落としている。学習者数に関しては、

全世界で 5 位となっており、2015 年に比べて 1 つ順位を上げた。世界的なランキングは別にし

て、タイ国内においては、すべての項目において堅調な増加傾向を維持している。 

図 1 

7

中国の成長度が注目される世界状況の中で、日本とタイの関係性を、日本語教育の観点から捉

えなおそうとしたのが本レポートである。言うまでもなく、日本語という言語は、日本と世界を

つなぐ場をつくり、日本に対する共感や信頼、そして好意を育む端緒になる。日本語を学ぶタイ

人の増減およびその学習様態は、今後の日タイ関係を占う上で非常に大きな指標となるだろう。 

2．海外日本語教育機関調査について

国際交流基金が発表した「2018 年度海外日本語教育機関調査結果 （速報値）」8によれば、全

世界で、これまでで最多となる 142 国・地域で日本語教育の実施を確認したという。ここでは主

に機関数、教師数、学習者数を指標として、日本語教育実施の状況を数量的に調査している。 

機関数は 18,604 機関、教師の数は 77,128 人であり、いずれも過去最多だった。どちらの数

も、アジア地域での増加が目立つという。特に教師数は、東アジアおよび東南アジア地域が、他

地域に比べて圧倒的に多い。学習者数は、世界全体で 3,846,773 人を記録した。2015 年の調査

時には、2012 年に比べて減少していたが、2018 年に再び増加に転じた。なおこの調査は、海外

7メーファールアン大学校舎 https://en.mfu.ac.th/en-news/en-news-detail/detail/News/2697.html より抜粋 
8 https://www.jpf.go.jp/j/about/press/2019/dl/2019-029-02.pdf 
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図 39

【補足】 

タイ国民は、日本に対して好意的なイメージを抱いている。 

これは筆者の個人的な感想ではなく、公益財団法人新聞通信調査会が 2019 年 2 月 9 日に発表

した「第 5 回諸外国における対日メディア世論調査の結果」10によれば、回答者のうち、日本に

ついて「信頼できる」と答えた割合は、タイが 96.5％でトップを獲得した。他国（アメリカ・イ

ギリス・フランス・中国・韓国）からの日本への好感度に比べると、アメリカが 85.7％で 2 位で

あり、タイからの好感度が抜きん出て高いことが分かる。昨今では、タイの化粧品販売会社が、

日本語名の商品を発売する11など、タイ人が日本文化を好意的に受容し、さらに進んで、自らの

利益に変質させる例も見受けられる。 

以下の写真はチュラーロンコーン大学12を取り囲むウォールアートである。何十枚も並ぶアー

ト作品は、タイの文化的象徴を取り入れた作品が多かった。しかしその中に、日本の文化が同居

しているのは衝撃的である。 

9 図 1、図 2、図 3.は「2018 年度海外日本語教育機関調査結果（速報値）」

https://www.jpf.go.jp/j/about/press/2019/dl/2019-029-02.pdf を筆者加工
10 https://www.chosakai.gr.jp/wp/wp-content/uploads/2019/02/N19020905-02.pdf 
11 http://www.tomei-acne.com/product/tomei-acne-cream/
12 日本語表記は、同大学の文学部東洋言語学科日本語講座ホームページを参照した。タイ語表記は จุฬาลงกรณมหาวิทยาลัย

図 2 
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3-2.チュラーロンコーン大学の日本語講座 

タイ国内の、日本語講座を有する大学について、1 つを取り出し概観する。 

チュラーロンコーン大学は、1917 年に設立された15タイ最古の国立大学である。前出の英教育

専門誌タイムズ・ハイヤー・エデュケーション（Times Higher Education） のランキングでは、

801 位～1000 位に位置付けされており、タイ国内で 3 位とされる。なお同大学は、QS 世界大学

ランキング（QS World University Rankings）2020 年版ではタイ国内 1 位であることに留意

されたい16。 

この大学は、1974 年に、同大学の日本語講座を専攻コースに昇格させる形で、タイではじめて

の日本語専攻コースを誕生させた17。現在、文学部東洋言語学科日本語学科として運営されてい

る。研究者育成のため、日本語学・外国語としての日本語（日本語教師養成プログラム）と日本

文学分野の大学院（修士課程）を設置し、高度な専門教育を行っているという。また、高度な日

本語運用能力を身につけた人材を育成するために、多彩なカリキュラムを実施している。また、

日本の大学との交換留学制度や、留学のための奨学金制度も設けている。 

学部課程の運営目的は以下のように紹介されている18。 

「1. 以下の能力を持つ学士の輩出である。 

(1) 現代社会で職業につき、さらにより高位の学位を取得できるだけの日本語、日本文化、日本

文学に関する豊富な知識を持っていること。 

(2) 自分自身で探究できる見識を持ち、いろいろなデータ検索の媒体機器を最大限に利用できる

こと。 

2. 研究を目的とする学生の支援のために、通常のカリキュラムを継続しながら、名誉プログラ

ム（通常の授業に加え、研究方法や卒業論文のゼミ等のような研究者育成を目的とする授業が含

まれる特別プログラム）を加える。」 

15 https://www.chula.ac.th/en/about/overview/history/ 
16 https://www.topuniversities.com/university-rankings/world-university-rankings/2020 
17 http://www.arts.chula.ac.th/~east/japanese/activities?q=activities/im/sympo07/kanlayanee 
18 http://www.arts.chula.ac.th/~east/japanese/undergraduate 

13

3．タイ国内における主たる日本語教育機関について

3-1.日本語講座を有する大学

『早稲田日本語教育学』第 24 号（2018 年 6 月発行号）によれば、タイにおける日本語講座

（主専攻）を有する高等教育機関数は、タイ国内で 41 機関が存在する。その内容を確認すると、

国立大学がもっとも多く 16 を数える。次に多いのは師範大学・技術大学であり、こちらも 14 機

関とほぼ同数である14。 

13 2020 年 1 月 8 日筆者撮影。チュラーロンコーン大学周辺 
141https://waseda.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=417

32&item_no=1&page_id=13&block_id=21 
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3-2.チュラーロンコーン大学の日本語講座

タイ国内の、日本語講座を有する大学について、1 つを取り出し概観する。

チュラーロンコーン大学は、1917 年に設立された15タイ最古の国立大学である。前出の英教育

専門誌タイムズ・ハイヤー・エデュケーション（Times Higher Education） のランキングでは、

801 位～1000 位に位置付けされており、タイ国内で 3 位とされる。なお同大学は、QS 世界大学

ランキング（QS World University Rankings）2020 年版ではタイ国内 1 位であることに留意

されたい16。

この大学は、1974 年に、同大学の日本語講座を専攻コースに昇格させる形で、タイではじめて

の日本語専攻コースを誕生させた17。現在、文学部東洋言語学科日本語学科として運営されてい

る。研究者育成のため、日本語学・外国語としての日本語（日本語教師養成プログラム）と日本

文学分野の大学院（修士課程）を設置し、高度な専門教育を行っているという。また、高度な日

本語運用能力を身につけた人材を育成するために、多彩なカリキュラムを実施している。また、

日本の大学との交換留学制度や、留学のための奨学金制度も設けている。 

 学部課程の運営目的は以下のように紹介されている18。 

「1. 以下の能力を持つ学士の輩出である。

(1) 現代社会で職業につき、さらにより高位の学位を取得できるだけの日本語、日本文化、日本

文学に関する豊富な知識を持っていること。 

(2) 自分自身で探究できる見識を持ち、いろいろなデータ検索の媒体機器を最大限に利用できる

こと。 

2. 研究を目的とする学生の支援のために、通常のカリキュラムを継続しながら、名誉プログラ

ム（通常の授業に加え、研究方法や卒業論文のゼミ等のような研究者育成を目的とする授業が含

まれる特別プログラム）を加える。」 

15 https://www.chula.ac.th/en/about/overview/history/ 
16 https://www.topuniversities.com/university-rankings/world-university-rankings/2020 
17 http://www.arts.chula.ac.th/~east/japanese/activities?q=activities/im/sympo07/kanlayanee 
18 http://www.arts.chula.ac.th/~east/japanese/undergraduate 



2001 日本語・日本文学専攻（日本語学コース）修士課程を新設 

（2006 年より日本語専攻（日本語学コース）と改称しカリ

キュラムを再編） 

2007 外国語としての日本語（日本語教師養成プログラム）修士課

程を新設 

2013 日本文化・日本文学修士課程を新設 

大学院博士課程

2003 文学・比較文学学科博士課程を開設（チュラーロンコーン大

学文学部における東洋言語学科、西洋言語学科、英語学科と

比較文学学科のジョイント・プロジェクト） 

2013 日本文化・日本文学博士課程を新設 

3-3. 泰日経済技術振興協会付属語学学校 

泰日経済技術振興協会（Technology Promotion Association（TPA）、通称ソーソートー）の

付属学校が、タイ人に対する日本語指導を行っている。 

まず泰日経済技術振興協会について説明する20。泰日経済技術振興協会は、1973 年に設立され

た非営利団体である。元財務大臣であるソンマーイ・フントラクーン氏を創立責任者とし、日タ

イ経済協力協会事業（JTECS）初代理事長の穂積五一氏の尽力、および、元日本留学生・研修生

が中心となり、設立された21。その目的は、タイ国の経済発展のため、日本からタイへの最新技

術と知識の移転、普及、人材育成を行うことにある。活動は、日本側カウンターパートである、

20 http://j.tpa.or.th/about.php 
21 TPA 紹介パンフレット「泰日経済技術振興協会 科学技術の普及と経済基盤の創造」

この大学の日本語講座の歴史は、以下のように紹介されている19。 

学士課程 

年 「日本語」科目の扱い 

1942-1944 フランス語、ドイツ語と同じく選択科目

1945 フランス語、ドイツ語と同じく選択科目

1946-1965 日本語教師は日本のタイ大使館に常駐しなければならなくな

り開講せず 

1966-1970 タイ語、英語、フランス語他と同じく３科目中１つの選択科

目 

1971-1972 専攻科目として修学可能な外国語科目 

1973-1977 専攻科目 

1978-2003 専攻科目 

2004-2009 専攻科目 

2010-2017 専攻科目（通常カリキュラム・名誉カリキュラム） 

2018- 専攻科目（通常カリキュラムのみ） 

大学院修士課程 

1999 日本語・日本文学専攻（文学コース）修士課程を新設 

（2006 年より日本語専攻（文学コース）と改称しカリキュ

ラムを再編）

19 http://www.arts.chula.ac.th/~east/japanese/activities?q=activities/history_j をもとに、筆者作成 
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2001 日本語・日本文学専攻（日本語学コース）修士課程を新設 

（2006 年より日本語専攻（日本語学コース）と改称しカリ

キュラムを再編）

2007 外国語としての日本語（日本語教師養成プログラム）修士課

程を新設 

2013 日本文化・日本文学修士課程を新設 

大学院博士課程 

2003 文学・比較文学学科博士課程を開設（チュラーロンコーン大

学文学部における東洋言語学科、西洋言語学科、英語学科と

比較文学学科のジョイント・プロジェクト） 

2013 日本文化・日本文学博士課程を新設 

3-3. 泰日経済技術振興協会付属語学学校

泰日経済技術振興協会（Technology Promotion Association（TPA）、通称ソーソートー）の

付属学校が、タイ人に対する日本語指導を行っている。 

まず泰日経済技術振興協会について説明する20。泰日経済技術振興協会は、1973 年に設立され

た非営利団体である。元財務大臣であるソンマーイ・フントラクーン氏を創立責任者とし、日タ

イ経済協力協会事業（JTECS）初代理事長の穂積五一氏の尽力、および、元日本留学生・研修生

が中心となり、設立された21。その目的は、タイ国の経済発展のため、日本からタイへの最新技

術と知識の移転、普及、人材育成を行うことにある。活動は、日本側カウンターパートである、

20 http://j.tpa.or.th/about.php 
21 TPA 紹介パンフレット「泰日経済技術振興協会 科学技術の普及と経済基盤の創造」 



4.インタビュー 

4-1.チュラーロンコーン大学日本語講座 講師陣へのインタビュー 

日時：2020 年 12 月 9 日 

場所：チュラーロンコーン大学 Boromrajakumari ビル 10 階 1007 号室 

対象：s.サランヤーシューショートケオ,Ph.D. 

Ms.サリンラット・カウィーチャールモンコン,Ph.D. 

Asst. Prof.ウォラウット・チラソンバット, Ph.D. 

Asst. Prof.アサダーユット・チューシー, Ph.D. 

以下、筆者の質問事項を「Q:」として、インタビュー回答者の発言を「A:」として記載するもの

とする。 

Q: チュラーロンコーン大学から、多くの学生が、日本に留学していると思います。早速ですが、

特に、どの地域や大学に留学を希望する学生が多いのでしょうか。 

A: 関西圏に留学を希望する学生が多いと思います。日本の文化を象徴する街だという印象が、

タイの学生の中では強いようです。東京も人気がありますが、物価の高さを懸念する学生も多い

ようです。 

留学先の大学で、奨学金がもらえるかどうかも、選択要因として大きいです。実は、学生同士

でネットワークを持っていて、奨学金の情報のやり取りがあるようです。ほかの生活情報等に関

しても、学生はいわゆる「口コミ」を、大きな情報源として活用しています。結局、過去に留学

生が多い大学が、これからも留学先に選ばれていく傾向にあります。 

ただ最近では、今まで目を向けられていなかった大学に、興味を持つ学生も増加しました。 

Q:タイ人が、日本語を学びたいと考える理由にはどのようなものがありますか。 

A:「日本語そのもの」に興味があるという学生をよく目にします。タイには日本語表記の看板や

商品が多くあります。日本語の字体に親近感を覚える学生も多いようです。また、エンターテイ

ンメントなど、文化に魅力を感じる学生もいます。例えば、日本の漫画やアイドルなどです。 

ただ日系企業に就職したい、と考えて、いわば就職目的で日本語を選択する学生は、昔ほど多く

はないようです。就職目的では中国語を選択する学生が多い印象ですね。中国の、今後の成長を

見据えてのことだと思います。しかし、中国語やその他の外国語を選択する学生が増えても、日

本語学習者が減るとは一概に言えません。グローバル化が進む昨今、複数の言語を同時に学習す

る学生が増加しています。中国語を学ぶ学生が、合わせて日本語を学ぶことも少なくないと思い

ます。 

実際には、日本語専攻に進む学生数はわずかながら減少しています。ただこれも、日本語に興

JTECS の協力を得て進めている。事業の実施に当たっては、当然のこと、日本との密接な関係

が必要不可欠とされる。協会の所在としては 3 か所確認できる。バンコクのスクンビット通り・

ソイ 29 の本館、パタナカーン通り・ソイ 18 の新館、およびパトゥムターニー県のランシット校

である。

具体的な事業は以下の通り。語学講座の開催、技術専門書・ビジネス書・語学テキスト・定期

刊行物等の出版・販売を行っている。また、技術・管理セミナー研修の開催、コンサルティング、

ならびに計測機器、実験器具及び実験器具の校正・検査サービスなど技術支援事業も合わせて実

施している。さらに、インターネット事業の開発なども行っている。大学生や、一般市民を対象

にした事業としては、大学生や高校生を対象としたロボットコンテスト、日本やタイなどの文化

を体感する語学・カルチャーフェスティバル、IMAC 等の工業展示会、国際フォーラム狩野品質

賞など各種大会等の開催を精力的に実施している。 

以上の事業を通して、タイ産業界の発展及び学生の育成を支援している。 

この TPA の付属学校が、泰日経済技術振興協会付属語学学校22である。バンコクのスクンビッ

ト通り・ソイ 29 の本館に位置している。また 2001 年には、近郊在住学習者および日系製造業界

のニーズに対応するため、パトゥムターニー県のランシット校を開校した。TPA の設立目的であ

る「日本からタイへの技術移転の振興」に、語学が重要な役割を果たすとの観点から、TPA 設立

と同時に開校した。教育省私立学校局の認可を受けて設立され、「品質（Quality）、誠実（Integrity）、
有益（Utility）」を理念に掲げている。

日本語、タイ語、中国語、英語および韓国語の 5 か国語を初級から専門レベルまでを教える語

学学校である。講師陣は全員が面接と実技試験に合格したタイ人および外国人の専門家である。

ネイティブスピーカーとタイ人講師を組み合わせた教授法により、多様な学習者（主にタイ人お

よび日本人が想定される）に対応した授業を実施しているという。筆者がインタビューに訪れた

際に、本館校舎内を拝見する機会を得た。少人数で利用が可能な小規模教室から、大講義室まで

の設備が揃っており、勉学に集中できる環境であることが分かった。さらには、社会の IT 化、

および映像授業の普及に合わせて、映像授業撮影用の部屋が整備されており、より良い学習コン

テンツを提供していこうとする姿勢が見てとれた23。

具体的なサービスは、４つ挙げられる。「日本人向けタイ語コース24」では TPA の日本人向け

テキストを使用し、経験豊かなタイ人講師が指導する。文法説明などは日本語で行うことが特色

で、タイの文化・タイ人の考え方などを、語学と並行して学ぶ。さらには、日本語を学習してい

るタイ人との交流会に参加することもできる。同じ学校に通う、日本語を学習するタイ人と、タ

イ語を習う日本人との交流を設定するサービスはユニークと思われる。タイ語コースのほかにも、

「タイ人向け日本語コース」、「通訳・翻訳サービス」「メディアの総合デザイン・通訳センター」

の運営を行っている。 

22 http://j.tpa.or.th/slc/index.php 
23 本校舎内は、撮影は禁止とのことであった。
24 http://j.tpa.or.th/slc/course.php?lang=th 
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4.インタビュー

4-1.チュラーロンコーン大学日本語講座 講師陣へのインタビュー

日時：2020 年 12 月 9 日

場所：チュラーロンコーン大学 Boromrajakumari ビル 10 階 1007 号室

対象：s.サランヤーシューショートケオ,Ph.D.

Ms.サリンラット・カウィーチャールモンコン,Ph.D.

Asst. Prof.ウォラウット・チラソンバット, Ph.D.

Asst. Prof.アサダーユット・チューシー, Ph.D.

以下、筆者の質問事項を「Q:」として、インタビュー回答者の発言を「A:」として記載するもの

とする。 

Q: チュラーロンコーン大学から、多くの学生が、日本に留学していると思います。早速ですが、

特に、どの地域や大学に留学を希望する学生が多いのでしょうか。 

A: 関西圏に留学を希望する学生が多いと思います。日本の文化を象徴する街だという印象が、

タイの学生の中では強いようです。東京も人気がありますが、物価の高さを懸念する学生も多い

ようです。 

留学先の大学で、奨学金がもらえるかどうかも、選択要因として大きいです。実は、学生同士

でネットワークを持っていて、奨学金の情報のやり取りがあるようです。ほかの生活情報等に関

しても、学生はいわゆる「口コミ」を、大きな情報源として活用しています。結局、過去に留学

生が多い大学が、これからも留学先に選ばれていく傾向にあります。 

ただ最近では、今まで目を向けられていなかった大学に、興味を持つ学生も増加しました。 

Q:タイ人が、日本語を学びたいと考える理由にはどのようなものがありますか。

A:「日本語そのもの」に興味があるという学生をよく目にします。タイには日本語表記の看板や

商品が多くあります。日本語の字体に親近感を覚える学生も多いようです。また、エンターテイ

ンメントなど、文化に魅力を感じる学生もいます。例えば、日本の漫画やアイドルなどです。

ただ日系企業に就職したい、と考えて、いわば就職目的で日本語を選択する学生は、昔ほど多く

はないようです。就職目的では中国語を選択する学生が多い印象ですね。中国の、今後の成長を

見据えてのことだと思います。しかし、中国語やその他の外国語を選択する学生が増えても、日

本語学習者が減るとは一概に言えません。グローバル化が進む昨今、複数の言語を同時に学習す

る学生が増加しています。中国語を学ぶ学生が、合わせて日本語を学ぶことも少なくないと思い

ます。 

実際には、日本語専攻に進む学生数はわずかながら減少しています。ただこれも、日本語に興



Q:今後、チュラーロンコーン大学から日本の大学への留学機会の創出や、学生交流をさらに良い

ものにしていくために、どのようなプログラムを設置していけばいいでしょうか。 

A:先ほどと同じ理由で、短期間の留学や、学生交流を増やしたいと思っています。学生交流の中

で、外国人と知り合い、異文化コミュニケーションを行う機会を提供するためです。学生同士が

知り合ってしまえば、あとは自分たちで、SNS で交流関係を維持していくだろうと思います。 

グローバル化のなかで、学生は「留学することが常識」といえるほどの環境に置かれています。

短期間でもいいので、学生交流をし、異文化理解の力や柔軟性を伸ばしてほしいです。 

日本の大学では、タイの大学生に留学に来てもらい、地域企業にインターンしてもらうという構

想を持っているところもあるようです。 

25

Q:タイ人の留学生は、特定の大学に集中している印象があります。注目が集まりにくい、いわば

不人気な大学が、タイ人留学生を集めるためには、どのような工夫をしたらよいでしょうか。 

A:「地域性」を強調するのはどうでしょうか。都会や有名都市と異なる文化を魅力に感じて、留

学先を選択する学生も増えてきました。各県は、文化や環境の差を感じやすい場所です。留学の

中で、日本語だけでなく、日本文化の研究にもチャレンジできることも利点の１つです。最近で

25 チュラーロンコーン大学 Boromrajakumari ビル、インタビュー当日に筆者撮影

味を持つ学生が減ったということに直接には結び付きません。チュラーロンコーン大学の中では、

別の専攻を選択しながら、「副専攻」を選択できる制度があります。例えば政治学専攻の学生が、

副専攻として日本語専攻を選ぶことが出来ます。さらに、大学ではなく、日本語学校に通う学生

もいますので、日本語専攻以外の専攻に通いながら、そういった学校に通う学生も想定されます。

今では、日本語を学ぶルート、手段が多数存在するようになったんです。そのため、タイ人学生

にとって、日本語の学習は、依然として高い人気を維持しているように思います。 

Q:タイ人にとって、日本語の難しさとはどのようなところにあるとお考えでしょうか。

A:第１に、敬語の存在です。日本語には、独特の敬語がありますので、習得には時間を要するよ

うです。 

第２に、漢字の存在です。実際に文章を読み書きするとなると、漢字を覚える必要も出てきま

す。タイは非漢字圏なので、漢字は学習者にとって大きなハードルとなります。就職の話になり

ますが、日系企業が外国人を採用する場合は、漢字の読める中国人を、タイ人よりも多く採用す

るという話を聞いたことがあります。 

第３に、「話し言葉」「書き言葉」の使い分けです。 

実際に日本に留学した学生は、話し言葉はかなり上手になります。これは留学のメリットとも

言えますが、書き言葉はマスターが難しいです。似たような例で、タイ人と日本人のハーフの大

学生は、家庭内で日本語話者と生活しているので、話し言葉は完璧です。しかし、文章の間違い

には気づきにくくなります。話し言葉は完璧だという自負があるので、書き言葉を新しく学習す

ることに抵抗を覚えるのではないでしょうか。 

初級日本語では、一般的に「話し言葉」「書き言葉」が区別されていないので、そのまま日本語を

使用していくと、適切に使えなくなります。そのため、中級日本語では、日本語の話し言葉と書

き言葉を区別して指導しているんです。 

Q:日本語教育は、一筋縄ではいかないのですね。逆に、留学生の受け入れ側となる「日本人」に

ついて、感じることはどのようなことでしょうか。 

A:最近、日本の労働者不足が顕著になり、昔の考え方は変わりつつあると感じています。

卒業生が日本企業で働く例が増えていく中でも、彼らの仕事環境は良くなってきていると感じま

す。 

Q:過去、チュラーロンコーン大学と日本の大学で交流を行うなかで、魅力的な留学コースだと感

じたものがあれば教えてください。 

A:近年、期間を 1 学期と区切って、タイの学生を派遣するコースが設置されていた大学がありま

す。日本の大学は半年間、もしくは 1 年間の留学が主流ですが、長期間、自分の大学を離れるこ

とは、タイの学生も不安に感じます。様々な制度がありますが、例えば 1 年間日本に留学すると、

卒業も 1 年遅れてしまいますよね。その不安を解消できたため、タイの学生からの人気を集めま

した。 
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Q:今後、チュラーロンコーン大学から日本の大学への留学機会の創出や、学生交流をさらに良い

ものにしていくために、どのようなプログラムを設置していけばいいでしょうか。 

A:先ほどと同じ理由で、短期間の留学や、学生交流を増やしたいと思っています。学生交流の中

で、外国人と知り合い、異文化コミュニケーションを行う機会を提供するためです。学生同士が

知り合ってしまえば、あとは自分たちで、SNS で交流関係を維持していくだろうと思います。

グローバル化のなかで、学生は「留学することが常識」といえるほどの環境に置かれています。

短期間でもいいので、学生交流をし、異文化理解の力や柔軟性を伸ばしてほしいです。 

日本の大学では、タイの大学生に留学に来てもらい、地域企業にインターンしてもらうという構

想を持っているところもあるようです。 

25

Q:タイ人の留学生は、特定の大学に集中している印象があります。注目が集まりにくい、いわば

不人気な大学が、タイ人留学生を集めるためには、どのような工夫をしたらよいでしょうか。 

A:「地域性」を強調するのはどうでしょうか。都会や有名都市と異なる文化を魅力に感じて、留

学先を選択する学生も増えてきました。各県は、文化や環境の差を感じやすい場所です。留学の

中で、日本語だけでなく、日本文化の研究にもチャレンジできることも利点の１つです。最近で

25 チュラーロンコーン大学 Boromrajakumari ビル、インタビュー当日に筆者撮影 



4-2. 泰日経済技術振興協会付属語学学校講師陣へのインタビュー 

日時：2019 年 12 月 25 日 

場所：泰日経済技術振興協会付属語学学校 ※以下、「TPA 付属語学学校」 

対象：TPA 付属語学学校常勤講師 3 名26

Q:タイ人が、日本語を学びたいと考える理由にはどんなものがありますか。 

A:まず、文化の影響が大きいと感じます。タイ人が、日本のアニメやポップカルチャーに触れる

機会が多いので、そこから日本という国や、日本という国そのものに関心が出てくるのではない

でしょうか。 

また日本の方針で、タイ人に対する観光目的のビザが免除されました。そのため、観光に行き

たいと思うタイ人が日本を身近に感じ、そこから日本語を学びたいと考える人が多いということ

でしょう。 

日本で仕事をしたいと考えるタイ人も一定数います。ただ、タイは豊かな国なので、東南アジ

アの他の国のように、生活苦のために、例えば仕送りのため日本に行く人は少ない印象です。 

日系企業での仕事への憧れや、自身のキャリアアップとして日本で働きたいと考えるタイ人が、

日本語を学びに来ることはあります。 

最後に、大学で日本語専攻だったので、さらに日本語を学んで、そのまま日本語の先生になり

26 名前や肩書等は記載しない条件で、インタビューをお引き受け頂いた。

は、タイ人が日本に、観光に訪れる機会がかなり多くなりました。観光だけでは分からない、多

面的で、深みのある知識や経験を得ることが、学生の求めていることの 1 つだといえるでしょう。

地域の特性をうまく見つけ出し、自分の大学の魅力をうまく発信することで、日本に留学したい

と考えるタイ人はますます増えてくると思います。 

Q:今日は、様々なお話を伺うことができました。貴重なお時間をいただきまして、誠にありがと

うございました。 
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4-2. 泰日経済技術振興協会付属語学学校講師陣へのインタビュー

日時：2019 年 12 月 25 日

場所：泰日経済技術振興協会付属語学学校 ※以下、「TPA 付属語学学校」

対象：TPA 付属語学学校常勤講師 3 名26

Q:タイ人が、日本語を学びたいと考える理由にはどんなものがありますか。

A:まず、文化の影響が大きいと感じます。タイ人が、日本のアニメやポップカルチャーに触れる

機会が多いので、そこから日本という国や、日本という国そのものに関心が出てくるのではない

でしょうか。 

また日本の方針で、タイ人に対する観光目的のビザが免除されました。そのため、観光に行き

たいと思うタイ人が日本を身近に感じ、そこから日本語を学びたいと考える人が多いということ

でしょう。 

日本で仕事をしたいと考えるタイ人も一定数います。ただ、タイは豊かな国なので、東南アジ

アの他の国のように、生活苦のために、例えば仕送りのため日本に行く人は少ない印象です。

日系企業での仕事への憧れや、自身のキャリアアップとして日本で働きたいと考えるタイ人が、

日本語を学びに来ることはあります。 

最後に、大学で日本語専攻だったので、さらに日本語を学んで、そのまま日本語の先生になり

26 名前や肩書等は記載しない条件で、インタビューをお引き受け頂いた。



Q:生徒のモチベーション維持のためにされていることはありますか。 

A:実際には、勉強した日本語を、自分で使えた、自分で発音して相手に通じた、という喜びに勝

るものはないようです。そのため、モチベーション維持のためにも、丁寧に熱意をもって生徒に

接する工夫をしています。また教室の中でも、教師と生徒が日本語で会話する機会を多くとるよ

うに努めています。 

時には身につけた日本語能力を試す為に、実践の場として、日本語で応対する店に電話をかけ

て、営業時間や定休日（曜日）をたずねる練習をすることもあります。教室から出て、社会の中

で日本語を使う練習をすることで、生徒の意気込みも変わってきます。程よい緊張感が、生徒の

成長を助けてくれると思います。これらを通して、生徒が、日本語を学ぶことを楽しいと感じて

くれるような授業にしています。 

Q:日本国内の話になりますが、日本の各大学において「すべて英語によって授業が受けられる、

日本語が分からなくても英語だけで学位が取得できる」コースが充実してきています。大学の方

策として、日本語を取得するのは外国人にとってハードルが高いため、そのようなコースを設置

して留学生数を増やそうとしているようです。これは、海外の日本語学校に通う生徒数の減少に

繋がりかねないという意見もありますが、どのようにお考えでしょうか。 

A:日本に来るとなれば、生活のために日本語は必須です。日本語ができないと、日常生活もまま

ならないことはよくあります。そのため、日本に行く予定のある人は、日本語を学んだほうが良

いと思います。また、日本に行きたいと考える人は、少なからず日本という国そのものに興味が

あると思いますので、日本語を学ぶこともそれほど負担に感じないかと思います。 

全体的な近年の傾向を見ていくと、日本語を学ぶ人の人数は、横ばい、あるいは少し減ってき

ているように感じます。中国企業などがタイに多数進出しているため、中国語を学びたいと考え

るタイ人も増えるかも知れませんが、そのような状況においても日本語は一定の地位を維持でき

ると思います。 

Q:話は変わりますが、TPA 付属語学学校様では、日系企業で働くタイ人を対象にしたセミナー、

またはタイ人を雇用する日系企業対象のセミナーを多く開催されています。これはどのような理

由からでしょうか。また、タイ人を雇用する日系企業の悩みとしては、どのようなものがあるで

しょうか。 

A:セミナー開催の理由としては、TPA の創立理念が大きく関わってきます。TPA は、日本とタ

イ両国の経済発展のために、タイ人スタッフの教育研修を、各種セミナーや事業を通じて実施し

ています。 

タイ人を雇用する日系企業からの悩みとしては、主に、文化や考え方の齟齬から、日本人とタ

イ人でお互いにコミュニケーションの行き違いが発生し、仕事上でトラブルが起きてしまうこと

が挙げられます。 

また、日本人は、海外で働いていますが、タイ人は自国で働いています。この異なる状況が、

齟齬を生んでいる可能性もあります。日系企業で働くタイ人なかには、海外に出たことがないと

いう人もいて、自分は異文化理解をする必要がある、という認識がない方もいる可能性はありま

たい、と考える人も勉強しに来ています。 

Q:タイ人にとって、日本語の難しさはどのようなものでしょうか。

A:まず、発音です。日本語には、タイ語にはない発音の区別あります。今まで意識して聞いたこ

とがない、または発音したことがないので、区別して発音するのは苦労するようです。 

次に語順です。タイ語の語順は、簡単に言うと英語に似ています。タイ人は英語の語順でタイ

の文法を身につけている為、日本語の語順に慣れることに時間がかかるそうです。 

最後に、日本語で使われる「ひらがな、カタカナ、漢字」の区別ですね。タイ文字は 1 種類し

かない為、文字の使い分けも、タイ人にとっては難しさを感じるポイントだと思います。覚える

のにも時間がかかるようです。 

Q:タイ人の生徒に対して、語学以外に指導を行うことはありますか。私の考えでは、日常生活の

遅刻や、生活態度についてなどを指導されると考えています。例えば日系企業で仕事をする予定

のタイ人に対しては、どのようなアドバイスが多いでしょうか。 

A:まずは「時間」です。日本人は時間を大切にしますので、その意識は持ってもらうようにして

います。 

ただし本人がそれを本当の意味で理解し、時間を厳守するようになるかは、人それぞれです。

本人が、どこまで日本の文化を受容するのか、それは個人の考え方や仕事に対する意識によって

変わってくると思います。例えば、日本で働く予定のタイ人は、時間に対する意識も高く持とう

としています。 

27

27 TPA 付属語学学校校舎。https://www.bangkok-pukuko.com/entry/tpa-bangkok より抜粋 
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Q:生徒のモチベーション維持のためにされていることはありますか。

A:実際には、勉強した日本語を、自分で使えた、自分で発音して相手に通じた、という喜びに勝

るものはないようです。そのため、モチベーション維持のためにも、丁寧に熱意をもって生徒に

接する工夫をしています。また教室の中でも、教師と生徒が日本語で会話する機会を多くとるよ

うに努めています。 

時には身につけた日本語能力を試す為に、実践の場として、日本語で応対する店に電話をかけ

て、営業時間や定休日（曜日）をたずねる練習をすることもあります。教室から出て、社会の中

で日本語を使う練習をすることで、生徒の意気込みも変わってきます。程よい緊張感が、生徒の

成長を助けてくれると思います。これらを通して、生徒が、日本語を学ぶことを楽しいと感じて

くれるような授業にしています。 

Q:日本国内の話になりますが、日本の各大学において「すべて英語によって授業が受けられる、

日本語が分からなくても英語だけで学位が取得できる」コースが充実してきています。大学の方

策として、日本語を取得するのは外国人にとってハードルが高いため、そのようなコースを設置

して留学生数を増やそうとしているようです。これは、海外の日本語学校に通う生徒数の減少に

繋がりかねないという意見もありますが、どのようにお考えでしょうか。 

A:日本に来るとなれば、生活のために日本語は必須です。日本語ができないと、日常生活もまま

ならないことはよくあります。そのため、日本に行く予定のある人は、日本語を学んだほうが良

いと思います。また、日本に行きたいと考える人は、少なからず日本という国そのものに興味が

あると思いますので、日本語を学ぶこともそれほど負担に感じないかと思います。 

全体的な近年の傾向を見ていくと、日本語を学ぶ人の人数は、横ばい、あるいは少し減ってき

ているように感じます。中国企業などがタイに多数進出しているため、中国語を学びたいと考え

るタイ人も増えるかも知れませんが、そのような状況においても日本語は一定の地位を維持でき

ると思います。 

Q:話は変わりますが、TPA 付属語学学校様では、日系企業で働くタイ人を対象にしたセミナー、

またはタイ人を雇用する日系企業対象のセミナーを多く開催されています。これはどのような理

由からでしょうか。また、タイ人を雇用する日系企業の悩みとしては、どのようなものがあるで

しょうか。 

A:セミナー開催の理由としては、TPA の創立理念が大きく関わってきます。TPA は、日本とタ

イ両国の経済発展のために、タイ人スタッフの教育研修を、各種セミナーや事業を通じて実施し

ています。 

タイ人を雇用する日系企業からの悩みとしては、主に、文化や考え方の齟齬から、日本人とタ

イ人でお互いにコミュニケーションの行き違いが発生し、仕事上でトラブルが起きてしまうこと

が挙げられます。 

また、日本人は、海外で働いていますが、タイ人は自国で働いています。この異なる状況が、

齟齬を生んでいる可能性もあります。日系企業で働くタイ人なかには、海外に出たことがないと

いう人もいて、自分は異文化理解をする必要がある、という認識がない方もいる可能性はありま



4-3.日系企業勤務 タイ人へのインタビュー 

日時：2019 年 12 月 19 日 

場所：バンコク市内の喫茶店 

対象：タイで働く社会人男性（29 歳）28

Q:まず、今のご職業と、具体的な仕事の内容を教えていただけますか。 

A:現在、資源再生や資源の有効活用を主な業務内容とする、日系の大手企業で勤務しています。

いまタイに住んでいますが、いわゆる「タイ駐在」の形をとっています。日本で、一般の社員と

同様の雇用条件で働いている状態です。 

今の仕事内容について、あえて英語で言うと「ビジネスデベロップメント」という表現になる

と思います。自分の勤務先を、さらに良くしていくのが仕事ですが、平たく言えば「何でも屋」

です。お客様のもとで商品やサービスの提案をすることもあれば、現場からの設備調達に関する

指示指導、さらにお客様の会社や自分の会社に対するコンサルティング業務も行っています。 

だいたい私は、現場とタイ本社をつなげている、中間職のような立ち位置です。そのため、タ

28 名前や肩書等は記載しない条件で、インタビューをお引き受け頂いた。

す。お互いに、柔軟な考えで接することが出来ればいいのですが、難しい場合もあります。こう

いった、基本的な考え方が食い違っている可能性はありますね。 

日系企業が抱える問題に対して、TPA 付属語学学校では、企業ごとにアレンジされたセミナー

を開講しています。オーダーメイドのスタイルです。一例を挙げると、最初に、タイ人従業員と

日系企業社員に対して、別々に、異文化理解や言語の違いをテーマに講座を行います。両方のサ

イドで、相手のことを理解してもらうことが大切です。そのうえで、日本人とタイ人が合同で、

ワークショップを行います。仕事を円滑に進めていくにはどのようにしたらよいか、互いにコミ

ュニケーションをとり、考えてもらうためです。このような段階型のセミナーは、日系企業の業

務円滑化に貢献しています。 

Q:最後に、日本語教師として勤務される中で、印象深いことや心に残っているエピソードがあれ

ば教えてください。 

A: 言葉を深く知るなかで、その国の人の理解に繋がります。そして言葉は、すべてにおいて基

本になります。日本人とタイ人の間で約束をする、連絡をとるときに、共通言語がなければ難し

くなります。また様々なトラブル回避のために不可欠です。 

タイ人にとって、日本語を学ぶのは、なかなか難しいようです。上達が見えなくてモチベーシ

ョンが下がってしまう人もいます。それでも日本語を学び、それを使って意思疎通できたという

喜びは、何にも代えがたいものです。TPA 付属語学学校に通うタイ人が、日本語を学んだことで、

進学や就職できたと言ってくれることが、私たちにとってもやりがいです。 

以前、日本で仕事をする予定の、工学部の大学生を対象に、日本語を指導したことがありまし

た。彼らが日本に向けて旅立つ日、空港まで見送りに行ったところ、彼らの親戚が、本当にたく

さん見送りに来ていました。彼らの経済状況などは分かりませんが、日本で就職することは、そ

れだけ意味の大きなことだと思います。その光景を目にしたとき、タイ人学生が、親族のいろん

な思いを背負って、勉強していたことを再認識しました。胸が熱くなると同時に、彼らが日本で

幸せに暮らすことが出来るように、そして、彼らがタイに戻ってきて、家族を支えられるように、

我々も、日本語教育を通して、様々な形で貢献していきたいと感じました。 

Q:今日は、様々なお話を伺うことができました。貴重なお時間をいただきまして、誠にありがと

うございました。 
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4-3.日系企業勤務 タイ人へのインタビュー

日時：2019 年 12 月 19 日

場所：バンコク市内の喫茶店 

対象：タイで働く社会人男性（29 歳）28

Q:まず、今のご職業と、具体的な仕事の内容を教えていただけますか。

A:現在、資源再生や資源の有効活用を主な業務内容とする、日系の大手企業で勤務しています。

いまタイに住んでいますが、いわゆる「タイ駐在」の形をとっています。日本で、一般の社員と

同様の雇用条件で働いている状態です。 

今の仕事内容について、あえて英語で言うと「ビジネスデベロップメント」という表現になる

と思います。自分の勤務先を、さらに良くしていくのが仕事ですが、平たく言えば「何でも屋」

です。お客様のもとで商品やサービスの提案をすることもあれば、現場からの設備調達に関する

指示指導、さらにお客様の会社や自分の会社に対するコンサルティング業務も行っています。 

だいたい私は、現場とタイ本社をつなげている、中間職のような立ち位置です。そのため、タ

28 名前や肩書等は記載しない条件で、インタビューをお引き受け頂いた。



です。 

そのほかに、「自分の日本語を、自分の部下に当たる日本人が理解しようとしてくれない」こと

に、もどかしさを感じました。日本では、受け持ちの工場で、現場労働者の管理をしていました。

実際に働いている方々は、自分より年齢が上の男性が多かったです。 

そして、労働者の一部には、「外国人から指示を受けるのは抵抗がある」「外国人だから自分と

は相容れない」という先入観を持った方々が少なからずいて、上司の立場にいる自分の指示を理

解してくれない、または指示の内容は分かっているけども、実行に移してくれないことがありま

した。そのことには、日本語が喋れるか、ということ以上の問題を感じました。 

Q:それは確かに、上司として組織の上に立って働くうえで、大きなハードルのように感じます。

どのように乗り越えたのでしょうか。 

A: 「自分から行動で示す」「説明の仕方を工夫する」ことが秘訣だと感じました。現場労働者の

方々と、どのようにすれば良い仕事ができるのか、日々話し合いました。そして自分も一緒になっ

て行動し、力を合わせて働きました。そして、その試行錯誤の中で、工場の業務成績が上がった

結果として、現場の方々の信頼を得ることができました。 

説明の仕方も、受け取り手によって、柔軟に変化させるようにしました。ただ指示するだけで

なく、その仕事をすることによって、仕事を受けた本人にどのようなプラスが生じるのか、を説

明しました。もちろん、受け取り手の人間によって、話し方を変えました。 

これは、日本語の問題でなく、働くうえでの極意みたいなものですよね。タイ人でも日本人で

も、同じ人間として、考え方は似通っており、上司としてそれを汲み取ってあげる必要性を感じ

ました。 

タイ人として日系企業で働いてみて、国籍ごとに、ステレオタイプ的に相手の性格を予想する

ことや、型にはまったパターン思考は避けるべきと考えるようになりました。この人はこういう

人間だから、こんな行動をするはずだ、と考えていると、その予想が間違っていたときのショッ

クが大きくなります。ショックのあまり、相手のことを嫌いになることもあるかも知れません。 

日本人の中には、タイ人のことを、タイムマネジメントが下手だとか、仕事の感覚がズレている

と思い込んでいる方も多いそうですね。 

日本もタイも国際化が進展し、様々な国籍の人と共に働くことが多くなりました。言語や文化

を超えて、どんな人間とも、まっさらな気持ちで、話し合いを重ねてみることが大切だと考えて

います。 

Q:非常に大切なお話を伺ったように思います。ありがとうございます。最後に、中国語や韓国語

などの、日本語以外の外国語に対する印象を教えてください。今後、中国語学習や韓国語学習へ

の人気が、日本語を抜くことはあるでしょうか。 

A:タイ人のなかでは、日本語学習がまだまだ人気だろうと思います。もちろん、中国語や韓国語

を学ぶ人もいます。しかし、タイ人にとって、日本に対するイメージが、他から群を抜いて色濃

いです。日本で放映されたドラマやアニメが、タイでもたくさん放映されています。また食事も、

いまや「タイ文化の一部」という人がいるほど、身近に感じるようになりました。そういった「文

イ本社からの指示は日本語で聞き、現場にいるタイ人にはタイ語で話す、というスタイルで進め

ることが多いです。 

Q:お仕事で日常的に使用できるほど、日本語がお上手なようです。日本語の学習はいつごろから、

どのようになさったのか教えてください。 

A: 日本語の勉強は、大学の学士を得た後に、はじめました。それまでは、タイのチュラーロン

コーン大学で、日本語を使わずに勉強しました。チュラーロンコーン大学を卒業した時には、ほ

とんど日本語は使えませんでした。そのあと、早稲田大学バンコク事務所29という語学学校に 3
か月間通いました。ここは日本留学や日系企業への就職を希望するタイ人を対象とした日本語教

育を主な業務内容としています。さまざまなニーズに対応した日本語コースを開講していたので、

自分も安心して勉強できました。 

日本に留学した理由ですが、「日本の文化」に大きな関心がありました。当時は、中国、韓国も

留学先として視野に入れていました。しかし自分の興味関心が、日本の音楽や、スノーボードだっ

たので、どちらも実現できる、日本を選びました。タイ国内では、日本料理の店がたくさんあり、

日本人もたくさんいます。日本に留学した時のイメージが、他の国よりも湧いてきたことも、理

由の 1 つです。

学部 3 年生の時に、北海道大学で研究する機会があったのも、大きな動機になりました。その

時は、すべて英語でコミュニケーションをとっていましたが、留学生活の様子などを垣間見るこ

とができました。 

日本語の能力が向上したと感じたのは、日本の北海道大学の大学院に留学した時です。25 歳で、

資源再生を研究する研究室に所属しました。大学院では、日々日本語でやりとりしました。ほか

にも、念願のスノーボードサークルや、日本の音楽サークルに所属し、そこでも楽しみながら、

日本語の練習ができたと思います。 

Q:日本語を勉強する秘訣は何だと思いますか。

A:どんな言語でも同じだと思いますが、「楽しみながら学ぶ」ことが１番です。タイ語を勉強し

ている日本人には、モチベーションが少し下がっている人がいますが、どんな人でも、楽しみな

がら勉強すれば、なんでも上手くなると思います。 

私が日本に留学したときには、日本語ができればできるほど生活が楽しくなったので、好循環

を作れていました。 

逆に、今でも漢字の読みは、今でも難しいと感じます。さらに、日本語は似た意味の単語でも、

様々な単語に言い換えるので、そこはタイ語との違いを感じました。 

Q:北海道大学留学中や、日系企業で勤務する中で、困難を感じる部分はありましたか。特に日本

人とタイ人との考え方の違いのようなところで、苦労した点があれば教えて下さい。 

A:当然ですが、タイ人の私が日本の企業に就職したので、日本語のビジネスコミュニケーション

には大変苦労しました。就職当時は、上司からの指示も、理解するのに時間がかかっていた状態

29 http://www.cie-waseda.jp/win/jp/office/office_bangkok.html?keepThis=true&TB_iframe=true&height=600&width=770 
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です。 

そのほかに、「自分の日本語を、自分の部下に当たる日本人が理解しようとしてくれない」こと

に、もどかしさを感じました。日本では、受け持ちの工場で、現場労働者の管理をしていました。

実際に働いている方々は、自分より年齢が上の男性が多かったです。 

そして、労働者の一部には、「外国人から指示を受けるのは抵抗がある」「外国人だから自分と

は相容れない」という先入観を持った方々が少なからずいて、上司の立場にいる自分の指示を理

解してくれない、または指示の内容は分かっているけども、実行に移してくれないことがありま

した。そのことには、日本語が喋れるか、ということ以上の問題を感じました。 

Q:それは確かに、上司として組織の上に立って働くうえで、大きなハードルのように感じます。

どのように乗り越えたのでしょうか。 

A: 「自分から行動で示す」「説明の仕方を工夫する」ことが秘訣だと感じました。現場労働者の

方々と、どのようにすれば良い仕事ができるのか、日々話し合いました。そして自分も一緒になっ

て行動し、力を合わせて働きました。そして、その試行錯誤の中で、工場の業務成績が上がった

結果として、現場の方々の信頼を得ることができました。 

説明の仕方も、受け取り手によって、柔軟に変化させるようにしました。ただ指示するだけで

なく、その仕事をすることによって、仕事を受けた本人にどのようなプラスが生じるのか、を説

明しました。もちろん、受け取り手の人間によって、話し方を変えました。 

これは、日本語の問題でなく、働くうえでの極意みたいなものですよね。タイ人でも日本人で

も、同じ人間として、考え方は似通っており、上司としてそれを汲み取ってあげる必要性を感じ

ました。 

タイ人として日系企業で働いてみて、国籍ごとに、ステレオタイプ的に相手の性格を予想する

ことや、型にはまったパターン思考は避けるべきと考えるようになりました。この人はこういう

人間だから、こんな行動をするはずだ、と考えていると、その予想が間違っていたときのショッ

クが大きくなります。ショックのあまり、相手のことを嫌いになることもあるかも知れません。

日本人の中には、タイ人のことを、タイムマネジメントが下手だとか、仕事の感覚がズレている

と思い込んでいる方も多いそうですね。 

日本もタイも国際化が進展し、様々な国籍の人と共に働くことが多くなりました。言語や文化

を超えて、どんな人間とも、まっさらな気持ちで、話し合いを重ねてみることが大切だと考えて

います。 

Q:非常に大切なお話を伺ったように思います。ありがとうございます。最後に、中国語や韓国語

などの、日本語以外の外国語に対する印象を教えてください。今後、中国語学習や韓国語学習へ

の人気が、日本語を抜くことはあるでしょうか。 

A:タイ人のなかでは、日本語学習がまだまだ人気だろうと思います。もちろん、中国語や韓国語

を学ぶ人もいます。しかし、タイ人にとって、日本に対するイメージが、他から群を抜いて色濃

いです。日本で放映されたドラマやアニメが、タイでもたくさん放映されています。また食事も、

いまや「タイ文化の一部」という人がいるほど、身近に感じるようになりました。そういった「文



国人が働くことの難しさだったように思う。しかし、日本語を勉強したことで、自らの世界観が

広がり、日本人とのコミュニケーション上のトラブルにも、前向きに対処することができたと語っ

ていた。日本人とタイ人との間の、ビジネス上のトラブルは、ここタイではよく見聞きする。彼

のように世界観を広く持ち、柔軟性を身につけたグローバル人材が、日本とタイの双方から出現

することを願ってやまない。 

今回のレポートによって、タイ人が、日本人に対してかなりの好感を持っていること、および

文化や日本語学習が、日本に対する好感の端緒になっていることを確認できたことは大きな収穫

であった。 

以上のことから、日本に位置する大学がタイ国内で学生のリクルート活動を行う際には、第 1
に、日本の文化紹介を重点的に行うことが重要であると考える。タイ人学生に、自らが持つ日本

への関心を再認識してもらう。そして第 2 に、大学ごとの独自性や地域的差異を打ち出すことが、

有効な手法の1つと思われる。JSPS海外研究連絡センターなどでは事業紹介を行う機会がある。

そのような、海外でプレゼンテーションを行う方々にも、本レポートの示唆が少しでも役に立て

ば幸いである。 

私がタイへ研修に赴くことが可能になったのは、日本とタイの友好関係が長きに渡って保たれ

たためである。今後も、日本語教育を通して、タイ人と日本人の交流が続き、それが学術研究や

経済面など、多方面における好影響を生み出していくように願っている。 

謝辞 

インタビューにご協力いただきましたチュラーロンコーン大学の先生方、泰日経済技術振興協

会付属語学学校常勤講師の皆様、そしてタイの友人に、感謝申し上げます。お忙しいところ時間

を割いていただき、本当にありがとうございました。 

また、2 年間の研修を通して、JSPS 東京本部の皆様、JSPS バンコク研究連絡センターの皆様、

そして本務先の東北大学の皆様には大変お世話になりました。業務面・生活面の指導を通じて、

本当に多くのことを学ばせていただいたと感じています。ありがとうございました。 

化」の身近さが、日本語学習への人気を支えているのだと思います。留学や就職のイメージも、

タイ人は日本のドラマを見て学んでいますよ。

逆に、韓国や中国に留学や就職に対しては、情報量が少ないため、決断しにくい人もいるよう

です。 

Q:なるほど。実際に日系企業に勤務されている方の話を伺い、大変勉強になりました。本日は本

当にありがとうございました。 

A:私は、日本語を学ぶことで、考え方が柔軟になったと思います。タイ語、英語、日本語を勉強

することで、各国の言語のベースとなる考え方を比較することができました。それは、相手によっ

て話し方を変えるという、今の私の仕事のやり方を生み出してくれました。やはり日本語を勉強

してよかったです。これからも考え方を柔軟に持って、いろんなことにチャレンジしたいと思っ

ています。 

Q:今日は、様々なお話を伺うことができました。貴重なお時間をいただきまして、誠にありがと

うございました。 

5.おわりに

本レポートでは、タイの日本語教育をテーマに報告を行った。特にインタビューに関して、タ

イの国立大学の先生方、民間の語学学校の講師、そして日本語を学んだ経験を生かして活躍中の

タイ人という、それぞれ異なる視点を持つ方々のお話を伺うことができた。計 8 人に直接インタ

ビューし、これらすべての内容を掲載できることは、非常に稀有な機会に恵まれたと考える。本

レポートのテーマに関して、いくらかでも示唆を表すことができたのであれば幸いである。

まずチュラーロンコーン大学のインタビューを掲載した。学生が、就職に有利になるという点

を考えて中国語を選択する風潮は、年々高まっているということであった。しかし、多言語社会

のなかで、日本語はタイ人にとって人気があることに言及されており、ほかのインタビュー内容

との整合性を見出すことができた。また、日本語を選択した学生に対して、どのようにすれば魅

力的なプログラムを提供することができるか、ご自身の研究もありながら、先生方が熱心に検討

されている姿が印象的であった。さらに、知名度の低い大学であっても、地域性を打ち出すこと

で、タイ人学生からの注目を集めることが出来るのではないかと示唆をいただいた。 

 次に掲載したのは泰日経済技術振興協会付属語学学校常勤講師陣のインタビューであった。日

本文化に対する関心が、日本語学習への入り口になることを教えていただいた。さらに日本文化

への関心は非常に大きく、それらは「ひらがな・カタカナ・漢字の使い分け」という、タイ人に

とっての学習上の困難を乗り越える力になると思い至った。 

 最後に掲載したのが、日本語を学習し、現在はそれを駆使して日系企業で活躍しているタイ人

へのインタビューである。彼は私の友人でもあるが、日本語運用能力の高さには本当に頭の下が

る思いである。彼が述べていたのは、日本語を学習することの難しさだけでなく、日本社会で外
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国人が働くことの難しさだったように思う。しかし、日本語を勉強したことで、自らの世界観が

広がり、日本人とのコミュニケーション上のトラブルにも、前向きに対処することができたと語っ

ていた。日本人とタイ人との間の、ビジネス上のトラブルは、ここタイではよく見聞きする。彼

のように世界観を広く持ち、柔軟性を身につけたグローバル人材が、日本とタイの双方から出現

することを願ってやまない。 

 今回のレポートによって、タイ人が、日本人に対してかなりの好感を持っていること、および

文化や日本語学習が、日本に対する好感の端緒になっていることを確認できたことは大きな収穫

であった。 

以上のことから、日本に位置する大学がタイ国内で学生のリクルート活動を行う際には、第 1
に、日本の文化紹介を重点的に行うことが重要であると考える。タイ人学生に、自らが持つ日本

への関心を再認識してもらう。そして第 2 に、大学ごとの独自性や地域的差異を打ち出すことが、

有効な手法の1つと思われる。JSPS海外研究連絡センターなどでは事業紹介を行う機会がある。

そのような、海外でプレゼンテーションを行う方々にも、本レポートの示唆が少しでも役に立て

ば幸いである。 

 私がタイへ研修に赴くことが可能になったのは、日本とタイの友好関係が長きに渡って保たれ

たためである。今後も、日本語教育を通して、タイ人と日本人の交流が続き、それが学術研究や

経済面など、多方面における好影響を生み出していくように願っている。 

謝辞 

インタビューにご協力いただきましたチュラーロンコーン大学の先生方、泰日経済技術振興協

会付属語学学校常勤講師の皆様、そしてタイの友人に、感謝申し上げます。お忙しいところ時間

を割いていただき、本当にありがとうございました。 

また、2 年間の研修を通して、JSPS 東京本部の皆様、JSPS バンコク研究連絡センターの皆様、

そして本務先の東北大学の皆様には大変お世話になりました。業務面・生活面の指導を通じて、

本当に多くのことを学ばせていただいたと感じています。ありがとうございました。 



タイの高等教育機関の国際化

―近年の高等教育政策と｢アジア高等教育圏｣の展開―

バンコク研究連絡センター

臼井 真希
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https://www.museumthailand.com/th/1120/storytelling/%E0%B8%A1.%E0%B9%81%E0%B8%A1%E0%B9%88%E0%B

8%9F%E0%B9%89%E0%B8%B2%E0%B8%AB%E0%B8%A5%E0%B8%A7%E0%B8%87/

7.国際交流基金ホームページ

https://www.jpf.go.jp/j/

8.公益財団法人新聞通信調査会ホームページ

https://www.chosakai.gr.jp/

9. 早稲田大学レポジトリ「【特集】海外の高等教育機関における日本語教育の現状と課題:日本からは見えない文脈を検証す

るタイの大学およびその他の教育機関における日本語教育の現状」

https://waseda.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=41

732&item_no=1&page_id=13&block_id=21

10. QS World University Rankings ホームページ

https://www.topuniversities.com/university-rankings/world-university-rankings/2020

11.チュラーロンコーン大学 文学部 日本語講座ホームページ

http://www.arts.chula.ac.th/~east/japanese/home

12. TPA 付属語学学校ホームページ

http://j.tpa.or.th/

13. 早稲田大学バンコク事務所ホームページ

http://www.cie-waseda.jp/win/jp/office/office_bangkok.html?keepThis=true&TB_iframe=true&height=600&width=770

14.Jeducation ホームページ

http://jeducation.com/main/

15.独立行政法人日本学生支援機構ホームページ

https://www.jasso.go.jp/

16.「タイを知るための 72 章【第 2 版】」著者：綾部真雄（編著）

（ホームページは、すべて 2020 年 2 月 21 日最終アクセス）
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大学ブランドの効果的情報発信

－日本の大学の中国における広報事例－

北京研究連絡センター

内藤 佳奈



１． はじめに

本報告書は、優秀な留学生や研究者に選ばれる大学になるために、いかにして大学を PR して

いくか、広報活動を展開していくかを考察するものである。

 本テーマを選択したのは、筆者は自身の所属先である熊本大学に関して、教育面、研究面そし

て生活環境面等において非常に魅力的な大学だと感じているが、海外出張や海外旅行の際に、「熊

本大学」「熊本」の名前を口にしても「熊本ってどこ？」という反応が返ってくることが度々あっ

たためである。（「熊本」という地名を差し置いて、「くまモン」は知っているという方に複数出会

った、くまモンおそるべし。）こうした経験から、まずは大学名を知ってもらわないことには留学

先に選ばれないという危機感を抱いたことが理由としてあげられる。

 本報告書の構成は、中国における留学の現状、日本の大学が中国において展開する広報活動の

取組みについての調査結果（アンケート及びインタビュー）を紹介し、最後にまとめを行う。

２． 中国における留学の現状

2-1. 留学生増加の背景

 中国は現在、「世界最大の留学生送り出し国、アジア最大の留学生受け入れ国」1である。中国

人学生全般として海外志向が高まり、毎年中国人留学生数は増加傾向で、今後も増え続けると予

測されている。 

※中国教育部「我国出国留学人员情况统计」の数値より筆者作成（国費留学生、機関派遣留学生及び私費留学生の総数）

1 南部広孝「中国における留学生政策の変遷と近年の動向」令和元年 8月 IDE 現代の高等教育 No.613 教育の国際交流 



３．アンケート –日本の大学が中国において展開する広報活動の取組- 

3-1. 実施目的 

2008 年にはじまった「留学生 30 万人計画」に関して、独立行政法人日本学生支援機構（以下

JASSO と記載）の調査によると、数値目標をほぼ達成した状況である（平成 30 年 5 月 1 日現在

の在籍状況は 298,980 人）。次なる目標の 1つとして、量から質へと転換していく時期であるとい

えるが、ここでは優れた中国人留学生を効果的に呼び込むために、希平会6の各参加機関が現在ど

ういった広報活動を展開しているか把握し、今後より効果的に取り組んでいくための考察をする

ことを目的とし、アンケートを実施した。 

3-2. 実施概要 

・タイトル：大学・機関等における「広報活動」に関するアンケート（A4・片面 2枚分） 

・対象：希平会参加機関 

・有効回答数：27 機関 

・設問数：全 7問 

・構成：前半 中国における広報活動全般、後半 ウェブサイトについて 

・備考：筆者が作成し、今年度初めて実施したもの 

3-3. 設問設定 

本アンケートの設問を作成するにあたり、平成 26 年度文部科学省先導的大学改革推進委託事業

「日本人の海外留学及び海外からの留学生受入れ支援の具体的施策等の検討に係る調査研究成果

報告書（フォースバレー・コンシェルジュ株式会社）」を参照した。当該調査研究の外国人学生を

対象にしたアンケートの中で、「留学情報の収集方法」として、「留学情報が掲載されている Web
ページ」や「留学先の学校の公式 Web ページ」といった Web での情報を参考にしているとの回

答が多くあげられている。Web 以外の情報源としては「留学経験者」をあげた回答も多く、実際

に留学したあるいは留学中の学生の声や体験談が学生の留学に関する意思決定に大きく影響する

ものと考えられる、と述べられている。また、海外高等教育機関を対象にしたアンケートの中で、

「日本留学の情報周知手段」として、日本の大学などへの派遣人数が比較的多い機関においては、

「学校のウェブサイト」を用いて行っている旨の回答が 100%であった。 

6 希平会（日中高等教育交流連絡会）：中国に事務所、拠点、同窓会組織等を持つ日本の大学、研究所、政府系機関等を中心に

組織された団体。現在は中国での活動を展開する大学・機関等であればオブザーバーとして参画可。

 増加の背景として、①中国における大学進学率が上昇している（＝大卒の学歴が一般的になっ

ている）、②学生の親世代からも理解が得られている（留学費用は家族や親族からの支援が多い）

及び③中国の全国統一大学入試（高考）の受験競争が激化している、以上の 3 点があげられ留学

が 1 つの重要な選択肢となっている。すなわち、中国人留学生を呼び込むには、日本側にとって

も好条件が比較的そろっている状況といえる。なお、中国人学生が留学先を決定する際の情報の

入手先は、1位:仲介業者、2位:国外大学ウェブサイト、3位:友人や先生からの紹介である2。 

2-2. 日本への留学の現状と傾向

 中国人留学生にとって、アジア諸国の中では日本が主要な留学先の１つとなっている。傾向と

しては、学部生は私立大学を選択（81.1%）、修士及び博士課程の学生は国立大学を選択している。

また、半数以上が関東地区に集中（55.6%）し、次に多いのが近畿地区（16.9%）、その次に九州地

区（11%）である（2016 年統計）3。日本を留学先として選定する主な理由は、「教育の質の高さ（特

に学部教育）」、「日本文化（ポップカルチャー及び日中の古くからの文化交流）」、「学費の安さ（日

本の大学や政府が提供する奨学金により中国の一般家庭が留学先として選択しやすい）」及び「物

理的距離」があげられる。 

2-3. 主要な留学先

中国人学生の留学先の第1候補は米国である。米国国際教育研究所（IIE）の調査”OPEN DOORS 
2019”のデータによると、Academic Year 2018-2019に米国で学ぶ中国人学生は約36万 9500人と、

米国における留学生数の第 1位である4（同時期に米国で学ぶ日本人学生は約 1万 8100 人）。 

 同様に留学先として人気の国の 1 つである英国では、2019 年 3 月 24 日現在、英国の世界一流

の名門大学であるケンブリッジ大学のほか、6 つの大学（バーミンガム大学、レスター大学、ケ

ント大学、ダンディー大学、クイーンズ大学ベルファスト校及びカーディフ大学）が中国の高考

の成績を入学要件として認めると発表している5。 

 各国による優秀な留学生の獲得競争がますます熾烈化している中で、日本の大学はどのような

取り組みを行なっていくべきか次章以降考察したい。 

2 中国留学发展报告(2017) No.6
3 中国留学发展报告(2017) No.6
4 米国国際教育研究所（IIE）OPEN DOORS 2019 地域別データ 
https://www.iie.org/Research-and-Insights/Open-Doors/Data/International-Students/Places-of-Origin
5 好消息！剑桥大学承认中国高考成绩 要求全省排前 0.1％ 平成 31 年 3 月 24 日：中国新闻网

http://edu.people.com.cn/n1/2019/0325/c1006-30992410.html

- 305 -



３．アンケート –日本の大学が中国において展開する広報活動の取組- 

3-1. 実施目的

2008 年にはじまった「留学生 30 万人計画」に関して、独立行政法人日本学生支援機構（以下

JASSO と記載）の調査によると、数値目標をほぼ達成した状況である（平成 30 年 5 月 1 日現在

の在籍状況は 298,980 人）。次なる目標の 1つとして、量から質へと転換していく時期であるとい

えるが、ここでは優れた中国人留学生を効果的に呼び込むために、希平会6の各参加機関が現在ど

ういった広報活動を展開しているか把握し、今後より効果的に取り組んでいくための考察をする

ことを目的とし、アンケートを実施した。 

3-2. 実施概要

・タイトル：大学・機関等における「広報活動」に関するアンケート（A4・片面 2枚分）

・対象：希平会参加機関

・有効回答数：27 機関

・設問数：全 7問

・構成：前半 中国における広報活動全般、後半 ウェブサイトについて

・備考：筆者が作成し、今年度初めて実施したもの

3-3. 設問設定

 本アンケートの設問を作成するにあたり、平成 26 年度文部科学省先導的大学改革推進委託事業

「日本人の海外留学及び海外からの留学生受入れ支援の具体的施策等の検討に係る調査研究成果

報告書（フォースバレー・コンシェルジュ株式会社）」を参照した。当該調査研究の外国人学生を

対象にしたアンケートの中で、「留学情報の収集方法」として、「留学情報が掲載されている Web
ページ」や「留学先の学校の公式 Web ページ」といった Web での情報を参考にしているとの回

答が多くあげられている。Web 以外の情報源としては「留学経験者」をあげた回答も多く、実際

に留学したあるいは留学中の学生の声や体験談が学生の留学に関する意思決定に大きく影響する

ものと考えられる、と述べられている。また、海外高等教育機関を対象にしたアンケートの中で、

「日本留学の情報周知手段」として、日本の大学などへの派遣人数が比較的多い機関においては、

「学校のウェブサイト」を用いて行っている旨の回答が 100%であった。 

6 希平会（日中高等教育交流連絡会）：中国に事務所、拠点、同窓会組織等を持つ日本の大学、研究所、政府系機関等を中心に

組織された団体。現在は中国での活動を展開する大学・機関等であればオブザーバーとして参画可。



○大学パンフレット（4機関実施） 

・協定校へ定期的に大学紹介パンフレットを送り配布依頼 

・各地の教育機関（高校、大学）及び留学仲介業者へダイレクトに留学案内を送付 

・留学案内冊子の中国語版を作成中 

○動画サイト（2機関実施） 

・大学紹介ムービーをアップロード 

・英語コースの入試関連情報を中心にアップロード 

○高校訪問（1機関実施） 

・現地高校を教員や在学生が訪問し入試制度や学部課程（英語コース）の紹介 

設問 2) どのようなことを意識していますか。 

意識していること 具体的な紹介内容（一例） 実施機関数

大学のプログラムを理解してもらいたい 交換留学プログラム、短期プログラム

及び英語で提供しているプログラム 

5 

大学の国際性を PR したい スーパーグローバル大学創生支援事

業や大学の国際交流に関する最新の

ニュースや留学情報 

5 

留学生活を具体的にイメージしてもらい

たい 

研究環境、立地、宿舎及び大学独自の

奨学金 

6 

奨学金や宿舎に関する内容は、留学生がほぼ必ず調べる情報である。JASSO の「平成 30 年度

外国人留学生在籍状況調査結果」によると、学校や法人等が設置する留学生宿舎及び学校が設置

する一般学生寮に入居している学生は全体の 23.1%と少数派で、その他の学生は民間の宿舎やア

パートにて生活しているため、宿舎紹介は PR 効果の大きい情報といえる。 

設問 3)-1 帰国した留学生(OB･OG、同窓会)に協力を得ることがありますか。 

協力を得た実績のある機関は 23 機関、ない機関は 4機関であった。 

協力を得た実績（一例） 実施機関数 

留学フェア等イベント時における通訳、質問対応及び留学体験談の紹介 13 

中国の大学との交流協定締結時における支援 2 

インターンシップやホームステイ等の受入実績 2 

設問 3)-2 協定校と連携して、活動を展開することはありますか。 

次項 3-4.では、得られた回答のうち、特に積極的な事例を抜粋して紹介する。 

3-4. アンケート実施結果

設問 1) どのような手段で行っていますか（今後取組予定の手段も含む）。 複数回答可 

○留学説明会及び留学フェア等イベント関連（13 機関実施）

・事務所を設置している北京での開催の場合は会場参加、その他協定校のある都市での開催の場

合は資料参加 

・中国の大学が独自に行う留学フェアへの参加、中国の大学からの依頼で学生向けに説明

○大学ウェブサイト（10 機関実施）

・中国語ページの開設

○微信 WeChat7（8機関実施）

・発信方法例：元留学生/卒業生/入学予定者グループでの情報発信

・発信内容例：大学紹介から入試情報まで豊富な情報を掲載

○微博 Weibo8（8機関実施）

・毎回記事上にオフィスウェブサイトのリンクを貼り付けて誘導

7 中国で一般的に使用されている、チャットや通話ができるメッセンジャーアプリ（日本で一般的に使用されている『LINE』

に相当するアプリ）
8 中国で一般的に使用されている、ミニブログサイト（日本で一般的に使用されている『Twitter』に相当するツール） 
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・備考 国立六大学共同利用事務所（国立六大学9初の海外拠点） 

4-2. インタビュー結果 –3 つの「連携」の事例紹介- 

岡山大学長春事務所（先方担当者:宋賀群氏）では、岡山大学に関するニュースを中国語に翻訳

し、微信や微博で情報発信、中国東北部における日本語スピーチコンテストの開催、学生や保護

者からの多種多様な問合せ対応といった幅広い業務を遂行している。 

当該事務所のある建物 問合せ対応中の宋賀群氏 国立六大学資料設置の様子 

Ⅰ 岡山大学本部及び岡山大学のその他中国事務所との連携 

岡山大学は長春のほか、瀋陽及び上海に事務所を設置している（内、瀋陽事務所にはスタッフ

の配置は特にないが、必要に応じて事務所所在地である中国医科大学側のサポート有）。岡山大学

本部（国際企画課）・上海事務所・長春事務所は週に 1､2 回程度テレビ会議を行っている。また、

長春事務所は、メールにて毎日本部と密に連絡を取り合っている。上海事務所側はイベント出張

等も比較的多く、上海や上海近郊への、岡山大学からの出張者対応も行っている。なお、2019 年

5 月には、「日中大学フェア＆フォーラム in China 2019」10に両事務所から参加した。 

Ⅱ 中国東北部大学との連携 –日本語スピーチコンテスト及び O-NECUS の事例紹介- 

・日本語スピーチコンテスト 

2019 年の部は、10 月に大連理工大学にて開催された（開催大学は東北三省の大学で毎年変わる）。

会場準備・設営及びボランティア募集といった現地調整も行う。2019 年の部の実績は、合計 13

大学・29 名の学生から応募があり、内 10 名が１次作文審査を通過し、最終的に 2 名が最優秀賞

を獲得した。テーマは、「中国に伝えたい日本文化」または「日本語の勉強を通して学んだこと」

のどちらかを選択することになっており、最優秀賞獲得者には、賞状のほか、1 週間程度の岡山

大学での研修旅行（岡山大学及び近隣地区における研修や交流）の機会が与えられる。本研修旅

行をとおして、留学先に岡山大学を選択する学生もおり、本コンテストは大学にとって宣伝効果

が高いだけでなく、双方にメリットをもたらしている。 

・岡山大学中国東北部大学院留学生交流プログラム O-NECUS
岡山大学と O-NECUS コンソーシアム参加大学（大連医科大学、中国医科大学、吉林大学、東

9 岡山大学（長春事務所主管大学）、千葉大学、新潟大学、金沢大学、長崎大学及び熊本大学
10 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が、中国科学技術部（国家外国専門家局）との共催で、『日中の大学に対して「大

学交流」「留学促進」「産学連携」の場を提供し、相互理解を促進するための基盤作りに貢献する』ことを趣旨として開催したイ

ベント。

連携した実績のある機関は 21 機関、ない機関は 6機関であった。 

 連携した事例として、協定校との合同国際シンポジウム、学術フォーラム、学生交流会、学生

来訪団の受入、語学研修、スポーツ交流及びスピーチコンテスト等のイベントを開催したといっ

た回答が多く寄せられた。 

設問 4) 特定の学年に向けて情報発信を行うことがありますか。 

学年を特定することがある機関は 3機関、ない機関は 24 機関であった。 

特定の学年に向けて情報発信することは少ないことがうかがえた。 

設問 5)-1 貴学ウェブサイトを通じて情報発信する際に、工夫していることは何ですか。 

 ウェブサイトに微博へのリンクバナーを設け、中国人受験生からの微博への問合せや相談に

速やかに対応、資料請求には中国上海事務所のスタッフが現地対応 

 留学生向けの就職支援サイトの設置 

 留学生の卒業後の就職先を掲載し、日本での就職率が高いことを積極的に PR
 中国人学生が関心を寄せそうな中国関連の記事（中国からの訪問団来訪や中国の研究活動等）

を必ず掲載 

設問 5)-2 貴学ウェブサイトに留学生体験談を掲載していますか。 

掲載している機関は 15 機関、していない機関は 12 機関であった。 

体験談の掲載方法は、HP にメッセージを掲載する形式とビデオメッセージ形式が見受けられ

た。また、キャンパスライフがイメージしやすいように 1 日のスケジュールを掲載したり、言語

を日本語＋留学生の出身の母国語で公開したり、といった工夫がなされていた。また、体験談を

含む複数のビデオメッセージをアップロードしている大学もあった。 

４． インタビュー -12 月 24 日・岡山大学長春事務所- 

4-1. 事務所概要

・設置年月 2007 年 8 月

・設置場所 東北師範大学構内（中国吉林省長春市）
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謝辞 

本報告書の作成にあたり、アンケートにご協力いただいた希平会員の皆様、インタビューにご

協力いただいた岡山大学長春事務所の宋様に改めて御礼申し上げます。 

2 年間の研修に参加する機会を与えてくださった熊本大学の皆様、国内研修中にご指導くださ

った JSPS 東京本部の皆様、JSPS 北京センターにていつもあたたかく的確な指示をくださった

廣田センター長及び菅澤副センター長、雑談から業務相談まで一緒に楽しく過ごした簗国際協力

員、心から尊敬する現地職員の江岸さん及び佘彬さん（業務面及び生活面等幅広く助けていただ

いた上、生活を豊かにするヒントも多く得られ、お二人にお会いできただけでも北京に来た価値

があったと感じております）、そして研修期間中にご指導・ご支援いただいた日中の大学・学術研

究機関関係者の皆様に、この場をお借りして心から感謝申し上げます。 

なお、新型肺炎（COVID－19）の感染拡大を受け、日本人駐在員の一時帰国や複数の大学によ

る中国における研修プログラムの中止等多方面に影響が及んでおり、筆者も 2 月に急遽一時帰国

となりました。連日の報道を目にしては、無事に落ち着くことを心から願うばかりです。本案件

に関して、周囲の皆様が諸々配慮してくださったことに、重ねて感謝の意をここに申し上げます。

北京にて最後まで業務できなかったことが心残りですが、私にとって北京センターの皆様と一

緒に過ごしたランチタイム等なにげない日常の 1 つ 1 つが大切な宝物です。宝物を胸に、本研修

をとおして得た知識や経験を今後しっかり活かしていきたいと考えております。 

北大学、東北師範大学、ハルビン医科大学及び長春理工大学）は、「双方向学位（ダブルディグリ

ー）制度」及び「短期留学（単位互換）制度」といった、世界に通用する優れた人材を共同で行

うプログラムを実施している。 

Ⅲ 国立六大学との連携 

 事務所内に国立六大学のパンフレットを設置、国立六大学に関する問い合わせがあった場合に

は当該大学国際部署に情報を伝達したり、Ⅱの日本語スピーチコンテストにおいては、各大学か

らの国際担当の副学長や教授等が審査に従事したりする、といった連携がなされている。 

 その他、全世界の学部生を対象に「グローバル・ディスカバリー・プログラム」11についても情

報発信し、学生交流を促進している。本インタビューから、岡山大学内・東北部の大学間・国立

六大学といった多方面での連携を強化することで、岡山大学のブランド力を高めていることが把

握できた。 

5. まとめ

 今回のアンケート及びインタビューをとおして、各大学が積極的に広報活動を展開している現

状が把握できた。優秀な人材を呼び込むためには、受け入れる国や大学が魅力的で国際競争力が

高いことが前提となるが、現状と前提を踏まえた上で、第 1 章にて取り上げた「どういった手段

で大学ブランドの情報発信をより効果的に実施していくか」という課題について以下のとおり纏

める。 

 第 3 章で述べたとおり、引き続き大学ウェブサイトを最大限に活用した広報戦略を考察してい

くこと及び学生が得たい情報を外国語サイトにおいても確実に発信していくことが重要である。

コンテンツとして、「留学生体験談」及び「卒業後のキャリア状況（日本留学を経て活躍する人材

に関する情報等）」も掲載すると効果的である。 

 「卒業後のキャリア」については、欧米やオーストラリア等の留学先や移住先として人気のあ

る国と比較すると、日本は留学ビザから就労ビザへの切り替えが容易なほうである。留学経験を

活かしたキャリア形成が可能であるといった日本留学の誘因を存分に生かしたい。また、2-3.主

要な留学先で取り上げた米国が、米中の貿易摩擦を背景に一部の中国人留学生に対するビザ制限

等の措置を行ったことに伴い、中国人学生の留学先決定に少なからず影響を及ぼしている。こう

した各国の留学政策や動向にも常に目を向け、柔軟な対応を行っていく必要がある。

 最後に、予算が限られていることを考慮し、各大学だけの広報活動にとどまらず、留学生、卒

業生、協定校及びコンソーシアム等の多方面との結びつきを強化していくことが重要である。 

11 世界中から集まる留学生、帰国生などと一緒に学ぶ国際プログラム。学部・学科の枠にとらわれない、自由で実践的な学び

を通してグローバルに活躍できる人材を育成。
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中国の高大接続改革

北京研究連絡センター

簗 美浦子 



１．はじめに

日本の高等教育における重要な課題のひとつに「高大接続改革」が挙げられている。近年、高

等教育に対するニーズが大きく変化し、社会において即戦力となるような人材や、国際社会で自

立して活躍できる人材の育成が求められるようになった。これらの状況を踏まえ、2007 年の学校

教育法改正では、グローバル化の進展や人工知能技術をはじめとする技術革新などに伴い、予見

の困難な時代の中で新たな価値を創造していく力を育成するため、「基礎的な知識及び技能」「こ

れらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の能力」「主体的に学習に

取り組む態度」という、「学力の 3 要素」から成る「確かな学力」を育むことが重要であること

が明確にされた。しかし、現行の大学入試においては、知識・記憶力などの測定しやすい一部の

能力や、選抜の一時点で有している能力の評価のみに留まっている、また丁寧な評価よりも学生

確保が優先されるなど、高等学校教育で培ってきた力や、これからの大学教育で学ぶために必要

な力を評価するものとなっていない状況が続いている1。このため、2012 年から中央教育審議会

において「大学入学者選抜の改善をはじめとする高等学校教育と大学教育の円滑な接続と連携の

強化のための方策について」の審議が開始され、2 年程の議論を経て、「高等学校教育」「大学入

試」「大学教育」の一体改革を実施すべく、2015 年に、文部科学省より「高大接続改革実行プラ

ン」2が発表された。現在は、これに基づき、高等学校教育改革、大学入学共通テストの導入、大

学教育の質的転換が進められているところである。

一方、中国の状況をみると、英タイムズ・ハイヤー・エデュケーションの世界大学ランキング

2020 からも明らかなように、世界上位 100 大学に清華大学（23 位）、北京大学（24 位）、中国科

学技術大学（80 位）の 3 校がランクインしており、同誌 Chief Knowledge Officer であるフィル・

ベイティ氏も、「中国の大学ランキングにおける順位上昇は、数十年にわたり一貫して教育改革と

教育投資に尽力した賜物であり、著しい成果をあげた。また、この情勢は今後もなお続くであろ

う。」と分析している3。日本学術振興会北京研究連絡センターが事務局となっている在中国日本

人研究者ネットワークにおいても「世界の中で、どうしたら日本の学術研究が生き残れるか」と

いった話題が取り上げられ、「まだ、日本がトップレベルと言える分野もいくつかはあるが、（理

系の）ほとんどの分野の研究において中国が日本を凌駕しているのが実情である。これらの研究

は、アメリカ留学から帰国した研究者によって牽引されており、豊富な資金にも支えられ、今後

ますます発展していくと思われる」といった状況が報告されるなど4、目覚ましい成果をあげ続け

ている。本報告では、広く世界で活躍する人材を生み出し続けている中国の教育改革、特に 2014
年から実施されている高大接続改革（新大学入試総合改革）について概観したい。

1 中央教育審議会、「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革

について（答申）」、文部科学省 HP、平成 26 年 12 月 22 日公開 
2 文部科学大臣決定、「高大接続改革実行プラン」、文部科学省 HP、平成 27 年 1 月 16 日公開 
3 【中国那些事儿】世界大学最新排名清華北大領跑亜洲、中国日報网、令和元年 9 月 14 日公開、

https://3w.huanqiu.com/a/72d6dc/9CaKrnKmP7e?p=2&agt=8  (2020 年 2 月 13 日アクセス) 
4 令和元年 7 月 1 日開催、第一回在中国日本人研究者ネットワーク「さろん」にて 



下のグラフは、近年の中国高等教育機関数と高等教育就学率をまとめたものである。本科（大

中華人民共和国教育部教育発展統計公報（2005-2018）11より筆者作成

学学士課程）ついては、2000 年代に急増し、2018 年は 1,245 校に達しているが、このうち重点

大学と呼ばれる 211 プロジェクト指定校は 112 校と 、全体の 10％に満たない。211 プロジェク

トでは、1995 年から 2011 年の 15 年間で約 470 億元（約 7,000 億円）が投入され、更に 985 プ

ロジェクトで、112 校から厳選された 39 校に対して、10 年間で約 670 億元（約 1 兆円）が投じ

られた12。現在でも重点大学と非重点大学とでは、大学の管理・運営体制や設備、教育研究指導

に大きな差があり、この上位約 10％の大学に入学するため、厳しい受験競争が展開されている。

都市部では、一般的に幼稚園から小学校の

授業を先取りした指導が行われ、就学前教育

の段階から受験を意識した教育が開始される。

義務教育段階（学区制）では、重点大学の付

属小・中学校や実験校に入学するため、多く

の子女が母親とともに学区内に移住し、周辺

借地権・賃貸料の高騰を招く事態となってい

る13。考高期間中は、各種報道で関連ニュー

スが取り上げられるなど、子供の教育は、両

親・祖父母を含めた家庭の一大関心事であり、

家計に占める教育費の割合も大きい。このた

め、大学で何を学びたいかを考えず、両親や

11 教育発展統計公報、中華人民共和国教育部 HP、http://www.moe.gov.cn/jyb_sjzl/sjzl_fztjgb (2020 年 2 月 13 日アクセス) 
12 天野一哉、『中国はなぜ＜学力世界一＞になれたのか 格差社会の超エリート教育事情』、中央公論新社、2013 年、PP.122-124
13 同上、PP.54-78 
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２．新大学入試総合改革実施の背景

２—１．これまでの教育諸改革

中国では、改革開放以降、普通高等学校招生全国統一考試（日本の大学入試センター試験及び

二次試験にあたる。以下「高考」とする。）が再開され、同時に様々な教育改革が実施されてきた。

1993 年 2 月、党中央と国務院から公布された「中国の教育改革・発展綱要」では、21 世紀を

前にした中国教育の改革・発展の方針課題・目標・戦略・全体構想が提起され、これに基づき、

教育法及び教育関連諸法を制定し、教育部が批准した初中高等学校の法人化が決定された5。

1998 年には、教育部より「21 世紀に向けた教育振興行動計画」が公布され、「2000 年までに、

積極的かつ着実に高等教育を発展させ、高等教育への進学率を 11%前後とする。2010 年までに

は、高等教育の規模を大きく拡大し、就学率は 15%程度、いくつかの大学及び重点学科が世界一

流レベルかそれに近いレベルに達する6」という目標のもと、1998 年から 2005 年までの 7 年間

で、高等教育就学率を 9.8％から 21％にまで上昇させた7。同時に「211 プロジェクト」「985 プ

ロジェクト」8等を通じて大学整備を進め、現在は高等教育就学率が 48％、多くの重点大学が世

界レベルに到達している。

また、今後も教育を国家経済戦略の柱として重視しており、アメリカの GDP80％に比肩する

ためには、工業企業従業員やハイエンドのサービス業従事者等、労働者一人当たりの教育年数を

１-2 年上乗せする必要があるといった具体的な試算も行われている9。さらに、「世界一流大学・

一流学科構築（双一流）」等の競争的資金を導入し、大学同士を競わせており、各大学では、教員

に対する業績評価を実施し、結果により職位や給与、研究費等に係る見直しを行うなど、教育研

究の質の向上に力を入れている10。

２－２．現行の高考に係る諸問題

しかし、高等教育の急速な大衆化は、同時に、公平性を保ちつつ、いかに教育の質を保証する

か、また、どのように経済社会の需要人材とのバランスを図るか、という問題を生み出してきた。

5 遠藤誉、『中国教育革命が描く世界戦略 中国の国立大学法人化と産官学協同』、厚有出版、2000 年、PP.108-113 
6 楊学为主編、『中国高考報告（2019）』、社会科学文献出版社、2018 年、P.19 
7 周慧梅編著・三潴正道監訳・平野紀子訳、『図解現代中国の軌跡 中国教育』、科学出版社東京、2018 年、PP.142-143 
8 「211 プロジェクト（211 工程）」は、「21 世紀までに 100 あまりの大学を重点的に整備する」ため、1995-2011 年にかけて

実施されたもの。「985 プロジェクト（985 工程）」は、1998 年 5 月に開催された北京大学 100 周年記念式典での江沢民元総書

記の講話に基づき、「世界先進レベルの一流大学を構築する」ため 1998-2007 年にかけて実施されたプロジェクトである。 
9 楊学为主編、前掲、P.4 
10 日本学術振興海外学術ポータルサイト【国際協力員レポート・中国】「中国の大学における教員業績評価－世界レベルの大学

構築を目指して－」、2019 年 4 月 4 日公開、

https://www-overseas-news.jsps.go.jp/wp/wp-content/uploads/2019/04/2018kenshu_15pek_inoue.pdf (2020 年 2 月 13 日アク

セス)
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ロジェクトで、112 校から厳選された 39 校に対して、10 年間で約 670 億元（約 1 兆円）が投じ

られた12。現在でも重点大学と非重点大学とでは、大学の管理・運営体制や設備、教育研究指導

に大きな差があり、この上位約 10％の大学に入学するため、厳しい受験競争が展開されている。 
都市部では、一般的に幼稚園から小学校の
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の段階から受験を意識した教育が開始される。

義務教育段階（学区制）では、重点大学の付

属小・中学校や実験校に入学するため、多く

の子女が母親とともに学区内に移住し、周辺

借地権・賃貸料の高騰を招く事態となってい

る13。考高期間中は、各種報道で関連ニュー

スが取り上げられるなど、子供の教育は、両

親・祖父母を含めた家庭の一大関心事であり、

家計に占める教育費の割合も大きい。このた

め、大学で何を学びたいかを考えず、両親や

11 教育発展統計公報、中華人民共和国教育部 HP、http://www.moe.gov.cn/jyb_sjzl/sjzl_fztjgb (2020 年 2 月 13 日アクセス) 
12 天野一哉、『中国はなぜ＜学力世界一＞になれたのか 格差社会の超エリート教育事情』、中央公論新社、2013 年、PP.122-124 
13 同上、PP.54-78 
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文部科学省「諸外国の教育統計」平成 31（2019）年版18より

３－２．新大学入試改革総合改革の特徴

前節でも述べたように、本改革のポイントは「教育・大学入試・学生募集」の３点を含めた大

枠での高大接続改革を実施することにある。日本では、「高等学校教育・大学入試・大学教育」の

一体改革が行われているが、この「高等学校教育・大学入試（・各大学の個別選抜）」改革にあた

る部分が、中国での新大学入試総合改革と重なるところである。 

加えて、高考は日本の大学入試センター試験・大学入学共通テストとは異なり、「二次試験の役

割も担っている」「私立大学が少ないため、ほぼすべての大学・学科における人材選抜に使用され

ている」ところに特徴がある。「千軍万馬过独木橋（千軍万馬が一本の木橋を渡る）」と言われる

のも、多くの受験生がこの一年に一度きりの高考を目指していくためである。つまり、高考は一

度の試験であらゆるレベルの人材選抜に対応できるものでなくてはならず、設計が非常に難しい。

18 文部科学省 HP、https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/syogaikoku/1415074.htm (2020 年 2 月 13 日アクセス) 

教員の意向により、より有名な大学へ進学するというケースも多く、入学してから自分の学科に

興味関心が持てず、学習に支障をきたすこともある。受け入れる大学側でも、学生への補習等を

実施しているものの、能力不足や学習に対する消極的な態度に対する不満等、学生募集における

ミスマッチが問題となっている14。

また、近年はより質の高い教育を求めて、あるいは応試教育（受験教育）の弊害を避けるため、

インターナショナルスクール等に入学する子女も多く、海外留学者数も、以前と比べて割合的に

は緩やかになりつつも、増加の一途をたどっている15。中国の高校・大学においては、最も優秀

な層は米国へ、次の層が英国・欧米諸国へ留学するものといった雰囲気があり、経済的条件が許

せば、国内の大学・大学院よりも海外の高等教育機関に進もうとする傾向も強く、国際的な高等

教育機関競争に対応する必要もある16。

更に、地域間における教育の質・入学機会の不均衡も大きな問題である。中国では地方から都

市部への人口流入を防ぐため、義務教育期間中は本籍地で割り当てられた学校に通うこととなっ

ており、地方から都市部に移住している労働者の子女は、学齢期になると親元をはなれ、祖父母

とともに生活しながら教育を受ける例も多い。また、大学の学生募集においても、本籍地省内で

の進学が優先されるため、大学の所在省内の学生に対しては募集枠が大きく、他省に割り当てら

れる募集人数は少ない。このため省をまたいで受験する場合は、省内の学生に比べ合格最低点が

高くなる傾向にある。中には、高考成績が 750 点満点のところ、合格最低点が 100 点以上高くな

る例もあり、公平性の確保が問題となっている 17。

３．新大学入試総合改革

３－１．現行の中国の教育制度について

これらの状況をうけ、2014 年 9 月、中国国務院から「試験募集制度改革の深化に関する実施意

見」（以下、「実施意見」とする）が公布され、「応試教育」や「唯分数論（点数至上主義）」とい

った状況を根本的に解決するため、新大学入試総合改革が開始されることとなった。本改革のポ

イントは、高考開始以来、初めて「教育・大学入試・学生募集」を含めた大枠での高大接続改革

を実施することにあるため、まず、現行の中国の教育制度について確認しておきたい。

 中国の教育制度は、日本と同じく６・３・３・４制をとっている。初級中学（中学校）から高

級中学（高等学校）に進学し、本科（大学学士課程：４－５年）に進むという流れが一般的な大

学進学ルートである。この他、高等職業教育機関として、専科（短期大学課程：多くが３年）、職

業技術学院（専門学校：多くが３年）等が開設されている。

14 楊学为主編、『中国高考報告（2019）』、P21 
15 王輝耀・苗緑編、『中国留学発展報告（2017）No.6』、社会科学文献出版社、2016 年、P.20 
16 楊学为主編、前掲、P.21 
17 天野一哉、『中国はなぜ＜学力世界一＞になれたのか』、PP.111-112 17
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文部科学省「諸外国の教育統計」平成 31（2019）年版18より 

３－２．新大学入試改革総合改革の特徴 

 前節でも述べたように、本改革のポイントは「教育・大学入試・学生募集」の３点を含めた大

枠での高大接続改革を実施することにある。日本では、「高等学校教育・大学入試・大学教育」の

一体改革が行われているが、この「高等学校教育・大学入試（・各大学の個別選抜）」改革にあた

る部分が、中国での新大学入試総合改革と重なるところである。 

加えて、高考は日本の大学入試センター試験・大学入学共通テストとは異なり、「二次試験の役

割も担っている」「私立大学が少ないため、ほぼすべての大学・学科における人材選抜に使用され

ている」ところに特徴がある。「千軍万馬过独木橋（千軍万馬が一本の木橋を渡る）」と言われる

のも、多くの受験生がこの一年に一度きりの高考を目指していくためである。つまり、高考は一

度の試験であらゆるレベルの人材選抜に対応できるものでなくてはならず、設計が非常に難しい。

18 文部科学省 HP、https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/syogaikoku/1415074.htm (2020 年 2 月 13 日アクセス) 



義建設者と後継者を育成する） 

② 服務選才（人材選抜を実施する） 

③ 引导教学（教育に対する指針となる） 

２）四層：教育目的を達成するために考査対象とすべき事項（何を試験するか） 

＝教育に対する指針 

    ① 必備知识…基本的・一般的な知識 

② 関鍵能力…学んだ知識を基に、自ら考え、問題を分析し解決する力 

        ③ 学科素養…様々な状況下において学んだ知識・技能により複雑な任務を処理する力

（しっかりとした学科素養と広い視野を持ち、実践能力・創新精神を持っていること） 

    ④ 核心価値…中国特色社会主義の正しい価値観・社会的責任感 

３）四翼：人材選抜（評価）のための観点（どのように試験・評価するか） 

＝人材選抜に対する指針 

「基礎性」・「総合性」・「応用性」・「創新性」19

３－３－１.（２）新大学入試評価指針による作問・評価・採点 

次に前項（１）の指針の下、どのような作問がなされているか、具体的な設問内容・評価・採

点方法を見ていきたい。下は 2018 年全国Ⅰ巻国語試験作文問題（満 60 点）「ミレニアムベビーが

描く中国の夢」である。なお、高考ではマークシート方式を採用しておらず、基本的に全教科記

述式解答となっている。 

--------------------------------------------------------------------------------------

下の資料を読み、要求に従って文章を作成しなさい。 

2000 年：旧暦庚辰龍年、人類は新しい千年を迎え、中国では多くの「ミレニアムベビー」が誕生。

2008 年：汶川大地震。北京オリンピック。 

2013 年：「天宮一号」初の宇宙飛行試験。 

自動車道「村村通」完成間近、「精準扶貧」運動開始。 

2017 年：インターネット人口 7.72 億人到達、インターネット普及率が世界平均を超える。 

2018 年：「ミレニアムベビー」世代が成人に。 

…… 

19 楊学为主編、『中国高考報告（2019）』、PP.37-42

毎年、「普通高等学校招生全国統一考試大綱」（以下、高考大綱とする）が公布されているものの、

点差をつけるために高考大綱の範囲外からも出題せざるをえず、高級中学ではこれら難問に対応

する教育が行われることから、学生の試験負担が大きくなることになる。このため、中国では、

高考改革と併せて、大学の自主招生（ＡＯ入試）や本科以外の専科・職業技術学院での入試実施

等、高考以外の採用モデルが模索されており、「学生募集」が大きな検討課題として挙げられてい

るのが特徴である。 

３－３．新大学入試総合改革の具体的内容 

新大学入試総合改革の具体的な内容としては、大学入試改革を総合改革の中心に据え、「１．大

学入試内容改革」により、考査目標及び内容を明確化することで、「２．高級中学の教育改革」、

「３．試験負担の合理的軽減」への道筋を作り、併せて学生・各種高等教育の募集採用方式の新

モデル開拓のため、「４．科目選択の自由」、「５．多元採用」を導入することを骨子としている。 

現在は改革開始から５年が経過したが、まだ全国で本入試総合改革が完全に実施されているわ

けではない。中国は国土も広く、地域間により教育環境等も異なるため、第一施行地区（2014 年

～開始）である浙江省、上海市においてそれぞれの試みを実施し、第二施行地区（2017 年～開始）

である北京市、天津市、山東省、海南省においても独自のプランを施行しながら、それらの結果

をもとに漸次全国に拡大していく予定となっている。以下で、新大学入試改革総合改革の各項目

の詳細を見ていきたい。 

３－３－１．大学入試内容改革 

３－３－１．（１）新大学入試評価指針「一核四層四翼」 

 今回の改革においては、2014 年「実施意見」の「出題内容の基礎性・総合性を強化し、学生が

自ら考え、学んだ知識を用いて問題を分析し、問題を解決する能力を重点的に考査する」という

内容を受け、「知識」を考査することから「能力」を考査することへ、問題を「解く」ことから問

題を「解決」する能力を考査することへと重点を移すことに力点が置かれている。 

2015～2017 年にかけて、中国教育部・考試中心（中国文部科学省・大学入試センター）で様々

な検討がなされ、新たな評価システムとして、「一核四層四翼」という新しい大学入試評価指針が

導入された。具体的には、以下のとおりである。 

１）一核：根本的な考査目標（なぜ試験するのか）

① 立徳樹人（徳・智・体・美・労において学生を全面的に発達させ、中国特色社会主
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義建設者と後継者を育成する） 

② 服務選才（人材選抜を実施する）

③ 引导教学（教育に対する指針となる）

２）四層：教育目的を達成するために考査対象とすべき事項（何を試験するか）

＝教育に対する指針 

  ① 必備知识…基本的・一般的な知識

② 関鍵能力…学んだ知識を基に、自ら考え、問題を分析し解決する力

③ 学科素養…様々な状況下において学んだ知識・技能により複雑な任務を処理する力

（しっかりとした学科素養と広い視野を持ち、実践能力・創新精神を持っていること） 

  ④ 核心価値…中国特色社会主義の正しい価値観・社会的責任感

３）四翼：人材選抜（評価）のための観点（どのように試験・評価するか）

＝人材選抜に対する指針 

「基礎性」・「総合性」・「応用性」・「創新性」19 

３－３－１.（２）新大学入試評価指針による作問・評価・採点 

 次に前項（１）の指針の下、どのような作問がなされているか、具体的な設問内容・評価・採

点方法を見ていきたい。下は 2018 年全国Ⅰ巻国語試験作文問題（満 60 点）「ミレニアムベビーが

描く中国の夢」である。なお、高考ではマークシート方式を採用しておらず、基本的に全教科記

述式解答となっている。 

--------------------------------------------------------------------------------------

下の資料を読み、要求に従って文章を作成しなさい。 

2000 年：旧暦庚辰龍年、人類は新しい千年を迎え、中国では多くの「ミレニアムベビー」が誕生。 

2008 年：汶川大地震。北京オリンピック。 

2013 年：「天宮一号」初の宇宙飛行試験。 

自動車道「村村通」完成間近、「精準扶貧」運動開始。 

2017 年：インターネット人口 7.72 億人到達、インターネット普及率が世界平均を超える。 

2018 年：「ミレニアムベビー」世代が成人に。 

…… 

19 楊学为主編、『中国高考報告（2019）』、PP.37-42



４．創意［斬新な見解・新鮮な材料・巧みな構想・独自の想像力や推 

理力・個性特徴］があるか （※同上） 

採点については、中国教育部・考試中心の方に実際の状況をインタビューする予定であったが、

先方の都合等もありかなわなかった。以下、インターネットによる資料収集の結果をまとめたい。

高考の国語科は必須科目であるため、毎年 1,000 万人近くが受験する（2019 年実績では約 1031

万人、日本のセンター試験受験者が約 58 万人）。中国では、中国教育部・考試中心のもと、各省

レベルにおいて教育庁・招生弁公室（学生募集事務室）が設置されており、実際の試験運営・採

点については、招生弁公室が中心となって実施される。採点には高級中学教員、師範学校教員（専

科教員）、専門教授が参加し、ひとつの作文を二人の教員が採点したのち、一定の平均点数枠から

外れた上位層及び下位層を再度審査する二段階方式を採用している22。 

３－３－２．高級中学の教育改革 

高級中学は、大学への進学率等により評価されるため、高考への対応は軽視できない。高考で

難問が出題されれば、これを含む難易度まで指導内容を引き上げる必要があり、学生の試験負担

が大きくなるという悪循環を生み出すもととなっている。 

このため、教育部・考試中心では、新大学入試評価指針において、「知識」を考査することから

「能力」を考査することへ、問題を「解く」ことから問題を「解決」する能力を考査することへ

と重点を移すことを強調している。2018 年高考大綱においても、難問・奇問の出題を避け、高考

大綱・教室教材への回帰を強く打ち出しており23、各教科において、四層を反映した、①基礎的

な知識能力、②様々な事象・データ・情報等の知識を結び付けて独自に考える総合力、③総合力

を現実的・具体的な問題の発見・解決に結びつける応用力、④現実的・具体的な問題解決のため

自ら新しい理想・プランを創造する創新力、を考査することを主眼としている24。 

また、「一核四層四翼」という新大学入試評価指針に従い、四層である考査内容（＝高級中学で

履修すべき内容）をもとに、2018 年 1 月に「普通高中課程方案と国語等学科課程標準（2017 年

版）」（新指導要領）が発表され、2017 年に新設された教材局で教材等の改訂が進められている。

３－３－３．試験負担の合理的軽減 ―高等教育就学ルートの拡大― 

試験負担については、前項で述べたように、知識内容部分を合理的に削減し、総合力・応用力・

22 https://baijiahao.baidu.com/s?id=1636868415217771760&wfr=spider&for=pc (2020 年 2 月 13 日アクセス) 
23 楊学为主編、『中国高考報告（2019）』、P.46
24 同上、PP.46-64 

2020 年：小康社会の全面的完成。 

2035 年：社会主義現代化の基本的実現。 

各世代にはそれぞれの世代においての出会いと機会、使命と挑戦があります。あなたたちは新世

紀の中国と共に成長し、中国の新時代とともに夢を追いかけます。以上の資料により、あなたは

何を連想し、何を思い考えましたか。「タイムカプセル」に入れて 2035 年の 18 歳世代に読んでも

らうと仮定し、文章を作成しなさい。 

要求：自分なりの見方を決め、意図を明確にし、文体を統一し、題名を付すこと。形式は問いま

せんが、剽窃や個人情報の漏洩がないようにしてください。文字数は 800 字以内とします。20 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

本設問は、「一核」の教育目標を反映し、「四層」として 21 世紀以降の中国の科学技術や国力、

国際影響力等の面での成果と、第 19 回党大会により決定された 2020 年と 2035 年の国家目標（①

必須知識）を材料とし、自らの世代へのアイデンティティを強化し、国家の進歩・民族振興への

使命を再認識すると同時に、大国としての風格・自信を養い（④核心価値）、個人の成長と、国家、

民族、来たる時代の関係を理解し（②関鍵能力）、中国の夢を実現するために自身が何を実践する

か考え、表現させる（③学科素養）内容となっている。ここでは「一核四層」がわかりやすい問

題を取り上げたが、他教科の作問においても、現実と問題とをリンクさせた、プラクティカルな

内容が多い。 

 また、評価については、「四翼」である基礎性・総合性・応用性・創新性に基づき、下表に基づ

いて実施されている。この基礎点から、文章量や誤字数・タイトルの有無等により、減点が行わ

れて、総得点となる 21。 

１等 

（16～20 点） 

２等 

（11～15 点） 

３等 

（6～10 点） 

４等 

（0～5点） 

基
礎
等
級

内容項目 

（20 点） 

１．題意と合っているか、２．テーマが明確か、３．内容があるか、

４．思想が健康か、５．真摯な姿勢があるか 

（※各項目を 1～4等に分け、更に各等 5段階で採点）

表現項目 

（20 点） 

１．文体が統一されているか、２．構成が整っているか、３．文章が

整っているか、４．文字が丁寧に書いてあるか （※同上）

発
展
等
級

特徴項目 

（20 点） 

１．深み［現象から本質を読み取る・物事に内在する因果関係を提示 

するものである・啓発作用のある観点を有する］があるか 

２．内容［材料・論拠・具体的なイメージ・見識］が豊かであるか 

３．文才［言葉の使い方が適切である・文章がスマートである・修辞 

手法に長けている・表現力がある］があるか 

20 https://wenku.baidu.com/view/1151eb233d1ec5da50e2524de518964bcf84d280 (2020 年 2 月 13 日アクセス) 
21 https://wenku.baidu.com/view/4e6dfb5a710abb68a98271fe910ef12d2bf9a947.html (2020 年 2 月 13 日アクセス) 
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４．創意［斬新な見解・新鮮な材料・巧みな構想・独自の想像力や推 

理力・個性特徴］があるか            （※同上） 

採点については、中国教育部・考試中心の方に実際の状況をインタビューする予定であったが、

先方の都合等もありかなわなかった。以下、インターネットによる資料収集の結果をまとめたい。

高考の国語科は必須科目であるため、毎年 1,000 万人近くが受験する（2019 年実績では約 1031

万人、日本のセンター試験受験者が約 58 万人）。中国では、中国教育部・考試中心のもと、各省

レベルにおいて教育庁・招生弁公室（学生募集事務室）が設置されており、実際の試験運営・採

点については、招生弁公室が中心となって実施される。採点には高級中学教員、師範学校教員（専

科教員）、専門教授が参加し、ひとつの作文を二人の教員が採点したのち、一定の平均点数枠から

外れた上位層及び下位層を再度審査する二段階方式を採用している22。 

３－３－２．高級中学の教育改革 

高級中学は、大学への進学率等により評価されるため、高考への対応は軽視できない。高考で

難問が出題されれば、これを含む難易度まで指導内容を引き上げる必要があり、学生の試験負担

が大きくなるという悪循環を生み出すもととなっている。 

このため、教育部・考試中心では、新大学入試評価指針において、「知識」を考査することから

「能力」を考査することへ、問題を「解く」ことから問題を「解決」する能力を考査することへ

と重点を移すことを強調している。2018 年高考大綱においても、難問・奇問の出題を避け、高考

大綱・教室教材への回帰を強く打ち出しており23、各教科において、四層を反映した、①基礎的

な知識能力、②様々な事象・データ・情報等の知識を結び付けて独自に考える総合力、③総合力

を現実的・具体的な問題の発見・解決に結びつける応用力、④現実的・具体的な問題解決のため

自ら新しい理想・プランを創造する創新力、を考査することを主眼としている24。 

また、「一核四層四翼」という新大学入試評価指針に従い、四層である考査内容（＝高級中学で

履修すべき内容）をもとに、2018 年 1 月に「普通高中課程方案と国語等学科課程標準（2017 年

版）」（新指導要領）が発表され、2017 年に新設された教材局で教材等の改訂が進められている。 

３－３－３．試験負担の合理的軽減 ―高等教育就学ルートの拡大― 

試験負担については、前項で述べたように、知識内容部分を合理的に削減し、総合力・応用力・

22 https://baijiahao.baidu.com/s?id=1636868415217771760&wfr=spider&for=pc (2020 年 2 月 13 日アクセス) 
23 楊学为主編、『中国高考報告（2019）』、P.46 
24 同上、PP.46-64 



（高校学力水準テスト）を受験することとし、大学応募時には、２回のうち、どちらかよい方の

成績を選んで出願できることとした。外国語についても６月の高考で受験できるほか、高中学業

水平考試と併せて 10 月試験を実施し、年２回、受験可能としている。更に、大学への応募につい

ては、専攻を主体とした応募方法に改め、各大学があらかじめ受験科目等、選抜条件を策定・公

表しておき、学生は専攻＋大学の形で応募することとした27。 

＜上海法案＞ 

上海市では、2014 年入学の高校生から、受験教科に偏った指導が行われないよう、普通高校学

力試験科目として 13 科目が設定され、各科目に合格試験（高校卒業資格試験）が設置された。さ

らに基礎課程を終えたのち、政治思想・歴史・地理・物理・化学・生命科学の６科目から３科目

を選択・学習し、等級試験（進学用選択科目試験）を受験することになっている。大学進学する

場合には、高考で国語・数学・英語の３科目＋普通高校学力試験・等級試験３科目成績による３

＋３方式での募集が行われている。なお、英語については、受験機会も拡大されており、毎年１

月にも実施され、高考の成績と比較してより良い成績を選択することができる28。 

しかし、これら３＋３方式は、点数の取りやすい科目に学生が集中し、物理など点数の取りに

くい教科を学ぶ学生が少なくなる、また、受験機会の拡大については、受験回数が多く、逆に学

生の負担が増加した等の問題点も指摘されている。 

３－３－５．多元採用 

学生募集・採用については、清華大学の「領軍計画」・北京大学の「博雅計画」等、各大学での

自主招生（ＡＯ入試）制度の導入も進められている。これらは各大学により様々な形式がとられ

ているため、本稿では、多元採用の一環として、現在試行されている学生全体に係る募集・採用

方式について取り上げたい。 

＜浙江法案＞ 

浙江省では、2016 年から「三位一体」募集が実施されている。これは、「高考成績」、「高中学

業水平考試成績（高校学力水準テスト）」、及び「総合素質評価試験」の三つの成績を一定の割合

で総合し、成績を評価する募集方式である29。三位一体における「総合素質評価試験」は、各大

学が事前に測定内容及び実施方法を公布し、学生の総合的素質・学科性向・専攻素質等について

考査を行うもので、初回 2016 年の清華大学「三位一体」募集では、高考：高中学業水平考試成績：

27 同上、PP.26-27 
28 上海市では英語に筆記・リスニングの他、PC を使用したスピーキング力測定（100 分・成績は 7 段階評価）が含まれている。

https://wenku.baidu.com/view/62a88c719a89680203d8ce2f0066f5335a816799.html (2020 年 2 月 13 日アクセス) 
29 楊学为主編、『中国高考報告（2019）』、P.27

創新力の考査を重視することにより、詰込み教育の負担を軽減している。しかし、自分の適性や、

大学で何を学びたいかを考えず、周囲に推されて高考を受験する学生も多い。このため、高考・

大学というルート以外の就学ルート拡大が模索されている。その一環として導入されたものが、

高等職業教育課程（専科・職業技術学院）への進学を促す「分類考試」である。 

 本分類考試の中で大きな割合を占める「単独考試招生（単独試験募集）」では、春（３-４月）

に各専科・職業技術学院が独自に試験を実施し、合否を決定するため、高考（６月実施）を受験

する必要がない。また、試験科目も各校により異なり、大学入学のための３＋X 方式よりも教科

数が少なく、代わりに技能試験や面接等が課せられることが多いため、志願者は自分の興味や目

的に合った課程・科目を選択することができ、学習負担を軽減することができる。 

更に、専科・職業技術学院では、公務員育成や、企業の人材育成のための専攻も多く、社会で

必要とされている人材需要への対応策としても有効である。重慶航天職業技術学院の例を挙げる

と、「航空機製造技術専攻」は、企業である「通航集団」と共同運営、「自動車電子技術（新エネ

ルギー自動車）専攻」は「長安自動車会社」からの受注育成、「フライト・アテンダント専攻」は

「海南航空」からの受注育成等、就業に直結する専攻が多く、学生からも人気が高い25。

これら高等職業教育課程については、新大学入試総合改革開始と同じ 2014 年、国務院から「現

代職業教育の発展加速に関する決定」が発表され、同年、教育部から公布された「高等職業教育

創新発展行動計画（2015-2018 年）」「職業学院管理水準向上行動計画（2015-2018 年）」により強

化・発展が図られてきた。2018 年 11 月の教育部発表では、今後、「国家職業教育改革実施法案」

を制定・公布し、中国独自のハイレベル職業技術学院及び専科建設計画をスタートさせ、これら

を技術・技能における人材育成訓練基地、技能創新・技術研究開発のプラットフォームとする計

画が進められている26。 

３－３－４．科目選択の自由

 大学進学に係る科目選択については、第一試行地区でそれぞれ独自の取り組みが行われている。

2014 年に公布された「浙江省深化高校考試招生制度総合改革試点方案（以下、浙江法案とする。）」

および「上海市深化高校考試招生制度総合改革試点方案（以下、上海法案とする。）」より、現在

実施されている科目選択方式について、下に概要をまとめる。 

＜浙江法案＞ 

浙江省では、必須科目（国語・数学・外国語）と選択科目６科目を設定し、選択科目から３科

目を選択することができるようにした。また受験機会も拡大され、国語・数学は６月の高考で受

験するが、選択科目は高考とは分離して、４月と 10 月の年２回、省で実施する高中学業水平考試

25 http://cq.danzhaowang.com/bkzx/zsjz/150002.html (2020 年 2 月 13 日アクセス) 
26 楊学为主編、『中国高考報告（2019）』、PP.29-31 
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（高校学力水準テスト）を受験することとし、大学応募時には、２回のうち、どちらかよい方の

成績を選んで出願できることとした。外国語についても６月の高考で受験できるほか、高中学業

水平考試と併せて 10 月試験を実施し、年２回、受験可能としている。更に、大学への応募につい

ては、専攻を主体とした応募方法に改め、各大学があらかじめ受験科目等、選抜条件を策定・公

表しておき、学生は専攻＋大学の形で応募することとした27。 

＜上海法案＞ 

上海市では、2014 年入学の高校生から、受験教科に偏った指導が行われないよう、普通高校学

力試験科目として 13 科目が設定され、各科目に合格試験（高校卒業資格試験）が設置された。さ

らに基礎課程を終えたのち、政治思想・歴史・地理・物理・化学・生命科学の６科目から３科目

を選択・学習し、等級試験（進学用選択科目試験）を受験することになっている。大学進学する

場合には、高考で国語・数学・英語の３科目＋普通高校学力試験・等級試験３科目成績による３

＋３方式での募集が行われている。なお、英語については、受験機会も拡大されており、毎年１

月にも実施され、高考の成績と比較してより良い成績を選択することができる28。 

しかし、これら３＋３方式は、点数の取りやすい科目に学生が集中し、物理など点数の取りに

くい教科を学ぶ学生が少なくなる、また、受験機会の拡大については、受験回数が多く、逆に学

生の負担が増加した等の問題点も指摘されている。 

３－３－５．多元採用 

 学生募集・採用については、清華大学の「領軍計画」・北京大学の「博雅計画」等、各大学での

自主招生（ＡＯ入試）制度の導入も進められている。これらは各大学により様々な形式がとられ

ているため、本稿では、多元採用の一環として、現在試行されている学生全体に係る募集・採用

方式について取り上げたい。 

＜浙江法案＞ 

 浙江省では、2016 年から「三位一体」募集が実施されている。これは、「高考成績」、「高中学

業水平考試成績（高校学力水準テスト）」、及び「総合素質評価試験」の三つの成績を一定の割合

で総合し、成績を評価する募集方式である29。三位一体における「総合素質評価試験」は、各大

学が事前に測定内容及び実施方法を公布し、学生の総合的素質・学科性向・専攻素質等について

考査を行うもので、初回 2016 年の清華大学「三位一体」募集では、高考：高中学業水平考試成績：

27 同上、PP.26-27  
28 上海市では英語に筆記・リスニングの他、PC を使用したスピーキング力測定（100 分・成績は 7 段階評価）が含まれている。

https://wenku.baidu.com/view/62a88c719a89680203d8ce2f0066f5335a816799.html (2020 年 2 月 13 日アクセス)  
29 楊学为主編、『中国高考報告（2019）』、P.27 



のため、「三位一体」モデルを除き、試行地区においても「二根拠（高考の３科目＋高校学力テス

トの選択３科目）」を中心とした採用となっているのが現状である。首都・北京市でも総合素質評

価の導入が決定されたが、採用の際に総合素質評価がどの程度まで「参考」とされるかは、今後

の実践・検証を待つ必要がある。 

４．おわりに 

以上、中国における高大接続改革（新大学入試改革総合改革）を概観したが、日本が抱えてい

る問題と重なる部分が多く、より理解を深めていく必要があると感じている。改革開放から、四

十数年で現在の水準に到達し、今や世界最大の教育規模を誇る中国での、高等教育の発展・改革

のスピードには驚くばかりである。教育が社会的地位に直結した時代の名残や、各地域における

開発・発展のスピードの差異もあり、教育・入試に対する国民の関心は非常に高く、緊張感と言

えるほどである。また、就学前教育から高等教育まで、学生ばかりでなく、各段階の学校も常に

評価に晒されており、公立学校の教員にも特級・1級・2級のランク付けが行われる等、教育機関

及び教員間でも切磋琢磨するシステムが確立されている。このような土壌のもと、本改革が深化・

拡大すれば、今後も更に優秀な人材の育成・輩出が行われることと思う。本研修以前には、中国

について特に学んだことがなく、また中国語も初学者であるため、非常に乏しい理解であるが、

中国の教育に対する関心とエネルギーには驚嘆するばかりであった。 

最後に、本稿については、教育部・考試中心の方へのインタビューを予定していたものの、先

方の都合や COVID－19の影響もあり、高考の採点方法や、上海市での英語スピーキング能力テ

スト、北京市での総合素質評価等について、実際の状況が伺えなかったのが残念である。書籍や

インターネットでの情報収集となってしまったが、本稿が日本の高大接続改革を考える際の一助

となれば幸いである。 
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総合素質評価試験成績を、６：３：１の割合で換算・合計するものとし、105 人が募集された30。

2018 年募集では、浙江省内の本科 15 校、専科・職業技術学院 30 校が本募集方式を導入し31、省

外では北京大学、清華大学をはじめ、復旦大学、上海交通大学など、各地域の有名大学７校が本

方式を採用している32。 

＜上海法案＞ 

 上海市でも、募集・採用において「高考成績」、「普通高校学力試験」、「総合素質評価」を導入

しているが、浙江省の三位一体モデルと大きく異なるのは、「総合素質評価」の内容である。浙江

省の三位一体モデルでは、大学が受験生に対し総合素質評価試験（総合素質評価テスト）を実施

するが、上海市では、各高級中学が、①思想道徳発展状況、②中華優秀伝統文化素養、③課程履

修状況と学業成績、④創新精神と実践能力、⑤心身健康状態、⑥趣味・個人特技等の６つの観点

から、学生の成長過程を客観的に記録し、それを「総合素質評価」材料としている。このための

情報化プラットフォームとして「高中学生総合素質評価システム」が構築され、2017 年から大学

の自主招生等で使用されている。この「総合素質評価」が「二根拠一参考」モデル（高考成績お

よび高校学力テスト成績に基づき、総合素質評価を参考として募集採用を行う方式）の「一参考」

にあたる部分で、これまでの学力を基本とした募集・採用から一歩踏み込んだ内容となっている。 

＜北京法案＞ 

 北京市では、2017 年に「北京市普通高中学生総合素質評価実施方法」、2018 年に「北京市深化

高校考試招生制度総合改革試点方案（北京法案）」が発表され、上海市同様、学生の総合素質評価

制度を充実させることが打ち出された。高級中学では、①思想道徳、②学業成績、③心身健康、

④健康的生活様式、⑤芸術素養、⑥社会実践の６つの観点から、「北京市普通高中学生総合素質評

価電子プラットフォーム」上に具体的な活動・事実資料を記録し、記録された内容については、

学期毎に審査を行い、最終評価をプラットフォーム上で公示することとしている。 

さらに、学期毎の審査内容や、公示された評価内容については、毎年、区の教育委員会が抽出

した 25％弱の高校を対象にシステム上で監査を行うこととしており、今後は、審査内容や公示さ

れた評価内容に異議がある場合、学生・保護者・教員から高校に申し立てができるようにする制

度や、責任追及制度を整備することで、評価内容への信頼性を高めていく予定である。 

なお、本総合評価内容は、学生自身が自分の長所・短所を把握し、今後の学習・進路計画等に

役立てることができるほか、北京市の高校からの推薦学生、各大学による自主招生採用等での参

考として使用される予定である33。 

以上、多元採用のための新しい材料として、各省・直轄市における「総合素質評価」を見てき

たが、中国では大学受験が非常に重要な意味をもつため、公平性の確保が大きな課題となる。こ

30 同上、P.36 
31 http://www.gaosan.com/gaokao/177851.html (2020 年 2 月 13 日アクセス) 
32 http://www.gaosan.com/gaokao/178174.html (2020 年 2 月 13 日アクセス) 
33 楊学为主編、『中国高考報告（2019）』、PP.33-35 
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のため、「三位一体」モデルを除き、試行地区においても「二根拠（高考の３科目＋高校学力テス

トの選択３科目）」を中心とした採用となっているのが現状である。首都・北京市でも総合素質評

価の導入が決定されたが、採用の際に総合素質評価がどの程度まで「参考」とされるかは、今後

の実践・検証を待つ必要がある。 

４．おわりに 

 以上、中国における高大接続改革（新大学入試改革総合改革）を概観したが、日本が抱えてい

る問題と重なる部分が多く、より理解を深めていく必要があると感じている。改革開放から、四

十数年で現在の水準に到達し、今や世界最大の教育規模を誇る中国での、高等教育の発展・改革

のスピードには驚くばかりである。教育が社会的地位に直結した時代の名残や、各地域における

開発・発展のスピードの差異もあり、教育・入試に対する国民の関心は非常に高く、緊張感と言

えるほどである。また、就学前教育から高等教育まで、学生ばかりでなく、各段階の学校も常に

評価に晒されており、公立学校の教員にも特級・1級・2級のランク付けが行われる等、教育機関

及び教員間でも切磋琢磨するシステムが確立されている。このような土壌のもと、本改革が深化・

拡大すれば、今後も更に優秀な人材の育成・輩出が行われることと思う。本研修以前には、中国

について特に学んだことがなく、また中国語も初学者であるため、非常に乏しい理解であるが、

中国の教育に対する関心とエネルギーには驚嘆するばかりであった。 

最後に、本稿については、教育部・考試中心の方へのインタビューを予定していたものの、先

方の都合や COVID－19の影響もあり、高考の採点方法や、上海市での英語スピーキング能力テ

スト、北京市での総合素質評価等について、実際の状況が伺えなかったのが残念である。書籍や

インターネットでの情報収集となってしまったが、本稿が日本の高大接続改革を考える際の一助

となれば幸いである。 
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